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浪江町告示第１１号

（ ） 、地方自治法 昭和２２年法律第６７号 第１０１条第１項の規定により

平成２３年浪江町議会定例会を、次のとおり招集する。

平成２３年８月１９日

浪江町長 馬 場 有

１ 期 日 平成２３年９月２１日（水） 午前９時

２ 場 所 福島県二本松市本町１丁目６０番地２

安達地方広域行政組合 自治センター
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○応招・不応招議員

応招議員（２０名）

１番 愛 澤 格 君 ２番 山 崎 博 文 君

３番 山 本 幸一郎 君 ４番 吉 田 数 博 君

５番 若 月 芳 則 君 ６番 横 山 精 一 君

７番 渡 邉 文 星 君 ８番 泉 田 重 章 君

９番 橋 爪 光 雄 君 １０番 田 尻 良 作 君

１１番 渡 部 貞 信 君 １２番 鈴 木 辰 行 君

１３番 佐 藤 文 子 君 １４番 紺 野 榮 重 君

１５番 佐々木 恵 寿 君 １６番 小 黒 敬 三 君

１７番 勝 山 一 美 君 １８番 三 瓶 宝 次 君

１９番 佐々木 英 夫 君 ２０番 馬 場 績 君

不応招議員（０名）



９ 月 定 例 町 議 会

（ 第 １ 号 ）
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平成２３年浪江町議会９月定例会

議 事 日 程（第１号）

平成２３年９月２１日（水曜日）午前９時開議

日程第 １ 会議録署名議員の指名

日程第 ２ 会期の決定

日程第 ３ 諸般の報告

日程第 ４ 行政報告

日程第 ５ 一般質問
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出席議員（２０名）

１番 愛 澤 格 君 ２番 山 崎 博 文 君

３番 山 本 幸一郎 君 ４番 吉 田 数 博 君

５番 若 月 芳 則 君 ６番 横 山 精 一 君

７番 渡 邉 文 星 君 ８番 泉 田 重 章 君

９番 橋 爪 光 雄 君 １０番 田 尻 良 作 君

１１番 渡 部 貞 信 君 １２番 鈴 木 辰 行 君

１３番 佐 藤 文 子 君 １４番 紺 野 榮 重 君

１５番 佐々木 恵 寿 君 １６番 小 黒 敬 三 君

１７番 勝 山 一 美 君 １８番 三 瓶 宝 次 君

１９番 佐々木 英 夫 君 ２０番 馬 場 績 君

欠席議員（０名）

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 副 町 長

馬 場 有 君 上 野 晋 平 君

教 育 長 代表監査委員

畠 山 熙一郎 君 山 内 清 隆 君

総務課長兼会計管理者 企画調整課長

根 岸 弘 正 君 谷 田 謙 一 君

税 務 課 長 住民生活課長

大 浦 泰 夫 君 植 田 和 夫 君

産業振興課長 建 設 課 長

高 倉 敏 勝 君 原 芳 美 君

福祉こども課長 教育総務課長

木 村 潔 君 屋 中 茂 夫 君

上下水道課長 生涯学習課長

星 光 美 君 島 田 龍 郎 君

健康保険課長兼津島診療所事務長

紺 野 則 夫 君

職務のため出席した者の職氏名

事 務 局 長 書 記

宮 口 勝 美 瀧 美佐江

書 記

鈴 木 清 水
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東日本大震災以来195日となりました。○議長（吉田数博君）

９月定例会開会に先立ち、今回の災害により亡くなられた方々に

、 、 。対し 皆様とともに哀悼の意を込め 黙とうを捧げたいと思います

ご起立をお願いいたします。黙とう。

［黙とう］

ありがとうございました。ご着席ください。○議長（吉田数博君）

◎開会の宣告

ただいまの出席議員は20人であります。○議長（吉田数博君）

定足数に達しておりますので、平成23年浪江町議会９月定例会を

開会いたします。

（午前 ９時００分）

◎開議の宣告

直ちに本日の会議を開きます。○議長（吉田数博君）

◎議事日程の報告

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ○議長（吉田数博君）

ります。

◎会議録署名議員の指名

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。○議長（吉田数博君）

、 、会議録署名議員は 会議規則第120条の規定により議長において

11番 渡部貞信君、12番 鈴木辰行君、13番 佐藤文子君を指名い

たします。

◎会期の決定

日程第２、会期の決定を議題といたします。○議長（吉田数博君）

お諮りいたします。今期定例会の会期はお手元に配付のとおり、

本日より10月４日までの14日間といたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって、会期は、本日より10月４日までの14日間と決定いたしま

した。

会期中の会議についてお諮りいたします。

21日、22日、10月３日、10月４日を本会議、26日、27日、28日、
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29日、30日を議案調査及び委員会等のため休会といたしたいと思い

ます。これにご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって、以上のように決定をいたしました。

◎諸般の報告

日程第３、諸般の報告を行います。○議長（吉田数博君）

議長としての報告事項は、印刷してお手元に配付しておりますの

でご了承願います。

◎行政報告

日程第４、行政報告を行います。行政報告につ○議長（吉田数博君）

いては町長からお願いいたします。

町長。

［町長 馬場 有君登壇］

。 。○町長 馬場 有君（ ） おはようございます 行政報告を申し上げます

議員各位にはご多用中にもかかわらず、平成23年９月浪江町議会

定例会にご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。

国政においては ８月26日 菅首相が 退陣の条件としていた 第、 、 、 「

、 、 」２次補正予算案 再生可能エネルギー特別措置法案 特例公債法案

の成立を受け辞任を表明し、８月29日執行された民主党代表選にお

いて野田佳彦氏が代表に選出され、９月２日正式に首相に就任、野

田内閣が発足しました。

まさに非常時中のトップ交代であり、新内閣には、東日本大震災

からの復興、原発事故の収束、被災者支援対策、脱原発依存に向け

たエネルギー政策の見直し、円高対応を始めとする経済対策など緊

急に対応しなければならない課題が山積しております。

野田首相は「福島の再生なしに日本の再生はない 」として、原。

発事故の収束を最重要課題に掲げておりますが、１日も早く政権を

軌道に乗せ、政局混迷で遅れた震災復興事業、原発事故収束の対応

に早急に着手していただき、特に、大規模な除染など避難住民の帰

還に向けた取組みを積極的に推進していただきたいと考えていま

す。

８月11日、16日、27・28日に浪江町の新町商店会主催による「浪

江町の盆踊り が開催されました これは 浪江町の文化である 盆」 。 、 「

踊り」を通して、ふるさと浪江町へ思いをはせ、離れ離れに暮らし

ている町民の絆をつなぐことを目的に開催されたものです。
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８月11日は二本松の夏祭り会場内にて盆踊りを開催するととも

に 「浪江町相馬流山踊り保存会」の皆さんにより、相馬流山踊り、

が披露されました。当日は、およそ2,000人にお集まりいただき、

町民の皆さんの久々の再会、二本松市の皆様との交流と共に「夏祭

り」の雰囲気を味わっていただきました。

、 。８月16日には 福島市内の仮設住宅内にて盆踊りを開催しました

福島市内外からおよそ600人の町民の皆さんが集まり、ふるさと浪

江町へ思いを一つにしました。

また、８月27日、28日の「岳温泉観光仮装盆踊り」では、岳温泉

のお囃子と浪江町のお囃子を交互に演奏する形で参加させていただ

きました。会場で行われた。YOSAKOI演舞では、浪江町の「ワンダ

ーなみえ」が参加し、二次避難でお世話になった岳温泉へのお礼も

込めて、多くの町民が参加しました。

今後とも、このような文化芸能活動等を通して「浪江町・浪江町

民」として絆をつなぐことができるよう町としても、積極的に支援

していきたいと考えております。

次に、平成22年度決算についてご報告いたします。

平成22年度は、国による経済対策交付金を活用した地域スポーツ

センター建設事業を始め、小中学校太陽光発電施設整備事業、地デ

ジ対策を兼ねた地域情報通信基盤整備事業、携帯電話基地局整備事

業や町営住宅建設事業など、20億円を超える公共施設整備事業に取

り組みました。

しかしながら、３月11日に発生した東日本大震災、翌日の原発事

、 、故による全町避難により 年度末における事務事業の整理ができず

多くの繰越事業や収入未済金が発生することとなりました。

歳出においては、多くの事業において事業継続が不可能となり、

年度内に完了することができないため、当初より繰り越しを前提と

していた繰越明許事業と併せ、43事業（総額９億1,365万４千円）

が翌年度へ繰り越しとなりました。

また、歳入においては、町税や各種使用料等の収納事業が滞った

ことや、国県補助金の精算事務が行えなかったこと等により、多額

の収入未済が発生しました。

このように、通常とは状況が大きく異なる中での決算整理である

ため、今年度の決算における各種計数については、前年との比較増

減等について適正な対比ができないことをご了承をお願いいたしま

す。

一般会計の決算額についてですが、歳入決算額94億8,822万６千

円、前年度比16.7％増、歳出決算額88億3,388万円、前年度比15.7
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％増となりました。歳入歳出差し引き額から翌年度へ繰り越すべき

財源を差し引いた実質収支は、２億1,150万2,000円の黒字となりま

した。

歳入が増加した主な要因としては、公共投資臨時交付金や安全安

心な学校づくり交付金など国庫支出金が14億302万5,000円増加、地

方交付税が、国の経済対策による追加交付等により２億15万5,000

円増加したことなど、政策的な要因によるものであります。

一方、町税につきましては、東日本大震災及び原発事故の発生に

よる全町避難により、年度末における収納事務が滞り、全ての税目

の合計で前年度比6.0％の減収となっています。

歳出が増加した主な要因としては、地域スポーツセンター建設事

業や小中学校太陽光発電施設整備事業の実施により教育費が16億

5,885万7,000円と大幅に増加し、さらに子ども手当の支給増等によ

、 。り 民生費が１億8,092万1,000円増加したことなどによるものです

「 」「 」財政健全化判断比率である 実質赤字比率 連結実質赤字比率

「実質公債費比率 「将来負担比率」の４指標につきましては、い」

ずれも早期健全化基準以下となりましたが、特に実質公債費比率に

ついては、今後とも、地方債発行の許可基準である18.0％以下を堅

持していくため、引き続き地方債の適正な借り入れに留意する必要

があると考えています。

また、10の特別会計の歳入決算総額は48億9,176万9,000円、歳出

決算総額は46億7,642万3,000円となり、すべての特別会計で黒字決

算となったところであります。

現在の当町の財政状況は、原発事故による全町避難に伴い、町税

をはじめ自主財源の確保ができず、国県からの財政支援に頼らざる

を得ない状況となっております。

そのため、避難生活を強いられている町民の皆様に十分な行政サ

ービスが提供できず、ご不便をおかけしていることに対し深くお詫

び申し上げる次第であります。

明確な原発事故の収束が見えない中、町民皆様方の不安解消、生

活支援等に取り組み 「浪江町」を維持していくため、国県による、

財政支援、さらには東京電力への賠償を強く求めながら、できうる

限りの政策を行ってまいりたいと考えております。

次に、災害対応業務について報告させていただきます。

まず、被災者の捜索活動等についてでございますが、東日本大震

災から半年が経過したものの、東京電力福島第一原発事故により、

見えぬ放射線との戦いの日々が続いています。

南棚塩、請戸、中浜、両竹地域における行方不明者捜索でありま
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すが、９月14日現在における遺体発見者数は151名であり、いまだ

33名の行方が分かっていない状況となっております。

そのため、県警による重機を伴う陸上捜索に併せ、漁港内の重機

捜索、海上保安庁による港内及び港付近の潜水捜索、それから漁船

による海上の網引き捜索等を実施いたしたところであります。

津波の被害で流出した写真や賞状など、いわゆる「思い出の品」

については、旧針道小学校体育館で縦覧を行っておりましたが、７

月22日からは、会場を二本松市上竹にある「上竹倉庫」に移し縦覧

を行っているところであり、８月末までに約2,800名の方々が思い

出の品々を持ち帰りいただいております。

次に、避難区域の防犯対策についてですが、計画的避難区域にお

ける防犯や安全確保の強化を図るため、町、双葉警察署及び津島地

区部長会と協議を行い、８月１日から津島地区の町道９路線の一部

を通行止めとし、その計画的避難区域への一時立入のための「計画

的避難区域通行証」を区域の全世帯に交付いたしております。

次に、放射線管理についてですが、９月６日より町独自による放

、 、射線空間線量調査を仮設住宅26カ所及び 二本松市内の浪江小学校

浪江中学校２カ所について実施いたしており、その線量調査結果に

つきましては、仮設住宅の掲示板や町ホームページ等に掲載し、情

報の提供を行っております。

避難所の状況についてご報告いたします。

体育館等の一次避難所への避難についてでありますが、町が管理

している。一次避難所は８月末で閉鎖しました。その他県内の一次

避難所では９月14日現在、３施設に６名が避難している状況です。

次に、ホテル、旅館等の二次避難所への避難についてであります

が、９月14日現在、62施設に475名が避難している状況となってい

ます。

猪苗代、磐梯、裏磐梯及び新潟県に避難している町民との懇談会

について、ご報告いたします。

７月13日に、猪苗代、磐梯、裏磐梯に避難している町民との懇談

、 、 。会を 猪苗代町体験交流館で開催し 町民約300人が集まりました

懇談会では、仮設住宅への入居や一時立ち入り、損害賠償などに

ついて意見の交換を行いました。

また７月21日には新潟県に避難している町民との懇談会を柏崎市

産業文化会館で開催し、町民約200名が集まりました。

懇談会では、放射能が怖くて新潟まで避難していることや、町か

らの情報が少ないこと、内部被ばく検査、損害賠償、一時立入など

について、意見の交換を行ったところです。
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、 。所在確認状況と避難者への情報提供について ご報告いたします

９月14日現在での避難者の所在確認状況ですが、県内居住者

14,034人、県外居住者7,311人、計21,345人で、３月11日現在の住

民基本台帳人口21,434人に対し約99.6％の確認状況となっていま

す。

町では、避難者への情報提供及び所在確認等のため、町民専用の

総合コールセンターを設置し、電話での受付・情報提供業務を行っ

ておりましたが、８月末でコールセンターを閉じ、総合情報班で対

応することとしました。

現在 「みんなでがんばろう日本プロジェクト」の支援を受け、、

散り散りに避難している町民への情報伝達のツールとして「フォト

ビジョン」を配布しております。このフォトビジョンは、小型の画

面に浪江町からのお知らせを表示することができるもので、インタ

ーネットや携帯電話で町のホームページが閲覧できない方への情報

提供手段として非常に有効なものと考えております。

５月頃から二次避難施設に配布を始め、８月には県外に避難して

いるおよそ1,400世帯に配布を行いました。今後、県内の借り上げ

住宅や仮設住宅に入居している町民の方へ順次配布を進めてまいり

ます。

出張所の開設について、ご報告いたします。

避難住民の便宜のため、かねてから要望のあった福島市、桑折町

及び本宮市に出張所を開設しました。福島市とは７月14日に避難住

民の支援に関する協定書を締結し、福島市役所内においては８月１

日から出張所を開設しております。また、桑折町、本宮市とは９月

１日に協定書を締結し、桑折町については桑折町役場内に、本宮市

については本宮市白沢総合支所内に出張所を開設しました。

出張所においては、職員を常駐させ、仮設住宅内避難住民との連

絡調整・緊急対応のほか、避難先自治体との連絡調整及び本庁で発

行した各種証明等の交付等の業務を行っています。

今後とも、避難先住民の居住動向に配慮しながら出張所の配置を

検討していきたいと考えております。

応急仮設住宅等の支援について、ご報告いたします。

、 、 、応急仮設住宅は 26カ所2,754戸全戸完成となり ９月14日現在

1,928戸の入居している状況で、入居率は、70.0％という進捗状況

です。

市町村別で申し上げますと、桑折町が71.7％、福島市が67.6％、

二本松市79.6％、本宮市52.0％となっております。

また、相馬市と川俣町から浪江町民のために、93戸と30戸の仮設



- 11 -

住宅の提供があり、７月29日入居したところであります。

、 、次に 民間借り上げ住宅の通常型における入居決定戸数は235戸

特例措置型では3,096戸となっております。

仮設住宅の自治会設立について、ご報告いたします。

今回の災害により、避難生活も長くなり、地域のコミュニティが

崩壊するとともに町民同士の絆までも失われていくことが大きな問

題になっておりまして、仮設住宅で新たな地域コミュニティをつく

る自治会組織の結成を進めております。

８月28日には、桑折町の仮設住宅で設立総会を行い、今月15日に

は福島市の笹谷東部仮設住宅、20日には二本松市杉田住民センター

仮設住宅で設立総会をしたところであり、他の仮設住宅で立ち上げ

に向けての懇談会を行っております。

警戒区域への一時立入について、ご報告いたします。

立入りについては、５月26日に実施した１回目の立入後、現在ま

で町独自の取組みを含んで27回実施しました。１回当たりの立入者

数は平均で304人、総数は4,812世帯、8,218人でした。

車の持ち出しについては、９回実施し、１回当たりの持ち出し台

数は、平均で102台、総数で939世帯、916台の持ち出しを行いまし

た。

８月いっぱいで１巡目の一時立入を終え、現在は９月25日実施予

定の２巡目立入に向けて意向調査を実施しております。２巡目につ

いては、１巡目同様のバスでの立入、車の持ち出しに加え、マイカ

ーでの立入も認められることとなり、１巡目の反省点を踏まえ実施

することとしております。

農畜産物の損害賠償関係について、ご報告いたします。

農畜産物の損害賠償の説明会については、双葉地方の全農業者を

対象とした説明会が７月９日より７月16日までの７日間の日程で、

県内各地の８会場で開催され、浪江町の農業者を含む双葉地方の農

業者1,375名が参加しました。

また、浪江町では、農業者数が他の市町村より多いことや、説明

会までの周知期間が短期間であったことから、双葉地方の説明会に

加え、浪江町の農業者を対象とした損害賠償説明会を７月19日から

７月21日の３日間で実施しました。こちらの説明会においては浪江

町の農業者、626名が参加しました。

農畜産物の損害賠償請求書の受付につきましては、ＪＡふたばに

賠償請求の委任状を提出した農業者に対して、８月23日から８月26

日までの４日間、ＪＡみちのく安達支店２階「ラポートあだち」に

て受付が行われ、浪江町の農業者、約300名が損害賠償請求書を提
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出しました。

なお、受付期間終了後もＪＡふたばサポートセンター（県内外の

８ＪＡの10支店に開設）にて継続して損害賠償請求書の受付を実施

しており、現在まで郵送での申請を含めて約500件の請求書が提出

されております。

災害給付金等の状況について、ご報告いたします。

初めに義援金２次配分についてでありますが、配分については世

帯人数の違いによる不公平感や、世帯に対して一律の金額を支給す

ることの妥当性の低さを考慮して、１人当たりの配分額を決定し、

世帯人数を乗じた額を、原則１次配分時に指定された口座に振り込

んだところです。また今回は、世帯の事情により希望があれば１世

帯２口座まで口座を分離できることとしたところであり、希望者は

約147世帯となっております。

支給額でありますが、１日当たり25万円でありまして、対象者が

約２万2,000人、９月14日現在の支払者数が21,794人、約99％の支

給率となっております。

なお、３月11日現在住民登録があった世帯で、９月14日現在の１

次義援金未申請者が、約50世帯ほどありますので、こちらにつきま

しても引き続き移転先住所の調査等を含め再度申請書を送付するな

ど、作業を進めてまいります。

次に被災者生活再建支援金の支給状況について申し上げます。

この制度は、地震、津波等、自然災害により住居が全壊又は大規

模半壊した世帯等に支給されるもので、主に航空写真等により全壊

が確認できる大字請戸、中浜、両竹、さらには南棚塩地区及び北幾

世橋の一部を特定し申請を受け付けていたところであり、津波によ

り対象となった583世帯についての申請は、すべて完了いたしまし

た。

また、地震により全壊又は大規模半壊した住宅については、現在

47世帯の申請を受けております。これにつきましては御承知のとお

り、現在、損壊した住宅の多くが立入禁止区域内にあり、詳細な調

査ができないため、写真または本人の申告により、月１回程度現地

を確認し対象になる世帯に連絡し請求をいただいているところであ

りまして、今後２回目の立入等により判定の依頼があった場合は、

引き続き現地調査のうえ、対象となる世帯については申請書を送付

するなど、対応してまいります。

次に、災害弔慰金について申し上げます。

災害弔慰金等の支給に関しましては、３月11日の津波及び地震に

より直接死亡された方が184名でありまして、死亡届等により死亡
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が確認された方から順に、申出書等関係書類の提出をいただき、審

査のうえ支払を開始しております。

９月14日現在、121件を受理、うち110件の振込を終えておりまし

て、引き続き早期の支払に努めてまいります。

また、災害関連死に関する弔慰金につきましては、８月12日に双

葉地方災害弔慰金審査委員会を７名の委員をもって設置したところ

でありまして、９月９日に第１回目の審査会を開催いたしました。

今回、審査会に諮られた件数が35件、うち浪江町に住所を有するも

の８名が対象と認定されたところです。

なお、災害関連死に関する基準が必ずしも明確なものでないこと

から、個別に判断することになること。さらに１回の審査会におい

て審査できる件数が限られることなど、今後長期にわたる事務事業

となることが想定されます。

内部被ばく検査実施状況について、ご報告いたします。

千葉市の放射線医学総合研究所において、６月27日から７月16日

まで、計９回にわたり先行検査が実施されました。対象は０歳から

３歳までの母親及び４歳から69歳までの各年代層から抽出し、延べ

91名の方に検査いただきました。

続いて、東海村日本原子力研究開発機構において、７月11日から

８月31日まで、計32回にわたり検査を実施したところです。対象は

高校生までのお子さん及び妊婦で、県からの2,000名の枠に対して

実施人数は2,392名であります。

、 、検査結果につきましては 直接父兄等に伝えられたところであり

いずれも健康に直接影響がある方はいないと聞いております。

なお、県より140名の追加枠の連絡があり、キャンセル待ち、妊

婦、４・５歳児を対象として通知したところでありまして、本日及

び27日に実施する予定です。

保育所の広域入所について、ご報告いたします。

３月10日時点での保育所入所申込者は、町立コスモス保育園が

159名、津島保育所が23名、私立なみえ保育園が60名、計242名であ

りました。広域入所申し込みでありますが、前回報告時の６月21日

現在では129名でありましたが、９月９日現在では151名、22名の増

となっております。今後もさらに増えることが想定されます。

内訳は、県内がいわき市16名、福島市８名、二本松市、南相馬市

４名など、計44名。県外が新潟県25名、千葉県16名、埼玉県12名、

群馬県８名など、計107名となっております。

今後も、避難先において適切な保育サービスが受けられるよう、

対応してまいります。
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介護保険業務について、ご報告いたします。

介護保険部門では、町内でデイサービス事業を行なっておりまし

た、社会福祉法人博文会と特定非営利法人ＪＩＮの２事業者が、桑

折町、福島市、二本松市、本宮市の仮設住宅内にデイサービスセン

ターを設備する予定であります。

また、本宮市の仮設住宅内に、グループホーム１カ所を、立野に

ありました「虹の家」が設置予定であります。

工事も順調に進んでおり、開所に向けての準備をしているところ

であります。

津島診療所の運営について、ご報告いたします。

４月18日から二次避難先の岳温泉あづま館内に診療所を移し、避

難町民の診療にあたってまいりましたが、二本松市安達運動場内に

建設しておりました仮設診療所の完成に伴い、９月14日をもって岳

温泉仮設診療所を閉鎖し、９月15日から、安達運動場内の新仮設診

療所において、常時３名の医師による診療体制を維持し、また、新

たに医療機器等を導入するなど、避難住民の方々に対し、医療の提

供を開始したところでございます。

さらに、往診車輌を配備し、患者の要望に応えるべく、往診、健

康相談等、避難住民の要望に沿った診療体制、医療の充実に努めて

いるところであります。

教育行政について、ご報告いたします。

７月23日から30日にかけて、浪江小学校６校の卒業証書授与のた

めの式典が避難先の二本松市内及び福島市内で行われました。

平成22年度の卒業生は男子115名、女子115名、合計230名です。

被災から４カ月遅れの卒業の集いに臨んだ子ども達は、友達との再

会を喜び合い、卒業の区切りをつけられたことに安堵の表情を見せ

ておりました。

、 、このあと 保護者を交えた集いや１泊２日のキャンプをするなど

学校独自の工夫を凝らした催しの中で、別れ別れになっていた４カ

月の日々の思い出を語り合い、絆を深めました。

次に、原発事故で避難生活を送る浪江の子ども達に、鹿児島県の

自然に触れ、夏休みを満喫してもらおうと、歌手の長渕剛さんが企

画した 「シンガーソングライター長渕剛 TRY AGAIN for JAPAN福、

島っ子 鹿児島サマーキャンプ in 霧島」が８月１日から６泊７日

、 、の日程で行われ 招待された小学４年生から６年生の20名が参加し

マリンスポーツや磯遊び、ホームステイを体験してきました。

、 、 「 」長渕さんは ７日間の内６日間同行し 最後に生で歌った 乾杯

の歌、そして「夢は叶う」のお話には、皆が大変感動したというこ
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とです。

滞在期間中、長渕剛さんはじめ霧島市長さん、霧島市おやじの会

スタッフの皆さん、そして多くの霧島市民の皆さんには大変お世話

になりました。

、 （ ） （ ） 、「 」また ８月６日 土 から13日 土 の８日間 Wonderなみえ

の小学生ら22名が高知・土佐山サマースクールに参加しました。高

知県の土佐山アカデミーと（財）夢産地とさやま開発公社の主催、

、「 」高知市やオーベルジュ土佐山などのご協力のもと Wonderなみえ

が招待を受け、土佐山地域の大自然の中での体験学習をしてまいり

ました。さらには、本場の「よさこい祭り」にも参加させていただ

きました。

今後、これらを機会に霧島市、高知市との親交が一層深められる

ことを期待いたします。

次に、８月25日に浪江小学校・浪江中学校を開校し、小・中合同

の開校式を行い、多くに来賓の方々とともに、新たな出発を祝いま

した。

３月11日の被災以来、散り散りになった児童・生徒を呼び戻し、

元の仲間達と一緒に勉強をしたいという切実な願いにも答えるため

に、浪江町独自の学校を二本松市内に立ち上げたもので、浪江小学

校は旧下川崎小学校で、浪江中学校は旧針道小学校でそれぞれ教育

活動を再開し、浪江町復興に向けた第一歩となりました。

なお、２学期からの開校に先立ち、７月には放射能に対する不安

を解消するため、放射線量低減化に向けた校庭の除染工事を行いま

した。

次に、心のケアに関する対応ですが、長期にわたる避難生活で環

境が大きく変化し、いろいろな問題を抱えている家庭も多く、児童

・生徒は大きな不安やストレスを抱えています。

こうした問題の解決に向けた支援を行うために、県の事業を活用

して、スクールカウンセラー２名と、教育分野に関する知識に加え

て社会福祉等の専門的知識を有するスクールソーシャルワーカー１

名を浪江小・中学校に配置することができました。

最後に、復興ビジョンの検討状況について、ご報告します。

浪江町の今後の復旧・復興に向けた取組みとして、現在、浪江町

復興ビジョンの策定作業に着手したところです。７月29日に第１回

の庁内ワーキンググループを開催し、現在まで６回の検討作業を行

っております。庁内において復興方針（案）を作成の後、町民との

協働による浪江町復興検討委員会（仮称）を10月上旬頃設置し、ご

議論をいただき、それらの意見も踏まえながら、年内に一定の方向
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性を示すことができるよう、努めてまいります。

また、現在、福島大学によるアンケートが実施されているところ

、 、 、ですが 町独自によるアンケート実施 懇談会等の開催などにより

町民の皆さんの思いを受け止め、復興の方向性をお示ししたいと考

えております。

以上、６月定例会以降、現在までの取り組みについて報告いたし

ました。

なお、今期定例会にご提案申し上げる案件は、決算の認定案件が

２件、条例の制定及び一部改正案件が５件、平成23年度の補正予算

案件が９件であります。

詳細につきましては、提案の都度ご説明申し上げますので、よろ

しくご審議、ご承認いただきますようお願い申し上げ、行政報告と

させていただきます。

以上で行政報告を終わります。○議長（吉田数博君）

◎一般質問

日程第５、一般質問を行います。○議長（吉田数博君）

一般質問は、一問一答方式については質問・答弁合わせて60分と

なります。一括方式は慣例により質問の時間は30分、再質問10分、

再々質問が10分以内となっております。質問は質問席で行います。

、 、 、また 通告された一般質問の中で 同様の内容と思われる事項が

２人以上の議員から出されておりますが、議事整理上また円滑な議

会運営をするため、後順位者が先順位者の質問に対する執行部の答

弁で了解したならば、その件について撤回するか、または、不足分

の答弁を求めることでご協力をお願いいたします。

一般質問は通告順に質問を許します。質問、答弁とも簡潔にお願

いをいたします。

◇山 崎 博 文 君

２番、山崎博文君の質問を許可します。○議長（吉田数博君）

２番。

［２番 山崎博文君登壇］

２番、山崎博文です。議長の許可を得ましたの○２番（山崎博文君）

で、通告に従いまして一般質問させていただきますが、まず、質問

の前に改めまして、３月11日の大震災以降、亡くなった方々のご冥

福をお祈り申し上げますとともに、避難生活を余儀なくされ、６カ

月が過ぎ、いろいろな面でご苦労されている町民の皆様にお見舞い

を申し上げます。そして、この半年間、連日過酷な業務遂行にあた
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られました町長はじめ職員の皆さんには敬意を表したいと思いま

す。

さて、８月30日に野田佳彦新総理大臣が誕生し、９月２日には野

田内閣が発足しました。震災後、菅政権は「脱小沢」をめぐり党内

での対立を重ね、衆議院の解散に追い込みたい野党も巻き込んでの

権力闘争が続き、国は被災した皆さんのために、さらに被害にあっ

た県や市町村のために真剣に議論を展開していなかったと残念なが

ら言わざるを得ません。野田総理は、２日の就任会見で、東日本大

震災からの復旧・復興と福島第一原発事故の収束を最優先課題に掲

、 「 。げ 原発事故については 国は東日本の大規模な除染の先頭に立つ

福島の再生なくして日本の再生はない 」と述べました。私はこの。

力強い言葉を信じ、野田総理にはリーダーシップを発揮され、与野

党一致した最優先課題との共通認識のもと議論をしていただき、被

災者のために、さらには被災地域のためにスピード感を持った対応

を期待しているところです。

それでは、質問に入りますが、我々議会はご周知の通り、８月下

旬から９月初旬にかけて議会懇談会を開催しました。本日はこの懇

談会でいただいた意見などを自分なりに踏まえ、さらに一般質問通

告書受付開始の初日の２日に通告書を提出したため、きょうまでタ

イムラグがあります。また、ただいま行政報告がありまして、重複

する点がありますが、この点についてはご理解いただき、町長に震

災後の町政全般の現況とその対策について、今後の町の復旧・復興

策について、さらに第４次浪江町長期総合計画後期基本計画につい

ての３点について質問させていただきます。

なお、質問方式は一括質問方式とさせていただきます。また、私

は、今回は質問の答弁に疑問な点などがありましたら、その答弁を

持ち帰って精査し、災害対策特別委員会にて自分の課題として議論

を展開したいと思いますので、再質問・再々質問はいたしませんの

でよろしくお願いいたします。

さて、冒頭にも申し上げましたが、本当に町長はじめ職員の方々

は次から次と新たな課題やその対応で、末端の自治体として大変ご

苦労されていると私は思います。これも国県がスピード感を持って

対応してくれるならば、町民の要望や意見などに迅速に町行政は答

えることができたわけです。そういった背景を理解した上で、町政

全般の現況とその対策についてご質問いたします。

県では８月末を目途に避難所を原則閉鎖、そして10月には完全閉

鎖するという方針を出しています。町では、８月末に２次避難所を

閉鎖予定で進めていると７月下旬にお聞きしていました。今日は９
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月21日ですが、まだ１次避難所や２次避難所に避難されている方は

いるのか。いるのであれば、避難地区別の人数などの詳細を教えて

いただきたいと思います。また、避難されていない理由、さらには

その対応と今後の見通しについてお伺いいたします。

次に、３月11日の地震、さらに津波により本町は多大な被害に見

舞われました。町民の皆さんの一時帰宅がほぼ一巡したのを機に、

私達議会は先月22日に町内の現地調査を行いました。正式な調査方

法ではありませんでしたが、バスの中での放射線量調査による比較

的高い線量の地域の把握や町内の民家や道路の被害状況、そして特

に、瓦れき撤去後ではありましたが、請戸や幾世橋の津波による被

、 、害状況を目の当たりにし 私は復旧・復興をどう進めていくべきか

本当に課題山積していることを実感いたしました。そこで、６月定

例会では12月末までには道路や上下水道等のインフラ及びライフラ

インの被害調査を実施したいと一般質問での答弁であったと記憶し

ておりますが、その後、今日までに被害状況をどこまで調査したの

か、お聞かせいただきたいと思います。

後の質問にも関連しますので、もし被害調査がまだならば、年内

と言わず早急に実施すべきであると思いますが、町長のお考えをお

聞かせいただきたいと思います。

さらに懇談会で出た質問なので、本日の質問要旨には書いていま

せんが、被害状況に関連したことなので追加で質問したいと思いま

す。津波によって半壊状態になった家、あるいは車の所有者からの

質問でしたが、撤去について、行方不明者捜索のため、仕方がなか

ったのかもしれませんが、被害に遭った私達への作業内容の説明が

、 。 、なかったのが大変残念で 配慮に欠けたと思います こういう場合

撤去の許可はどうなっていたのですかという質問がありました。こ

の点についてもどうであったかお答えいただきたいと思います。

次に、県選出の国会議員の荒井広幸参議院議員が決算委員会での

質問で 「原発事故の収束なくして復興はない、除染なくして再生、

はない。徹底した除染を進め、全員が帰郷できる態勢をつくること

が県民の願い 」と述べております。全く私も同感であり、まずは。

帰町にあたっての最優先の取り組みは除染作業だと思います。その

ためには、国の指示を待つばかりではなく、前提として作業や調査

の報告をいただくのは当然ですが、当町に申し出があった線量や除

染調査のための研究機関などに全面的な協力をすべきである、と考

えます。そこで、現在何チームが当町に入って、どのような調査等

の実施をしているか、町での把握について教えていただきたいと思

います。
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次に、町全域の放射線量、土壌や水質の汚染度など町では今回の

原発事故による影響をどこまで実態把握しているか、教えていただ

きたいと思います。さらに、国の原発事故の収束に向けた工程表に

よると、ステップ２が終了する、いわゆる冷温停止状態になる１月

末から本格的な除染を実施する、となっています。一昨日の19日に

ウィーンで開幕した国際原子力機構の年次総会で、細野豪志原発事

故担当大臣は、ステップ２を年内に完了させると演説し、初めて年

越しをせずに原発を安定化させる強い決意を示しました。私はこの

発言に非常に期待するわけですが、いずれにしましても１日でも早

く帰るために今からでも町独自の除染作業に取り組むべきだと思い

ます。富岡町では同じ警戒区域ながら、秋以降、遅くとも年内に町

内での除染実験を行う方針を固めた、と報道されたことはご周知の

ことと思います。

原子力災害対策本部の資料によると警戒区域の市町村が希望する

場合には、安全性が確保されている前提で 「市町村自らが除染計、

画を作成し実施することも可能であり、国は財政支援、専門家派遣

などを通じて全面的に協力します 」となっています。町では除染。

に関する取り組みについてどのように検討しているかもお答えいた

だきます。

次に、町では情報の共有化を図るツールとして、ソフトバンクモ

、 。バイルのご協力のもと フォトビジョンの貸し出しを行っています

パソコンがないなど町民の皆さんから町の情報を得るのにとても助

かる、という声を数多く聞いています 「フォトビジョンの貸し出。

、しについては県外に避難している1,400世帯から貸し出しをはじめ

８月以降、仮設住宅や県内の借り上げ住宅などに避難している世帯

に貸し出しをしたい」と町の７月下旬の報告ではありましたが、今

日現在までの貸し出しの進捗状況をお聞かせいただきたいと思いま

す。

質問事項１の最後に雇用対策について質問いたします。被災して

半年になります。被災者が受給した失業手当ての支給終了は、今月

と来月にピークを迎える見込みと思います。それを受け、17日の新

聞によりますと、厚生労働省は、東日本大震災の被害の大きかった

福島、岩手、宮城の３県の沿岸部と、福島第一原発の周辺地域に限

り、再就職が難しいため、失業手当ての給付を90日間の再延長に踏

み切るという報道がありました。しかし、また90日後には多くの求

職者が予想されるわけです。そこで、町では今後の雇用対策につい

て、どのようにお考えかお伺いいたします。

次に、質問事項の２に移ります。町民との懇談会で感じたことが
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２つあります。１つ目は、半年が過ぎ、町民の皆さんは非常に精神

的に疲れていることです。２つ目は町に戻りたいという強い意志を

持ちながら、現実的な話になると「帰れる」と思う人と「もう帰る

ことはできない」と思う人と２分していることです。町に帰れるか

。 、帰れないかは議員間でも意見が分かれているのも事実です しかし

町も議会もまずは帰ることを前提に最大限の努力をし、町民の皆さ

んに帰るための復旧・復興策をお示しすることが必要であり、そう

いったことにより、精神的疲れも、ある程度払拭できるのではない

かと思います。そういう考えのもと、町の復旧・復興策について質

問いたします。

町では、７月下旬に職員を構成員として復興ビジョン策定ワーキ

ンググループを設置し、政策課題ごとに議論を深めていると思いま

す。そこで、現在までの会議の内容をお聞かせいただきたいと思い

ます。

次に、復旧・復興に向けて現実的な問題では、質問事項１で申し

上げましたが、インフラ及びライフラインの被害調査を早急に実施

することによっての道路や上下水道等の復旧計画に関する問題、請

戸・棚塩で津波により家が流失した方々の住宅建設地問題、放射線

量の非常に高い地域の除染作業及び土壌改良作業の問題、また、雇

用の問題、学校教育問題、病院や福祉施設の問題、農林水産業の再

、 、 、生及び商工業などの再開問題等々 さらには 中長期的な問題では

被災町としての更なるあるいは新たな振興策の策定、例えば、県の

復興ビジョンの素案にもありますが、今後成長が見込まれる医療機

器産業の振興や原子力発電に代わる新たな産業の創出に向け、再生

可能エネルギーに関する最先端の研究拠点の誘致等々、復旧・復興

については非常に課題が山積しています。近隣の富岡町、川内村、

南相馬市、相馬市はすでに過去に復興計画に携わった有識者などに

委員を委嘱し、復興ビジョンの検討を行っています。当町でも復興

へのスケジュールでは８月中旬に仮称でありますが、復興ビジョン

検討委員会設置予定となっていましたが、現在どのように進んでい

るのか、お答えいただきたいと思います。また、会議では最悪を想

定し、町に戻れない場合についても、例えば集団で移転なのか、も

しその場合の移転先なども議論が必要ではないかと思いますが、戻

れない場合の町の方針・方向性についても議論すべきと考えます

、 、 。が 町長はどのようにお考えか お聞かせいただきたいと思います

最後に、第４次浪江町長期総合計画後期基本計画について質問い

たします。３月11日の地震、津波、そして翌日の原発事故がなけれ

ば、開会中の３月定例会も23年度予算審議など活発な議論を交わさ
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れ閉会し、そして23年度を無事迎えることができたわけです。23年

度は基本理念に「なかよく みんな えがおで ともに築こう安心

のまち」を掲げ「豊かな自然と共生するまち」など７つの基本目標

のもとPLANつまり立案・DOつまり実施・CHECKつまり評価・ACTION

つまり改善のP・D・C・Aサイクルにより「第４次浪江町長期総合計

画後期基本計画」がスタートし２年目の年でした。人口の減少・少

子高齢化の進展や社会経済情勢の変革期を迎え、これらの変革を的

、 、確にとらえた施策を目指すため 現行の基本構想に基づきながらも

町民の皆さんから数多くのご意見をいただきながらの後期基本計画

策定でした。特に、町長の町政の最も柱と私は言って良いと思うの

ですが、町づくりの手法としての「協働のまちづくり」の実践スタ

ートの年でもありました。津島地区を皮切りに、数多くの町民の皆

さんと「協働のまちづくり」について意見交換をし、担当課内で精

査し、具現化する施策づくりの段階にあったと思います。そういっ

た意味では町長のお気持ちを代弁するならば 「原発事故という人、

災事故により至極残念で遺憾である 」の一言だとご推察いたしま。

すが、町長の第４次浪江町長期総合計画後期基本計画についての現

在のお考えについてお伺いいたします。

また、計画には数値目標も設定されており、議会で議決した経緯

、 、もありますので 総合計画の全体的な見直しが必然的に必要であり

見直し作業では先ほども申し上げましたが復興策との整合性も図ら

なければならないと思いますが、併せてこの点についてもお伺いい

たします。

最後に、当然復旧・復興策の策定が優先するのは言うまででもあ

りません。第４次浪江町長期総合企画見直しの時期の質問について

は、本音を申し上げますと、町長の進退について、間接的にお聞き

したかったのですが、後で同僚議員の一般質問の質問事項に直接あ

りますので見直し時期に対しての答弁は結構です。

以上で、質問を終わりますが、端的な答弁と数字や地区などの詳

。 。細についてはゆっくりと答弁するようお願いいたします 以上です

答弁者、企画調整課長。○議長（吉田数博君）

それでは８月末の避難所閉鎖による現○企画調整課長（谷田謙一君）

況、そして未避難者への対応についてお答え申し上げます。

避難所の閉鎖についてでありますが、福島県がロードマップを示

しておりまして、８月末で県内の大部分の避難所を閉鎖、10月末で

避難所の全面閉鎖となっており、このスケジュールで取り組んでお

ります。

体育館等の一次避難所への避難についてでありますが、町が管理
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している一次避難所ではピーク時は16施設に約2,900名が避難して

おりましたが、８月末で最後のあだたら体育館を閉鎖したところで

ございます。その他県内の一次避難所では９月14日現在、３施設に

６名が避難している状況です。方部別では南相馬市となっておりま

す。

続きまして、ホテル、旅館等の２次避難所への避難についてであ

、 、りますが ピーク時は220施設に約5,500名が避難しておりましたが

９月14日現在、62施設に475名がまだ避難している状況でございま

す 方部別では 猪苗代町に222名 北塩原村に141名 二本松市 岳。 、 、 、 （

温泉）に52名、磐梯町に41名、福島市（土湯温泉）に11名などとな

っております。なお、これらの方々につきましては借り上げ住宅な

どが決まっていても、家電製品が届いていないなどの理由で残って

いる方が多く、家電製品が届けば移動することになっております。

以上であります。

答弁者、住民生活課長。○議長（吉田数博君）

２点目のインフラ、ライフライン等の○住民生活課長（植田和夫君）

町の地震及び津波による被害状況の把握をどこまでしているかご質

問にお答えいたします。

今回の震災後におけるインフラ、ライフライン等の被害調査の実

施についてでありますが、現在のところ調査は一時帰宅等により目

視による概略的な状況は把握しております。その状況については、

道路は地震による地割れ、道路の状況については段差がかなりつい

ております。それから下水道はマンホールが浮き出ております。現

在のところ、特にこの地域は、警戒区域に設定され、立入禁止区域

であり、被害調査の実施に関してはなかなか難しい状況にあるもの

と判断しておりますが、いずれにいたしましても今回の震災により

道路や上下水道などのインフラの損壊状況は、かつてない甚大な損

害になっていることの認識はしております。

それから、行方不明者の捜索についてでありますが、原発事故の

関係で当町の捜索は、他方部より１カ月以上遅れの４月14日より開

始されました。当時は、家屋などの廃材が一帯に散乱しておりまし

たが、現在は瓦れきが道路沿いに仮置きされており、廃材などが除

かれた宅地や農地には雑草が生い茂っている状況にあります。

議員お尋ねの震災後に残っていた個人の家屋が承諾なしで取り壊

されたということでありますが、その家屋がどのような状況に、あ

、 、るいはどのような状態で残っていたのかにもよりますが なにぶん

あの大量の「がれき」の中からの行方不明者の捜索であったため、

やむを得ず行ったことだと思っております。
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大変申し訳ございませんが、なにとぞご理解をいただきたいと思

います。

３点の線量または除染調査のための研究機関等は、現在何チーム

と町では把握しているかについてご質問にお答えいたします。

現在、線量や除染調査のため浪江町に入っている研究機関は、３

。 、大学と企業１社になります その調査内容を簡単にご紹介しますが

植物の栽培による除染調査、それから特殊浄化液散布による除染調

査などが主であります。

なお、議員お尋ねの研究機関などへの協力でありますが、その研

究機関の除染調査の目的など、いわゆる実施計画書（案）などをよ

く精査しながら対応していきたいと考えております。

続きまして、４点目の町全体の放射線量等の実態把握について教

えていただきたい。また、町独自の除染対策等の取り組みについて

検討しているかについてご質問にお答えいたします。

９月１日に内閣府と文部科学省が福島第一原発事故に伴う警戒区

域と計画的避難区域の計2,700カ所、浪江町においては警戒区域245

カ所、計画的避難区域188カ所の放射線量調査結果が公表されまし

たが、警戒区域においては毎時0.1～72.3マイクロシーベルト、計

画的避難区域においては毎時1.4～41.3マイクロシーベルトが計測

されております。

それから土壌調査につきましては、８月29日に、文部科学省が福

島第一原発の100キロ圏内の約2,200地点の土壌を採取して測定した

放射性セシウムの濃度マップを公表しております。

その中で、浪江町の高瀬地区水田では、１キログラム当たりセシ

ウムが12,140ベクレル、立野地区水田では１キログラム当たりセシ

ウムが16,263ベクレルとなっております。

なお、９月６日より町独自による放射線空間線量調査を仮設住宅

26カ所及び二本松市内の浪江小学校、浪江中学校２カ所において実

施いたしており、その線量調査結果につきましては、仮設住宅の掲

示板や町ホームページに掲載し、情報の提供を行っております。

また、除染の取り組みでありますが、国はこのたび原発事故によ

る放射性物質の除染で直接実施する「除染特別地域」を11月に指定

し、年明けから本格的な作業に入るということであります。

そのスケジュールでありますが、年間20ミリシーベルトを超える

区域は、警戒区域や計画的避難区域などとなっている12市町村で除

染のモデル事業を11月まで実施しながら、地域ごとの除染方法を検

証し、11月の除染特別地域の指定後は、モデル事業の結果をまとめ

国の除染ガイドラインに反映させ、来年１月の除染に関係する特別
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措置法の完全施行にあわせ、その地域にあった除染の方法や目標な

どを盛り込んだ除染計画を策定し、本格的に除染作業を進めるとい

うことであります。

当町におきましても、今後、伊達市や南相馬市などの除染モデル

事業や現在、大学、企業が行っている除染調査を踏まえながら、国

の「福島除染推進チーム」と調整し、町内における除染のモデル事

業などの取り組みについて検討してまいりたいと考えております。

以上でございます。

答弁者、企画調整課長。○議長（吉田数博君）

続きましてフォトビジョンの貸し出し○企画調整課長（谷田謙一君）

の進捗状況についてお答え申し上げます。

フォトビジョンは、小型の画面に浪江町のお知らせを表示するこ

とができるもので、インターネットや携帯電話で町のホームページ

が閲覧できない方への情報提供手段として非常に有効なものと考え

ております。

５月にはホテル・旅館などの二次避難施設に設置を行いまして、

８月には県外に避難しているおおよそ1,400世帯に配布を行いまし

た。県内の借り上げ住宅などに避難している方には、現在希望調査

をしており、調査が終わり次第随時発送をしてまいります。

また、仮設住宅に入居している方につきましても、10月頃から配

布を予定しているところでございます。

以上であります。

答弁者、産業振興課長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○産業振興課長（高倉敏勝君）

失業手当ての関係、雇用関係のお尋ねでございますが、議員おた

、 、だしのように まず90日の延長が新聞等で発表になっておりますが

町としては現在、ハローワークとともに各仮設住宅等を巡回して、

就職相談を行っております。これは８月から始まっておりまして、

現在も９月13日から９月15日。それから９月20日からまた各仮設住

宅のほうに出向きまして、就職相談を行っているところでございま

す。

現在、雇用対策でございますが、二本松・福島・大玉・本宮周辺

の事業者様からは浪江町民を対象にした被災者雇用の求人をいただ

いておりますが、なかなか求人がないということでございます。そ

うした情報を基盤的に仮設住宅等、それから各地域ごとの出張所に

も回しながら周知をはかっておるわけですが、今後自治会が組織さ

れておりますので、回覧板等によりまして周知を図るとともに、今

後も関係機関と協議しながら、仮設住宅等を巡回しながら求人のご
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相談をさせていただきたいと思います。

なお、今年いっぱいについて最低でも各仮設住宅を１カ所は最低

月１回は回るということで、現在計画を進めているところでござい

ます。

以上です。

答弁者、企画調整課長。○議長（吉田数博君）

大きい２番、町の復旧・復興策につい○企画調整課長（谷田謙一君）

て （１）職員復興ビジョン策定ワーキンググループの会議内容に、

ついてお答え申し上げます。

職員による庁内ワーキンググループについては、復興ビジョンの

策定準備を行うことを目的として開催しており、約15名の職員で構

成し、原則で週１回開催しております。

町といたしましては、町の将来復興を成し遂げるための復興ビジ

ョンをお示しできるようにしてまいりたいと考えております。

また、復興以前にこの避難時期に実施しなければならない事項を

当面のアクションプランとして整理していく考えでもあります。

次に、庁内ワーキンググループの検討の内容でございますが、現

状に対する認識の共有を行った上で、町民の不安材料、１つは放射

線に対する除染の実現性、除染後の町の居住可能性、町の将来性な

どを検討、その上で放射線の専門家を招いた学習会を通じまして、

放射線への理解を深めてまいりました。

現在は、非常に困難な課題を踏まえた上で、戻りたい町の将来像

を検討するとともに、その実現のための短期・中期・長期的な取り

組みを議論していくものでございます。

次に、検討委員会の設置時期についてでございます。先ほど除染

でも説明いたしましたが 当町では有識者とともに町民と一緒に 仮、 （

称）復興検討委員会で検討している状況でございまして、第１回目

の会合を10月中には開催したいということで進めております。

復興ビジョン策定にあたりましては、大きいところからの視点と

専門性も必要であることから、有識者には政府からの人材とか大学

の先生、県の幹部なども検討しているところでございます。さらに

町民の代表といたしまして、町内の各種団体の関係者なども考えて

いるところでございます。

よろしくお願いいたします。

答弁、町長。○議長（吉田数博君）

戻れない場合の町の方針・方向性についても議○町長（馬場 有君）

論が必要と考えるが、どのように考えるかというご質問にお答えい

たします。
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現在、国と県においても除染を最優先事項として、ようやく取り

組み始めたところであり、町としては現段階においては、世界の英

知を集めていただいて除染を最大限に実施して、町に戻りたいと思

っている方々が戻れるような状態としていくことを最優先事項とし

て考えております。

戻れない場合の町の方針、あるいは方向性については、今後の除

染により、どの程度居住環境が改善されるのかといった推移を見守

ってから、必要に応じて検討してまいりたいと考えております。

次に、第４次浪江町長期総合計画後期基本計画についての、数値

目標の見直しが必要ではないかというご質問にお答えいたします。

議員おただしのとおり、原発事故によりまして後期基本計画を推

進できないことは慚愧に堪えないものであります。策定時点と現在

の町の状況が大幅に異なっておりますので、数値目標の進行管理に

ついては非常に困難な状況にあり、具体的な施策の実施が困難であ

るということから、数値目標のシート管理については、本当に残念

ながら困難な状況であるということを認識していただきたいと思い

ます。

さらに、策定時と全体が大きくこのように変わりました。そうい

うことから見直しの必要性が生じたということは理解をしておりま

す。

ただ、浪江町に帰還できない状況においては計画の見直し、どこ

の計画を見直しするのか、具体的に困難かという認識をしておりま

す。

しかしながら、後期基本計画で掲げた浪江町の将来像「海、山、

川、森、人」をつなぎ緑と水で美しい豊かな「な・み・え 、基本」

理念「なかよく みんな えがおで ともに築こう安心のまち 、」

さらには地域経営、行政経営、協働のまちづくりといった基本方向

については、今も変わっておりません。その実現を引き続き目指し

てまいりたいと考えております。

今後の復興策の検討においても、後期基本計画の基本的な考え方

を踏まえた上で、検討にあたらせていただきたいとこのように考え

ております。

以上で２番、山崎博文君の一般質問を終わりま○議長（吉田数博君）

す。

ここで10時30分まで休憩いたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時１０分）
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再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時３０分）

◇紺 野 榮 重 君

続いて一般質問を行います。○議長（吉田数博君）

14番、紺野榮重君の質問を許可いたします。

14番。

［14番 紺野榮重君登壇］

14番、紺野榮重です。議長の許可をいただきま○14番（紺野榮重君）

したので、３点について質問をいたします。

第１点は、東日本大震災、原発事故の件。第２に、町に戻るため

の具体策。３番目に合同慰霊祭の件であります。質問方法は、一括

質問方式であります。

質問する前に、今回の震災でお亡くなりになりました方々にご冥

福をお祈りいたします。その中で、消防団員４名の行方不明、現在

確認されているのは２名。避難広報をして溺れた人を助け、後で行

くからといって別れたのが最後だった団員もおります。

平成23年３月11日午後２時46分、震度７、マグニチュード９の大

。 。 。地震 約45分後には大津波発生 東日本大震災と名付けられました

さらに私達は原子力発電所の事故により避難民となり、６カ月と10

日になりました。自然災害は容認せざるを得ませんが、原発事故に

よる放射能汚染で、家があっても自宅に戻れない悔しさはどこにぶ

つけていいのか、悔しい限りであります。今回の大地震、津波、

1000年に一度とも言われるわけであります。原子力発電所は、安全

に対して幾重にも安全対策を施しているので大丈夫だと信じており

ます。想定外の事故であったとはいえ、放射能汚染がまだ収束され

ていないのが残念でなりません。中部電力浜岡原発では耐震評価、

そして経営判断で２基の原発は廃炉となりました。今、考えるに、

第一原発でも35年以上経過しているわけですので、廃炉にできなか

ったのが残念でなりません。今回の地震、津波、そして原発事故、

何回にもわたる避難場所の変更、町民の方はもちろんですが、町長

はじめ役場職員の皆さんには、誠にご苦労さまでした。今回の大震

災、原発事故、我々はこれを検証して後世に伝えることが大事であ

ると思います。そして、日ごろの災害に対しての心構え、災害に対

しての防御、我々は受けた現状を後世に伝えていかなくてはならな

いと思います。そして我々は再び浪江町に戻り、再生復興をする希

望を持つことが大切であると思います。

それでは、東日本大震災、原発事故の件から質問をいたします。
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原子力発電所は町挙げて賛成しておりましたし、建設で働く場所

の確保、交付税の確保、豊かなまちづくりに大変必要でした。とこ

ろが、今回の事故で多くを失ってしまいました。私自身、脱原発の

考えに変わりました。原子力発電所の事故に対する反省、町長の原

子力発電所誘致の考えに変わりがあるのかお伺いをいたします。

今回の地震、津波で184名の行方不明者。まだ30名以上発見され

ておりません。どうしてこのように多くの不明者が出てしまったの

か。このような多くに犠牲者が出てしまったことをどのように検証

するかが大事だと思います。地震、津波の広報がされて一斉に避難

をされましたが、車での避難により渋滞となり、逃げ遅れて車ごと

さらわれた方が多くあります。地震、津波に対しての町の防災訓練

は行われておりました。避難場所等において、指定されているとこ

ろ、避難されて一定の成果があったことも事実だと思います。問題

となるのは早めの避難ができなかったこと。車による渋滞で犠牲に

。 、なった方々がおられたのが残念でなりません 聞くところによると

浜街道から６号線まで渋滞で、消防は自動車ポンプを置いて走って

逃げた状態だったそうであります。この件では道路網の問題があっ

たと思います。請戸の場合、６号線に結ぶ道路が２カ所だったこと

も要因の一つだと思います。

原発事故との関係でも、もう一つ大平山を縦断して６号線に通ず

る道路と、河川堤防の請戸川の道路幅を広げて車が交差できるくら

いの道路にすべきだったと反省するところであります。これらのこ

とを検証して今後に生かさなければなりません。

、 。 、11日夜 深夜までかかり12日の対策を考えました 報道では11日

午後９時23分、３キロメートル避難指示。12日、午前５時45分、10

キロ圏内避難指示、20キロ圏内避難指示、15日には30キロ圏外への

避難と次々と避難していくわけですが、町当局では、どの時点で確

認され、どの時点で町民に広報決定されたのかお伺いいたします。

また、東京電力との関係での協定違反と言われているのは、どの

ようなことなのかお伺いいたします。

町民の方々は、一両日中に戻るつもりで避難をいたしましたが今

日に及んでおります。12日から食料、燃料が不足いたしました。炊

き出しのおにぎり１日１個の方もあり、不満続出でありました。３

日間は続いたと思います。災害に備えての非常用の水に３日分の食

料、水と言われることが反省させられます。災害訓練の際に、リュ

ックを背負って食料を持参して訓練していれば、おおかた防げたの

ではないかと反省するところであります。これらいろいろな反省に

立って、町として今後検証をどう進めるのかお伺いいたします。
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避難場所の選定ですが、浪江町は全く放射能の高い地域を避難し

てきたことになります。どうしてそのような経路になってしまった

のかお伺いいたします。

国、県、電力会社、警察と協議をし避難場所の指導を仰ぐことが

できなかったのかお伺いいたします。

原発事故の際、避難先を決めておかなかったことも大きな混乱の

要因かと思います。決してこのことを責めるのではないわけであり

まして、避難先を見つけるのに町長、議長、東奔西走まことにご苦

労さまでした。二本松東和支所、二本松市に仮の浪江町役場をおか

せていただいて、大変お世話になりました。炊き出しをしていただ

いたり、風呂をいただいたり、ボランティア団体、地域の方々、消

防団、婦人会の方々、大変お世話になりました。今回の大震災で、

遠くの親戚より近くの他人が大事という言葉が身にしみました。

今回の災害で、興化市から災害に対するメッセージはあったので

しょうか。今回の災害でつくづくと国内に姉妹都市、あるいは災害

の際の援助協定を結んで、お互い災害の時、助け合える状態を作っ

ておくべきではなかったかと反省するところであります。

３月15日、消防団は二本松市東和支所に移動して、16日、男女共

生センターで放射線の測定。法被、帽子には放射能がつきやすく、

帽子を脱いで頭髪の洗浄、あるいは法被はナイロンに包んで処分す

るようにとも言われた団員もおりました。外での仕事が多かったせ

いもあったと思います。ぜひ消防団員の体内被ばくに対する検査を

早急にお願いをいたします。

また、夏休み前まで18歳までのホールボディカウンター検査をさ

れました。検査結果で異状のある方はなかった。平常との違いはど

うなのかお伺いをいたします。

避難状態の中で、卒業式があげられなかった小学生は、先生方、

ＰＴＡの協力で、避難地で遅れて卒業式、私も出席させていただい

て感動いたしました。あの避難時期の新学期に向けての親御さんの

心配は、計り知れないものがあったと思います。町立の小中学校を

開設できなかったのかと思うところでございます。

今回、８月25日、浪江小学校、中学校の合同開校式が行われまし

た。小学校28名、中学校33名、当初の予定よりは少なかったそうで

すが、式典の中で子どもがまっすぐ前を見て非常にりりしい態度で

式典に臨まれている態度に感慨無量でした。思わずがんばってくれ

と涙いたしました。

町の小中学校が開校されたことによって、もし子ども達が困った

ときに、浪江町の町立の学校に戻れる場所はできたことは非常に良
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かったと思います。今後は、どのようにして他町村に行かれた子ど

もを戻れるように考えているのかお伺いいたします。

次に、町に戻るための具体策を質問いたします。東日本大震災、

原発事故発生以来６カ月となりました。一次避難で約１カ月、二次

避難約４カ月、仮設住宅、借上げ住宅と移り、現在に至っておりま

す。いろいろな面で不便さを来しておりますが、何とか落ち着きを

取り戻した状態だと思います。役場自体も８月から日曜休日体制と

なり、平常に近い勤務体制になってきました。今、浪江町の願いは

将来に対しての見通しであります。故郷浪江にいつ帰ることができ

るか、いつ元の生活に戻れるのかということであります。まず大事

なことは、交通機関の整備だと思います。幹線道路、鉄道の被害を

受けましたが、今後どのような計画になるのかお伺いいたします。

町長は、緊急的な町の取り組み、町の復興に向けて「暗中八策」

を出されました。その中で、浪江町に戻るための具体的準備を進め

るとあります。

（６）環境モニタリングの実施、産業再生を目指すための基礎デ

ータとして取り組みを開始します。

（７）社会インフラ復旧のための調査実施。

「暗中八策」の（６ （７）の項目。このことで結果が出てい）、

ればその結果を。また、これからであればどのような方向で対応さ

れるのかお伺いをいたします。

、 、 。浪江町に帰る前提の中で まずは津波で流された地域 約560戸

復興のために請戸、中浜、両竹、南棚塩をどのような地域、まちづ

くりをするのか。この災害を機に津波の心配のない高台に移住する

のか。元の地域に部落を作るのか。町としての構想はあるのか。町

としてどのような方向で再生していくのか、町の方向性をお伺いい

たします。

町長は、みんなで浪江に帰りましょう。集まりの度に話しておら

れます。その気持ちはわかります。大賛成であります。大ざっぱで

よいので、その期間は何年になるのか目標を示していただきたいと

思います。

富岡町長は２、３年は無理だと。そのため、郡山市に仮の役場建

。 。設を発表されました 飯舘村長は２年間頑張ってくれと言いました

浪江町民の多くは、町長の考えを聞きたいわけでありまして、目標

設定をしていただかないと頑張りが利かないわけでありますので、

計画を示していただくことによって、示された方向に向かって進ん

でいくわけであります。帰るためには、放射能が基準以下になるこ

と。インフラの整備、道路の整備、水道、下水道が大事なわけであ
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ります。放射能の測定結果と水道、下水道の回復の見通しはどう考

えておられるのかお伺いをいたします。

浪江町に戻る計画、方向性を決めていただくことによって、帰る

までどのようにして地域の道路、家を維持していくか。田畑をどの

ようにして維持していくかが課題になると思います。一時帰宅でそ

れぞれの地域が、２時間でどれくらいの放射能を浴びるのかはおお

、 、よそわかったわけでありまして 車での持ち出しを進めるとともに

家の中の手入れ、周辺の手入れ、そして部落の整備、維持をしなけ

ればなりません。すべて町でできるわけではないわけですので、旧

町村単位で、行政区単位でやれることをやるべきだと思います。農

林漁業、商業、工業それぞれが浪江町に戻って頑張らなくてはなら

ないわけですが、例えば農業をするにしては、平地の田の水は大柿

ダムの水にお世話になり水を引いているわけですので、ダム本体は

地震の影響はなかったのか。また、その水系を管理している土地改

良区は現在どのような状態で活動しているのかお伺いいたします。

そのほか、帰るまで継続していかなければならない期間が多くあ

るわけですが、どのように継続していくのかお伺いいたします。

例といたしまして、土地改良区請戸川水系、２番目に広域圏、消

、 、 。 、防 ごみ対策 どのように存続していくのか 行政区長との関係で

町と話し合いはされているのか。社会福祉協議会は大丈夫なのか。

避難者に対応していけるのか。農協、商工会、漁協、それぞれの現

況と将来についてお伺いいたします。

放射能測定には、町自身でも測定をされております。水道水源に

対しても調査して移り変わりのデータをとることも大事だと思いま

す。

最後に、合同慰霊祭についてお伺いいたします。東日本大震災、

浪江町における行方不明者184名、いまだに収容されない方三十数

名と公表されております。原子力事故がなければ、地域、部落総出

で不明者の捜索、片付け等するわけですが、町に入ることができな

い中、自衛隊、警察、常備消防、建設組合が中心となって捜索、片

付けをしていただいておりまして、公務とはいえ、雨の降る中、も

くもくと作業している姿は感謝に堪えないところであります。不明

者捜索の予定はどうなるのか。一つの区切りができたとき、町主催

の合同慰霊祭を開催すべきではないかと思います。住宅が流され、

家族を失った方々。合同慰霊祭を催すことにより、亡くなった方々

のご冥福を祈り、地震、津波災害に対しての一つの区切りをつけて

復興に向けて頑張るべきかと思います。町主催の合同慰霊祭を催す

べきかと思います。お伺いいたします。
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以上でございます。なお、再質問、再々質問はさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。

答弁者、住民生活課長。○議長（吉田数博君）

東日本大震災、原発事故の件の１点目○住民生活課長（植田和夫君）

でございます原発事故に対しての反省について、ご質問にお答えい

たします。

平成20年・21年と津波を想定した防災訓練を実施しておりまし

た。その中では、避難誘導訓練、炊き出し訓練等を実施してきたと

ころでございます。しかし、防災訓練では、避難が長期化した場合

の想定はしておらず、食料や飲料水を３日分など各自確保し、避難

するなどの訓練は、実施しておりませんでした。

また、今回の地震発生直後、町内の各店舗等から食料の確保に努

めてまいりましたが、店舗におきましても地震の被害を受け、食料

の十分な確保が困難でした。

その後、津島地区に避難したわけですが、食料確保もままならな

い状況の中で、津島地区の皆様方から食料の提供等をいただき大変

助かったのを覚えております。

今後につきましては、震災及び原子力災害においての食料不足等

の実態も把握検証し、今後の地域防災計画などに盛り込んでいきた

いと思います。また、同時に町民の皆様への防災対策の意識付けも

より一層強化していくことが大事だと思います。

以上でございます。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

原発誘致に対しての考え方について、ご質問に○町長（馬場 有君）

お答えいたします。今回の東京電力福島第一原子力発電所では、全

、 、町民２万１千名が 県内はもとより全国各地に避難を余儀なくされ

いつ我が家に戻れるのか帰還の目途が全くつかないなど大変な苦労

を強いられております。

浪江・小高原子力発電所の誘致については、雇用面や地域振興を

図る上で重要なものと考え取り組んでまいりましたけれども、今回

の事故により原発の安全神話が崩れ、多くの住民が大変な目にあっ

、 。ている中で 原発の新規立地は世論上大変難しいと考えております

野田総理も原発新設は困難で、寿命が来た原発は順次廃炉にする

方針を表明しており、福島県の復興ビジョンにおいても脱原発を目

指しておりまして、国あるいは県とも流れは同じ方向になっている

と思っております。

ただ、昭和42年に浪江町議会で誘致を議決しておりますので、新

立地の是非そのものは議会とともにこれから議論する必要があると
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考えておりますし、さらにはこれまで長期間にわたって地権者、あ

るいは多くの関係者からのご協力をいただいておりましたが、これ

らの方々とも話し合う必要があると考えております。

次に、東京電力との協定違反についてのご質問でありますけれど

も、避難指示の確認と広報については、大震災直後より町災害対策

本部を設置し、地震・津波の被害状況の把握、事故対応など対策等

を協議しておりました。３月11日、19時３分に国からは原子力事故

に対する緊急事態宣言を発令されました。このことについては、私

ども町のほうには報告がございませんでした。その後、11日の21時

、 。23分に10キロ圏内の屋内退避 これについても連絡はございません

翌12日、５時44分に10キロ圏内の避難指示が発令されました。その

情報については、先ほど来から申し上げておりますけれども、連絡

等が全く私どもの対策本部には届かなく、連絡がありませんでした

が、テレビあるいはラジオの中で情報を取得いたしました。

その後、即座に行政防災無線等により広報を実施いたしまして、

まず10キロ圏内に避難をしてくださいということで行政無線あるい

は消防の広報、さらには警察官の誘導、あるいは自衛隊にも誘導を

お願いしたところでございます。

そういうことで、町対策本部自体を３月12日、午後３時に町役場

を閉鎖して津島支所に役場機能を移そうということで津島支所のほ

うに避難指示の連絡をしたところでございます。避難してきた避難

所への連絡でありますけれども、職員を派遣し、さらには自衛隊の

支援を受けながら20キロ圏外に誘導避難を指導したというところで

ございます。

東京電力の協定違反でありますけれども、平成10年３月26日に、

「東京電力株式会社福島第一原子力発電所に係る通報連絡に関する

協定書」を、東京電力、浪江町、福島県生活環境部長の３者で協定

書を結んでおります。この協定書は16項目ございますけれども、内

容は核原料物質及び核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第37

条第１項に基づいた、保安規定の緊急事態が発生したときには、こ

のように連絡するとなっておりました。

これは先ほどお話し申し上げましたように 「３月11日の14時54、

分地震発生のプラント状況、さらには同16時から16時50分までに原

災法第10条通報及び同法15条通報等の通報連絡を発電所側は実施し

たものの通信手段の不調により結果として着信に至らなかった」と

発電所側からの回答がございました。

これは後から聞いた話でありますけれども、今月上旬、富岡町の

、 。土木事務所の所長が私のほうに これから一時帰宅の２巡目に入る
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道路が非常に損壊しているので修理にあたって、帰宅する方々にけ

がなどないように道路の整備をしたいということで道路の整備をし

たいということで私のところに９月上旬まいりました。その中で出

た話でありますけれども、３月11日夜中にかけて３月12日朝明るく

なったら道路の損壊をしているところを各業者さんで整理をしてい

こうということで職員の方々が建設会社の社長さんを個別訪問した

そうなんです。電話が通じなくて。そして個別訪問をして明日の朝

７時30分に富岡土木事務所に集合しましょうという連絡をしたとい

うんですね。そういうことを考えれば、この協定書に書いてあるこ

、 、の連絡の協定については やはり通信手段が不調であったとすれば

やはり我々のところに役場に歩いてでも来て、こういう大変な状況

になっているということを連絡するのが普通、最低限の義務だと思

っております。

そういうことで、この協定違反については今後とも協定違反とい

うことで申し入れをしていきますし、さらには損害賠償補償も、こ

の協定違反に関連してくるものもあるのではと考えておりますの

で、よろしくご理解お願いしたいと思います。

住民生活課長。○議長（吉田数博君）

４点目の避難先が放射能が高かった理○住民生活課長（植田和夫君）

由について、ご質問にお答えいたします。

日本原子力研究開発機構が６月13日発表した解析結果によると、

今回の福島第一原発事故に伴い、飯舘村など原発の北西や、郡山市

など西側の地域で特に空間線量が上がったのは、３月15日から16日

の放射性物質の流れと降雨が、この地域で重なり、地表に沈着した

ためということが大きな要因であると判断しておるようでございま

す。

以上でございます。

健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

ホールボディカウ○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

ンターの検査結果についてお答え申し上げます。ホールボディカウ

ンターの検査結果についてでありますが、町長からの行政報告にも

ありましたけれども、今まで県指導により該当者並びに人数の割り

当てを受け、妊婦を含む０歳から18歳までの2,483名に対し検査を

実施いたしました。実施機関からの報告に基づく検査結果は、１マ

イクロシーベルト未満2,476名、１～２マイクロシーベルト未満７

名でありまして、全員が健康に影響を及ぼす数値ではないと県から

報告を受けております。

以上でございます。
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総務課長。○議長（吉田数博君）

浪江町に戻る年数と今後の計画についてお○総務課長（根岸弘正君）

答えいたします。

一刻も早く町に帰りたいとの町民の切なる願いは理解しておりま

す。町としましても極力早く、そして安全な状態としてまいりたい

と考えておりまして、国に強く求めてきております。

しかしながら、現段階では除染の具体的な効果、実施規模、タイ

ムスケジュールが国から示されておりません。現段階では残念なが

ら町としても帰還の年数をお示しするには至らないということであ

ります。

今後浪江町においても、国の除染モデル事業が実施される方向と

なっていることから、それらの状況とステップ２の進捗状況を勘案

しながら、引き続き帰還可能な時期の提示を国に求めてまいりたい

と考えております。

次に 「暗中八策」の結果、あるいは進め方についてお答えいた、

します。環境モニタリングについては、町独自で町内17カ所の調査

を実施しているほか、町の求めにより、政府においても広域モニタ

リング、土壌モニタリングが実施され、少しずつではありますが、

放射能の汚染状況が把握できるようになりつつあります。

放射線量の調査結果を踏まえると、常磐線より東側が比較的低線

量に留まっている一方で、西側については、全域ではないものの比

較的線量が高い状況が確認されています。

町としましては、多くの方々が帰還するには、徹底した除染が必

要不可欠と考え、国に早急かつ徹底的な実施を求めているところで

あります。

また、インフラ復旧のための調査につきましては、現在、仮設住

宅入居支援、支援物資の配送の緊急業務があったことから、現段階

では着手に至っておりませんが、一時帰宅業務の実施に合わせて、

通行不可能箇所等に留まっております。上下水道、道路等のインフ

ラについては帰還の前提となることから、仮設住宅関連業務が一段

落した後に、速やかに着手してまいりたいと考えております。

以上であります。

上下水道課長。○議長（吉田数博君）

、 、○上下水道課長 星 光美君（ ） 水道 下水道の回復の見通しについて

ご質問にお答えします。

目視によりますと、上下水道ともに相当の被害があるものと思わ

れます。これらの復旧には、正確な被害状況を把握しなければなり

ません。そのためには、施設及び埋設管の調査に多くの時間と人員
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が必要であります。人員確保、特に長期にわたる場合、作業体制に

ついて検討が必要となります。また、応急復旧への取り組みが本格

化していくにつれ、必要な材料の迅速な確保が重要となってまいり

ます。

いずれにしましても、警戒区域内の立ち入りに積算線量による時

間の制限がある状況では、本格的な復旧に手をつけられる現状にな

く、除染により線量を下げなければ、効果的な調査も非常に難しい

ものと考えております。

企画調整課長。○議長（吉田数博君）

それでは津波で流された地域のまちづ○企画調整課長（谷田謙一君）

くり方針についてお答え申し上げます。

請戸、中浜、両竹、南棚塩地区につきましては、津波により甚大

な被害を受けております。現状のままでは、元の地区に住宅を再建

することは困難な状況と考えられます。地区住民の意向調査を踏ま

えていくことが必要と考えておりますが、津波被災の現況を踏まえ

ると、高台移転等も含めた検討が今後必要になるのではないかと考

えておるところでございます。

以上であります。

産業振興課長。○議長（吉田数博君）

それではお答えいたします。○産業振興課長（高倉敏勝君）

、 、 、土地改良区 ＪＡふたば 商工会の現状についてでございますが

はじめに請戸川土地改良区ですが、福島市内の県土地改良区事業団

体連合会内に仮事務所を開設しております。職員１名、事務補助員

１名でやっております。諸経費について、通常の賦課金・償還賦課

金等の徴収は困難なため、土地改良区の事務事業について、非常に

苦慮されていると伺っております。

農業水利施設の応急的な維持管理については、東北農政局、福島

県の協力を得てゲート等の点検調査を行い、機能保全と二次災害防

止及び各施設の機能維持に努めております。

今後は理事会、総代会の開催も予定しているということでござい

ますので、土地改良区の将来に向けた協議がされるものと考えてお

ります。町としても南相馬市、双葉町と連携しながら、今後の動向

を注視してまいりたいと考えております。

続いてＪＡふたばでございますが、本店機能を福島市内のＪＡ福

島ビル内に移行し、現在は総務をはじめ金融・共済、指導経済、さ

らには農畜産物損害賠償請求の業務を行っております。

また、各事業の問い合わせに対応するためにコールセンターを設

置するとともに、県内に避難する農業者の各種事業の手続き等の窓
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口として、県内の各ＪＡの支援によりまして８ＪＡ、10店舗（仮店

舗）に組合員サポートセンターを、また、各町村の対策本部の窓口

に対してはＪＡ相談窓口を開設しまして、被災者等の相談等を行っ

ております。

今後は、各事業の拡充を図るために、引き続きコールセンター、

サポートセンター等によって避難先における農業者の支援をすると

ともに、９月より本格化する農畜産物損害賠償について、賠償金の

支払いが執行されるよう東電に対して請求行為を進めているとなっ

ております。

次に、商工会でありますが、現在、商工会は二本松市あだたら商

工会（安達振興センター）内に双葉商工会と合同で臨時事務所を開

設しております。職員は７名でございます。うち、臨時職員を２名

使っておりますが。県内外に避難されている会員の皆様の所在確認

、 。等を行い 全会員600名の所在を把握しているとのことであります

また、震災被害や原発事故の収束を見据えての、事業再開に向け

たアンケート調査を実施しておりまして、これらについては８月末

までに報告をいただくということでございますので、現在その集計

が行われている段階だと思っております。

これから生活設計をどのように立て直すのかということを検討し

ますとともに、国、県への要望活動や、各種災害助成事業及び原子

力発電所の損害賠償関係の相談窓口として活動しております。これ

につきましては、会員のほか、一般事業者の受付・指導も行ってお

ります。

それから漁協でございますが、漁協につきましては、相馬双葉漁

協の中で業務を行っていると伺っておりまして、事務員もそちらの

ほうに伺っております。７月には請戸の支所長はじめ役員の方が事

務所に戻りまして、現地等を確認した経過もございます。

町としましても、地域経済や雇用を支える重要な役割を持つもの

、 、と認識しておりますので その取りまとめ役としての商工会の維持

それからＪＡ、それぞれ維持発展に寄与するために、補助金等の助

成を行い、復旧・復興に協働で取り組んでまいりたいと考えており

ます。

総務課長。○議長（吉田数博君）

。○総務課長 根岸弘正君（ ） 広域圏組合の件についてお答えいたします

双葉地方広域市町村圏組合は、仮事務所を郡山市日和田地区にあ

る県中浄化センターにおいて、現在組合業務を実施しておるところ

でございます。

現在行っている業務につきましては、南部衛生センター焼却施設
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を７月６日から運転稼働し、ピット内にあるごみの焼却と緊急時避

難準備区域、広野町、川内村が中心になりますが、これの事業者か

らの依頼による事業系一般廃棄物の焼却処理や緊急時避難準備区域

内のごみ、し尿の収集運搬、警戒区域内の災害復旧作業用仮設トイ

レのし尿の収集運搬を行っています。また、９月からは介護認定審

査会を立ち上げまして、審査会の運営等を行うこととしているとい

うことになっております。

消防本部につきましては、現在、川内村コミュニティセンターに

事務所を置き、川内村・大熊町を管轄する川内村出張所、広野町・

葉町・富岡町を管轄する葉分署、浪江町・双葉町・尾村を管

轄する尾出張所をそれぞれ拠点として活動しているところです。

特に、福島第１・第２原子力発電所において、多数の作業員等が

原発事故収束に向けての災害対応にあたっていること、また、緊急

時避難準備区域の広野町ではライフラインの復旧も進み、在住人口

が増加しつつあることから、南双方部の活動に重点をおいていると

ころであります。

今後の消防活動につきましては、乾燥時期を迎え火災の発生が危

惧されること、特に浪江町などの警戒区域内は、雑草等が繁茂して

おり、何らかの自然現象により、一旦火災が発生すれば 大災害に

繋がる危険性をはらんでいることから、北双地域での防火活動・巡

回活動にも、より力を注いでいただくよう要望してまいりたいと考

えております。

また、警戒区域内の放射能を含んだがれき・ごみ等の撤去・処分

については、今後検討しなければならない課題が山積しております

が、当然、広域市町村圏組合が担う役割も大きくなると考えており

ます。

組合の業務については、これらの諸課題を踏まえながら、適宜弾

力的に事業計画を見直ししていただく必要があると考えています。

次に、行政区長との関係でございますけれども、３月11日以降、

町内は現在も警戒区域、計画的避難区域内にあって、行政区の活動

。 、はできない状況にあります 現在平成22年度の行政区長も町民同様

全国に散在している状況であります。行政区長の任期が平成22年度

で終了していることから、できれば早めに行政区長の委嘱及び区長

会総会等を開催したいところですが、距離的な事情もあり、行政区

長全員を集めるのは現状では困難かと考えております。

このようなこともあり、７月27日理事会を開催し、今後の行政区

長及び区長会のあり方について協議をもったところであります。

理事会においては、年度末総会未了の行政区がかなりあり、大字
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役員会等が選任されていない状況から、行政区の活動が困難である

という認識に立ちつつも、今後の活動の方向性について、地域住民

の所在状況の確認や復旧・復興に向けた町への協力についてご意見

をいただいたところであります。

また、全行政区の役員の選任状況等について把握するため、平成

22年度の行政区長に対して照会したところですが、ご回答いただい

た調査票の内、総会が終了していると答えた行政区は５地区であり

ました。ただ、７月頃から徐々にではありますが各行政区の役員会

や旧町村単位の区長会も実施されているようであります。

いただいたご意見の中には、行政区長の任期は終了しても、総会

が未了で地区の役員が選任されていない以上、自治会の長としての

区長の役割は継続しているというご意見や、復旧・復興アドバイザ

ーとして協力するというご意見もありました。また「区だより」を

発行する、区内の放射線測定を行うなど、今後行政区独自の活動を

活発化していきたいというご意見をいただいておりますので、町と

して必要な支援をしていきたいと考えております。

答弁、福祉こども課長。○議長（吉田数博君）

社会福祉協議会について。社会福祉○福祉こども課長（木村 潔君）

協議会につきましては、町災害対策本部を二本松市に設置以降、本

部と連携を取りながら、高齢者を中心に避難生活の支援活動を行っ

てきたところであります。

現在は、本来の法人業務であります福祉サービスの窓口として、

さらに介護保険における居宅介護支援事業の運営と、震災前の事業

形態を取り戻すべく努力しているところであります。

また、今回の震災による避難者支援事業として、生活支援相談員

を仮設住宅設置地域に配置し、町民ニーズの把握、相談に対応して

いるところでありまして、現在は桑折町に２名、福島市４名、二本

松市４名、本宮２名、事務局に１名、計13名を配置しております。

なお、９月中旬には９名増員し、支援充実に努めてまいります。

将来につきましては、まずは震災前の業務形態に限りなく戻すと

ともに、避難時である現在は、仮設住宅生活など実情に合わせた事

業展開をしていきたいと考えているところであり、浪江町に帰町後

も継続した福祉サービスが提供できるよう、町民の身体及び生活状

況の把握に努めてまいりたいと思います。

答弁、教育長。○議長（吉田数博君）

町立小、中学校の生徒に関してお答えいた○教育長（畠山熙一郎君）

します。

現在、小・中学校の全てが本来の場所で教育活動が出来ない現状
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は極めて遺憾であり、一日も早く浪江町に子ども達の笑顔と歓声が

戻ることを願っております。

それまでの間、子ども達には避難先で元気に楽しく学んでほしい

と思っているところでございますが、そのための選択肢を増やすこ

とと、町立学校復興への足がかりともするために小学校、中学校の

それぞれ一校の教育活動を二本松市で再開したわけでございます。

開校式当日の児童・生徒数は、小学校が28名、中学校が33名でし

たが９月21日現在の生徒の数が、小学生29名、中学生が38名となっ

ております。

わずかではございますが、増加しております。これは学校開校に

よりまして、皆様の関心が高まったものと思われます。今後もこの

傾向は続くものと予想されます。ある程度の人数を確保すれば教育

活動の幅も拡大できますし、浪江町の教育復興の推進力も上がりま

すので、今後とも校長会あるいは教職員との連絡のもとに児童・生

徒の適切な受け入れに努めてまいります。

具体的には、浪江小学校・中学校の教育活動を充実させること。

その小・中学校の魅力ある情報を積極的に発信する。さらには相談

の窓口を拡げまして、きめ細かで親身な就学相談に努める。

以上のような対応を考えておりますが、子ども達の学習環境を安

全なものにしていくことが何よりも前提でありますので、勿論放射

能汚染の除染もいたします。

また、浪江町に多くの子ども達が戻ることができようにするため

には、浪江町の９つの小・中学校すべてにつきまして、所属してお

りました学校との結び付きを途切れさせないことが大事でございま

す。

そのために、各学校の教職員が兼務校等で各学校に散っておりま

すが、これの仕事のほかに元の学校の児童生徒や保護者との接触に

努めたり、具体的には「学校だより」などを届けることにしており

ます。

住民生活課長。○議長（吉田数博君）

合同慰霊祭の件について。合同慰霊祭○住民生活課長（植田和夫君）

開催の予定はあるのか。開催となればその時期は。ということでご

質問にお答えいたします。

合同慰霊祭の開催についてでありますが、行方不明者の捜索状況

にもよりますが、今回の大津波による犠牲者のご冥福と行方不明者

の一日も早い発見をお祈りするため、まだ流動的ではありますが、

10月の中旬以降を開催予定とし、現在、準備を進めておるところで

あります。
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14番。○議長（吉田数博君）

再質問をいたします。原発事故に対しての反省○14番（紺野榮重君）

ということでありますけれども、いろいろな食料問題で苦労された

と、そういう中で避難訓練の問題、避難道路、避難経路、食料いろ

いろな問題がありました。これらはやはり検証をして後世に教訓と

して伝えていかなければならない部分に思います。

それで、第１点で時間がたたないうちに検証していただきたい。

第２点は、町長が発令したこと、役場において記録案そういうも

のを設けておったのか。それから写真等を写して置いたのか、これ

は検証するうえで大事なことだと思います。そういうことがなされ

ていたのかどうかお伺いをいたします。

原発誘致に際しましては、国の方針、県の方針というなかで心境

は難しいということの答弁ではありましたけれども、私自身も絶対

安全だと思っておりましたが、この事故で非常に失うものがあまり

にも多すぎて、本当に原発の誘致ではなくてそれに変わる火力発電

所でも変えてはどうかと、軌道修正するべきではないかと提案を申

し上げます。

東京電力の協定違反ということでありますけれども、協定違反で

あるということは由々しき問題だとは思いますが、相手が相手でそ

れなりの通信手段がとれなかったということもまた理解しなければ

ならないこともあろうと思います。

役場の所に歩いても来られるべきだったと言われましたが、逆な

立場で我々がそういう所に行けなかったのか。そういうことで知ら

せて貰えなかったから被害が出てしまった。避難方法を誤ってしま

ったではすまされないと私は思います。

こちらからコンタクトはとったのか、努力はなされたのかお伺い

をいたします。

それから、放射能が高かった理由でありますが、３月15日、16日

に放射能が大量に落ちたということでありますが、私が言いたいの

は、どうして結果的に放射能が高い所に本部を置いてしまったのか

と、浪江町は残念ながら２日間放射能が高い所に本部を避難してま

いりました。

、 、 、 、 、 、こういう中で 逆の立場 先ほども申しましたが 県 国 警察

東電、さらには東北電力の指導を仰ぐことができなかったのかと、

避ける事ができなかった理由はどうしてなのか、お伺いをいたしま

す。

それから、興化市とのことでありますが、友好都市を結んでおり

ますが、災害に対するメッセージはあったのかどうかお伺いをいた
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します。

ホールボディカウンターの検査結果でありますけれども、全員が

健康に異常を及ぼす数値ではないとそういうことでありますが、直

ちに健康に及ぼす数値ではないということであれば、これはある程

度長期間では影響があると考えられるわけでありますので、そうい

う中で今後どのような人体に影響をしていくのか、町で調査してい

くべきだと思いますし、そのためには町で検査なされた、そのデー

タそういうものを保存しておくべきだと思います。

そのようなことをやられているのか、それから今後のことを考え

ますと、町で被ばく手帳等を配布して、それぞれ町民にも記帳して

いただくということが大事ではないかと思います。

それから、もう一つ疑問なことは、私も検査された人に聞きまし

たが、セシウム134が4,600ベクレル、137が5,500ベクレル、合計１

万500ベクレルで、70歳までの積算でここに被害はないという、現

在もないということを言われたそうであります。半信半疑だったそ

うであります。そういう中で正常の値はどのぐらいなのかお伺いを

いたします。

それから、町に戻る具体策ということでは、現段階では示せない

という答弁がありましたけれども、これは町長に私は答弁をお願い

したいと思います。

帰る帰れないということは、私は国が決める問題だと思います。

やはり町長が浪江町としての目標を町民に示していただきたい。３

年あるいは２年、これだけ戻るために努力をされる。そういうこと

を示していただきたい。これはぜひ町長に何年という一つの目標を

答えていただきたいと思います。

「暗中八策」の結果ということでは、いろいろ町でも線量の調査

をされているということ、土壌調査もやっているということで、特

に私は町で調査をしているいうことが、本当にありがたいなと。文

科省では土壌も調査されておるということでありますが、町独自で

も調査をされるべきだと思います。そういうようなことで予定があ

りましたらば、答弁を願います。

水道下水道の回復の見通しでありますけれども、細かい点はいろ

いろ大変でしょう。できないでしょうけれども、大雑把なことを私

は教えていただきたい。生活をしていくには上水道、下水道大事な

わけであります。

心配するのは、水源の上流、泉田川の上流、高瀬川の上流は線量

が高いわけでありますので、そういうことを多くの町民が心配して

いると思います。
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ここまで結構です。次に質問いたします。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

再質問にお答えをいたします。原発誘致に対し○町長（馬場 有君）

ての考え方については、今紺野議員からおただしがありましたよう

に、火発に変換できないかというのが、私の提案ですということが

ございます。この提案は、提案として尊重して先ほども答弁申し上

げましたように、浪江町に帰るとの議論というのも必要になってま

いりますので、その点ひとつご理解をいただきたいこのように考え

ております。

それから、いつ戻れるかという時期の明示でありますけれども、

非常に難しい問題でありまして、やはり除染が先ほどらいから答弁

しておりますように、除染が一つのキーポイントになっている。除

染である程度線量が軽減化してくれば、居住環境もできてまいりま

すし、あるいは産業の活動もできてまいりますし、そういう社会的

なインフラの整理ももちろん必要になってきます。

さらには、一番大事な水の問題、これ水の問題もある程度概括的

には調査をしていますけれども、今後詳しい調査をしながらどうい

う影響があるのか、それを見定めることが必要だと思います。そう

いうことで復旧をしながら戻れる環境づくりをしてまいる。そのた

めには、どのぐらいの時間がかかるのかというのは、非常に明示す

るのは大変難しいところではありますけれども、私の希望的観測と

しては、３年ぐらいで何とか戻っていきたい。できれば２年ぐらい

で戻りたいというのもやまやまではありますけれども、今のいろん

な状況から考えていけば、そういうことだと思います。

これは、私のまとまった考えではありませんけれども、何とか希

望的観測としてなんとかしていきたいと思っています。

住民生活課長。○議長（吉田数博君）

、○住民生活課長 植田和夫君（ ） 原発事故に対しての反省ということで

再質問にお答えいたします。

、 、この中で まず検証するのには記録とかそういうものが必要だと

その件につきしまては、いわゆる災害発生日から避難こちらに来る

までの間、時系列をつけてその記録はとっております。

それから、東京電力の協定の違反の件でございますが、町として

コンタクトはとれたのかという質問でございますが、町長のお話の

とおりいろんな通信手段網、こちらの方から通信はとっておりませ

ん。

ただ、事業者としては、協定のとおりどのような手段をとってい

かなければならないと私は考えております。
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それから、放射能が高かったというその件については、国で示す

スピーディー放射能の流れ、それがまったく公表されていなかった

ということで、浪江町まで20キロ圏外で津島地区の公共施設があっ

たということでそこを避難所として、また本部としてさせていただ

きました。

企画調整課長。○議長（吉田数博君）

続きまして、興化市からのメッセージ○企画調整課長（谷田謙一君）

についてお答え申し上げます。

興化市よりは、御見舞のメッセージを５月26日にいただいており

ます。その後、８月にも興化市のほうで市民から義援金を募ったと

いうことで、その義援金をお届けしながら時期を見てお伺いしたい

というメッセージをいただいております。

健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

ホールボディカウ○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

ンターの検査結果についての再質問にお答えをいたします。

長期間での影響はどうなるかということでございますが、津島診

療所の先生方にこういう問題についてどうなんでしょう。というこ

とで今でも再三再四協議をいただいております。

先生方のお答えによりますと、影響がある、それから影響がない

というような答えはでない。いわゆる長期間にわたった健康管理が

大切なんだということでございまして、影響があるとか、ないとか

というのはなかなかここで申し上げるのは難しいのかなと考えてお

ります。

それから、町で検査データを押さえているのかという話でござい

ますが、これにつきましては、県と県立医大でデータを区分いたし

まして、今後追跡調査をしながら健康管理に努めてまいるというこ

とでございます。

それから、被ばく者手帳でございますが、これは国で対応するも

のと考えております。

放射線量平均の値はいくらなのかということでございますが、年

間の自然環境から放射線の被ばく量と言いますか、年間1.5マイク

ロシーベルトでございますので、直ちに健康には被害がないという

ことでございます。

答弁者、総務課長。○議長（吉田数博君）

今度のモニタリングでありますけれども、○総務課長（根岸弘正君）

除染も大変重要になってきます。

そのため、町内のモニタリングあるいは今後の除染対応に向けま

して町内に放射線管理班を選任いたしまして、今後もモニタリング
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に努めていきたいと考えております。

14番。○議長（吉田数博君）

津波で流された地域のまちづくりの方針であり○14番（紺野榮重君）

ますけれども、津波で流された地域のまちづくりはどうするかとい

う大雑把なまちの方針を説明していただかないと、流された方々が

今後どうしたらいいかということが大変だと、意向調査を早急にさ

れるように、そして町の方針を早く示すべきだと思います。

それから、ダム本体に地震による影響はなかったのかということ

をお伺いしておきます。

それから、小・中学校の生徒の導入の方法ですけれども、生徒数

が少なければ少ない中でのメリット、デメリットがあるわけであり

ますけれども、学校の中で団体競技ができるようなそういうことに

なればいいわけでありまして、そういう中で親御さんが心配するの

は、校舎校庭の線量そういうものが非常に心配されている部分では

ないかと思います。そういう中で除染をされていると思いますが、

そういう所はどいう状態になっているかということを教えていただ

ければ有り難いと思います。

合同慰霊祭の予定ということでありますが、近い所では相馬市で

やられます。この前は警察のほうでの５名の方々、１名不明でもや

られたわけですけれども、双葉郡の状況はどうなっているのかお伺

いをいたします。

また、町の大きな行事になるわけでありますので、１カ月前ぐら

いにはやはり周知をするべきだと思います。この辺もよろしくお願

いします。

町長に３年、できれば２年という言葉をいただきました。本当は

私はどちらかにしていただきたかったわけです。

その理由は、帰れるか帰れないかというのは国が決められるべき

で、やはり町長の目標ということを決めていただくことによって町

民は安心すると思います。

その一つに２年、３年ということになったわけですから、その間

自宅を守る。あるいは地域、部落、そして村、浪江町を２年、３年

維持していかなければならない。そこに行政区長という重要な役割

が出てくると私は思います。最低限でもパトロールをするような組

織を作って、地域を維持していかなければ帰っていいと言われた時

に、家に入ることができない。あるいは地域が草だらけで入れない

と、そういうことにならないようにしなければならないのではない

かと私は思うわけでありまして、みんなの力、行政区の力を結集で

きるように、この行政指導をお願いしたいと思います。
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そして、浪江町に戻るための方策を具体的に示すことが町民の不

安を解消することに繋がることだと思います。

以上で再々質問を終わります。

企画調整課長。○議長（吉田数博君）

津波で流された地域のまちづくり方針○企画調整課長（谷田謙一君）

なんですが、現在はいつ町に戻れるか、現状ではなかなか確定でき

ない状況でございますが、ある程度目処が立った時点での意向調査

を実施してまいりたいと考えております。

教育長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。子ども達の数を増やす○教育長（畠山熙一郎君）

ということにつきましては、先ほど一部お答えをいたしましたが、

今後とも先ほどお話した方向をさらに進めてまいります。ご報告の

１つとしては先週のことですが、浪江中学校ではバドミントンの部

活が始まりまして30名の子ども達のうち、20名ほどが生き生きと参

加しておりました。こういったことを増やしてまいりたいと思いま

す。

もう１つの除染の問題ですが、これは来週になりますが、火曜日

27日に小・中学校それぞれＰＴＡの方々、業者の専門家、それから

職員も加わって最初の除染活動をするということになっておりま

す。

住民生活課長。○議長（吉田数博君）

合同慰霊祭の件でございますが、双葉○住民生活課長（植田和夫君）

郡の状況については、双葉町、大熊町、富岡町が一時帰宅に合わせ

、 。て 災害の現場で慰霊祭を行ったということが報道されております

慰霊祭の日にちでございますが、先ほども答弁の中で申し上げま

したが、今現在行方不明者の捜索活動を行っております。その状況

に応じて早急に周知できるよう努力してまいります。

産業振興課長。○議長（吉田数博君）

ダムの本体の影響ということでござい○産業振興課長（高倉敏勝君）

ますが、事務局のほうからも報告いただいておりますが、若干上部

のほうに亀裂が見られましたものの、本体そのものには影響がない

というふうに聞いております。

総務課長。○議長（吉田数博君）

行政区長のあり方でありますけれども、行○総務課長（根岸弘正君）

政区長として、地域の区長としての役割、非常に重要だと考えてお

ります。

それに対しての支援、これらの活動に対しての支援は平成23年度

においても引き続き行っていきたいと考えております。
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上下水道課長。○議長（吉田数博君）

上下水道の主な被災状況についてとい○上下水道課長（星 光美君）

うことですが、先ほど町長も水の問題に触れましたように、現在水

源地が室原、小野田、大堀に水源がありまして、その動力はほとん

ど電気でやっているものですから、停電となっている現在の状況で

は調査できない状況です。

現在の水量は、当時のままとなっています。問題は水の量がもと

どおり出るかどうかもまだ本格的に調査していない現状ではわから

ない状況です。

以上で、14番、紺野榮重君の一般質問を終わり○議長（吉田数博君）

ます。

ここで昼食休憩のため、午後１時30分まで休憩○議長（吉田数博君）

といたします。

（午前１１時４７分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 １時３０分）

13番、佐藤文子議員より午後欠席の届け出がな○議長（吉田数博君）

されております。

◇佐々木 英 夫 君

午前中に引き続き一般質問を行います。○議長（吉田数博君）

19番、佐々木英夫君の質問を許可いたします。

19番。

［19番 佐々木英夫君登壇］

19番、佐々木英夫が一般質問をさせていただ○19番（佐々木英夫君）

きます。

町長、疲れたでしょう。そう思います。でもあなたは高校生の時

に野球部で365日泥にまみれて体力をつくってきたのだから、まだ

まだ私はやると思っています。だから最後の力を振り絞ってやるべ

きだと思います。

そこで、最後にと思ってとっていた言葉を最初に持ってくるのは

もったいないと思ったんだけれども、町長のために持ってきます。

人命にかかわる重大な問題の時、その時こそ危機管理に対処する決

定権は町長にあるということから、このような時期なんだから最悪

の事態を想定して勇気を持って決断するべきである。これが町長の
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力であるということです。ぜひ大きくかじをきるときが来ているの

ではないかと、私は思います。

そのために９月議会やりますが、職をかけて信念を貫き通してほ

しいと私は思っております。私はあなたの親父さんと選挙応援して

歩いたことがあります。そのうちの親父とおじいさんとも選挙を一

生懸命応援したということもありました。だからこそ、あなたがも

っているものが、必ずあるはずです。ぜひスケールの大きさをみせ

てほしい。

これまでいったのは、三原山噴火の時に後藤田さんがやったんで

す。百年に１回、千年に１回の必ず三原山の噴火というものがある

はずだと、その時に今言ったような決断力がなくてはだめだと。全

ては最悪の事態を想定して進めば心配ないと言っておりましたの

で、これをあなたに贈ります。

ぜひ、自分の信念でもって進んでほしい。町民の支持なくして町

の再生はないと私は思っておりますので、そう思って頑張ってほし

い。

これからは、ちょっとエールになるかどうかわかりませんが、と

ころどころかいつまんで、まず２番目の今後の浪江町の進むべき道

についてただしたいということであります。

このことは、先ほど２番議員、14番議員も質問いたしました。浪

江に帰れるか。帰れるという町長、先ほど２年か、３年と。１年と

、 、いう期間は大変長いんですけれども その違いはありますけれども

帰れる。それは確かに町民に対しては良いことかもしれません。し

かし、私は国は信じない。なぜ信じないか。随分ばかなことを簡単

に言ったなと思っています。

首都圏も避難対象になったかもしれない。3,000万人の事態を想

。 。定していたこれは大したものです 最悪の事態を考えるんですから

それから、３月15日だと思います。午前３時ごろ、東電が第一原

発から撤退したいということを言ってきた。撤退すれば、事故を起

こした原発を放置するということになるわけです。100キロから300

キロまで全部高濃度の放射能にやられ、日本という国がなくなって

いたかもしれないということまでやっている。こんな馬鹿な国に任

せられるかと私は思います。

そこで、先ほどから出ている除染をすれば帰れると思いますが、

では、帰れるということであればどういうふうにして帰るのか。あ

るいは私は帰れないのではないかということについては、こういう

ことだと思います。町民を国は騙している。細野さんという方はま

じめな人で、冷却すればということで、前倒しして100度ぐらいま
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で下がったからいいのではないかと言っていますけれども、あとで

、 。 。 、言いますけど 帰れない 本当に帰れないんです なぜかというと

浪江町の広大な土地、津島も含めてすべて除染できるとは私は考え

られないと思っております。

一部の除染だけでは私は絶対納得しない。あるいは町内だけで大

丈夫だということではない。放射能の恐ろしさを知らない。放射能

の恐ろしさを本当に知っていないという気がするんです。

第一に母親、そしてまた子どもは絶対帰れないと思います、今の

状況では。除染をしたとしても。老人だけ帰って町の行政はやって

いけないと思います。なぜかというと、税金の上がらない人達ばか

り集まっても財政的には大変だと思っております。

それから、浪江町の駅はどうするの。常磐線はどうするのかとい

った時に、それも通らないうちは町の人達は帰って来ないです。だ

から２、３年ということでは、思いは確かにそうだと思いますが、

私はそこまでいったら常磐線も、浪江駅もせっかくの高原の駅なん

て意味なくなりますよ。こんな悔しい話はない。

そこからいくとまだまだ期間はかかる。かかるとすれば今遠くに

散らばっている人達は、帰るかもしれないという希望を出すと雇っ

てもらえないそうなんです。あなたはここに定着するのですか、だ

ったら使いますよということを言っているそうです。私、連絡来た

ら、子ども達は困っている。再就職したくてもそのようなことがあ

ってできない。佐々木さんなんとか決断してもらいたいという連絡

があります。

そこで、最悪の事態を考えてやってみたらどうだということが、

先ほど述べたとおりなのです。

国はこれまで何の計画も６カ月示して来なかったわけです。でき

たのは、中間貯蔵施設の方針を示した。ここに知事は回答を保留に

。 。した 保留というのは受け入れる可能性もあるということなのです

もともと話し合いは、あそこまで発表するということは下地ができ

ているはずなんです。外交もそうだと思いますが、下地の中でいろ

いろ構想しているわけです。表に出て来るときには大体決まってい

るんです。先ほども議員が、人の町には汚れた物を持っていけない

ということだから、浪江町の物は浪江で処分しなくてはならないと

いうことは、これは分かります。だけれども、知事が保留したとい

うことは、もう既に受け入れはあらかた決まっているのではないか

ということだと思います。

もし、普通知事だったら受け入れなかったら「とんでもない、こ

んな物を受け入れませんよ」と、あの時言ったはずなんです。言わ



- 50 -

ないということは、もう受け入れが確実に決まっていると私は断言

しておきます。なぜかというと、先ほども言ったように、国は本当

のことを言わない。我々を騙しているということだと思います。そ

のことについて、町の見解をお聞きしたい。

町長。○議長（吉田数博君）

知事の発言でありますけれども、直接聞いたわ○町長（馬場 有君）

けではありませんが、新聞等を拝見しながその言葉を聞いておりま

して、私自身としては、最終処分場をまず決定して、そして中間処

理施設をお願いするというのが筋であると思いますので、知事はそ

の辺を踏まえた中での発言だったのかという思いでおります。

19番。○議長（吉田数博君）

知事の発言はいいとしても、先ほどから10番○19番（佐々木英夫君）

議員、14番議員が帰れるということに、私は帰れないという考えを

、 、持ったのですが 出た言葉が除染すればということを言ってますが

除染して戻れるということであれば、後は同じになってしまう。い

つ頃帰れるかということは。いつ頃帰れるとは言わない。では請戸

地区の住宅はみんな流されました。これからどこかに建てなくては

、 。 。 、ならない 戻るとすると どういう想定をしているのか 場所とか

ライフラインもこれから新しくすれば心配ないでしょうけれども、

どこに請戸地区もっていくか。それはなぜかというと、これから子

孫、子ども達、子孫、孫いろいろありますよね。この子達が羨望は

まったくいいところで、戻って来てくれたなというような町をつく

らなければならない。

ということは、今の請戸のあそこには私は無理だという気がする

のです。少なくてもある程度高い所でないと、安心して眠れない。

地震が来るたびに吹っ飛んで歩いていたのではしょうがないという

ことだけど、戻れるといういろんな考えをしているようですが、ど

こに請戸の人達を連れていくつもりですか。

町長。○議長（吉田数博君）

これはいろいろ利害関係者と当事者の方々とこ○町長（馬場 有君）

れから話し合いをもっていきたいと思っておりますけれども、私の

私案としてあくまでも私案ということで、ご披露申し上げさせてい

ただければ、請戸あるいは南棚塩地区の方、海の見える所がいいと

いうような話も耳にしております。

そういうことで、大平山あるいは北棚塩の東北電力のサイト内の

西側の高台も、ひとつの候補地になってそして居住をそちらのほう

にしていただければと思っています。

その居住をしていただく場合には、コンパクトシティみたいな街
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づくりを心がけて、一通りの小さな街ではありますけれども、小さ

な地域、部落ではあると思いますけれども、そこで何でも用が足せ

る。近くに病院等も設置されるようなコンパクトシティを目指して

いければと、これは私の案としてご披露させていただきます。

19番。○議長（吉田数博君）

エコタウンを造るということについては、賛○19番（佐々木英夫君）

成だと思います。学校もできるでしょうし、幼稚園もできるでしょ

うし、病院は浪江町ができあがれば、こちらのほうに通っても大し

。 。た時間ではないと思う すべてのものがあそこに揃っていますので

スーパーもありますし、そういう方向で進むのはいいのですが、反

面だから前に戻りますけれども、津島の放射能なんか、木は切らな

くてはならない。土は剥がさなくてはならない。あれをどうするの

かと思ったら、なかなかほど遠い話だと私は思っています。

国はただ除染すればいいんですよと言葉だけで、本当のことは言

っていないような気がします。だからこそ、あとは町長の決断力、

舵を大きくきる。そのほうが町民は方向付けをすれば安心するのか

という気がします。

それはなぜかというと、浪江町の人は１カ所に集まれと。こうい

う造成して部落を造った。ここに集まれと言ったほうが安心して住

めるんです。放射能がない所になれば。除染なんて高圧でやってい

ますが、そこだけきれいになったとして仕方がない、放射能という

のは水で流しても消えませんから、どこかに行っているんです。そ

してまた同じように放射能を出しているんです。よそに吹き飛ばし

ただけであって、あんな除染なんてはとんでもない話だと私は思い

ます。

だから、学校の生徒が歩くために、今、一時的にやっているだけ

であって全部なくしましょうなんて、例えば農作業の噴霧器やった

とかで消えるものではないと私は思っております。

そこで私が調べたのは放射能は大変な心配があるのです。甲状腺

がんになる可能性があるということは、大人の５分の１から10分の

１で子ども達はがんになる。甲状腺がんになる。子ども達が少なか

らず放射能がゼロになったわけではないので、心配しているのはそ

こなんです。

私が言いたいのは、予想外の深刻な被害が起きている。国は今す

ぐ直ちに人体に影響はないというけれども、10年後あるのではない

かと言ったとき誰が補償してくれるんですか。そこまで町は心配し

て、10年後に必ず来る。甲状腺がんの年数が来るということを想定

しておく、先ほども言ったように最悪なことを考えて私は進めてい
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っていただければなという気がいたします。

チェルノブイリの事故がありました。その事故後、大したことな

いんだと安心させるために言ったソ連の話があります。日本も先ほ

ども言ったように、直ちにということは、国が押さえよう、押さえ

ようと、直ちにありませんよと。まったくそれと同じなのだと。だ

から先ほど言ったように、政府は信用できないというのは、そこだ

と思います。だからやはり浪江町は独自にやる。これを出来るのは

町長しかいないと思っております。

できるだけその辺を含めると、町長の力が大切ではないかと思っ

ております。少なからず、子ども達のことを今後どういうふうに進

めていくのか。

町長。○議長（吉田数博君）

議員おただしのことですが、政府のほうは直ち○町長（馬場 有君）

に健康に影響がないという言葉、これはその言葉が本当にふさわし

いのかどうかと思いますけれども、ある方に言わせますと、直ちに

影響がないということは、いずれかに影響が出てくるだろうという

ふうにとられてもおかしくないという発言にとられるというような

話をなさった方がおりまして、まさにそういう意味合いも含めてい

るのかと。これはやはり政府が言葉の使い方、非常に放射能に対し

て私ども心理的に圧迫しているようなことを言っているのかなとい

うふうに考えております。

そういう意味で、マスコミ等を含めて言葉の、風評被害もそうで

すけれども、それが一つ大切なことだと最近私自身も思っておりま

す。そういうことで、子ども達の放射線の影響、これは私のほうに

も連絡が来ておりまして、特に県外に避難している親御さんから、

幾ら放射能が低減化しても、放射能があるということの実態につい

てはかわりはない。したがって、次代の子どもを担う親としては戻

すわけにはいかない。いくら町長が一緒に戻りましょうと言っても

戻らないという町民の方が非常に多いのは確かです。そういう意味

で、将来の子どもに対しては慎重に事を運んで、これはちょっと酷

な言い方かもしれませんが、もとに戻った浪江町になれば、そこに

ふる里として戻っていただくような環境整備をしていきたい。です

から、いますぐ戻ってくださいということは、なかなか言えないと

いうことです。

19番。○議長（吉田数博君）

そのとおりなんです。今すぐ帰れと言っても○19番（佐々木英夫君）

母親、子どもは帰って来ない。そうすると浪江町には老人ばかりの

町になってしまうということが考えられます。
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先ほど言ったように、ヨウ素131が甲状腺に集まってくる。幼児

の場合は、成人の５分の１から10分の１でがんになる。だから国が

いうまったく影響がない、ただちにないと言っていることは、私は

正しくないと思います。放射能の影響の敷居はどこにあるかという

と、誰もわからない。日本で初めてのことですから。

つまり、安全だとか、これ以上は危険だというのは、何をもって

言っているのか。誰も知らないんだから。そういう意味ではメルト

ダウンとかメルトスルーとか言っていますよね。あれ中に入っても

誰もわからない。想像で言っているだけです。

今回の甲状腺がんなんかも子ども達のはまったく誰もわからな

い。これから出てくるんだというと、先ほどの弟さんが言った最悪

のことを想定しなくては駄目ですよと、トップの人が。町長は最悪

のことを想定しなさいということを私は思います。

そこで、どんな微量な被ばくであっても、それに見合った影響は

覚悟しなくてはならない。線量が大きければ危険率も高い。つまり

がんになる確率があるということです。

それから、ヨウ素剤が町にもありました。それぞれ使えなかった

ということも致し方ないと思います。あれもヨウ素剤も３日、４日

も過ぎてから飲ませても駄目だそうです。私は２、３日前、県立図

書館に行っていろんなチェルノブイリの本を読んできました。そう

書いてありましたから。だからもう終わったことだからヨウ素剤の

ことは言いません。

でも、あのとき飲んでいればなと。誰か１人でもいいから気が付

いて「町長、ヨウ素剤あります 」という言葉があって、１人が気。

が付いて 「あっ、そうだ。それをやろうか 」ということになっ、 。

たら、大した職員だと誉めてやりたいけれども、誰も言わない。残

念だと思います。

そこで、先ほど職員の話が出ました。一般質問には書いていませ

んでしたけれども、時間あるとすれば。

請戸の児童館についてです。あの先生方は大したものだと思いま

す。なぜならば当たり前のことをしたんです。先生だから当たり前

でしたよというけど、もしあそこで２人、３人、５人でも流された

ら町長こんなしていられませんよ。あの人達が当たり前のことをし

ただけに、こうして安心して答弁できているんです。これは大変な

ことをしたと私は思っております。万が一の事がなかったというこ

とはこんな良かったことはない。表彰しろとは言いません、当たり

前の事なのだから。しかしこの当たり前のことが、せめて感謝状、

こんな紙１枚だけですが、ありがとうございましただけでもいいで
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す。これ私はやるべきだと思う。あの子ども達を救ったということ

は素晴らしいことだと思います。真似できない。たまたま大堀、津

島にもいろいろ児童を預かっている所はあったかもしれませんが、

この請戸の先生がとった行動は、私は賞賛に値するのではないかと

思っています。

町長室に集めて 「あなたちのお陰で助かった。ありがとうござ、

います 、感謝の意を表してもいいかという気はいたします。そ。」

の辺、町長どうですか。

町長。○議長（吉田数博君）

お説のとおり、やはり児童館の職員ばかりでは○町長（馬場 有君）

なくて、また別な消防と一緒に活動していた職員もおりましたし、

あるいは避難所について的確な判断をしながら、避難を一緒に助け

てくれた職員もおりますので、これはぜひ機会があれば賞賛してあ

げたいとこのように思っております。

19番。○議長（吉田数博君）

ぜひ町長にやっていただきたい。私は今朝こ○19番（佐々木英夫君）

こに来て思いついたもので、前もって書いておかなくて申し訳あり

ませんでした。

それから、今後の進め方については、早く町長に決断力を示して

ほしいと、町民はあらかた思っているんです。どっちかに決めてく

れと。除染できればということで、除染というのは私が思うにはな

かなか難しいという気はいたしますが、その方向で持つことも悪い

とは言わないけれども、では今言ったように年寄りしか、若い人達

は帰って来ないのではないかと言われました。

この前、双葉病院の院長に会って伺いました。そしたら町長は、

涙流したって言ってたんですよ。町長も今度で辞めるのかと私は思

いました。やはり人間涙流したら終わりですよ、政治家は。だから

私も終わりだと思っています。私も１年あるか、ないかです。ただ

一生懸命その間はやっていくつもりです。町長に、その話を双葉病

院の院長に聞いた時に、もしかしたら私の間違いであってほしいけ

れども、そんな気がいたしました。これはこの辺でとどめないと申

し訳ないですので。

次に、町長の方針としては東北電力を進めるのか、止めるのか。

前に６月議会で聞きました。この時も、まだ止めますという言葉は

聞けませんでした。今回の14番議員の質問で、脱原発の方向で行く

のでということで、他人任せのような気がいたします。私も前回質

問した時も、町長はこれからのエネルギー政策は、脱原発の方向に

、 、向いていくと思いますので これを注視していきたいということは
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国ありきな話ですから、町長自身はどう思っているかということ。

先ほど、感情をはっきり、前に聞いたとおり、俺はもう原発は危

、 。 、険だと思うから 舵をきっていきたいという方向なのか やるのか

やらないのかはっきり聞きたいんです。

ということは、町民はもう浪江には原発いらないと言っているの

で、町長の意向を聞きたい。そのためにあなたが代表して聞いてく

れないかという声がいっぱい来ました。町長の意向を聞きたい。前

回やったときもはっきりしていなかった。やはり私自身は止めるべ

きだと思います。こんな危険な、国がはっきりしないようなものを

我々の所に置いていかれても困ります。

それからもう１つ、東電の職員が、東電と同じ体質まったく変わ

っていないという感じなのです。電力は俺達の特権だという考え抜

けないんだね。そこで今はっきりと町長にどっちに進むのか聞きた

いと思います。

町長。○議長（吉田数博君）

先ほど14番議員にお答えしたとおりでありまし○町長（馬場 有君）

て、昭和42年に伝統ある浪江町議会で誘致決議をしております。私

も議会人出身ですので、議会を尊重する立場であり、42年の誘致議

決をしからばどうするんだという形を、手順を踏まえながら皆さん

との議論をたたき合わせながら決断をしてまいりたいと考えてござ

います。

19番。○議長（吉田数博君）

同じような答えがまた来たのですけれども、○19番（佐々木英夫君）

町長は原発を進めないという方向で解釈してもよろしいですか。そ

こをお聞きしたい。

町長。○議長（吉田数博君）

そのとおりであります。○町長（馬場 有君）

19番。○議長（吉田数博君）

それを聞いて多くの町民は安心していると思○19番（佐々木英夫君）

います。

私も約26年の政治の中で決断を下したということで十分いつ辞め

てもいいような気がいたします。でもまだ残っておりますので、精

一杯頑張っていきます。

それから、次に行きたいと思います。避難者への生活支援につい

てであります。大部分の町民は仮設あるいは借上げ住宅に移ってい

。 、 。る所であります 今後 精神的な苦痛が出ると私は思っております

町民の支援についてお尋ねします。

１カ月前に、私、相馬のお医者さんの所に行きました。東北大の
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研究室とか何かで、大体人間頑張れるのは６カ月だと、それ以上は

大変苦痛になると言われたんです。そういうふうに学会の話で出て

きたと。あんたどうだと言ったら「私も疲れました 」そんな状況。

で町長も疲れているんだと６カ月目だから、頑張ってきた人は６カ

月以内に疲れがくるんです。疲れない人は頑張っていないという気

はするんですけれど。大体の人は疲れてくる。

そこで、孤独ですか、こもりっきりになる。それから運動不足。

糖尿病が出てくるそうです。これをなくすために町はどういうこと

を考えているかお聞きします。

答弁者、企画調整課長。○議長（吉田数博君）

避難者への生活支援についてお答え申○企画調整課長（谷田謙一君）

し上げます。

被災半年を経過して、なお原発事故の収束の目処も立たない中、

いつ戻れるかの見通しも立っていないなど、避難されている方々の

精神的な苦痛は相当なものであります。

そのような中で、ただいま議員おただしのとおり仮設住宅での一

人暮らしの方や高齢者の方の孤立化することが懸念されており、こ

れらの方々に声をかけることが大切であります。また、入居者がど

のような支援を求めているのか吸い上げる仕組みも必要でありま

す。

町では、８月１日に福島出張所を開設、さらに本宮市、桑折町に

も出張所を開設、さらに二本松避難者支援班を開設したところでご

ざいます。

県の絆づくり応援事業を活用しながら、仮設住宅の巡回訪問を行

っているところでございまして、入居者の悩みや相談にあたってい

るところであります。

また、浪江町社会福祉協議会でも生活支援相談員を配置して９月

６日より仮設住宅の巡回訪問を始めております。

さらに、県のほうでも仮設住宅等入居者支援連絡調整会議を設置

し、高齢者の医療や児童の心のケア、孤立化を防ぐためのコミュニ

ティづくりなどの支援に取り組むとしておりまして、これらと連携

しながら避難者の支援にあたってまいりたいと考えております。

答弁者、健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

精神的苦痛につい○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

て衛生面のほうからお答えを申し上げます。

仮設入居後に保健師、看護師による巡回健康相談を各世帯ごとに

実施いたしまして、健康状態等の把握を現在行っております。

その後、定期的に経過を見る必要がある場合については、１週間
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に１回、それから２週間に１回の割合で精神保健師等のご協力をい

ただきながら健康のケアに取り組んでいる次第でございます。

今後につきましては、借り上げ住宅に住んでいる方々に対して、

順次訪問を行い、心の健全化に努めてまいりますので、今後ともよ

ろしくお願いいたします。

19番。○議長（吉田数博君）

私達も懇談会をやったときに言われたのは、○19番（佐々木英夫君）

「なんであっちばかりやって、私のところではやってくれないん

だ 」と、それは皆さんの思うとおりやったらなかなか大変だと思。

います。

それから、町側のほうでは遠慮しながら計画をしているんでしょ

うけれども、提案良いか悪いかわからない。さっき同僚と話した時

に、町民号というの昔ありましたよね。どこかの温泉でもいいよ。

お世話になったところがあるでしょう。猪苗代でもいい、若松でも

いい。バスを貸し切って町民号、別にこれは希望者だけですよ。全

町民をすぐに集めて絆を深めてみたらどうですか。宴会をやること

によってほぐされる、今までいろんなストレスがたまっていたもの

が、一晩で一気に全部消えるとは思わないけれども、それ相応にな

つかしいこともあればいろんなことがあると思います。こういう行

事を催してみてはどうですかという、これは私の考えですから、町

はそんなことをしたら町民から袋たたきにあうのではないかという

こともあろうと思います。自治会ができるわけですから、自治会ご

とに内々に相談するのはどうでしょう。やはり田舎の人間うっぷん

ばらしは宴会で「わっ」とやるのが一番なんです。これは私も経験

があります。そうすると、いろいろ６カ月間たまったあかが全部洗

い流されるんです。ということは精神的なあかです。そのぐらい思

い切ったことを、あるいは観光しながら巡っていく、これはやはり

町民の絆ではないかと思います。私の言ったことは決して正しいと

は思いませんが、ただそれらしきことをやるのはどうですかという

ことです。

そこを含めると、十日市もあるという話でしたが、我々も応援し

ようと思っております。応援というのはいろいろな形があると思い

ますけれども、私達ができる範囲で、去年の十日市でやったような

ことを考えております。多少金がかかるということになると、引っ

、 。込んでしまうかもしれませんが 頑張ってやってみたいと思います

今、町民を少しでも勇気を出すということから集めることであり

ます。少しでも役に立てるよう頑張ってみたいと思います。

それから損害賠償、マスコミでも承知しているし、マスコミでも
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いろいろ言っていたみたいですね。こんな厚いのが来ました。若い

人の頭なら、私も30代ぐらいならなんとかなると思います。70歳に

なると理解するのになかなか難しい。これはどうですかと聞く。こ

れはこうだと分かれば、一つ一つ解決していけば進んでいけると思

います。

そこで今、東京電力では説明している窓口があると思いますが、

町のほうから町民に対してこんなことをしたほうがいいですよと、

これはこういうことを言っていますよということを、今手が足りな

くてできないのかな、無理にとは言いません。でもそのぐらいのこ

とをしないと大半の人はわからない。本人もわからないで終わらせ

たくない。ただ、私どもに教えてくれると思っています。個人で仕

事やらないぞと言われますから、私は仕事がほしいからできますよ

と言ったけれども、昨日、一昨日見たらわからないところがある。

だから、町が指導する立場、指導というよりも、このケースはこ

う捉えられますよということ、職員も先に勉強していただきたい。

今度教えていただきたいと思うのですが、どうですか。

答弁者、産業振興課長。○議長（吉田数博君）

補償金の請求でございますが、議員お○産業振興課長（高倉敏勝君）

ただしのように、非常に他方面に渡っておりまして、高齢者だけで

はなく他の方についても非常にわかりづらいというものです。

町としても疑問ですとか、理由内容については電話等でもかなり

。 。問い合わせがあります 窓口においでになる方もいらっしゃいます

それについては、我々できる範囲で時間の許す限りお答えをしてい

く考えでございます。

なお、東京電力では12日から市内の若宮町に仮相談事務所を構え

まして、これにつきましては、まず委員会で皆様に地図をお示しい

たしましたが、その後、町のホームページにも掲載をさせていただ

いております。そちらのほうに行って頂く方、たまたま昨日ご相談

がございましたけれども、我々職員で損害賠償担当３名でやってお

りますが、なかなか手がまわらないのが実情でございます。ただ、

出来る限り町民の皆様に対しては、お答えできるような体制を我々

産業課、損害賠償班９名おりますので、９名で勉強会しております

ので、できるだけその中でお答えできるように、ご指導できるよう

に進められようにいたします。

19番。○議長（吉田数博君）

こんなときこそ、絆づくり県の職員をそうい○19番（佐々木英夫君）

うところに充てればいいんです。あの人達カウンターのところにい

て、脇の方にいて見えない時があるから、だからこそ、このことだ
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ったら町民わからないと思う。県の職員から応援を受けて、あなた

たちはこのことについて、町民に教えてやってくれたほうが町民の

感情も薄れると思うし、いいことではないかと私は思います。ぜひ

そのような県から応援を受けてやってみたほうがいいと思います。

やはり本当に今、仮設に入ってなんにもしないで、ぼっとしてき

ました。昔のように頭が回転しているときだったら、立地の話もす

ぐわかるんです。ところがもうお休みになっているんです。職員が

先頭に立って教えてくれないと、いい方向に向いていかないという

ことですから、何も皆さんがやれとは言わない。先ほど言ったよう

に県から来てもらって、このことについて一生懸命東京電力と勉強

し合って教えてやってくれませんかって言ったほうが、町の職員も

楽でないでしょうか。その辺はどうですか。

答弁者、産業振興課長。○議長（吉田数博君）

まず県からの配置ですが、以前町長か○産業振興課長（高倉敏勝君）

ら県に対して法律に詳しい職員を派遣することができないとかとい

うことは、お願いしております。

町としても、我々細かい相談といいましても、なかなか職員で対

応できかねますので、弁護士会のほうにお願いをしまして、内容は

相談的になってしまいますけれども、今弁護士会のほうにお話の相

、 、談に出向いて できる限り早い時期にそういう相談の日を設定して

町民の皆さんが相談できる場の提供をしたいということで準備を進

めているところであります。

19番。○議長（吉田数博君）

それはあなた方にお任せしますので、相談し○19番（佐々木英夫君）

て進めてください。とにかく早く方向性を打ち出してほしいです。

そうでないと町の消滅の危機が訪れてきていると思います。

今、浪江町の方向性が間違ったら浪江町に住む人、誰も集まらな

くなってくると思う。そこをよく職員の方が心してかかってもらい

たいと思います。

また、同じことを言いますが、最悪の事態を想定して勇気をもっ

て決断をしてほしい。これが私のはなむけの言葉です。職をかけて

信念を貫き通すということが、あなたの勇気だと思います。

これで一般質問を終わります。ありがとうございました。

以上で、19番、佐々木英夫君の一般質問を終わ○議長（吉田数博君）

ります。

◇愛 澤 格 君

続いて一般質問を行います。○議長（吉田数博君）
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１番、愛澤格君の質問を許可いたします。

１番。

［１番 愛澤 格君登壇］

、 。 、○１番 愛澤 格君（ ） １番 愛澤格です 議長の許可が出ましたので

通告してある、町長選について、警戒区域指定の長期化についての

意見について、一括方式で質問いたします。

原発事故による全町避難が６カ月を越えました。一向に収束の気

配がない中で、避難が長期化しており過酷な行政執行をされている

町長はじめ職員の皆様には敬意を表したいと思います。

去る９月16日の町選挙管理委員会で12月15日で任期が満了となる

浪江町長選が11月10日告示、20日投票で、４月から延期されており

ました県議会議員選挙と同日に実施されることが決定されました。

残すところ１カ月、60日間。私は浪江全町が県内外に避難している

現状から、有権者の把握や選挙の公平性や活動に疑問をもっており

ましたが実施されることになりました。

町長は４年前の就任以来、公平公正な行政運営をされていると思

っており、特に平成22年度につきましては、国の経済対策交付金を

活用した地域スポーツセンター建設事業をはじめとし、20億円を超

える公共施設整備事業に取り組まれましたが、その実績は評価でき

るものと考えております。

、 、しかしながら 現在は未曾有の原発事故による町民の不安解消や

生活の支援に専念せざるを得ない状況にありまして、浪江町を存続

し、浪江町に帰るために、国県に財政支援や除染のため方策、施策

を求め、また東京電力に対しては損害賠償を求める立場で執行され

ていると思います。

しかしながら、先行きは不透明な部分が多く課題は山積しており

まして、まだまだ町長が目指すところにつきましては、道半ばであ

り、途中で辞めるわけにはいかないという状況になっていると考え

ております。

このようなことで、私は現在の困難な状況からいっても、引き続

き馬場町長に町政執行にあたっていただき、浪江町を存続し、浪江

、 、町に帰るために さらなる努力をお願いしたいと考えておりますが

再度町長選に立候補の意思はあるのかお伺いいたします。

次に、国が８月21日、原発事故による警戒区域のうち、放射線量

が極めて高い地域について、長期間にわたり居住は困難であるとし

て、警戒区域の指定を解除せず、立ち入り禁止措置を継続する方針

を固めております。本措置は数十年続くとの見解もある中で、浪江

町はこの特定地域に入るのではないかとの不安が町民の中に増大し
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ているということはご承知かと思います。町では、このことについ

てどのように考えているのかもお伺いしたいと思います。

指定は、国が行うもので町として決定できるものではありません

が、現在町長は、町の存続と一刻も早い帰還を目標としていること

は承知しておりますが、町民の不安、本当に帰れるのか。あるいは

新天地を求めなければならないのかという声が不安の解消のため

に、何か対応を考えていらっしゃることがあれば、お伺いしたいと

思います。

以上、２点について簡潔にお伺いしたいと思いますので、よろし

くお願いします。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

愛澤議員のご質問にお答えいたします。○町長（馬場 有君）

まさかこのような被災地で任期を迎えるとは予想だにしておりま

せんでした。

この４年間、議員がおただしのとおり、公平公正な目で、そして

町民の目線、そして町民の方々が主体になる行政執行これを心がけ

てまいりました。

特に、この４年間は町民の皆様、議員各位にはご協力をいただき

ましたことを厚く御礼を申し上げたいと考えております。

特に、行財政改革、子育て支援の充実強化、医療、福祉の充実、

今後の国のあり方であります地域主権に対する協働社会のまちづく

りの礎の形成、さらには地域格差是正のための情報通信網の整備、

地域活性化のための産業づくりなど推進してまいりましたが、これ

らの施策が結実をする前に、この大震災によりすべてがゼロになり

ました。

、 、今後は 議員おただしのとおり課題は山積しておりますけれども

この事実に折れることなく、逃げることなく敢然と挑み、営々と築

かれてきた豊かな浪江町の復旧、復興に向けて立ち向かうことが、

私の使命と思っております。

険しい道のりとなると存じますが、町民の皆様のお許しをいただ

ければ、不退転の決意でこの難局に取り組む覚悟でありますので、

よろしくご理解をお願い申し上げます。

住民生活課長。○議長（吉田数博君）

警戒区域指定の長期化について、一刻○住民生活課長（植田和夫君）

も早い帰町を目指し、種々の対策や要望活動を行っている最中に、

国は警戒区域の中でも放射線量の高い地域では、長期に渡り指定は

解除しない方針を明確にした。町民の不安は増大している。どのよ

うな対応策を考えているのかというご質問にお答えいたします。
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警戒区域の設定の考え方については、避難のための立退き指示さ

れた区域内の現状として、同区域内に残留したり、立ち入ったりす

る居住者等が多数確認されており、これらの人達の安全を確保する

ことが困難であるほか、同区域外への影響も懸念されることから、

新たに同区域を警戒区域として設定し、居住者等の生命または身体

に対する危険を防止することとされたものであります。

東日本大震災から半年が経過したものの、原発事故はいまだに収

束せず、放射性物質による汚染によって、多くの方々は、不便な避

難生活、不安な日常生活を強いられています。

議員お尋ねのように、当町においては帰還を目指し、現在、種々

の対策や要望活動を行っております。

しかしながら、前段申し上げましたように、原発事故は収束に至

っていない状況にあります。特に、本町においては、警戒区域と計

画的避難区域に設定されており、全面解除にはなかなか時間的に難

しいものと判断しているところであります。

これら原発事故の対応策は、やはりモニタリングや除染が大事に

なると考えておりますが、町の復興や町民の帰還を実現するために

は、一刻も早い原発事故の収束が大事であります。

引き続き国や東電に原発事故の収束や除染を強く求めていきたい

と考えております。

１番。○議長（吉田数博君）

町長選につきましては、町長より逃げることな○１番（愛澤 格君）

く臨んで行きたいと、そして復旧、復興に立ち向かうという不退転

の決意で取り組むという決意が表明されました。町民の期待はかな

り大きなものがありますので、引き続き頑張っていただきたいと思

っております。

それから避難の長期化、警戒区域指定の長期化についてでありま

すけれども、町長の考え方はマスコミを通してかなり表明されてい

る部分はありますが、私は直接町民と対話をすることが、町民の不

安解消には一番ではないかと考えております。

行政報告の中でもありましたけれども、猪苗代、裏磐梯あるいは

新潟県で２回ほど懇談会をやっているということであります。この

ことについては、もっときめ細かに町民との懇談会をやる必要があ

るのではないかと思っておりますが、今後そのような考え方はある

のかどうか再質問いたします。

それから、先ほど質問いたしましたが、警戒区域の長期間の退避

措置の該当する地区に浪江町は入るのかどうかについて、どのよう

な見解をお持ちか。この点についてお伺いいたします。
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答弁者、企画調整課長。○議長（吉田数博君）

それでは町民懇談会についてお答え申○企画調整課長（谷田謙一君）

し上げます。

現在、自治会設立に向けまして懇談会を行っております。また自

治会設立総会では、町長もしくは副町長が町民との懇談会などを実

施しているところでございます。

なお、各仮設住宅等での町民懇談会につきましても、なるべく早

い時期に計画してまいりたいと考えております。

住民生活課長。○議長（吉田数博君）

再質問にお答えをいたします。○住民生活課長（植田和夫君）

長期にわたり指定は解除しない。今地域の指定になるのかという

、 、 、ことでございますが まず警戒区域 先ほど申し上げましたとおり

線量がかなり高い、人命にかかわる。それから計画的避難地域も同

様でございます。ただ、浪江町はかなりの面積がございます。それ

を除染していくのには長期化になると考えています。

１番。○議長（吉田数博君）

わかりました。以上で終わります。○１番（愛澤 格君）

、 。○議長 吉田数博君（ ） 以上で１番 愛澤格君の一般質問を終わります

ここで、午後２時45分まで休憩といたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時２９分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時４５分）

◇勝 山 一 美 君

続いて一般質問を行います。○議長（吉田数博君）

17番、勝山一美君の質問を許可いたします。

17番。

［17番 勝山一美君登壇］

議長のお許しを得ましたので、事前に通告して○17番（勝山一美君）

おりました案件について問いただしたいと思います。

「万機公論に決すべし」これは御存じだと思いますが、五箇条の

御誓文の第１章にあります。戊辰戦争がまだ終わらない中で明治天

皇が出した５つの中の第１条であります。明治政府の心意気という

ものが非常に表れていると思います。

また、もう一つあるのですが 「夫れ事独り断むべからず。必ず、

」、 。衆とともに宜しく論ふべし これは十七条憲法に記載されている
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御存じ1400年以上前の聖徳太子の心意気であります 「和を以て貴。

しと為し」が一番最初であります。

私は、こういったことを皆さんによくかみしめていただいて、こ

れから私の質問に入りたいと思います。

議会は、合議制のもとに成り立ち、議決権を有し、行政執行部が

持っている執行権、二元代表制と言われるゆえんであります。今回

の未曾有の困難に共に取り組もうとしておりました。

３月30日の全員協議会において、臨時議会の話は出ました。その

中で、予算執行については、緊急必要な手当ては、避難されている

町民のためやむなしと、専決やむなしいうことを総務課長に伝えた

経緯はあります。これらの経緯がありましたが、議会に関わる条例

の一部改正２件、役場の位置変更、地元浪江町から東和、東和から

郭内へなど専決され、６月定例議会に一気に提出され承認を求めら

れました。大事な事案であり、これらは執行部の説明責任を果たす

べきと考えます。

説明責任で言えば、役場の位置に関すること、出張所設置に関す

ること。これらは、我々は新聞等で知るという事態であります。大

変な状況の中ではありますが、議会軽視と言わざるを得ない。議会

をどのように考えておられるのか。

また、６月定例会議会開催中に行われた全員協議会の中で、議長

「 」 。は 臨時議会開催の申し入れはしたのだけれども と発言しました

この発言を審議中に私が答弁は求めませんでした、審議でありまし

。 。 、たので ここであえて答弁を求めます 執行部が無視したとすると

法に抵触するおそれがあります。お答えいただきたいと思います。

答弁、総務課長。○議長（吉田数博君）

３月11日の震災及び原発事故につきまして○総務課長（根岸弘正君）

は、全くこれまで経験したことのない大災害でありました。避難指

示による全町民の避難、そして役場庁舎の移動により行政機能はま

ったく麻痺していたところであります。

議員御存じのとおり、３月15日に役場機能を二本松市役所東和支

所内に移し、東和地区等を中心に設置した１次避難所の設置及び運

営、避難されていない住民の救援活動、避難住民の安否確認の業務

。 、にあたってきたところであります 現状の職員のみでは対応できず

他自治体の応援、あるいはボランティアなど数多くの人的な支援を

いただいて避難者対応にあたってきたところであり、通常の行政事

務を執行できる状況ではございませんでした。

４月に入りまして、５日からは、岳温泉、土湯温泉等の２次避難

所への避難誘導、11日からは義援金の配分開始、18日からは仮設住
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宅・借上げ住宅への入居申請受付開始と、避難者の生活支援が本格

化いたしました。４月22日の警戒区域及び計画的避難区域の設定に

よりまして、新たに警戒区域の立入業務が発生し、これら災害対応

業務に全職員が不眠不休であたってきたところであります。

５月23日に役場を二本松市郭内の福島県男女共生センターに移設

した頃から、ようやく通常の行政事務を執行できる環境が整ったも

のと考えております。６月定例会まで議会が開催できなかったこと

については、非常に申し訳なく思っておりますが、事情をご賢察い

ただきたいと思います。

17番。○議長（吉田数博君）

もう１つあったんですが、要するに議長からの○17番（勝山一美君）

議会開会の要請があったのかどうかということも問い合わせている

んですが、それについては答弁がありませんが。

答弁、総務課長。○議長（吉田数博君）

文書での議会開催の要請というのは私は見○総務課長（根岸弘正君）

ておりません。

17番。○議長（吉田数博君）

確かに３月、４月は皆さん不眠不休、要するに○17番（勝山一美君）

生活をしているということで十分理解しております。

しかし、５月の初め、東和に移る前ですか。その辺でなんで状況

のきちんとした全員協議会で何回かは承りましたが、正式な場でき

ちっとした形で議論したかったと思っております。過ぎ去ったこと

ですから、これ以上は言いません。

それから、文書についてはなかったということなのですが、自治

法101条、これは議長が議会運営委員会の決定に基づいて執行部に

議会臨時議会の要請をするとなっております。それについては、執

行部は20日以内に臨時議会を開かなければならないということにな

っていますが、言葉ですから、きちっとした正式な会議での議長の

発言ということだったので、これも過ぎ去ったことですので、やは

り言葉を発する時の資料がいまいち疑問視されると考えます。これ

は、当議会の中でも問題になろうかと聞いております。ということ

は執行部は、法に抵触することはしなかったということの理解で再

確認になりますが、そういうことですね。

答弁、総務課長。○議長（吉田数博君）

要請がどんな形であったか私もわかりませ○総務課長（根岸弘正君）

んので、そういう答弁にとどめたいと思います。よろしくお願いい

たします。

17番。○議長（吉田数博君）
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それでは次に移ります。先ほども触れましたが○17番（勝山一美君）

出張所設置について。すべての町民が県内県外に過酷な避難生活を

強いられております。そんな中で、行政サービスの充実をはかるた

め、出張所を開かれることは評価いたしますが、桑折町、本宮市、

福島市等については、これは同じく新聞で我々は知ったということ

であります。特別委員会で報告がなされましたが、事後報告であっ

たということであります。

その中で福島市と取り交わした協定書が提示されました。それぞ

れ今日の行政報告を聞きますと、それぞれ協定書を取り交わしたと

いうことであります。出張所であり、条例改正は必要ないのかとい

うお話もあったかと思います。

まだ細部について決めていないから報告できなかったというお話

、 。がありましたが 私が問題にするのはこの協定書の取り交わしです

先ほど東京電力と県と本町との協定書の取り交わしが問題になりま

した。協定違反。しかしこの協定書は、町と市あるいは町と町の約

束事、国で言う条約だと考えます。法的責任が発生するのではない

かと考えます。この法的効力が、責任が発生するのかどうかお尋ね

します。

町が約束事を取り決めるわけでありますから、事前に議会と十分

議論、検討が必要ではないかと考えますが、事後になってよろしい

のですか。条例設置、条例をつくらなくてもできるからいいという

だけで、流されても、中には大きな問題が含んでいるんですよと。

そういう重要な案件を、議会を無視して事後報告だけでよろしいの

ですか、お答えください。

総務課長。○議長（吉田数博君）

まず福島市の出張所関係でありますけれど○総務課長（根岸弘正君）

も、これは議会のほうからも申出書が６月12日、議長名で町長宛に

申出書があります。その中で６月16日から17日、これは産業建設常

任委員会のほうから、福島市の町民との懇談会での話で、福島市方

面にも町役場の窓口が欲しいという要望があったようであります。

これについて設置できるよう町当局に要請しましたということであ

ります。こういうことがありまして、町民との連絡調整には出張所

があったほうがいいだろうという形で開設したわけであります。

協定書につきましては、法的には拘束力はないという理解をして

おります。避難先自治体と避難自治体の首長が、出張所設置につい

て施設の提供承認したうえで、避難先の避難者に対する現況につい

て協定書を締結したという認識でございます。

17番。○議長（吉田数博君）
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議会でそういった出張所、事務所あるいは支所○17番（勝山一美君）

等について多くの町民から言われましたので、それは当然申し上げ

たと思います。

しかし、我々も単純に考えておった部分があるのですが、今の協

定書は、ただ単なるということでお話しているようですが、文書上

は東京電力等々と結んだ名前が同じ協定書になります。ですから、

こちらは軽いから法的な根拠がない。先ほど町長も東京電力に対し

ては、協定違反ということで賠償等も考えておられるような発言が

ありました。

そうすると、これは町と町、あるいは町と市での協定書の取り交

わし。ましてや避難、今回こういった緊急の避難のためであるから

さっさっさと。そうしたら文言は、覚え書きとか何かでなければな

らないのではないでしょうか。

表題として協定書と、こっちに持って来ましたが 「東日本震災、

に伴う浪江町避難者支援等に関する協定書」となっております。こ

の協定書の成立を称するため本書２通を作成し、両自治体が署名、

捺印の上、各１通を保有するということまで文言として、第５条ま

でありますが、あまりにもこういったものを取り扱う時に、我々避

難だから、なになに大変だからといって安易に取り扱うことがいい

のかどうか。そして協定書を結ぶということが、我々もそこまで至

らなかった議会の責任もありますが、執行部は当然プロなんですか

ら、協定書が必要であるということになれば、やはり議会に事前に

報告あってしかるべきではなかったのかという疑問がふつふつとわ

いております。もう一度明解にご答弁いただきたいと思います。

総務課長。○議長（吉田数博君）

協定書の中にいろんな避難先、避難元での○総務課長（根岸弘正君）

サービスもあります。その中で、経費負担であるとか、どういう事

業に対してとりかかるとかということで、一応文書等で交わしてお

くということで、これは我々も深く考えなかったというのが事実で

あります。

というのは、南相馬市も福島市に出張所を設けております。その

先例に従って、それと同じく福島市に浪江町も出張所を出すという

ことでの協定書の締結ということで、南相馬市の前例にならって協

定書を結んだというのが事実でございます。

17番。○議長（吉田数博君）

私みたいに疑問に感じる方も多々いらっしゃる○17番（勝山一美君）

と思うんです。これ第１条、第２条、第３条という、法律的な文言

で、覚書だったらわかるんですが、やはりこういうことをする時に
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は、一瞬立ち止まって私なんかにつつかれない程度のきちっとした

形でやってほしいと思います。これは両町の判こがありますから、

どうこう言いたくないのですが、今後やはり何でも震災、何でも町

民のためという理由で、安易に物事を取りはからってほしくないと

いうことをお話申し上げておきます。

次に、同じような感じですが、福島市、桑折町、本宮市に出張所

がおかれました。今後いわき市、南相馬市等々予定しているとの報

告がございました。福島市といわき市に関しては、支所の設置が妥

当ではないかと。支所というのは、津島にもともと支所がありまし

た。そこで、整理するために支所と出張所のまず違いをお話くださ

い。まずそこからお話していきたいと思います。

総務課長。○議長（吉田数博君）

これは地方自治法に関わってきますけれど○総務課長（根岸弘正君）

も、支所といいますのは、特定区域の管理に主として町の事務全般

にわたる事務をとる事務所であります。出張所は、住民の便利のた

め、町村役場に今出向かなくても済む程度の簡易な事務を処理する

ために設置されるということになります。

ただ、自治法上の155条の第１項による支所及び出張所でありま

すけれども、これは権限を与える。出張所管理で処理する権限を与

えるということが必要というふうになっております。

今回、今、開設しております出張所については権限を与えていな

いということで、自治法上の出張所にはあたらないという解釈をし

ております。

17番。○議長（吉田数博君）

自治法155条にあたらない出張所という総務課○17番（勝山一美君）

、 。長の答弁だった思うのですが 要する名前だけと思ってお話します

役場の仕事ってどんなに忙しくても、我々議会もそうです。法的

裏付けがなければ、なんの根拠もないんではないですか。皆さん私

関心していた。不休不眠で職員の方、一生懸命やってらっしゃいま

。 。 。した 決して法から外れた行為はしていないんです ここなんです

私も想像以外の答えだったものですから、あくまで自治法でいうも

のがそうなのかと。私の考えとしては、福島市といわき市について

は支所等の力を擁したものを置くと。これは県外等あるいは立地の

二本松市からいわき市は遠いです。その割りには多くの方々がいわ

き市そのものにも避難しております。

それから県外、関東近辺からは二本松に来るよりはいわき市が便

利な部分があるんです。あと福島市になるかというと、要するに東

北関係に避難された方は福島市のほうが、運転できる方はそんなに
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大差はないと思いますが、やはり交通の便は福島市のほうが二本松

市よりいいと。そうすると、サービスの提供がものすごく距離的に

もできるのではないかという思いが、それがただ名前だけの出張所

で 「はい、これは本所に行ってから 。早いことが全然効かない、 」

場合、いろんなちょっとした証明書、機械でできるものは出せるん

だろうと思うのですが、実はある町で、やはりこういったことをな

さっていて、全然早いことが効かないという不平不満が私の耳にも

届いている。せっかく町が、あるいは市が良かれと思ってやったも

のが、住民の不満を上げてしまうということは、やろうとする心を

くみ取っていただけないもどかしさが出るのではないかと考えま

す。この辺、今すぐ返事はできないかもしれませんが、どうでしょ

うか、私の気持ちをくみ上げて、前向きに検討するのか。そういっ

たことをきちっとしていくのか。

津島に支所をおきました。これの理念と理由はどういったことか

ら津島に置いたのか。もしわかっていればお話ください。そして私

の気持ちに答えられるかどうかお話ください。

総務課長。○議長（吉田数博君）

津島支所でありますが、支所というのもい○総務課長（根岸弘正君）

ろいろ津島の支所をイメージしておりますけれども、東和の支所も

あります。通常支所といいますと、ある程度の権限というものをす

べて任せるということでありますので、自治法上でいう支所という

のは東和であるとか、本宮市の出張所を開設しました白沢の総合支

所というものが支所ということになるかと思います。

津島の支所の場合は、すべての権限ということになくて、ある程

度一部の権限しかなかった。こういうのをつくるような権限しかな

かったというようなことで、自治法上でいう支所というのは、かな

り大きな、本庁と同じような仕事、業務ができるというものが支所

だと捉えております。

そういうことで、確かにいろんな権限を与えてその場の限りで決

裁が済んで事業が進められれば一番良いのでしょうけれども、その

ためには人員配置というものが必要になってきます。そうしますと

今約170人ぐらいで、やはり保健の分野あるいはいろんな分野があ

りますので、その職員を一通りやるといいますと、本所の機能が今

度は働きが弱くなるということもありますので、そういう状況を見

ながら、支所までの機能は難しいかと思いますが、そういうことで

出張所、ある程度の一部の権限を持たせた出張所等については検討

するべきではないのかということで考えていたところであります。

17番。○議長（吉田数博君）
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本件についても言葉のやりとり出張所、支所あ○17番（勝山一美君）

るいは事務所ということなのですが、やはり我々は町民がいかに避

難前のような、ある程度のことが近くできるのか。やむを得ない事

情でいわき市に行ったり、福島市に行ったり、あるいは東北地方、

あるいは関東地方近辺という、我々が好んで逃げて避難したわけで

はないんです。

ですから、その辺を斟酌して知恵を使って、より町民の要望に応

。 、 。えられる出張所でもいいんです 支所でもいいですから その辺は

特にいわき市、あるいは福島市については重点になるような形で、

今ある従来の頭で177人張り付けるということではなくて、ある程

度知恵をつけて、そして職員を育てるという意味でも、ある程度権

限をもたせて、本当に難しいことは最高責任者である町長の判断を

仰がなければなりませんので、そういったものを判断できる職員を

つくる意味でも、ぜひぜひ前向きに検討してほしいと思います。

次に移ります。世の中に絶対はない。本来なら慎重に取り扱わな

、 、ければならないことなのに 慣れ時間の経過とともに恐怖心は薄れ

慣れ、過信に変わっている。放射線も同じだと思います。避難指示

後、公務のため地元に入らざるを得なかった職員はどのぐらいにな

るのか。年齢別、男女別、同一複数入った方もいらっしゃると思い

ますので、その回数をお示しください。

総務課長。○議長（吉田数博君）

回数でありますけれども、男性につきまし○総務課長（根岸弘正君）

ては20歳代の職員が約80回、30歳代が約150回、40歳代が約120回、

50歳代が約370回であります。

女性につきましては、20歳代が約20回、30歳代が約10回、40歳代

、 。が約30回 50歳代が約150回という立ち入り状況となっております

なお、同一人の立ち入り回数の不明確でありますが、最も多数回

、 、 。入った職員で 50歳代男性職員 約40回程度という状況であります

17番。○議長（吉田数博君）

今申し上げましたが、ものすごいですね。20歳○17番（勝山一美君）

代、特に50歳代、完全に皆さんと私との考えが同じ。そっちに集中

する。ただ、今放射線量非常に高くて、どの程度が問題かというの

は学説、諸処あります。

、 。 、 、ただ 確率の問題です 1000分の１ 10000分の１と言われても

その中の１人になる可能性がそれぞれ皆さんあるのです。実は1000

分の１がどうだといってもそういうことになるので、公務といえど

も、複数回が40回にわたるということは、相当の問題があるのでは

ないかと思います。私は、年齢の若い人はできれば少なくしてやっ
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てほしいと。公務で入ることを全体的に少なくして、１回で多くの

ことができるような形。ただ議会からも、あるいは町民からも線量

測りに行け、何しなさいという要望がありますから、若干いろいろ

な問題もあるのだろうと思いますが、やはり職員といえども人間で

あり、親も子どもさんも奥さんもいらっしゃると思うんですよね。

やはり機械ではありませんから。その辺は執行部、きちっと把握し

て、総務課長の答弁だったので、総務課長もその辺を十分斟酌しな

がら、今後入る場合は、慎重の上にも慎重を重ねてほしいと思いま

す。

何かそういったことについて、今まで対策を考えておられたのか

どうか、あればお話お示しください。

総務課長。○議長（吉田数博君）

いままで、なかなか線量管理等ができない○総務課長（根岸弘正君）

状況で入っていた。回数の多いところありましたけれども、これは

請戸地区の捜索にかかわるものが多かったということで、線量的に

は低い場所ということであります。

そういうことで、線量管理も当然しなくてはならないということ

で、今は立ち入った場合については、帰ってきてからいくらの線量

を浴びたということで記録をとって管理しているところでありま

す。

17番。○議長（吉田数博君）

絶対はないので、多少でもいろんな状況で職員○17番（勝山一美君）

だから割りくう部分もあるのかなと思いますが、ぜひぜひ頭に入れ

て、今後の管理は、慎重の上にも慎重を重ねてもらうように要望し

ておきます。

次は、暗中八策について大分意見が出ておりましたが、質問も出

ておられましたが、８つのうちに２番の子どもさんの心のケア。あ

と医療、高齢者福祉の福祉支援強化でデイサービス云々というとこ

ろとが、新たなコミュニティーの創造で、今やれることをやってい

らっしゃるということで、具体化されていっているものが多々あり

ますので、それなりに評価いたします。

ただ、環境モニタリング。これも帰るためのことなのですが、そ

。 、の前に３番になりますか 町独自で就労の場を確保とあるのですが

これ具体的にお話いただければと。どういう格好なのか。就労の場

なのか。町民の方は過酷な避難生活の中で、多くの方は職を失い、

将来に対し、生活に対し、大変不安を持っております。特に、職が

ないということについては、本当に切実なものがあります。そこで

たまたま町の施策として 「暗中八策」の中にありましたので具体、
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的にお願いします。

産業振興課長。○議長（吉田数博君）

町としては、県の緊急雇用創出基金事○産業振興課長（高倉敏勝君）

業を活用した雇用事業をしております。これについては、住宅支援

及び避難分野をはじめとした各種業務について、臨時職員を雇用し

てまいったところでございます。

緊急雇用創出基金を活用した雇用事業については、現在でも事業

を継続しておりまして、９月９日現在でございますが20事業、79名

の雇用を実施しております。

今後、被災者の仮設住宅入居に伴い様々な住民ニーズが生まれて

くるものと思っておりますが、町としては基金事業を最大限に活用

した雇用事業を展開していきたいと考えております。

17番。○議長（吉田数博君）

ここに平成23年６月議会資料提供、緊急雇用創○17番（勝山一美君）

出基金事業ということで3,000万円なんです。多分、県と事業会計

。 、 、 、 、 、 、として これは浪江町 富岡町 大熊町 広野町 葉町 川内村

双葉町、尾村。浪江独自って書いてありましたね。これは3,000

。 。万円の経費がある それを超えた部分を浪江独自という表現なのか

それから、私が疑問に思ったのは、この文言で「就労」になって

います。労働に就く。これは緊急雇用創出、雇用ってわかりますよ

ね。町で臨時職員を雇う場合には雇用なんです。私は就職斡旋をす

るのかと思って見たんです。要するに就労させるために町が努力し

て一生懸命やっていますよと。もし緊急雇用、この地権を利用して

やるのであれば、ここは「町が独自で雇用の場を確保」ということ

になるのではないかと。たびたび昔の浪江町議会でも国保の時間が

ありましたが、私がそういうふうに受け取ったということは間違い

、 。かもしれませんが そういう感じだったものですからわかりました

ただ、そうすると、この事業以外に町として、ハローワークにな

れとは言いませんが、どういった困っている方の相談、実行。要す

るに実の上がることを考えておられるのか。就職なので若い方とい

うことは、私はずっと年上ですから、30代、40代の方々から聞くと

要するに非正規雇用、アルバイトとか、一時的なものはあるんだけ

れども、将来に渡ってきちっと勤める。いろいろなものが含まれた

中で正規雇用については、非常にないという状況なのであります。

そういったものを放置したまま、浪江町だけで頑張ってもなかな

か難しい面があると思いますが、全国に散らばっている働き盛りの

人達を、一歩でも二歩でも進める方策を、やはり町も大変な中でし

ょうが、町民支援に時間を割いて議会をできなかったと言っている
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のですから、町民支援ですから。どうですか。

産業振興課長。○議長（吉田数博君）

就労の提供の場ということでございま○産業振興課長（高倉敏勝君）

すが、先ほどもご答弁申し上げましたが、何社か浪江町の人を正職

員として採用したいのでという会社がございました。これにつきま

しては、まだ仮設に入る前でしたので、各避難所すべてのところに

、 、募集の案内を120カ所と記憶しておりますが すべてに募集の連絡

案内を申し上げております。職員も避難所に出向いております。

しかし残念ながら申し出がございませんでした。そういう会社が

現在まで、浪江町民でしたら正規採用でいいですよという会社が、

私の記憶している範囲では５社ほど。ただ、いままで誠に申し訳な

いのですが、それについて、勤めたいと言って連絡してきた方は、

やはりいらっしゃいませんでした。これは、先ほど申し上げました

が、途中で帰る考えだから、１年、２年で帰るんだったら私は考え

るという方が多いということも事実でございます。

今、申し上げましたように、就労の案内は何度かさせていただい

ております。

17番。○議長（吉田数博君）

行政の限界ということがありますから、よくや○17番（勝山一美君）

っていらっしゃる。今後は実になるように、ただ町民の考えもわか

る部分あるんですね。帰るという前提であれば、こちらで家族がば

らばらになっている状況の中で。やれることは、まず努力してほし

いと考えております。

次に、町に戻るためのということで、浪江町全域の大気、土壌、

水質、これは（６）になるかと思いますが、汚染度合いの調査、産

業の再生を目指すためということがありますが、データを集めると

いうことが書いてあります。

その前に、それと同じくしてカラーコピーしてまいりました。町

長の新聞なのですが、先ほど紺野議員に答弁したことと、ちょっと

違う。町長は、この新聞のインタビューで「希望として２年以内で

戻りたい 」と。先ほど紺野議員には３年という数字も出したよう。

ですが、希望ですから、細かいことは 「元通りにするのは難しい。

だろう。安心、安全な生活空間の確保、除染を徹底し」ということ

をお話なさっています。まったく町長のいうとおりだと思います。

私も考えます。

では、まずデータ。今、いろいろなデータを放射線量とかいった

、 。 、 。ものでしょうが データはなぜ集めるのか まず 第一の質問です

除染、除染と皆さんが言っていますが、こういったものでは目安

発言訂正の申し出あり、議長許可：２００カ所超に訂正。
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がなければ、どこまで除染していくのかわからないという部分があ

ろうかと思います。永遠に除染して、震災前のどれぐらいのベクレ

。 、ルあるいはマイクロシーベルトにするのか やはりある程度の数値

目安が私は必要ではないかと思うのです。その辺も先ほどからなか

なか結論が出ていない質問に対して。

こういったことは、要するに震災前、事故前、空中線量で言えば

0.06くらいと言われております。現況はものすごく高い状況になっ

ております。国では20ミリシーベルと年間、これは大体１時間当た

り3.8マイクロシーベルト、また東大の大学院の教授が涙ながらに

訴えた子どもについては、年間１ミリシーベルトという数字を出し

ております。１ミリシーベルトというのは、通常我々がいて計る場

合には、通常マイクロシーベルトに１時間あるいは５時間いて云々

ということがあれば、0.19、0.2ぐらいの線量でないと戻れないと

いう状況なのですが、この辺のことをきちっと決めなければ、いく

らデータをとっても、データをしょっちゅう取る。あるいはいくら

除染しても、なかなか目標がない仕事というのはいかがなものかと

思います。

5,000ベクレルまで土地の場合はするんだと、これは国が決めて

おりますので、それらが必要以下が必要かと思いますが、そういっ

たものだけに頼って国の発表だけ 「年間20ミリですから帰ってく、

ださい」と言われて帰るのか。また、本町では海のほうは空中線量

が低い。だんだんと山のほうに向かっていく段階で何段階にもなっ

て、津島地区については線量がものすごい高い部分があるというこ

とで、帰る場合、よその町村は、来年当たりから川内村、南相馬市

とか帰る準備でわさわさとしています。我々は仮設あるいは借上げ

に、それを見ながら 「なんで俺は帰れないんだ 」というお年寄、 。

りも出てくるのかと思われますが、その中で我々がきちっとした答

えを持っていないと、投資対効果ということもあります。

津島の山林、あるいはそれぞれ地区にある山林、特にスギとか落

ち葉にすごい線量があると言われておりますが、そういったものを

どのように除染していくのか。要するに除染の方向というのは、科

学の進歩とともに変わってくると思いますが、なんぼの数値にする

ということがなければ、除染もないと思います。

、 、 。また 除染と言えば 出たものの処分も考えなければならないと

複合的なものになっているわけです。空気線量もそうですが、線量

にしてもそうです。土地も水。水も飲料水と農業用水等の問題があ

りますから。だから、この辺を本能的に考えて数値をもっておられ

るのかどうか。持っておられなかったら今の段階で結論出す部分で
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はないと思いますが、しかるべき早急に出さなくてはならないと思

いますので、検討してほしいという思いはあります。これはもって

おられるのかどうか。この２つ。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

なぜ、環境モニタリングの実施を町でやるのか○町長（馬場 有君）

の目的でありますが、あの当時独自の環境モニタリングをしようと

したものです。要するに20キロ圏内、いわゆる10キロ圏内の放射線

量の値が出ていなかった。そこで６月から始まったのは。出てきた

のは７月末あたりから文部科学省で出てきたんです。やはりその前

に我々の、特に10キロ圏内の放射線量がどのぐらいあるか調べてお

かないと駄目だと。特に公共施設がある所をまず調べるということ

で。

それから、だんだん線量がわかってまいりました。計画的避難区

、 、 、 、域 警戒区域の中で数字が高い所 比較的高い所 あるいは低線量

３つの段階に分かれております。

その中で、我々が戻るにしても、水とか、あるいは下水道、さら

には学校、あるいは公民館等の公共施設が、地震でどれだけ損壊し

ているのかわかりませんので、それらをまず線量を計りながら、で

きるんでしたら一日も早く復旧をしていたきたい。低線量の所は復

旧に入れるような状況にもあると思います。

ただ問題は、警戒区域に指示されてますので、この問題が政府と

我々被災地との問題になってくると思うんですけれども、できれば

同心円で引かれたものではなくて、線量の高い所と低い所で区別を

していただいて、やはり我々が一日も早く帰還できるような、復旧

作業ができるところは、復旧させていただけないかということを今

後進めてまいりたいと考えております。

数値については住民生活課長から説明をいたします。

住民生活課長。○議長（吉田数博君）

町独自に数値については示してはおり○住民生活課長（植田和夫君）

ませんが、国は先ほどお話がありましたが、被ばく線量で年間20ミ

リシーベルト以上の地域を除染によって縮小し、20ミリシーベルト

を下回る地域では１ミリシーベルト以下にする長期目標を掲げてい

ますが、汚染地域が広範囲に及び、除染の手法や効果に不明確な面

が多いことから、当面の目標を２年後までに汚染地域で被ばく線量

を50％減少としております。この50％のうち、40％は放射性物質の

自然減少分で、残り10％を除染作業で達成する見通しとするとして

おります。

内閣府と文部科学省が９月１日に公表した放射線量調査結果によ
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ると、浪江町の警戒区域においては毎時0.1～72.3マイクロシーベ

ルト、計画的避難においては毎時1.4～41.3マイクロシーベルトが

計測されております。

この警戒区域の年間被ばく放射線量は、0.5ミリシーベルト～380

ミリシーベルトになり、計画的避難区域の年間被ばく放射線量は、

7.36ミリシーベルト～217.1ミリシーベルトになります。このよう

に、当町は年間50ミリシーベルトを超える地域があり、２年後に50

％となっても25ミリシーベルトであり、国が生活可能な目安として

いる20ミリシーベルトをかなり上回る可能性があります。ただし、

この数値は基準ではなく、あくまで国の目安として出されている数

値でございます。

先ほどのお話の中で、自然界における年間被ばく放射線量、毎時

0.04～0.06マイクロシーベルト、全体で1.5マイクロシーベルトで

ございます。

17番。○議長（吉田数博君）

大変詳しく調べていただいて、私も聞いてて途○17番（勝山一美君）

中で何がなんだかわからなくなりましたが、年間、要するに線量が

高い所を半分にしてもものすごく高いということで、先ほど町長答

弁がなかったのですが、20キロという枠組みがいずれ取り払われる

情勢だと思うのです。現況に合わせてと国も言っております。

そうすると、インタビューでも言っておられる常磐線より東側は

町場ですから、除染も以外と簡単なのかと。以外と言いましても大

変な労力が必要だと思いますが、そうしますと東側については、ず

んずん上がっていく状況であります。

［ 違う」と呼ぶ者あり］「

ごめんなさい。訂正いたします。西側は山に向○17番（勝山一美君）

かって、ものすごく高い所もあるということなので、帰る時に帰れ

ると言った場合に、幾ら努力しても半分半分でやっていけば、年間

、 、50ミリシーベルトを超える所はある程度 政府高官のお話のとおり

何十年もかかりますよというようなこと。10年以上はかかるだろう

という見通しもあります。

そうすると、一部の町民は帰って、こちらの西側の町民は避難を

そのままさせておくのか。それとも多少、東側の人達に不便をかけ

ても、一緒に手をとって帰る方策なのか。これはいろいろあると思

うんです。その辺の考え方はどうなのでしょうか。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

大変難しい質問です。帰れる所と若干遅れて帰○町長（馬場 有君）

れる所という状況になりますと、やはり同じ町民の感情からして、
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なかなか難しいところがありますので、できれば一緒に浪江町で帰

還したいと考えおります。

特に、時間がどうするということになれば、やはり安定した生活

住居を用意するような形も含めて考えていきたいと思います。

17番。○議長（吉田数博君）

私の時間は何分残ってますか。○17番（勝山一美君）

［ ３分」と呼ぶ者あり］「

学校関係ができなくなってしまいます。急いで○17番（勝山一美君）

やります。

浪江小学校、浪江中学校の開校が８月25日行われました。大変な

作業であったと推察いたします。教育長はじめ教育委員会の委員の

方々、さらに関係されました皆様に敬意と感謝を申し上げます。

さて、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第23条、教育委

員会の職務権限、すべてで19項目あります。

第１項、教育委員会の所管に属する第30条に規定する学校その他

の教育機関の設置、管理及び配信に関することと明記されておりま

す。教育委員会の仕事とされております。

そこで、教育委員会所管である学校位置の変更について。本件に

ついて教育委員会は何度開催されたのか。報告書を見ると、４月21

日から、本件に関する作業がはじまっております。教育長としては

至極当然の作業と思います。

平成19年、本法律の改正がなされました。これは地方分権の推進

と、教育委員会の体制強化、活性化を主な目的とされております。

御存じのとおりだと思います。法の精神に照らせば、５月31日、第

１回目の教育委員会が開かれたとありますが、それ以前にやるべき

ではなかったか、所見をお聞かせください。

教育長。○議長（吉田数博君）

ご指摘ごもっともであります。冒頭大変あ○教育長（畠山熙一郎君）

りがたいお言葉がありましたけれども、混乱している中で、とにか

く子ども達の学習機会は何とか確保したい。取りあえずは避難先で

子ども達を何とか進学させる。そのことに忙殺されながら、その中

で新たな動きとして、この学校の準備を始めたことはいろんな会合

でご報告したとおりであります。

内容をきちんと確認していただくための臨時会議を５月31日お願

いをいたしまして、ここで承認いただいたあとで、本格的な二本松

市との交渉に入るといったことで進めてまいりました。その間、合

議制という形ではございませんが、機会を捉えて委員の方々には逐

一ご説明はしてきたところでございます。
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17番。○議長（吉田数博君）

１時間という時間はあっという間に過ぎてしま○17番（勝山一美君）

いました。

今後は一問一答ではなくて、一括でやらないと。本来なら趣旨の

問題で教育上どういった効果が上がるのかと聞きたかったのです

が、その点については後日にしたいと思います。

皆さんが常に一生懸命町長はじめ職員の方やられているのは重々

理解しておりますが、法にのっとり、施政にのっとりきちっと行う

ことを節に願いまして、若干オーバーしましたが、私の質問は終わ

らせていただきます。

ありがとうございました。

産業振興課長より訂正がございます。○議長（吉田数博君）

先ほど勝山議員のご質問の中で、避難○産業振興課長（高倉敏勝君）

所まわりで120カ所と申し上げましたが、第２次避難所等でござい

ますので、各民宿、旅館等がございますので、実際には200カ所を

超すかと思われますので、ご訂正をお願いいたします。

以上で、17番、勝山一美君の一般質問を終わり○議長（吉田数博君）

ます。

◎延会について

お諮りいたします。本日の会議はこの程度にと○議長（吉田数博君）

どめ延会したいと思います。

これにご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

◎延会の宣告

よって、本日はこれをもって延会することに決○議長（吉田数博君）

定いたしました。

明日は、午前９時から本会議を開きますので、ご参集をよろしく

お願い申し上げます。

（午後 ３時４６分）



９ 月 定 例 町 議 会
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◎開議の宣告

おはようございます。○議長（吉田数博君）

ただいまの出席議員数は13名であります。

定足数に達しておりますので直ちに本日の会議を開きます。

なお、６番、横山精一君、11番、渡部貞信君から欠席する旨の届

出が提出されております。なお、台風の影響で、国道等の渋滞がひ

、 、 、 、 、 、 、どく ２番 山崎博文君 ５番 若月芳則君 15番 佐々木恵寿君

18番、三瓶宝次君、19番、佐々木英夫君から遅刻する旨、連絡が入

っております。

（午前 ９時００分）

◎議事日程の報告

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ○議長（吉田数博君）

ります。

◎一般質問

、 。○議長 吉田数博君（ ） 日程第１ 昨日に引き続き一般質問を行います

◇馬 場 績 君

20番、馬場績君の質問を許可します。○議長（吉田数博君）

20番。

［20番 馬場 績君登壇］

おはようございます。日本共産党の馬場績でご○20番（馬場 績君）

ざいます。

原発避難から半年が過ぎました。町民の苦しみ、悩みを共有して

の時の経過を足場に、質問いたします。明日への希望に繋がる答弁

を求めるものであります。

原発の現状は、非常手段で注水冷却を続けているものの、１～３

号機の溶融燃料は、1,000キロワット級の崩壊熱を出し続けており

。 、 、ます そして循環注水も綱渡りで 通常なら毎時十数トンのところ

現在では毎時70トンを注水しないと100度前後に維持されないのが

現状であります。異常反応、すなわち「水・プルトニウム反応」に

よる水素爆発の危険性も回避をされておりません。核燃料科学の専

門家である舘野淳氏は指摘しております。

また、注水によるタービン建屋にたまっている汚染水も膨大な量

（すでに10万トン超）になり、地下漏水と海洋流出、その汚染の心

配もまだ続行しているのが現状であり、循環注水冷却による安定冷
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却にはほど遠いと、原子力村以外の専門家は冷静に見ております。

海洋汚染の実態はというと、茨城県沖でとれたドンコウから基準値

を超える放射性物質が検出され、最近発表した原子力研究開発機構

の試算では、海洋への放射能放出総量は、東電発表の３倍以上にな

るというものですから、時間的、空間的汚染の広がりと、社会的影

響は依然として人々の予測を超えるものであるといわざるを得ませ

ん。問題は、爆発の危機と放射能汚染の拡散、その情報開示のあり

方であります。

去る６月議会でも明らかにしたとおり、３月11日の大震災の約２

時間後には第一原発において 「すべての非常用炉心冷却装置の注、

水機能喪失という緊急事態」が発生しました。私は 「緊急通報は、

あったのか 「放射性物質放出」の情報提供はあったのか。町長」、

と東京電力 福島県が立会人となって締結した協定第１条にある 原、 「

子炉に緊急事態発生後、直ちに連絡すること」と定めた協定は履行

されたかについて、明らかにするよう答弁を求めました。町長は、

「原子力災害特措法」に基づく指示はなかった。協定は履行されて

いないと答弁されました。今日に至るまで、東電はもとより、政府

並びに福島県の原子力災害対策本部から経過説明はあったのか。ま

た、説明責任を求めるべきであると思いますが、どう対処されたの

かお答えください。

また、改めてＳＰＥＥＤＩいわゆる緊急時迅速放射能影響予測ネ

ットワークシステムの情報公開と「放射性物質放出」についてお尋

ねいたします。

深野原子力安全・保安院院長は、去る９月13日の県議会全員協議

会で、ＳＰＥＥＤＩの活用について 「組織として共有して活用で、

きなかった」ことを認めたとの報道がありました。発言の詳細は承

知しておりませんが、約8,000人から１万人もの浪江町民が、高汚

染地区であった津島地区に最も危険な３月12日から15日まで避難し

ていた当事者の一人でもあり、また町長と行動を共にした町会議員

の一人として、深野氏の発言を認めるわけにはまいりません。何が

問題なのか。その一つは、長期間に及び情報の隠蔽をしたというこ

とであります。スピーディーであるべき情報は、やっと３月22日と

、 。４月11日に その拡散予測のごく一部が公開されただけであります

私たちはもとより、すべての人々に公開すべき情報であるにもかか

わらず、原子力安全委員会のホームページでデータ公開されたのは

５月３日からであります。政府は、情報を共有できなかったのでは

なく、情報を隠し続けたということに尽きるわけであります。

２つは、原子力センター、福島県原子力センターが３月11日深夜
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に受信したＳＰＥＥＤＩの情報の共有もされていないということ。

３つは、そのたびに我々町民が無用な被曝をしてしまったという

ことです。

４つは、その一方で、大熊町、双葉町には膨大な放射線拡散汚染

。 、情報が届くという情報差別があったということであります ことは

浪江町民の命と健康にかかわる問題であり、放射能緊急事態におけ

る情報の徹底のあり方が問われているわけであります。それはもと

より、これまで明らかにしたとおり、その行為は「犯罪的行為では

ないか」との意見も寄せられております。拡散予測に関する情報共

有のあり方について、国、東電、県にその検証を求めるべきではな

いでしょうか。お答えをいただきたい。

また、福島県原子力防災計画では、環境に放出された人工放射性

核種のモニタリングを実施することになっております。その測定結

果の情報提供はあったのか。なかったとすれば、その説明責任と情

報共有のために町はどのように対応されたか。対応されていないと

すれば、今後どのように対応されるのかお答えください。

放射能による健康被害のおそれは、原発災害で最も深刻な問題で

あります。取り分け子供の命と健康を守ることは、喫緊の課題であ

ります。被曝に対する安全値、いわゆる「しきい値」はない、とい

うのが最新の科学的知見であります。

先に発表された県民健康管理調査によれば、浪江町の７歳から５

歳の児童・子女５人から、生涯内部被ばく量推計が最高２ミリシー

ベルトであることが明らかにされました。一部専門家からは「積算

線量は極めて微量」とか 「将来のガン発症など健康への影響は心、

配ない」との意見がまたもや相次いで出されました。確かに急性障

害の値ではないにしろ、チェルノブイリのその後や広島・長崎の被

曝者のその後で明らかになったことは、５年、10年、20年、50年経

ってから発症する「晩発性障害」の現実を曇りなく見るべきであり

ます。事実は科学の母であります。しかも今現在、東電第一原発の

事故は収束の目途さえつかず、生活空間の高い汚染の現実を直視す

れば、被曝の安全性を宣言することは、安全神話そのものであると

指摘せざるを得ません。

そこで、県が先行調査した検査結果の実態をお示しいただきたい

と思います。なお、数字をたくさん伴うとすれば、資料配付でお答

えをお願いします。

。 。外部被曝はどう評価されたのでしょうか これもお答えください

高濃度汚染の津島地区に多数に町民が避難を余儀なくされた浪江

町の内部被ばく検査は、急を要すると６月議会でもおただししまし
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たが、県の検査待ちから一歩も脱していないのが現状であります。

大学や研究機関との連携はどうなっているのでしょうか。お答えく

ださい。

被曝災害医療という認識をお持ちでしょうか。そう認識されてい

るとすれば、検査の量、質の対策強化を急ぐべきであります。今後

の具体方針についてお示しください。

ヨウ素剤服用と原子力災害避難指示についてであります。原災法

第10条、第15条による避難行動をとった場合、外部、内部被ばくの

予測線量基準がそれぞれいくらになった場合、安定ヨウ素剤を服用

することになるのかお答えください。

また、県原子力災害対策本部の緊急医療の指標はどのようになっ

ているか。浪江町における安定ヨウ素剤服用の具体的対応はどのよ

うになされたのか、答弁を求めるものであります。

次は、中・長期、超長期の被ばく健康管理についてであります。

先ほど示した県民健康調査とは別に、飯舘村と川俣町山木屋の住

民15人の尿を５月上旬と下旬の２回にわたって検査した結果は、今

後の被ばく健康管理を考える上で、重要な今一つのデータであるこ

とを指摘しておきます。６月議会でもこのことは紹介したことであ

りますが両町村民15人の検査を実施したのは広島大学の鎌田七男教

授と、ＮＨＫテレビにもたびたび出演している医療生協わたり病院

の齋藤紀医師の２人であります。４歳から77歳、15人の検査結果は

微量ではあるが、全員から放射性セシウムを検出。放射性ヨウ素は

６人から検出し、外部の被ばく推計線量は、最大13.5から4.9ミリ

シーベルト。内部と外部の被ばく推計は、２カ月間で14.2から4.9

ミリシーベルトという結果が出ていることであります。いったいそ

の時点で浪江町民が被ばく検査をしていたなら、どれだけの推計線

量になったのでしょう。予測するだけでもぞっとするものがありま

す。県の調査とは別に、浪江独自の被ばく検査を遅くはなったけれ

ども速やかに実施すべきであります。さらに中・長・超長期の検査

は町民絶対多数の声であります。そして希望者だけでも安心して健

康調査ができるように、被ばく健康手帳（仮称）の発行を求めるも

のであります。お答えください。

原発事故による本払い賠償請求が始まりました。町民が求める賠

償の前提は、事故前の浪江に戻してください。３月11日以前の当た

り前の生活、住み続けられる浪江と町民の生活を返してくださいと

いうことであります。９月２日に行われた原子力損害賠償の完全実

施を求めた福島県原子力損害対策協議会の緊急要望は至極当然の中

身であります。町民２万1,000人余の完全賠償は困難も予想されま
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す。長期の戦いになるものと考えられます。いずれにせよ、あの事

、 、故は人災であり 事故がなかったら発生しなかったであろう損害は

全面賠償に応ずる責任と義務が東京電力にはあります。それを補償

させる責任が国にあるという基本認識をお持ちかどうか、所見をお

示しください。

。 、損害賠償に関わる中心的問題についてお尋ねいたします 一つは

立証責任についてであります。今回の「中間指針の位置づけ」の冒

頭に 「指針を決定、公表したが、これらの対象とされなかった損、

害項目やその範囲等については、賠償が可能となる」と明記されて

、 、おり これは全面賠償を求めてきた我々の運動の一定の成果であり

これは今後の足がかりになり得るものであると考えます。しかし、

それは被害者自身が立証しなければならないということになってお

り、中間指針は何の法的拘束も持たないのに 「指針に基づいて賠、

償する」という用語が頻繁に使われております。完全賠償の責めは

東電にあるという現場からの意見を反映させ、全面早期賠償を求め

るべきであります。町長の認識をお示しください。

２つ目には、精神的賠償についてであります。賠償の範囲を狭く

、 、 、変形しようとしている上 避難の精神的損害では 半年間が10万円

その後の半年間が半額の５万円という指針であります。菅前首相は

「原発の処理に数十年かかる」とか 「除染の困難なところ、高い、

汚染地域は帰還するのが困難」とも発言しております。これで苦痛

は減るでしょうか。減るどころか、生きる希望を失うほど苦しんで

いるのが実態であります。長期避難に相当する精神的損害賠償はも

ちろん、避難場所に関係なく、賠償額の引き上げを求めるべきであ

ると考えます。精神的損害賠償の考え方と併せてお答えください。

10月から賠償金支払いが本格化しますが、町民の多くは「遅すぎ

る」という受け止め方と同時に「ドサッとたくさんの資料が送られ

てきてもサッパリ分からない 「何も準備していない」など、戸」、

惑っているというのが実情であります。直接請求や損害賠償紛争解

決センターを利用した和解仲介、民事裁判に持ち込んでの請求によ

るものなど、その選択は基本的には被害者の判断に基づくものであ

ることはいうまでもありません。

同時に、未曾有の災害であり、町民も混乱の最中にあり、町とし

ても町民に寄り添った相談に応ずる体制をとることが求められてい

ると考えます。損害賠償という民事の問題ではあっても、避難費用

から財物価値の損失、減少、先ほども触れた精神的損害などなど、

多岐にわたる損害請求の判断基準など、町民の生命・財産を守り、

福利向上という地方自治本来の責務を今こそ発揮すべきと考えるも
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のであります。県、国からの人的支援を得ながら、損害請求のサポ

ート体制を構築すべきだと思います。どうされるのかお答えくださ

い。

第４の質問、仮設住宅、避難者住宅の問題等、町民の生活支援に

ついてであります。

長期化する避難生活の中で、救援・復興二本松共同センターの協

力を得ながら、私はなんでも相談会、健康チェック、三度にわたる

アンケート活動、トーク集会、支援物資のたびたびのお届け等々、

幅広い支援活動に取り組んでいます。共通していることは、原発事

故への憤りと不安 「生活が全部奪われてしまった」という苦悶、、

「 、 」 。今 私たちが何かをしなければ という前向きの意見もあります

同時に、町民の要求は、避難生活の段階毎に変わっていることもご

承知のとおりであります。議会が催した懇談会など、今寄せられて

いる問題と要求は、補償の問題や生活と仮設住宅の改善等、あるい

は原発の収束等々、住民の要求は多様化しております。

仮設居住の問題でいえば、その一番は「夏暑く冬寒い」というこ

。 、 、とであります 夏はそのままでは室温が40度にもなり 熱中症など

何人もの人が異常を訴えました。これからは冬の寒さ対策でありま

す。

厚生労働省は６月21日、社会・援護局総務課長名で、断熱材の追

、 、 、 、 、加 二重ガラス化 畳や建具の後付け 日よけ 風除室の設置など

地域の実情に応じた工事など、その増加工事額は国庫負担の対象に

なることを明確にして通知をしていることは御承知のとおりであり

ます。今、仮設では、風呂の追い炊きができないことに対する改善

も強く出されております。

私が今、仮設居住者から出されている要求に対し、いろんな角度

から県にも当然町にも届いているはずであります。県はそのことに

対してどう対応しているのか。そして町の対応はどうされたのかお

答えください。

避難生活を余儀なくされている町民の苦痛と願いは、こればかり

ではありません。そして一つ一つが限りなく重いものであります。

日々の生活、雇用、医療、介護、子供の進路と学校生活、さらに１

年後、２年後、将来の生活設計や復興への思いは無限であります。

分散している現状で、行政の対応は困難を極めていることは私も承

知しておりますが、町民の絆をとどめるためには最大限の支援をす

ることは、行政にとっても、我々議会にとっても共通の課題であり

ます。そして、不自由な思いをしながら暮らす町民が安心して暮ら

せるように、避難先自治体との協力、共同はこれまで以上に緊密な
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ものに、友好なものにしていく必要があります。どのように構築さ

れていくのか。これまでの成果と課題をお示しください。

第５は、復興への施策展開についてであります。復興は、町民す

べての願いであります。人間として生きていく安全、安心が保障さ

れない限り復興の第一歩は踏み出せないのではないかと私は考えま

す。現在のところ、浪江町のあらゆる領域において、安全性は保障

されていないと私は考えます。国が示す除染で安全性が保障される

見通しがあると考えておられるのかどうか。現状認識をお示しくだ

さい。

２つは、原子力災害による汚染調査の公開と復興ビジョンのあり

方についてであります。

町独自の調査、県、文部科学省の調査など、ある程度結果公表が

なされてきております。率直にお尋ねいたします。９月16日に公表

された放射線量実測値を縦軸に 「除染に関する特措法」を横軸に、

して、除染作業に取りかかった場合、最大公約数年間推計１ミリシ

ーベルト以下にするために、どれほどの年限がかかると推測されて

いるのか。最も我々議会としては、発災前の通常値に戻すべきと政

府、東電に求めております。そう問われても現時点では明確には答

えられないかもしれません。

今回の事故は、東電とこれまでの政府による地震、津波など自然

の驚異を想定した安全対策の提言を黙殺し、最悪の原発事故はあり

得ないとする安全神話がもたらした人災そのものであります。これ

を放置してきた政府の責任であることは明らかであります。復興ビ

ジョンの検討は当然でありますが、背景の基本的視点に原発事故の

本質を記すべきと思いますが、町長の見解をお示しください。

原子力災害からの復興について、５点にわたって提言をいたしま

す。

第１点は、大気、土壌、水、山林、海洋の詳細な汚染調査をする

こと。第２点、原状回復を国、東電の責任で実施することを求める

こと。第３点、復興専門会議を、関係する専門家で設置すること。

第４点、復旧・復興の主体は町民でありました。あらゆる情報を公

開するとともに、幅広く町民の意見を反映させること。第５点、浪

江町と復興特区に指定し、国は復興の財源を全額補償することを求

めていくべきであります。お答えください。

さらに町の復興ビジョンの理念についてであります。１つは、当

たり前の人間生活の復活、２つは、県の復興ビジョンにある「原発

に依存しないエネルギー政策への転換」を理念の柱とすべきと思い

ますが、お答えください。
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子供たちの学ぶ権利・発達の権利をどう補償するかは、浪江町の

将来と社会の将来に関わる問題であります。開校式での横山夏美さ

んの生徒代表のあいさつは多くの人に感動を与えました 「どうし。

ても受け入れることができなかった見知らぬ土地での非日常」に苦

しみながらも「止まっていた心の時計が動き出した」と、その感動

を語り、そして最後に「私たちは未来への希望を胸に、今何をなす

べきか自分で考え、判断し、自ら行動できる生徒になることを約束

します」と結びました。遠くの人々に、この横山さんの訴えをどう

しても届けてやりたいと私は思っております。そこで教育長、これ

を届ける術を考えておられるかどうか。

、 、 、さらにこれから 障がい児も含めて全国に散らばった幼児 児童

生徒への学ぶ、育つ、守られるべき子供たちの権利を保障するため

に、今、何が問題で浪江町教育委員会では何を発信しようとしてい

るのかお答えください。

最後に、第一原発10基と第二原発の廃炉、浪江・小高原発からの

撤退を県、国、東京電力そして東北電力に求め、どこにあろうとも

再生可能エネルギー基地とナショナルプロジェクトを、そこにある

浪江町に建設する。そのことを内外に発信する考えはないか答弁を

求めて、最初の質問を終わります。

町長。○議長（吉田数博君）

東電はもとより、政府並びに福島県の原子力災○町長（馬場 有君）

害対策本部から経過説明はあったのか、お答えいただきたい。さら

には説明責任を求めるべきであるが、どう対処されるのかというご

質問にお答えいたします。

この経過説明はございませんでした。

それから説明責任を今後やはり求めていくべきと考えておりま

す。なぜならば、やはりこれは公的なものに対する損害賠償の問題

に関わってきますので、説明責任はきちんとやっていただくように

対処してまいりたいと考えております。

最後の質問の脱原発についてでございます。議員おただしのとお

り、重大な事故を引き起こした福島第一原子力発電所の１～４号機

の廃炉は当然のことと認識しております。また、５、６号機、さら

には第二原子力発電所についても厳しい目を向けられているという

認識しております。また、福島県の復興ビジョンの基本理念でも、

「原子力に依存しない、安全・安心で持続的に発展可能な社会づく

り」というものを掲げました。実質的な脱原発であり、政府も昨日

も答弁いたしましたように、脱原発の方向で議論されておるという

ことで認識をしております。

発言訂正の申し出あり、議長許可： 横山夏美」ではなく 「横田夏美」に訂正。「 、
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なお、県内新聞社の市町村長へのアンケートでも約９割の方が県

の脱原発を評価しておりまして、町としましても理解できる内容で

はないかと考えております。

さらに今回の事故のしっかりとした検証を求めながら、国のエネ

ルギー政策の方向も確認していく必要があると考えておりますの

で、ご理解を賜りたいと思います。

県の復興ビジョンでは、原子力に代わる産業として、再生可能エ

ネルギー関連産業、あるいは医療・福祉関連の産業など、新たな産

業の集積・研究開発によって、経済的な活力と環境の共生が両立す

るモデルを世界に先駆けて提示するということにしておりますの

で、町でも産学官による研究機関の誘致、新エネルギー都市の創造

に向けた取り組みを進めてまいりたいと思います。

議員おただしのとおり、国家プロジェクトとしてこれは小さな町

ではできませんので、この形のものを推進してまいりたいと考えて

ございます。

健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

それでは、被ばく○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

検査の結果についてお答えいたします。

順序良くやってくれないか。今後の都合もある○20番（馬場 績君）

から。まぁ、それは答弁書の都合だから。

健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

被ばく検査の結果○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

の実態でございますが、昨日、紺野榮重議員にお答えしたとおりで

ございます。

次に、検査の量、質の強化をどう進めるのか。

ちょっと駄目だよ。昨日、紺野榮重議員に答弁○20番（馬場 績君）

、 。 。したなんて言ったって 私は私なんだから こんな答弁あり得ない

一般質問をなめてんじゃないよ。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時３３分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時３３分）

答弁者、健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

それでは被ばく検○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

査の結果でございますが、０歳から18歳まで2,483名に対し、検査
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を県が主導で実施いたしました。実施機関からの報告に基づく検査

結果については、１マイクロシーベルト未満が2,476名、１～２マ

。 、イクロシーベルト未満が７名でございました これにつきましては

全員が健康に影響を及ぼす数値ではないということを県から報告を

受けております。

、 、 、続きまして 検査の量 質の強化をどう進めるかでございますが

検査の内容は、体表面モニターによる体表面検査、甲状腺モニター

による甲状腺部の検査、全身計測装置ホールボディカウンターによ

る全身検査、尿によるバイオアッセイ検査の４項目を実施したとこ

ろでございます。

今後の内部被ばく検査につきましては、県が主体となって検査を

進める予定となっておりますので、県と検査内容を含め、今後十分

に協議し、町民の安全安心を図ってまいりたいと考えております。

次に、ヨウ素剤服用についてでございますが東電はもちろんのこ

と、国、県からも原発事故により放射線漏れの報告は受けておりま

せんでした。従って、町民に対するヨウ素剤の服用は行いませんで

した。

、 、 、次に 中・長・超長期の健康管理についてでございますが 県は

来月から先行検査といたしまして、事故発生時に18歳以下の町民

3,636名に対し、福島医大病院で甲状腺検査を実施いたします。全

県民検査終了後、平成26年４月からは甲状腺の状況を生涯にわたり

。 、見守る本格検査を開始する予定でございます 町といたしましては

県民健康管理調査が今後30年にわたり行われることから、町独自で

はなく、今後も県と連携をとりながら、町民の健康管理に努めてい

きたいと考えております。

以上であります。

産業振興課長。○議長（吉田数博君）

それでは３番目の賠償の問題でござい○産業振興課長（高倉敏勝君）

ますが、まず基本認識についてでございますが、当然賠償責任は東

京電力にあります。それに対し、原子力発電を国策として推進して

きたことから賠償の補償選任については当然国にあると認識してお

ります。

次に、立証責任のあり方についてでございますが、指針に明確に

累計がされていないその他の損害、風評被害、間接被害に、相当因

果関係を個別に立証を求められると考えられますが、町としても今

後さまざまな意見を集約しながら、必要事項については、県の災害

対策協議会等を通しまして、最終指針を掲示させるとともに、東京

電力に対しても、早期の全面賠償を求めていきたいと考えてござい
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ます。

精神的損害賠償についてでございますが、今年のこの暑さの中で

生活を強いられ、また家族が離れて暮らすなどで精神的苦痛は増す

ばかりであると考えております。精神的損害賠償の考え方について

ですが、単に、交通事故の慰謝料を参考にするということでは当然

済まされないと考えております。

また、第１期終了から６カ月間は１人月額５万円とありますが、

先ほど申し上げましたように、期間が経過したからといって精神的

苦痛が軽減されるとは言い難い。逆に慣れない生活によって不安は

増すばかりであると。中間指針の考え方に問題があるように考えて

おりまして、県に対しては文書を持って申し入れをしたところであ

ります。

今後も、災害対策協議会等に対しまして賠償額の引き上げと併せ

て申し入れを行ってまいりたいと考えてございます。

次に、損害賠償のサポートの体制ということでございますが、ご

指摘のように、賠償そのものは法人、東京電力との民事損害賠償で

ありますが町としては、町民の方に対して窓口や電話等による問い

合わせ、それから相談等についてもできる範囲で対応してまいりた

いと考えております。人的支援につきましても県に対しては法律に

詳しい職員の派遣を要請した経過はございますが、今後の状況によ

り再度協議をしてまいりたいと思います。

それから、きのう佐々木議員の中でも触れましたが、町独自に弁

護士を要請しまして、週何遍になるかはまだ細かいことは決まって

おりませんが、町民の損害賠償請求の無料相談会を実施するべく準

備を進めておりまして、これについては１日でも早くできるように

弁護士会のほうと協議を進めて、できれば二本松と福島、２カ所。

それからできればいわきでもやりたいと考えて、現在準備を進めて

いるところでございます。

住民生活課長。○議長（吉田数博君）

順不同になりましたが、ＳＰＥＥＤＩ○住民生活課長（植田和夫君）

による拡散予測図、また放射性物質の放出について新たな情報は提

供があったかということにご質問にお答えいたします。

３月11日の緊急事態宣言から始まった福島第一原子力発電所事故

については、当初国ではＳＰＥＥＤＩを使った放射性物質の拡散予

想を計算し、福島県に指示しておりました。しかし、その情報につ

いては、対象市町村に情報提供されることはありませんでした。情

報については、議員がいうとおり３月と４月に一部の情報が公表さ

れ、その後、原子力安全委員会のホームページで公開されました。
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また、県原子力安全対策課が来庁し、事故当初のＳＰＥＥＤＩの情

報についての経過説明をしていったという経過がございます。

その情報公開後、文部科学省はＳＰＥＥＤＩによる放射性物質の

拡散予測を計算し、一日分の計算結果を翌朝まとめて公表しており

ましたが 「今日のデータを翌朝公表しても避難などの参考になら、

ず、意味がない」と指摘を受け、９月12日より毎時の計算終了後、

速やかに公表するとし、同省のホームページに掲載することになり

ました。

なお、拡散予測については、毎時３時間後まで計算され、公表さ

れるということでございます。

また、放射性物質の放出量については、８月17日発表で１時間当

たり最大２億ベクレルの放射線量であるとしています。この放出量

については、事故当初に比べ1000万分の１に減少しているとしてお

ります。この放出量削減については、国と東京電力が作成している

工程表では、新たな放射性物質の放出の削減に力を入れるとしてお

ります。

、 、核種モニタリングについては 関係機関によって実施されており

その結果については県原子力災害対策本部により公表されておりま

す。

建設課長。○議長（吉田数博君）

。○建設課長 原 芳美君（ ） 仮設住宅の改善についてお答えいたします

応急仮設住宅は、ご承知と思いますが、工期期間が１カ月で完成

させたことによる不具合等などについて多くの要望や改善が求めら

れたのも確かであります。これまで、県に対しまして、追加工事の

要望など、環境改善を町として求めてきましたが、国の通知が完成

後となったケースなど難しいという回答も中にはございました。ベ

ストを求めることは当然ですが、ベターという回答もございます。

例えば暑さ、寒さ対策として、後付けとなりますが、鉄骨の柱の外

装、内装、露出しているプレハブ建物については断熱対策を行うと

いう回答もございました。これからも県に対しまして、根気強く要

望していきたいと思っております。

以上でございます。

答弁者、総務課長。○議長（吉田数博君）

避難先自治体との協力共同の協議について○総務課長（根岸弘正君）

お答えいたします。

議員おただしのように、避難先において町民が安心して避難生活

を送ることができるようにするには、避難先自治体との協力関係が

大変重要になると考えております。
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町といたしましては、避難前に受けていた行政サービスを適切に

避難先においても受けることができるよう関係自治体に避難者支援

のお願いをしているところであります。

二本松市とは、町幹部職員が定期的に二本松市の災害対策本部に

出席いたしまして、浪江町の現況報告をするとともに、仮設住宅の

避難者支援、あるいは避難者のごみの受け入れ、防犯対策、公共用

地、公共施設の借用協議を重ねているところであります。

また、行政報告でも申し上げましたが、避難住民の便宜のため、

兼ねてから要望のあった福島市、桑折町及び本宮市と東日本大震災

に伴う浪江町避難者の支援等に関する協定書を締結いたしました。

協定書には、市役所等を借用して出張所を開設すること。そして避

難先自治体が浪江町及び避難者に対し必要に応じ便宜の供与を行う

ものと指定されておりますので、出張所を通して避難先自治体との

連絡調整を図りながら、避難者支援の協議を継続していきたいと考

えております。

当面の課題といたしましては、仮設住宅避難者の生活支援につい

ては、ある程度出張所や生活支援相談員等の配置により対応可能と

思われますが、借り上げ住宅や公営住宅に避難している方の支援が

行き届かないという面があること。特に、県外の避難者の支援につ

いては、どうしても避難先自治体の好意に甘えざるを得ない状況に

あります。町としましては、できるだけ迅速に生活支援や行政サー

ビスに関する情報を発信し、避難先においても適切な行政サービス

を受けることができるよう努めていきたいと考えております。

答弁者、企画調整課長。○議長（吉田数博君）

それでは５番の復興への施策展開につ○企画調整課長（谷田謙一君）

いて、現状認識についてお答え申し上げます。原発事故がいまだに

収束してなく、放射線量が高いところも多いなど、安全性が保証さ

れている現状にはまだなっておりません。まだ、見通しもたってい

ない状況であります。

帰還、復興を考える上で、すべての前提となるのが放射能の除染

であり、それなくして町の復興はなしえないとの認識を持っている

ところでございます。

一刻も早く町に帰りたいと町民の切なる願いは理解しておりまし

て、町としても極力早く、そして安全な状態としてまいりたいと考

え、国に強く求めているところでございます。

以上でございます。

住民生活課長。○議長（吉田数博君）

復興への施策展開についての２点目の○住民生活課長（植田和夫君）
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汚染調査の公開、前段の部分についてお答えいたします。

９月16日に公表されました、文部科学省による積算線量の推計調

査でありますが、浪江町においての警戒区域の年間積算量は3.9～

222.1ミリシーベルト。それから計画的避難区域では、11.7～227.4

ミリシーベルトとなっておるようでございます。

国は被ばく線量年間20ミリシーベルト以上の地域を除染によって

縮小し、20ミリシーベルトを下回る地域では１ミリシーベルト以下

にする長期目標を掲げておりますが、汚染地域が広範囲に及び、除

染の手法や効果に不明確な面が多いことから、当面の目標を２年後

までに除染地域で被ばく線量を50％減少としております。この50％

のうち40％は放射性物質の自然減少分で、残り10％を除染作業で達

成する見通しとしております。

また、文部科学省の発表では、浪江町の計画的避難区域で毎時35

マイクロシーベルトを超える場所があるということであります。原

発事故そのものが収束しない現在、大量放出から半年以上がたち、

ヨウ素130などの短寿命核種はほぼ消失していて、今後はセシウム

134とセシウム137との戦いになると判断しております。

なお、1ミリシーベルト以下にするためには、どの程度の年数が

かかるかということでありますが、除染の手法にもよると思います

が、汚染地域の除染には莫大な費用と長い期間がかかると思ってお

ります。いずれにしましても、現時点ではお答えできる状況ではご

ざいませんので、ご了承願います。

以上でございます。

答弁者、企画調整課長。○議長（吉田数博君）

続きまして、復興ビジョン検討のあり○企画調整課長（谷田謙一君）

方についてお答え申し上げます。

これまで国及び東京電力は、原子力発電所が何重にも防護策がと

られているとしてその安全性を主張してきました。しかし、今回の

事故によりまして、その主張に対する信頼は根底から覆り、原子力

発電を制御することの困難さ、そして一旦事故が起これば極めて広

範囲に長期にわたって甚大な被害を及ぼすことが明らかになりまし

た。復興ビジョン策定の背景にはこういうことも当然入れるべきこ

とと考えているところであります。

答弁者、健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

それでは被爆者健○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

康手帳についてお答え申し上げます。

被爆者健康手帳につきましては、今、現在では原子爆弾被害者に

対する援護に関する法律、通称被爆者援護法に基づいて交付される
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。 、 、 、手帳でございます 申請の要件といたしましては 広島市 長崎市

その周辺市町村の方々からの申請に基づいて国が交付するとなって

おります。

福島県に問い合わせた結果でございますが、現段階では被爆者援

護法に基づく被爆者健康手帳交付の検討はなく、法的な具体案はな

い。健康管理実態調査票に基づく健康管理ファイルを、個別的な健

康診断や、健康調査状況を平面的に把握できる体制を含む方向で現

在協議されているところであると県からは報告をいただいておりま

す。

被爆者健康手帳につきましては、やはりこれからが健康に対する

心配事、そういう医療費も含めてそういうものが当然なされるのか

と考えておりますので、今後はこういった法律を国のほうで作って

いくような要望をしてまいりたいと考えております。

教育長。○議長（吉田数博君）

それではご質問の避難と児童、学校教育の○教育長（畠山熙一郎君）

問題と、教育委員会としての情報発信についてのご質問にお答えし

ます。

本来、幼稚園を含めまして、学校教育は生活の基盤である地域に

立脚しまして、住民の皆様方のご意向とそれから自治体の支援を受

けて行われるものと考えております。しかし現状は、町民挙げての

避難、全校の避難休業、すべての子供たちと教職員の分散、保護者

の生活基盤の弱体化など、極めて異常で前例をみない状況にありま

す。よりどころとすべきほとんどが混乱した状況にある中での教育

活動は容易ではありませんけれども、大切なことは、義務教育就学

機会の保障と、それから健やかな心と体の育成という基本を見据え

ながら、状況の特異性にきめ細かく対応することであろうと考えて

おります。先般、浪江小学校と浪江中学校の教育活動を二本松市で

再開いたしましたが、このことは今申し上げたような考え方によっ

ております。この２つの学校を充実させることにつきましては、町

民の方々の大きな関心でもございますし希望でもあるかと思ってお

りますので、これらの学校についての情報を積極的に発信してまい

りたいと思ってございます。

全国的に散らばっている子供たちにつきましては、受け入れ先の

理解をいただきながら、私どもが必要な連携に努めました結果、避

難先での就学が確保されてございます。障がいを持つ子供たちにつ

きましても特別支援学校、あるいは特別支援教室、あるいは普通学

級でのきめ細かな対応など、それぞれの子供の状況に応じた学びの

場を得ることができていると認識してございます。
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今後でございますが、新年度に新たに入園、入学する子供たちの

状況把握と対応が最も大きな問題となります。８月末日に文部科学

省から事務連絡がありまして、避難先の市町村教育委員会で就学予

定者の把握に努め、就学機会を確保する必要があるという内容でご

ざいましたので、今後とも就学先教育委員会や受け入れ学校との緊

密な連携協力に努めまして、子供たちの学ぶ権利を保障するために

努力してまいりたいと考えてございます。

なお、子供たちの学びと育ちの権利を保障する観点からも、今後

の浪江町の教育のあり方について明確にする必要があるのだろうと

考えてございます。そのことにつきましては、町の復興と教育とが

同時に進行すること。地域に支えられ、地域の力を生み出す教育で

あること。被災経験から多くを学び、学びを生かす教育であること

を重視したいと考えております。町民の皆様の理解をいただきなが

ら、町の復興計画に理念を反映させるとともに、状況を適切に判断

しながら、実効性あるものにする必要ありますので、機会をとらえ

てこのことについても情報を発信してまいりたいと考えているとこ

ろでございます。

答弁者、企画調整課長。○議長（吉田数博君）

大変失礼しました。○企画調整課長（谷田謙一君）

原子力災害からここに至る５点についてお答え申し上げます。

第１点の大気、土壌、水、山林、海洋の詳細な汚染調査をするこ

と。第２点の、原状回復を国、東京電力の全責任で実施することに

ついてはごもっともな内容となっておりまして、国、事業者に要望

してまいります。

第３点、第４点につきましては、復興ビジョン作成にあたりまし

て、検討委員会の設置を予定しておりまして、委員は専門性も高い

ので、大学の先生などの専門家や、政府からの人材、県の幹部、あ

とは町民代表者なども入っていただくことを予定しております。

また、アンケート調査やパブリックコメントなどで町民の意見も

反映させていきたいと考えているところでございます。

復興特区については国に要望してまいりたいと思います。

さらに、県の復興ビジョンへの評価ということだったのですが、

町長答弁以外についてのみ答弁していきたいと思います。

県の復興ビジョンにおきましては、原発に依存しない地域づくり

を計画の理念の一つとして掲げておりまして、脱原発につきまして

は政府でもそのような方向で議論がされております。国、県とおお

よその流れができつつある状況と考えられます。具体的な脱原発の

姿というのはまだ明確にはなっていない現在状況にありますが、今
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回の原発事故を踏まえると、脱原発の方向性となることは十分理解

できる内容ではないかと考えているところでございます。

一方、双葉地方の雇用の中核となっていたのは原子力発電所であ

ることも事実でありまして、除染が実現した後の大きな課題となる

のは雇用の場であります。そういう中で、地域の雇用の核であった

原子力発電所における雇用が見込まれず、大多数の事業所が避難し

ている状況を踏まえると、町単独ではなく、国、県の総力を挙げて

新たな産業の集積、既存産業の再生を図ることが特に重要と考えて

おります。

［ 議事進行」と呼ぶ者あり］「

17番。○議長（吉田数博君）

馬場議員、一般質問、本当に重要な、重大な大○17番（勝山一美君）

切なことを行っていますが、馬場議員から看過できない発言が飛び

出しました。要するに、一般質問をする前に、議長は、きちんと説

明しているはずです。同じ質問の場合はそれで了解、前任者で了解

するか、形を変えて発言してださいということ。議長はただ文章を

読んでいるのかもしれませんが、議事整理権に基づく重大な発言じ

ゃないですか。同じ質問で、答弁者のほうが「昨日の」ということ

をやることは至極当然であります。議員は、他の一般質問もきちん

と聞いて、その中で形を変えて質問するかどうか。これは議長の議

事整理権のつたなさが招いていることと思います。馬場議員も大変

長い期間、議員をやっていますので、十分理解していると思います

が、馬場議員と議長に猛省を促すものであります。

二度とこういうことのないよう、これが公正公平な議事運営がで

きなくなりますからね。こういうことを看過していれば。その辺を

十分認識して、今後の議事進行にあたってほしいと思います。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時００分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時０２分）

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時０２分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時２９分）



- 98 -

ただいま議事整理権について、議事進行がござ○議長（吉田数博君）

いまして、休議をし議運で協議をしてまいりました。この件に関し

ましては、議会が始まる冒頭に、質問については、不足分あるいは

角度を変えた質問をお願いして、議長としてお願いをしているわけ

ですが、一般質問にあたってはなかなか質問の中身が同一と思われ

てもなかなか意図する、あるいは切り口の関係でなかなか整理がで

きない、あるいは整理をするタイミングを失うということもござい

まして私も反省をしているとことでございますが、この質問にあた

って質問者も答弁者も議事整理について意識をしていただきたいと

思います。

このことに関しましては、今までなかなか難しさもあって今まで

整理をあまりしてきませんでした。そのことは私として反省をして

おりますけれども、今後、この件に関しては、全員協議会等におい

て協議をしてまいりたいと思っておりますので、今日はこのまま一

般質問を継続してまいりたいと思います。

一般質問の再質問、20番。

再質問に入る前に、一言指摘しておかざるを得○20番（馬場 績君）

ません。町民の代表として一般質問する権利は議員固有の権利なの

です。仮に重複する問題があっても、今議長から話されたように、

切り口や質問の展開はそれぞれの立場で異なるものです。まして、

議事進行で一般質問に横やりを入れてこれを中断させるなどという

のは、言語道断であります。私は看過できない問題だということを

きっちり指摘をして再質問に入らせていただきます。

それでは、そのきっかけになった健康被害の問題であります。

正確さを欠くと、また誤解を招きかねませんので、改めて時間は

もったいないのですけれども、一般質問の原稿に触れながら再質問

をいたしますのでどうぞよろしくお願いします。

私は町民の放射線被曝による健康被害のもっとも心配している一

人であります。その立場から、低線量だから大丈夫だという学者も

いるけれども、被ばくに対する安全値はないのだと。それが最新の

科学的知見だということに触れた上で、浪江町がこれまでの先行調

査で実施してきた健康調査の健康管理調査の実態について質問しま

した。実態ですから、もっと詳しく答弁をいただかなければなりま

せん。これが一つ。それから、外部被ばくはどう評価されたのかと

いうことを質問しております。これについても答えがありません。

それから、被ばく健康調査に関係して、県の調査待ちから一歩脱

して大学や研究機関と連携をして調査を進めるべきではないかと、



- 99 -

踏み込んだ質問をしております。これの答弁は、県でやっている健

康調査で済ませたいという答弁だったけれども、研究機関や大学と

の連携を模索したのかどうか。このことについても、私の質問の意

図で明確でありますので、それに対しての答えがありません。お答

えください。

ということで、きのうの答弁と同じだという答弁の仕方も問題だ

し、それに対して横やりを入れるなんて全くとんでもない。

それから、いろいろな資料を用意してきたのですけれども、やっ

ぱり浪江町民の場合は大熊町、双葉町の場合はさっさと避難をした

わけだから。ところが浪江町の場合、15日まで津島にいたと。これ

は幼児、１歳未満のヨウ素131による甲状腺透過線量、３月25日、

０時現在のものです。これはいわゆる浪江津島は高いところは500

ミリシーベルト、黄色のところは20から50ミリシーベルト。全域が

ここに覆われているわけです。

したがって県の先行調査、順番待ちなんていうことでは避難の経

過からしても、健康調査のあり方としては実態にそぐわないという

ことであります。さらに、ついでだからもう一つの資料、これはヨ

ウ素131の表面沈着量、これも３月25日。これは一部赤いところは

あるけれど真っ黄色です。黄色の部分はいくらかというと1,000万

ベクレルですよ。1,000万ベクレル。これは平方メートル当たりで

汚染。こういうところに避難したわけだから、特別な対策が必要だ

というわけです。被ばくを心配するのが当然なんだと。このところ

を踏まえて健康調査をすべきだと。さらに町民が安心して健康管理

できるように、被ばく管理手帳を交付すべきではないかと。これは

被ばく手帳というものはいらないという人もいるとすれば、私は希

望者でもいいと思う。町長、こういう実態を踏まえて町民の健康調

査、あるいは被爆手帳についてどうされるのかお答えください。

それから放出された核種、住民生活課長から簡単な答弁ありまし

、 、 、たけれども 県の原子力災害対策によれば 緊急時モニタリングで

環境試料中の人工放射性核種濃度も調べていたということになって

いるんです。県からは何もなかったということだけれども、これで

済ませる問題ではないと思うんです。この資料は県で、その後であ

っても調査しているはずです。資料の提出を求めましたか。これが

一つ。

、 、それからヨウ素剤の配布 放射線の放出に関する情報が県からも

東電からも国からもなかったので、ヨウ素は一切服用しませんでし

たということだけれども、これもやっぱり私の調査では、富岡町と

三春町では、40歳以下の人たちに町としての判断で配布しているの
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です。配布はしたけれども、服用の指示があるまで待ってくれと言

ったのはいわき市か南相馬市だと言われていますけれども。独自の

判断でやっているところもあるんです。これはこれで情報はなくて

も、私もたびたび議会で原発事故による甲状腺被害を、甲状腺がん

からの被害を少なくするためには、とにかく早い時間でヨウ素剤を

服用する必要があった。場合によっては戸別に配布しろというとこ

ろまで求めてきたわけです。それはなかった。緊急事態だから、ど

ういう展開がなされたかどうかわからない。本庁から津島に避難す

るときに、ヨウ素剤は運んだのかどうか。それから議会の座談会に

おいて、福島市における座談会で、一部町民にヨウ素剤を配布した

という話があるので、実際はどうだったのかという質問も出ていま

す。実際はどうだったのですか。ヨウ素剤の問題についてはそうい

うことです。

それから、仮に配布しなくてもヨウ素剤服用の基準があるわけで

。 。 。す これについても質問したけれども答弁がない お答えください

町長。○議長（吉田数博君）

再質問に答えいたします。○町長（馬場 有君）

まず、３月12日から15日まで、津島支所を中心にして避難をして

きたということも事実でありますけれども、その中で、いわゆるＳ

ＰＥＥＤＩの報告というものについては一切なかったということ

で、判明したのが確か５月16日だったと思います。県の原子力災害

対策本部の担当の課長が私のほうに来まして、こういうことでニュ

ースがあったことに対し報告がなかったことについて、お詫びを申

し上げるという返事がございました。そこで私はいろんな、総理と

、 、の会談もありましたし あるいは担当大臣との会合もございまして

度重なる会合で何回やったかちょっと記憶していませんけれども、

その中で私どもの浪江町は、ＳＰＥＥＤＩのとおり避難したと。そ

、 、れについて 相当なる被ばくを受けているという事実を政府として

あるいは県として、どういうふうにとらえているのかという話をた

びたびしているのですけれども、その内容がよくわからないのかど

うか。あるいは責任を持つのが嫌なのかどうかわかりませんけれど

も、答弁については大変なことでしたということで、申し訳なかっ

たという話はあるんですけれども、ではホールボディカウンターに

ついて、浪江町の町民の方を早くやっていただきたいという形でや

ったのですけれども、川俣町山木屋地区、あるいは飯舘村の方々も

被ばくしているということで、なんか責任性がないような感じであ

ります。

議員おただしのとおり、この件についてはきちんともっと声を強
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めて、早く検査ができるような体制をとっていきたいということで

あります。それから、福島県で今長期間にわたる健康調査をすると

いう形でやっておりますので、それを踏まえて私どもの町民の方々

の健康に害しないような調査を、私どもも一緒になって手助けをし

ていきたいと考えております。

それから被ばく手帳の件です。これは、私の知っているお医者さ

んで、やはり30年、あるいは50年後に先ほど質問にありました晩発

性の症状が出たときに、これは貴重な証明書になりますので、そう

いうことも踏まえて今、担当のほうに調査をさせ精査させていると

ころでありますので、もうしばらく結論についてはお待ちいただき

たい。

ただ、私が懸念するのは両刃の剣にならないのかと。要するに、

あの人は原発事故で被ばくしたのだという後ろめたさを社会から見

られるような形にならないのかどうかということを懸念しておりま

す。そういうことで、いろんな角度から精査をしてまいりたいと思

います。

それからヨウ素剤の服用の関係で、これも日にちが経って、記憶

が定かではないのですが、災害対策本部を支所の中でやっておりま

して、ヨウ素剤の服用についてどうだという話、会議で出た記憶が

あります。それで副作用が心配だということで、関根先生の考えも

聞かなくては駄目なのではないかということで、服用については見

送った記憶があります。

。 、本庁から津島支所のほうにヨウ素剤は持ってまいりました ただ

議員の意見交換会の中で一部もらったというような話をされたとい

うことなんですけれども、それはちょっと私のほうでは情報を把握

していませんけれども、担当のほうで把握しているのかどうか。そ

れは答弁させたいと思います。

以上です。

答弁者、住民生活課長。○議長（吉田数博君）

ヨウ素剤の関係でございますが、今、○住民生活課長（植田和夫君）

、 。町長がお話しした会議の中で お話ししたという経過がございます

それで各避難所に津島に来た段階で、一応避難所の方にこれはヨウ

素剤だと。それで県からの指示があってから配布するようにという

ことで、各避難所と診療所にもおきました。ただ、今議員がお話し

た、一部持っていた人がいたということは私どもでは承知しており

ません。

それからＳＰＥＥＤＩの資料提供、請求したのかという問題でご

ざいますが、５月中旬に県の担当課の方が来まして、その時、持っ
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てきた説明資料に沿って町長と私が説明を受けたわけなのですが、

その説明資料は請求していただいております。

以上でございます。

答弁者、健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

実態について詳し○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

くということでございますが、データ、いわゆるホールボディカウ

ンター検査のデータでございますが、町のほうにはデータはござい

ません。すべて県と県立医大のほうでデータを持っておりまして、

今後データに基づいて検査された方を管理、それから追跡調査をし

ながら、健康管理に努めると県のほうでは町のほうには報告してご

ざいます。

以上でございます。

20番。○議長（吉田数博君）

改めて再々になりますけれども、内部被ばく検○20番（馬場 績君）

査の必要性、重要性については、もう繰り返しません。その上で、

町独自で大学とか医療機関とかいうところと連携をして、独自の検

査体制を構築すると。そういう取り組みをされたのかどうか。例え

ば、新聞報道御存じだと思うけれども、二本松市役所では弘前病院

と連携をして、弘前病院からホールボディカウンターの無償提供を

受けると。そして私は直接市役所で、この担当者に聞いたところ、

その技師も２人つけて検査体制をとるという努力をされているわけ

です。もちろん二本松は二本松の行政だから、それは私はあくまで

もこういう事例があるということを申し上げた訳だけれども、その

ことは皆さんも知っていると思うんだ。私も６月議会で、独自の内

部被ばく検査体制をとるべきだと。ホールボディカウンターも設置

導入を図るべきだという質問もしました。これは町長だったかどう

だか議事録見ないと整理はつきませんけれども、県に５台ほどホー

ルボディカウンターが来ると言われていると。そのうち浪江町に１

台を申し入れしているということですが、そのことも含めてどうな

ったのかということを改めてお答えください。いずれにしてもＳＰ

ＥＥＤＩの問題については、これはきっちり検証しておく必要があ

るということですので町長、これはしっかり検証作業に入るように

お願いいたします。

双葉町と大熊町には３月11日の夜中に、どんどん拡散予測図が、

送られて来たということがすでに報道もされています。活字にもな

っています。

それから、大事なことだから放射線被ばくについて、いま一言言

うけれども、これは実はインターネットだから誰でも調べられるの
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だけれども、今度の原発事故で放出された放射性核種について資料

が出ているのです。例えば、ネブツニウム239という放射性物質が

放出されたけれども、これはどういうことになるかというと、体内

での動きはプルトニウムに似て胃がんや肝臓がん、白血病などの要

因になると。半減期は短いがベータ壊変、いわゆるベータ線が壊さ

れて変化して、半減期は２万４千年のプルトニウム239になる。こ

れが我々被ばくしたかどうかわからないけれども、こういう核種も

放出されているということです。だからどういう核種がどれだけ放

出されたかということを、きっちり資料の提供を求めておくべきだ

と思います。改めて答弁を求めます。

それから、ヨウ素剤については避難所に置いたということですけ

れども、これも一つの混乱の元になったのかもしれませんね。一部

町民が入手、知らない人は知らないということになったのかもしれ

ません。だから、ちゃんと今度の教訓をしっかり検証して、どうい

う時はどうするかということを、すぐ役立つような体制をとってお

かないと、がんの発症を防げるのにそれも防げないということにな

ると思いますので、よろしくお願いいたします。

それから、原発災害の賠償補償については、町も支援体制をとり

たいということですから結構です。

これを資料としてお見せしたいのだけれども、東電から送られて

、 。 、きた資料の中に 合意書というのが入っております これは皆さん

お読みになったかもしれません。その中に、なお 「上記金額の受、

領表は上記算定明記記載の各金額及び本合意書記載の各金額につい

、 、 。」 。て 一切の異議 追加の請求を申し立てることはありません と

お金をもらうのだから、領収書を出すのは当然だと思うのです。東

、 。 。 、電が支払う そのお金をもらう その時合意書を出す そうすると

受け取った分については 「事後、異議申し立てはしません 」と、 。

こういったことです。まったくけしからん。私たちは被害者ですか

ら。被害にかかわる損害について、請求期間においても、あとから

追加請求することが発生するかもしれません。したがって、これ

は撤回するように、町長、挙げて求めていただきたい。これが一

つ。

それから、仮設住宅の後付けの問題ですが、断熱はやったといっ

たということですが、それ以外の後付けについてできるとか、回答

があったのかどうか。先ほど言ったように、たくさんの住環境改善

の要求が出ております。そういう意味で県との関係でどうなってい

るのかということをお答えください。

それから、復興への施策、専門家会議を設けるというところまで
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は了解しました。同時に、その復興ビジョンの理念に、脱原発とい

うことを入れるべきだと。入れることになりました。という答弁が

ありました。そこで町長、きのうの一般質問との関係だけれども、

浪江・小高原発についても推進はしないという答弁がありました。

要するに、浪江町の復興ビジョンにも脱原発の理念を折り込むと

いうことですから、当然のこととして、これまで推進してきた浪江

・小高原発についても推進しないということは、これも論理的に明

確なわけです。そういう意味で、私は１回目の登壇で、浪江・小高

原発の撤退を求めるべきだという質問をしましたけれども、町長か

らは明快なお答えはありませんでした。脱原発ということは国でも

言っていると。それから県内市町村の９割の首長さん方もそのこと

に賛成をしていると。私もその立場だということは言われましたけ

れども、具体的な問題でのお答えがありませんでした。そのことに

ついて改めてお答えをください。明確なお答えをいただきたいとお

願いします。

それから最後、学校教育の問題で、教育長がいろいろ苦労をされ

ているということはわかりました。一つは、開校式であいさつされ

た小学校、中学校の子供たちのあのあいさつを、全国に散らばって

いる浪江町民に送り届ける必要があると思うのです。これをぜひや

ってもらいたいと思うのですけれども、教育長の考えをお聞きした

い。

それから、入園、入学についても、文部科学省から通知があって

受け入れ先の自治体で協力することになっているということだけれ

ども、実際問題、二本松で幼稚園に入りたいと思っても入れないと

いうことであります。そういう希望が叶っていない現実を把握され

ているかどうか。現状を把握して、その後どうされるのかお答えく

ださい。

答弁者、健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

ホールボディカウ○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

ンターの件でございますが、県を通して国のほうに浪江町独自で当

然ホールボディカウンターを購入し、皆さんの健康管理をしたいと

考えております。この前も県の福祉部長が、津島診療所の視察に

まいりました。その時にも部長に対して、ホールボディカウンタ

ーの購入に関して、補助金をいただくという申し入れもしておりま

す。

したがって、３月の震災前に津島診療所の補助金の復活はどうな

んでしょうということを県に対して聞きました。しかしながら、震

災前でございましたので、診療所の設備に関しては補助金はいりま
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せんということで断ってしまった経緯がございました。ところが、

こういう震災が起こったわけで、再度復活していただきたいと今要

望しております。

当然、津島診療所の方でホールボディカウンターを購入して、安

全安心につなげたいと考えております。

以上でございます。

町長。○議長（吉田数博君）

再々質問の医大との連携の件です。これ県の健○町長（馬場 有君）

康調査、県立医大を中心にしてやっておりますので、我々の今まで

受けてきた内部被ばくのデータも県立医大のほうにあるということ

でありますので、県立医大と連携をしながら今後は進めていくとい

う考え方でございます。

さらに放射性物質の核種ですね。どれだけ飛散したのかというデ

ータについては、これは各担当のほうでよく調査をさせて、核種を

拡散した量を把握していきたいと思ってございます。

さらに損害賠償の合意書の件については、先週、国の県の災害対

策本部長にお会いしまして、一つは損害賠償の説明書が160ページ

にもわたって非常にわかりづらい。したがって簡単なものにお願い

したいということで、東京電力のほうに申し入れをしていただきた

いという要請をしました。

それから、２つ目の同意書の件についても、やはり同意できない

部分が各個人によってはあると思いますので、その件についてもよ

く調べていただいて、合意書については撤回するかあるいはその書

類にしないようにするのかお願いしたところであります。

それから、浪江小高原発の件でありますけれども、きのう佐々木

英夫議員のほうにもお答えいたしましたように、やはり昭和42年に

浪江町議会が誘致議決をしております。その議会の皆様方の今後の

判断もあると思いますので、議論を重ねていきたい。さらには地権

者、今まで協力していただいた地権者の方々あるいは関係者の方々

とも議論を深く合わせながら、脱原発の方向に理解をしていただく

ということにいきたい。

したがって、私の考えとしては、いままでのような推進という立

場をとらないということでご理解をいただきたいと思います。

教育長。○議長（吉田数博君）

浪江小中学校の開校式の子供たちのあいさ○教育長（畠山熙一郎君）

つの件でございますが、すでにぜひ紹介したいということで２、３

引き合いがございましてお届けしてございます。全国にということ

になりますと、いろいろ方法に工夫をしなければなりませんので、
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時間が必要と思いますので検討したいと思いますが、取りあえず町

民の方々には広報などを通じてお伝えする機会もあるかなと考えて

ございます。

なお、過日、今月17、18日に、京都で文部科学省が後援の「みら

いづくりアジア子供サミット」というのがございまして、全国の中

学生が百数十名集まりました。浪江町の中学生も、例のあいさつを

した子供さんを含めまして２名ほど参加しまして、大変活発な意見

交換をしてきたということがあります。直接の言葉ではありません

が、そういった機会を捉えて思いを伝える方法はこれからもやって

いきたいと思います。

それから、幼稚園に関してですが、設置の状況が市町村によって

大分違います。先ほどの私の文部科学省の説明、言葉が足らず大変

失礼しましたが、小学校、中学校の就学児童生徒についてが主な内

容でございました。既に幼稚園については地元の二本松市の幼稚園

に入りたいんだという相談を受けていますが、今後、実態の把握に

努めながら適切な相談に努めてまいりたいと思ってございます。

建設課長。○議長（吉田数博君）

仮設住宅の要望の件ですが、バリアフリー○建設課長（原 芳美君）

仕様にしようということで４月に通知をいただいてました。その中

では、手すり等の設置が個別対応してくださいというようなことも

ございます。

また、今多いのはスロープ、手すり、それと風除室の雨漏りとい

う部分が多くて、再度工事をせざるを得ないという仮設住宅２カ所

についてはやり直しさせるという回答も得ております。

20番。○議長（吉田数博君）

以上で20番、馬場績の一般質問を終わります。○20番（馬場 績君）

最後に、冒頭の質問で、名前を間違って発言しましたので 「横、

山夏美さん」と言いましたけれども 「横田夏美さん」にご訂正を、

議長をしてお認め願います。以上で質問を終わります。

、 。○議長 吉田数博君（ ） 以上で20番 馬場績君の一般質問を終わります

ここで11時まで休憩をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１１時０６分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１１時１５分）
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◇若 月 芳 則 君

一般質問を続行します。○議長（吉田数博君）

５番、若月芳則君の質問を許可します。

５番。

［５番 若月芳則君登壇］

５番、若月でありますが、議長のお許しをいた○５番（若月芳則君）

だきましたので、一般質問をさせていただきます。質問方式は一問

一答でございますので、ひとつよろしくお願いいたします。

それでは始めさせていただきますが、まず冒頭に今回の大震災に

よりまして、さらにお亡くなりになられました皆様方に心よりお悔

。 、 、やみを申し上げたいと思います さらに ご家族の心痛を考えると

まさに残された我々、力を合わせて何とかしなくてはという思いを

。 。新たにするところであります あの日からもう既に半年であります

この５カ月間、まさに浪江町民、対処に当たられてまいりました町

長始め職員、そして全国、北海道から沖縄まで飛散している町民。

みんないろんなところで、いろんな思いを持ってきょうの日を迎え

ていると考えております。

今、冷静にといいますか落ち着いて考えますと、私なりに最初の

避難、避難所生活、これをある意味で第１ステージとすれば、ホテ

ル、民宿、それから一部は親戚の家とかいろいろありますが、これ

が第２ステージ。そして今仮設、借り上げ住宅等に間借りなりにも

入居は進み、なんとか落ち着いてこれからの今後、いわゆる前を考

えるような状態が少し備わってきた。いわゆるこれを第３ステージ

と捉えて考えております。

そういう中で、いろんな場面で多くの町民の皆さん方に私なりに

会話をさせていただきました。いろんな思い、考え方、ご助言いた

だきました。そういうことを踏まえて町民の代弁者、町議会議員で

ありますから、町民の声を行政につなぐ、チェックする。それが私

、 。どもの職務でありますので その立場で質問をさせていただきます

もう質問者も最後のほうになりますので、こういう緊急事態の原

発という問題を今目の前にしての各議員の思いもおそらくそこにあ

、 、りますから 多少私の質問もバックする部分もあるかと思いますが

一問一答でございますから話は最後まで聞かないとわかりませんか

ら、最後まで真摯に答弁を、町民の代弁者の質問に答えるのだとい

う思いで、皆さん方にもお答えをいただきたいとお願いして、質問

を始めさせていただきます。

最初に、まさに町長始め職員に皆さんのご苦労も理解しておりま

す。きのう、きょうの大雨で私も高速道路が通行止め、渋滞という
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ことで遅れて来るようになり、その時間の中で、各仮設、桑折町か

ら本宮市まで私も知っている人達が大体入っておりますから、全部

連絡が来たり、話をしたりして、被害がなかったかというような話

がありました。それぞれに桑折町では４棟ぐらい水があふれてきて

床下に浸水したとか、風除室から雨漏りがあったとかいろいろあり

ましたけれども、それでも皆さんの会話は、きのうから土のうを積

んだり、低い所だからといってポンプとかいろいろ用意して、ポン

プは使わなくて済んだけれども、役場行政も、私はどこでやったか

はわかりませんけれども、それらにみんな対応していたと。それは

やっぱり評価して私に伝えてくれておりましたから、行政、みんな

もそこは踏まえていろいろやるときは頑張ってくれたということを

私なりに感謝しております。

行政の役場職員始め、事に当たる人たちも町民の感謝という部分

に余裕が出てきているのかという思いがあります。そういうことも

お伝えしていきたいと思います。

第１問、通告したとおりでいきます。復興計画全般についてであ

りますが、最初に、これはきのうからいろいろ議論がなされており

、 。ますから 少し切り口を変えて私なりに質問をさせていただきます

まず、先ほど言いましたように、住むところがある程度落ち着い

てまいりますと、やはりみんなが前を向く余裕が出てくるんです。

そういう中で、一番に出てくるのは帰る日をいつになるんだという

ことであります。

まさに今は新聞、メディアでありますように、いつ戻れるのと、

大きく載るわけです。それからいろんな各種情報網、私ら町議会議

員はそんなに情報網あるわけではありませんけれども、我々皆さん

方と同じぐらいに新聞、テレビでいろんな情報が、瞬時に町民みん

なに入るわけです。したがって、そういう情報量の多さもあります

が、そういう中で今後どうなるのだろうということを自分なりに頭

の中で考えて来ております。

ここで、私は代表者であります町長にお尋ねいたします。

町として、これは私なりですから例えと思って聞いていただきた

いけれど、５年後に焦点を当てて行政として全力を挙げてその日に

向かって努力をしてまいります。それが早くなることは町民が誰も

反対するわけではありません。しかし、その全力投球でどこに焦点

を当てて事業を推進していくのか。そこをトップリーダーとして町

民全体に目途となる目標、そこは提示されるのが私はトップリーダ

ーの責任だろうと思っております。今私どもに言われておるのは、

さっき言いました情報量の多さから、客観的に見てと言う言葉があ
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るんです。客観的に見て、１年では帰れないだろう。２年では帰れ

ないだろう。それに加えまして、100ミリシーベルトを超える地域

はどうするのだと。そういう議論はみんな自分の元の住んでいた家

を頭に描いて考えるわけです。そういうことがやはりある程度、行

政のトップとして目途になる文面を町民全般に示さない限り、みん

。 。な自分の人生設計をどう描いたらいいか 大きな意味ではそうです

小さな意味では、例えば白河市で農業をやっている。私白河におり

ますが、みんな農地を借りて農業をやりたいんだ。白河市の農業委

員会とか中島村の農業委員会、みんな真摯に対応してくれる。ただ

小さなことですが、何年借りるんですか。農地を借りるわけですか

ら何年間借りるんですかという質問がある。その時、誰一人顔を見

合わせて答えられない。これは小さなことですが、いろんな家庭に

なれば、子供は今何歳だから、今度小学校に入るなら、この学校で

６年間は教育させたい。地名はどこだ。それから家だって、浪江の

家は屋根からどんどん水が入っていてどうにもならない。なれば、

次のことを考えて、じゃあどういうスタンスでどこに構えるのか。

そういういろんな会話があるわけであります。

ところが、それが目途となるものもなければ、本当にふわふわし

た感じになって、自分たちが非常に不安感を持ってくる。そういう

ことがあります。そういうこといろいろあります。例えば後で述べ

ますが、農地の汚染とか、こういうのはどうするのだ。やはり生活

の糧が農業者なんていうのは農地だけですから、そこがきちんとな

らない限り、なかなか生活基盤がそこに育たないわけであります。

だからそういう時期の設定とか、いろいろ現実的に難しいところ

はあるけれども、行政として、トップとして、これはトップの責任

なんです。こういうときはリーダーの責任なんです。私は今答えろ

と言っているわけではありませんが、皆さん方、行政の専門職の皆

さん方といろんな協議をして、やって示すべきだということを私は

ここで申し上げたいわけです。

したがいまして、一問一答ですから今後は速やかに質問の応答を

やりますが、そういう意味で町長の思い。最初にそこだけお聞きし

たいと思います。

町長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○町長（馬場 有君）

若月議員のおただしのとおり、やっぱり日々の暮らしと生業を崩

壊されて、本当に避難して、全町民ですけれども、大変不自由な生

活を強いられ、非常に残念至極であります。

そういうことで皆さん考えていることは、もとの町に戻って、１
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日も早く帰町、帰還したいというのは、町民の方々の思いだと私自

身も思っていますし、皆さんもそういう感じでいると思います。

そういうことで帰還の時期ということのご質問でありますけれど

も、昨日も答弁いたしましたように、なかなか大変な問題でありま

して、とにかく放射能の除染をして、いわゆる除染なくして町の復

興はないというぐらい、除染の問題については大変な問題だという

ことで、できうる限り国、県、もちろん加害者である東電、その３

者に強く除染をしていただきたいということを強く訴えてまいりま

すし、今後とも訴えてまいりたいと考えてます。

時期の件については、やはり私どもの町に戻るためには、やはり

水がどうなっているのか。生活をするためには水ですね。それから

下水、そして道路、あるいは今おただしのとおり農地の汚染がどう

なっているのか。もろもろやはりそういうことが管理しないと、な

かなか戻れないというのが普通だと思います。

したがって、これからそういう調査に、一部入っているものもあ

りますし。これから年内にかけて調査をして、そしてできうる限り

早く復旧できるもの、場所、そういうものは復旧していきたいとい

う考え方でおります。

ただ、残念なのは、警戒区域と計画的避難区域という形で避難指

示が出ております。その枠を外していかないと、即工事に入れませ

んので、やはりそういうことを外すような形の中で要請しながら、

できる限り復旧をしていきたいということであります。そういうこ

とで、昨日は２年あるいは３年ぐらいを目途に帰還していきたいと

考えた次第であります。

５番。○議長（吉田数博君）

私は３年でも目途としてそれは理解できます。○５番（若月芳則君）

、 、 、私は町民のみんなから言われているのは 目途を定めて その間

やはり仮設とか何かの生活が耐えられないかもしれない。だから、

なるべく一時帰宅のスパンを大きくしていって、今日は浪江に行っ

て来る、今日はこっちに行くというような会話の中で、やはり平常

心を保てるように配って欲しいんだという声もたくさん最近来てい

るんです。無理は言っても町長だって誰だって答えられないのもわ

かる。だけれども、何へ今日は行って来る。１時間、２時間ではな

くて、３時間半ぐらいでちょっと浪江に行って来る。そういう会話

でやれるような配慮を進めて欲しい。その辺についての考え方はど

うなんでしょう。

町長。○議長（吉田数博君）

、 。○町長 馬場 有君（ ） おただしのとおり そういうことだと思います



- 111 -

、 。ぜひそれが実現できるように できるだけ全力投球してまいります

よろしくお願いします。

５番。○議長（吉田数博君）

全力投球でお願いします。○５番（若月芳則君）

次に移ります。今言われたように、いろんな観点から復興計画、

みんなで帰れる日を含めていろんなことをみんなそれぞれが考えて

いるわけです。沖縄に避難している人も、北海道にいる人も同じ思

いで見ていますから。基本的に今、きのうからの質問等いろいろ皆

。 、 、さんの質問ありました やはり放射線量とか 現実的に考えてとか

客観的に見るんだけれどもどうなんだという不安もあります。

したがいまして、それぞれがそれぞれの過程でみんないろいろ考

えてあるはずであります。行政執行して方向を定めるにしても、広

く町民の意向調査をやる必要が当然あるべきだと考えております。

これは町民の皆さんからも私言われておりますが、個人個人、世帯

主も、じいちゃん、ばあちゃんの判断でかかれるではなく、どの辺

を想定するかわかりませんが、高校生以上になれば、みんなその個

人としての意思も反映できるような形の設問、いわゆる意向調査を

きちんとやるべきではないか。それから地域、職業いろいろありま

すが、町民の意向を的確に捉える設問、それは事務方のまさに能力

を発揮するところでありますから、そこは期待しておりますが、そ

ういう意向調査を的確に行う意思があるかどうか確認させていただ

きます。

答弁者、企画調整課長。○議長（吉田数博君）

。○企画調整課長 谷田謙一君（ ） それではご質問にお答え申し上げます

ご指摘のとおり、今後のまちづくりを考えていく上で、町民の意

向を把握することは極めて重要と考えております。

町独自で実施を検討いたしておりましたが、福島大学が双葉地方

８町村全体の住民を対象に意向アンケートを実施をするという提案

がございまして、双葉郡８町村において、まず福島大学の実施を行

うこととなりました。町といたしましては、まずは当該アンケート

を活用して、意向の把握を行いたいと考えております。

さらに、今後の検討を進める中では、議員おただしのとおり、こ

と細かい年代の抽出と言うことも必要と考えておりますので、町独

自の調査、独自で詳細に把握しなければならない事項等も生じるこ

とが想定されますので、その辺についても、10月頃を目途に独自ア

ンケートも実施してまいりたいと考えているところでございます。

５番。○議長（吉田数博君）

当面８カ町村、福島大学がやったやつだろうと○５番（若月芳則君）
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思っております。私どもに来たやつを参考にするということであり

ますが、まさにそれは参考にするのはいいですよ。しかし、浪江町

の町民に、８カ町村の総花でやって、川内村も、広野町も条件が違

うんです。だからやっぱり町。それは参考にするのは否定するもの

ではありませんが、やはりそれをやったからこっちはちょっといつ

でもいいだろうというスタンスでは、やはり私は不安であります。

したがって、町民を直視して、浪江の町民の意思をきちんと確認

するんだというスタンスで方向付けを考えていただきたい。どうで

すか。

町長。○議長（吉田数博君）

そのとおりであります。ただ、町村会の中で、○町長（馬場 有君）

福島大学の清水副学長だと思いますが、大学で双葉郡のアンケート

を採るということで急遽入ってきました。私どもは、早めに８月末

、 、あたりで考えておったんですけれども その前に来たものですから

これはなんともしようがないということで、これはこれとして、後

、 、は浪江独自の意向調査をするということで 大変後手に回りまして

今、若月議員がおただしのとおり、本当に事情が全く違います。い

ろんな各階各層、町、町になってしまいますので、やはり町に沿っ

た形の意向調査を今後はしていきたいと思います。よろしくお願い

します。

５番。○議長（吉田数博君）

まさに参考にするのはそれはそれで使えるもの○５番（若月芳則君）

はどんどん使えばいいわけでありますから、そこの町長が確認され

た点を重きをおいてお願いしたいと思います。

次に、３問目に入ります。これは復興計画、私も農業者の一員で

ありますから、別に農業者に偏って聞くわけではありませんけれど

、 。 、も 土壌汚染が数値的に非常に高い きのうも若干出ておりますが

文部科学省の報告では、立野と高瀬が出ておりました。いろんな地

点があるようでありますけれども、経度、緯度なんかで表示してあ

りましてどこの地点というとなかなか我々にはわからないところが

あるわけですが、立野は両方セシウム134と137を足して１万6,000

なにがしの数値の土壌汚染であります。

それから、高瀬は１万2,000を超える数値になっております。

ご案内のように、食料に供する農産物を育てるのは、5,000ベク

レルを一つの考え方として国は統一している。そういう状況を考え

るときに立野あれだけの二百何十町歩の緑がまさに今、草もうもう

でありますけれども、この数字は取りあえず高いところもおそらく

中山間地帯にもあるだろうと思いますが、こういう問題の解消。な
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かなか新聞報道を見れば、ひまわりとかそんなものではどうにもな

。 。んないと 表土汚染が最高ではないかみたいな報道がなされている

私が心配するのは、こういう対応策というのはみんなが帰れる日の

設定の２、３年前ぐらいから始まらないと、帰ったから、はいどう

ぞと言われて、昔の営農ができる農地の状態には戻せないんです。

そうすると、そういう時間のタイムラグと言いますが、その差が出

てまいりますから、そういうものの全体の帰還計画にも影響が出て

くるのかなという思いがあります。そういうことも踏まえて、浪江

町は生産量の向上とかなんかもかなり動いておりますから、若い人

が帰って、若い人でなくても帰って、じゃあすぐに就業の場が確保

できるかというとなかなか難しいと思います。私は、昔から農業と

いうのはそういうときの受け皿になりうる。今までだって浪江町で

定年になったからって、みんな困っている人、誰もいなかったはず

です。大体農業者が多いから、農業で一生懸命やっているわけであ

りますから、そういう農地の保全というのはそういう意味でも受け

皿として、非常に大事な一面を持っておりますので、町長の質問趣

旨に書いておりますけれども、こういうのは国の判断とかいろいろ

ありますし、支援金とかいろいろ除染対策は国が主管するところが

多いと思うのです。基本的にこういう部分について、県、国等に、

町民はみんなこういうこと言っているのです。議会に言えるのは町

議会議員は言える。国、県のお偉いさんに言えるのは町長だと。だ

から町長がどういう思い出そういう場面でこういう土壌汚染につい

て考えてものをいうのだということがあります。

したがいまして、この農地の保全、いわゆる就業の場の確保、そ

ういうことも含めてどういう考え方で国県に対応していくのか、考

えをお聞かせください。

町長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○町長（馬場 有君）

まさに農地の保全は、やはり我々の町道を守る、あるいは一次産

業での基幹産業である農地、これは非常にこれから生きていくため

には大変な大切な場所なんです。

したがいまして、国に対しましては、強く除染を早くやって、元

の土壌に戻るように強く要請をしております。特に、来年作付けで

きるのかどうかという問題も、もうそろそろ出てまいりますので、

やはり早め早めに土壌改良なり、土壌汚染をしていかないと、いつ

まで経っても手をつけられないという状況になりますので、これは

強く国のほうに要請してやっておるところであります。

５番。○議長（吉田数博君）
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町長の答弁、願わくばもっと力強く国に言うと○５番（若月芳則君）

いうスタンスを期待したいところでございます。

次に移ります。県外避難者に対する支援についてお尋ねいたしま

す。ここはちょっと苦言を呈するようなこともありますが現実に今

7,500人、浪江町の３分の１が県外に避難しております。まさにこ

の人達が浪江町の思いをなくすことなく、いつの日か浪江、そうい

う思いを常に継続させて帰ってきてもらう。それがなくして、元の

浪江町の行政は担保できないわけであります。それは誰しも認めざ

るを得ない現実だと思います。私は行政報告を見ても、7,500人に

対してどういう支援をしたかなんて言うことは一言も載っていな

い。フォトビジョンを送りましたぐらいしか書いていない。３分の

。 、 、１の町民ですよ 確かに 今仮設とか目の前の大事な町民ですから

これの対応もこれはどんどんやっていかなくてはなりません。しか

し、県外にいる３分の１の人たちも、まさに３分の１の7,500人の

浪江町民であります。ここについての視点、私は今までの第１ステ

ージ、第２ステージは、まさになかなかできなかったという面もあ

ると思います。しかしこれからは第３ステージです。この意味で私

はちょっと質問をさせていただきます。私は、埼玉県に浪江ネット

ワークという昔の浪江中学校でソフトボールをやっていた女の子達

が、今、子連れで向こうにいる人達がネットワークで立ち上げて、

最初は、浪江から転校してきた子供達を学校訪問して応援したりそ

ういうことから始まったのです。でも、その人達が声をかけたとき

、 。 、に まさに関東圏一帯から浪江町民がはせ参じています この場合

その20人ぐらいの若い女の子のグループですが、埼玉県で新都心で

まさに何千人です。ボランティアも百五六十人で、浪江の焼きそば

とか、松永陶器店のおやじさんなんかも来て協力してやっていまし

、 、 、たが 私も雨の中でしたが まさにそれだけいろんな懐かしい顔が

千葉から来た。みんな集まってくるわけです。支援は確かに物資を

送った。広報紙、資料を送った。これでこの人達を支援したという

ことでやりきれるのかどうかを私は考えております。

そういう千葉に行った人とか、みんなここに来るとみんな懐かし

いと顔が見えて会話ができたということを言っているのですよ。し

たがって私は、ある意味で県外の支援について、今度は23日、明日

ですが、私は白河にいるからですが、白河にいるみんな集まろうと

いう、白河のところの会場なんかもわかったと。浪江だったらこの

ぐらいですかと、結婚式場で。そこに最初集まって個人情報で、隣

にいてもみんなわからないんですよ。個人情報開示しませんから、

誰がどこにいるのかなんて役場に聞いたって誰も教えないです。
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ですから、ボランティアがそういうお世話をしてみんな集まって

どうかという機会を捉えて、白河の場合は世話人を作ってこれから

いろんな相談業務とかやっていこう。いわゆる新しい浪江町の住民

のコミュニティをつくっていかなくてはならないだろうということ

で、今、あしたですから、当然そういうボランティアの人とか何か

でかなり浸透しています。

そういう仮設には自治会を作ってくださいとお願いしている。そ

ういう意味ではやっぱり県外に埼玉でもどこでもいい。ある程度地

域で世話人がやってくれる、ボランティアが世話してくれるのであ

れば、町に物、金をお願いしているわけではない。そういう催しが

あって浪江の町民みんな集まるよと。その機会をやっぱり今後もす

るような支援、ある意味そういう意味の県外のみんなに対する支援

。 、 、ができないかどうか この質問でありますから この辺の考え方に

ひとつお答えいただきたい。

町長。○議長（吉田数博君）

まさにご指摘のとおり、人と人とのつながり、○町長（馬場 有君）

絆、それが今、大切な時期であると考えております。したがいまし

て、全国各地に避難なされている方がやっぱりふるさとを思い、そ

の思いをとにかく実現したく、いろんな企画をしながら、今後は絆

を深めていきたいと考えています。

本当に、いろんな関東方面に行っている方でネットワークを作ろ

うという話も出ていることを認識しております。そういうことで、

それを我々が行政として支援できるものは支援していくと考えてお

ります。まさに議員おただしのとおり、そういうネットワーク的な

ものに対して、行政が手を貸していくという方向付けに持っていき

たいと考えます。

５番。○議長（吉田数博君）

その意識ひとつ大切にしていただきたいと思い○５番（若月芳則君）

ます。ボランティアだって、何年も続けられる体系もありません。

今はお世話をしていますが、そういう場面設定がボランティアの人

達がやってくれているうちに、やっぱり地域の連絡網を作って浪江

町のコミュニティとして立ち上げさせる。そういう努力をひとつお

願いしたいと思います。

次に移ります。時間を見ながら、皆さん12時に終わりたいという

ことなので。選挙です。町長選挙、きのう町長の意思表示もあった

ようであります。県議選、併せて町長選、月が経てばおそらく私ど

もの改選期にもやはり今回行われる選挙にのっとっておそらく、お

友達で普通のとおりの選挙戦ができれば、それは私どもも期待する
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ところでありますが、そういうことも含めて伺うわけでございます

が、この現況を踏まえればなかなか大変だろうと思います。

今、選挙管理委員会等でどういうことが想定されて議論されてい

。 、るのか 全体像がまだ掌握できないところもあるかとは思いますが

概略でも結構ですから、ここで教えていただければと思います。

浪江町選挙管理委員会書記長。○議長（吉田数博君）

11月10日告示、11月20○浪江町選挙管理委員会書記長（根岸弘正君）

日投票ということで、今までですと浪江町は17投票ということでや

っておりました。ただ、今回につきましては、17投票区ではなく１

つの投票区で行うということになろうかと思います。そのため、通

常ですと１投票区１投票所ということでありますけれども、今回に

つきましては、１投票区１投票所というわけにはまいりません。で

すので、その投票所の数をどれだけにするか。その投票所の設置場

所をどこにするかという問題が出てまいります。また、それと合わ

せまして、期日前投票につきましても、あれは役場１カ所でやって

おりましたけれども、これも数を増やさなければならないというこ

とで考えております。

さらに先ほど議員からありましたように、県外に7,300人、有権

者がすべてはありませんけれども、３分の１の有権者が出ていると

いうことで、かなり不在者投票も大変だと言うことであります。

したがいまして、選挙の啓発であるとか投票の方法、居所の確認

について、慎重を期しながらやっていきたいということで今準備を

進めているというところでございます。

５番。○議長（吉田数博君）

今の段階で具体的なところまでは答えられない○５番（若月芳則君）

とも思いますので、ひとつこれ以上は時間もありませんのでやりま

せんが、ひとつ万全を期して平等、公平、きちんと支障のないよう

に選挙が行われるという態勢を今から準備をして行っていただきた

い。

次に移ります。原発の損害賠償の町支援体制と現在の状況につい

てでありますが、先輩諸兄の質問の中にも難しすぎるとか今の東電

の問題については触れられております。ある意味、私の思うところ

は交通事故で、全くひどい加害者とぶつかっちゃったなと。普通な

ら加害者が「すみません。こうしてやります」というわけですが、

我々頭を下げて 「ああそうですか」なんてやっているような状況、

になるかと迷走してしまいまして、いろいろありますが、いつ帰れ

るのか。いろんな問題についてくるのは、次の前置きで不安感にな

りますから賠償の問題なんですね、出てくるのは。今わかる範囲で
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結構でありますが、農業とか、商工業とかいろいろ賠償で最初に仮

払とか何かで請求とかいろいろやっておりますが、全体像として掌

握できる範囲で個人のどうのこうのは結構ですが、全体として今、

どういう賠償請求関係とか、そういう動き、流れ教えていただきた

い。

産業振興課長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○産業振興課長（高倉敏勝君）

まず商工業関係、250万円を限度とした請求でございますが、９

月20日現在で請求件数が508件。これは商工会の会員だけではござ

いません。非会員も入ります。請求金額が６億644万6,000円。これ

が現時点での請求額でございます。

それから農産物につきましては、現時点で請求した件数ですが、

８月末で20件、9,586万円です。９月12日現在ですと一気に増えま

して158件、１億4,172万4,000円の請求がなされております。これ

につきましては、それぞれ農産物の損害賠償につきましては水稲、

それから園芸とかそれぞれございますが、それもすべて現在９月15

日まで集計はできているようでございます。細かい数省きますが、

９月15日現在でのすべて畜産も含めましての請求額ですが、２億

1,869万7,000円が家畜、その他をすべて含んだ請求額ということに

つかまえております。

なお、漁業関係につきましては、数値については相馬双葉漁業協

同組合のほうなのですが、こちらについては数字については明らか

にしていただくことはできませんでしたのでご理解いただきたいと

思います。

５番。○議長（吉田数博君）

この数字、まさにこれは請求と、東電との民事○５番（若月芳則君）

の中身でありますから、私はここで質問したいのは、やはり農業関

係の請求書を作る行為。これ一つでも今回収率、私も農協の役員を

やっておりますから、どんどん進めるということで今進めておりま

す。

しかしながら、ちょっと面倒くさいと今、高齢者になっていてな

かなか出さない。本当に今20件とか30件とか、今出たのでは150件

とかその程度で、浪江町の農家世帯数は二千いくらあるはずです。

ですから出してないところがまだまだあるわけです。私が一番懸

念するのは東電もそうでありますが、難しいから面倒くさいから書

かないということになってきますと、基本的にかなりの金額が浪江

町民に入ってこない。そういうことが懸念されます。

したがいまして、これは行政がどこまでできるかということもあ
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りますけれども、私ども、相談室を作ったときの思い、考え方をも

、 、う一度整理して やはりそういう行為を進めるように努力する考え

そういう体制整備があるかどうか、確認をさせてください。

答弁者、産業振興課長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○産業振興課長（高倉敏勝君）

農家の方については、非常に面倒だということで、ご指摘のよう

に申し込みが少ないような状態でございますので、各サポートセン

ター、ＪＡですね。それと我々行政のほうで会合がある毎にできる

だけ早めに出してくださいというような要請をどんどんしていきた

いと思いますし、できれば町のお知らせ版等も使って、まだ出てき

ていない方は早めに出してくださいというＰＲをしていきたいと思

います。

５番。○議長（吉田数博君）

私どもも、立場の中でそういう努力はいたしま○５番（若月芳則君）

すが、一つ行政としても個人個人の原発に対する部分についても、

難しいから書かないとか何かではなくて、やっぱり請求行為が第一

歩だということをとらえて一つそれらへのご尽力を要請しておきま

す。

最後の質問であります。震災後６カ月を経過して、これも先輩諸

兄の質問と重複するところありますけれども、切り口を変えて質問

します。

原発、東電などいろんな思いが町長はじめ町民全員が持っており

ます。最初の私どもの町に、さっき言いましたように東電からの連

絡がどうだったとか、オフサイトセンターからの連絡がどうだった

とか、いろんな場面、場面でそれぞれ判断があったわけです。

ここで私は判断という言葉を申し上げますが、どの場面でも、ど

んな過程でも、そのときそのときこの避難先、どっちに行くかこっ

ちに行くか、そういう判断行為が必ずあるんです。町としてもそう

いういろんな記録が希薄にならないうちに、検証とまではいわなく

ても、きちんと検討していただきたい。その考えがあるかどうか。

ここで誤解しないでください。時間の経過で列記したなんていうの

を私は求めているのではありません。必ずそこには結果として、あ

れをこうやっておけば良かったんだな。あれがこうだったら具合悪

くなった。

例えば一例です。これはきついかもしれません。ただ先ほど、ヨ

ウ素の問題もあります。それから放射線が高い所に逃げていたとい

うような表現もありましたが、そのときに、私たちの町は、ガイガ

ー計測器を持っていって計りましたか、前段に。そういう行為があ
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ったかどうか。ちょっとそこだけ。ガイガー線量計をして避難指示

であったかどうかそこだけ。

町長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○町長（馬場 有君）

、 。今お尋ねのように ガイガーカウンターについて調査はしません

特に、私もこの原災を受けてからいろいろ考えておりました。やは

り県の原子力防災計画が、全く絵に描いた餅だったということが一

つです。その絵に描いた餅だったという理由ですけれども、これは

やはり情報開示をして、情報公開をしながら、どういうふうにいわ

ゆる防災計画の対象地域に、伝達手段をどういうふうにしていくの

か。それは電話、あるいはホットライン、そういう電子機器なんで

す。これらまさに停電とか何かによって全然動きがとれなくなって

しまったということで、なんらかの伝達方法、手段、無線でもいい

ですし、そういうものが必要だったと考えています。そういうこと

で、県の防災計画の中で示されているように、10キロ圏、あるいは

20キロ圏、そういうところに避難して行けという指示書がありまし

たので、私どもは、原発の事故が起きて、10キロ圏内あるいは20キ

ロ圏内に出ていったというのが我々のとった軌跡だと思います。

５番。○議長（吉田数博君）

町長からそういう思いを語っていただきました○５番（若月芳則君）

が、私がここで言いたいのは、やはりこういうときに緊急避難する

マニュアルが多分あったのだろうと思います。その浪江町民の10キ

ロ考えてどこに逃げようとか、何をどういう諸動作をするかという

マニュアルがあったんだろうと思います。あったんですかと私はそ

こを最初に聞いておきます。

住民生活課長。○議長（吉田数博君）

その計画の件ですが、一応防災マニュ○住民生活課長（植田和夫君）

、 、アル上は10キロ圏はどこにあるのかとか各避難所 それは３キロ圏

５キロ圏、浪江には３キロ圏ございませんが、こういう鉄筋の遮蔽

が強いもの、防災計画上は避難所として指定しております。

５番。○議長（吉田数博君）

私はここで質問の趣旨としては、そういうこと○５番（若月芳則君）

を踏まえてやっぱり皆さんあれだけ苦労したわけですから、あのと

きこうすれば良かった。それから先も言ったように計測器を持って

いって計っておれば、また判断というのは変わってくる。そういう

ことを、みんなの今反省を記憶で、こうすればよかったという議論

を今のうちにやって検証という形に、誰が悪かったとかそんなこと

を言っているわけではありません。ただ、そういう場面をちゃんと
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行政の中でやる考え方があるかどうか。

住民生活課長。○議長（吉田数博君）

今、議員おただしのとおりでございま○住民生活課長（植田和夫君）

すが、その件について、非常に大事であるということは認識してお

ります。

５番。○議長（吉田数博君）

認識とやるかやらないかは別ですから。そうい○５番（若月芳則君）

った点、もう一度確認しておきます。やるかやらないか、認識があ

るかないかを私は聞いているわけではありません、やるかやらない

かです。

町長。○議長（吉田数博君）

まさに行動するかどうかの問題です。これはき○町長（馬場 有君）

ちんと検証して、そして後世に教訓を与えるような形のものの資料

を残していきたいと考えております。

５番。○議長（吉田数博君）

まさにそこをお願いしたんです。これは町民の○５番（若月芳則君）

声だと思ってください。岩手県の津波が常襲的で、100年ぐらい前

の津波があったから、ここから下には家を建てるなと大きな石を置

いたというの皆さんが見たでしょう。あれが後世に残すということ

なのだと私は思っております。一つ、そういう思いで、この件につ

いては対応していかなくてはならない。

これで質問を終わりますが、最後に町長に一つ、全国に飛散して

いるまさに北海道から沖縄まで飛散している町民が、浪江町を何を

考えて、どう行動するかというのは、テレビ、マスコミのメディア

でしかわかりません。

したがいまして、その代表者であるトップリーダーの町長、テレ

ビを通じてやっぱり元気良く、一生懸命笑顔も見せて、怒るときは

怒っていいんですよ。これだけ苦労しているんだから、怒るときだ

ってあると思うんです。やっぱり喜怒哀楽はっきりさせて、全国の

浪江町民に、自分の町の町長はこういう考えで動いているんだと、

次が見えるようにひとつ頑張って欲しいと要望して質問を終わりま

す。ありがとうございました。

以上で５番、若月芳則君の一般質問を終わりま○議長（吉田数博君）

す。

ここで昼食休憩のために午後１時30分まで休憩○議長（吉田数博君）

をいたします。

（午後 ０時０６分）
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再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 １時３０分）

◇橋 爪 光 雄 君

続いて一般質問を行います。○議長（吉田数博君）

９番、橋爪光雄君の質問を許可します。

９番。

［９番 橋爪光雄君登壇］

、 。 、「 」○９番 橋爪光雄君（ ） ９番 公明党の橋爪光雄です 通告に従い 住

環境について、心のケアについて、一問一答方式で質問します。

３月11日の大震災から６カ月。犠牲となった方々に改めて追悼の

誠を捧げると共に、ご遺族並びに被災された皆様に心よりお見舞申

し上げます。

「住」環境について質問いたします。

岩手、宮城、福島の３県では、大震災発生から１週間後、避難者

の数は36万人余に達したとの報道がありました。浪江町民もプライ

バシーもない劣悪な避難所生活が長期間続き、体調を悪くする方、

持病が悪化し入院する方も多く見られました。連日、行政の対応が

求められる毎日でした。

その後、ホテル、旅館、ペンションなどでの避難生活に移り、家

族と暮らせる町民の笑顔が見られました。国は、仮設住宅の建設に

着工したが、政府の対応が遅いため、建設が遅れ、町民の入居が遅

れた結果となりました。

26カ所の仮設住宅2,754戸が完成し、９月14日現在1,928戸に入居

され、入居率は70.0％の進捗状況が行政報告されました。私も仮設

住宅で暮らしている一人ですが、決して安心して暮らせる状況とは

言えません。入居者に気配りされた良い面もあります。アサガオの

つる性植物で窓を覆い、緑のカーテンが涼しさを感じられ、緑に癒

されます。

仮設住宅に関しては、20番議員が質問されましたが重複しないよ

うに質問してまいりますので明解な答弁をお願いいたします。

。 。雨が降れば雨漏れ 隙間風とほこりが室内に入り環境が悪くなる

風呂場の手すりが必要な場所に取り付けていない。今年の夏は暑さ

が厳しく、長時間は部屋に入っていられない状態です。

木造づくりの仮設住宅は、他の仮設住宅より過ごしやすかったと

伺っております。出入口の踏み台は、合板を使用しており、雨の日

はすべりやすく転倒した高齢者の方もいます。カーテンレールが落
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下し、安心して眠れなかったとの報告も受けております。この場所

は本宮市の仮設住宅です。

応急仮設住宅とはいえ、住環境の格差があります。入居者に対し

ての配慮が欠けているのが実態です。敷地には細石が敷いてあり、

高齢者が押し車を押すことができず苦労しております。雨が降れば

水が溜まり、長靴を履かないと歩けない状態にあります。

今朝のテレビニュースによりますと、須賀川市の仮設住宅は床上

浸水したとのことです。排水設備がきちっとなっていれば、このよ

うなことは防げたのではないかと思うところでございます。

厳しい工程での建設は理解するが、完成検査はどのように行われ

たのか。町はどのような対応をしたのか伺います。

答弁者、建設課長。○議長（吉田数博君）

仮設住宅の検査がどのように行われたかと○建設課長（原 芳美君）

いうことでございますが、福島県が仮設住宅を提供するということ

で、県の検査、その他にはその施工業者であるプレハブ協会であれ

ば、プレハブ協会のほうでの検査という形になっております。

９番。○議長（吉田数博君）

確かに県の対応で建設されたのは承知しており○９番（橋爪光雄君）

ます。

しかし、住むのは浪江町の住民であります。行政としては、入居

者に関しても配慮をしっかり行うという意味から、国に関してもき

ちっとやはり入居者が安心して住めるような仮設住宅づくりに対し

て、要望をきちっと伝えることができると思われます。この点につ

いて答弁を求めます。

答弁者、建設課長。○議長（吉田数博君）

いわゆるクレームと言われる件数は約150○建設課長（原 芳美君）

件ほどにのぼります。主なものは、馬場議員にも申し上げましたよ

うに、風除室の雨漏りと敷地については排水が悪いという部分でご

ざいます。

それで、再三にわたり要望をしてきたところでありますが、通路

のシルバーカーを利用する部分については、舗装をするという回答

をいただいておりますが、まだ26カ所中８カ所しか工程の中では示

されておりません。これからも根気強く、粘り強く要望していきた

いと考えております。

９番。○議長（吉田数博君）

事例では、不具合の中でカーテンレールが就寝○９番（橋爪光雄君）

、 。 、中に落下して 実は顔に当たる寸前だったという状況です これは

どんなに厳しい工程の中での建設とはいえ、検査時においてあるい
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は完成時においてきちんと点検確認チェックしていれば、このよう

なことは絶対あり得ないんです。たまたまけがをしなかったから良

かったと思いますけれども、けがをしたらどうしますか。この責任

はどこにありますか。こういったことを、よく深刻な事態だという

ことをよく認識して、県に対してこの中身を伝えてもらいたいと思

います。

このことにおいて答弁を求めます。

建設課長。○議長（吉田数博君）

。○建設課長 原 芳美君（ ） カーテンレールが顔に当たってしまったと

大変申し訳なく思っております。

それと昨日の台風15号の関係の要望としてございますので、一応

取りまとめた中で県に要望してまいります。

顔のカーテンレールというのは強く申し入れていきたいと思いま

す。

９番。○議長（吉田数博君）

これは口頭ではなくて、直に文書でこのような○９番（橋爪光雄君）

ことが起きたということで、早急に県に申し入れしてもらいたいで

す。

それから、保守・点検ですけれども、仮設住宅の不具合とか、問

題等が発生した時には、すぐ対応して入居者に対して不安を与えて

。 。はならない しっかりとした対応をとっていただきたいと思います

定期的に仮設住宅を訪問し、入居者の声を聞くことが必要なんで

す。住宅の保守・点検についてどのように取り組みをするのか、伺

います。

答弁者、建設課長。○議長（吉田数博君）

仮設住宅、なにぶん26カ所にわたっており○建設課長（原 芳美君）

ます。それを今の体制の中で巡回するということは、なかなか困難

という部分で考えております。

その中で、前から答弁にありますような生活支援員からの情報等

を集めまして、対応をしていくというように考えております。よろ

しくお願いします。

９番。○議長（吉田数博君）

これも整理が大変だと思います。26カ所の仮設○９番（橋爪光雄君）

住宅入居者の声を聞いて即対応できるかと。重要な中身であります

ので、どうかスケジュールを立てて、今月はどこどこの仮設住宅を

訪問するとして点検パトロールすれば、26カ所全般の仮設住宅に関

して、きちっとした対応ができることは間違いありません。スケジ

ュールを組んでの取り組みについて、もう一度お答え願います。
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答弁者、建設課長。○議長（吉田数博君）

仮設住宅の所在町、市については、それぞ○建設課長（原 芳美君）

れ出張所がございます。そういう中でそれぞれ自治会をつくってい

ますので、情報としてはいろんな形で集まるかと思います。

その中で、それぞれの要望に対して検討を加えたり、現場に行っ

て確認するということは、出張所との相談になるかと思います。

９番。○議長（吉田数博君）

満足いくような答弁ではございませんね。要は○９番（橋爪光雄君）

担当班として、やはりそれは責任をもってまずスケジュールを立て

て、行動するということは大事なことなのです。

その上で出張所がある地域、自治会も立ち上がってきたところで

すが、情報がスムーズに入らないのが実態だと思います。

ですから、まず担当班で行動するというところからはじまらない

と、入居者に対しても対応が遅れてしまうという結果になりますの

、 。で どうかしっかりとした体制で取り組んでもらいたいと思います

要望といたします。

結果として、県の対応が遅いということでいろんな不具合が生じ

ているのは事実であります。しからば、県の対応が遅ければ、町独

自での対応をするべきと思いますけれども、このことについて答弁

願います。

答弁者、建設課長。○議長（吉田数博君）

仮設住宅の管理について、また詳細につい○建設課長（原 芳美君）

て県のほうと、どこまで管理するのかという部分が決まっていない

部分がございます。決まり次第管理するような形になるかと思いま

す。

９番。○議長（吉田数博君）

実は、集会所とか談話室が各集会所には設置さ○９番（橋爪光雄君）

れております。身障者の方は、スロープもあり、トイレにも何とか

車イスで入って使用することはできます。

しかし、仮設住宅はもちろん出入り口は段差が多く、車イスで入

れないようなトイレになっております。あまりにも身障者に対して

の配慮がなされていないのが実態です。こういったところまで、し

っかりと県に要望するということで取り組んでもらいたいと思いま

す。ここについても答弁を求めます。

答弁者、建設課長。○議長（吉田数博君）

身障者の仮設住宅利用については、個別の○建設課長（原 芳美君）

部屋という部分で県に対して要望し、一部手すり等の設置とか、一

部入っているケースもございます。
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９番。○議長（吉田数博君）

現在、身障者の方、どのような所で住まれて生○９番（橋爪光雄君）

活をしておりますか。答弁願います。

答弁者、建設課長。○議長（吉田数博君）

１つ例を上げますと、二本松市で申し上げ○建設課長（原 芳美君）

ますと、建設技術学院跡の仮設住宅がございます。

９番。○議長（吉田数博君）

26カ所の仮設住宅の中で、建設技術学院学校跡○９番（橋爪光雄君）

地の仮設住宅は、身障者が今入られて暮らしていると。この中で特

に問題とか支障は出ておりませんか。答弁願います。

答弁者、建設課長。○議長（吉田数博君）

その方は、車イスの生活でございます。要○建設課長（原 芳美君）

望があった点については、お風呂のシャワーをシングルレバーにし

てほしいという部分がございました。

９番。○議長（吉田数博君）

担当課長のお話では、町としてはしっかりと取○９番（橋爪光雄君）

り組んでいる最中だということで、誠意に対しては私も理解いたし

ます。しかし、まだまだ不十分ですので、県に対してはしっかりと

した要望、これも迅速に時間をおかないで対応してもらいたいと思

います。この点についても要望です。よろしくお願いします。

次に、心のケアについて質問いたします。

1995年の阪神・淡路大震災では、仮設住宅で233人の「孤独死」

があったとの報道がされております。当町の独居世帯はどのくらい

あるのか伺います。

答弁者、健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

当方で把握してい○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

る独居世帯につきましては、約700人前後と確認しております。

９番。○議長（吉田数博君）

700人前後、非常に多い数ですね。この状態を○９番（橋爪光雄君）

どのように対応されていますか。答弁願います。

答弁者、健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

現在、保健師それ○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

から看護師による巡回相談を行っております。

その上で健康上問題ない方につきましても、かならず声かけをす

るようにして、今保健師や看護師が巡回相談にあたっている現状で

ございます。

９番。○議長（吉田数博君）

700名前後の独居者に対して大変な作業だと思○９番（橋爪光雄君）
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いますけれども、どうかあたたかな、こまめな親切な対応を続けて

いくことが、孤独という深刻な事態から抜け出し、安心して暮らせ

るようになりますので、引き続き誠意ある行動を求めたいと思いま

す。

これについてもう一度お答え願います。

健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

対話が当然孤独死○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

を防ぐための手段としては、これは一番効果があると考えておりま

す。

話の中で、精神的に心のケアが必要だと感じた場合におきまして

は、精神保健師等の専門職、そういう方に相談を持ちかけて、定期

的な訪問でもって心のケアに努めておるということでございます。

今後も、こういった訪問については、週１回、週２回、努めてま

いりたいと考えております。

９番。○議長（吉田数博君）

次に、父親、母親のいずれかが死亡、行方不明○９番（橋爪光雄君）

になった「震災遺児 、両親ともに失った「孤児」はどのぐらいい」

るのか、またどのような対応をされているのか伺います。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 １時５７分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 １時５７分）

執行部側として質問の内容が把握していないと○議長（吉田数博君）

いうことでございますので、ひとつ別な質問に変えてください。

９番。

関連の中身ということで質問をさせてもらいま○９番（橋爪光雄君）

、 。したので 執行部に伝わっていないことに関しては反省いたします

質問を続けます。長期間の避難生活と仮設住宅暮らしで孤独とな

る方が少なくありません。孤独を防ぐためにはみんなで声を掛け合

うことが必要です。訪問、対話されていると伺っておりますけれど

も、どのような取り組みをし、どのような結果になっているのか伺

います。

健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

仮設住宅等の巡回○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

相談につきましては、当町の保健師以外に臨時看護師、それから他
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県からの保健師の協力を得まして１チーム２名で、３、４チーム体

制で相談にあたっております。その中身でございますが、相談者が

ゆっくり話ができること。それから高齢者や独居世帯の訪問を、先

ほど話しましたように頻回することが当然必要だということで考え

ております。当然精神面でのケア、孤独死の予防に３、４チームの

体制で相談的にあたっておりますので、予防につながっているもの

と考えております。

９番。○議長（吉田数博君）

ここに持って来ましたけれども、政府広報誌と○９番（橋爪光雄君）

して「仮設住宅暮らしの手引き」ということで、このような雑誌を

。 、いただいております これは仮設住宅全戸に配布されておりますか

お伺いいたします。

９番、通告書にそのことが記載されていないと○議長（吉田数博君）

ということで、答弁者が準備されていないということです。

９番。

この冊子については、わかる範囲であとまた伺○９番（橋爪光雄君）

います。

施設の活用について質問をいたします。仮設住宅内に集会所、談

話室が設置されておりますが、まず利用活用について伺います。

健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

仮設の施設の活用○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

についてでございますが、現在、桑折町、二本松市、本宮市の仮設

住宅内にデイサービス、それからグループホームの設置の準備を今

現在行っております。

福島市につきましては、県のほうで９月議会において補正予算で

、 、上げているということでございますので 福島市のほうについては

若干施設の工事についてかかるのかと考えております。

このサポートセンターの施設の利用でございますが、デイサービ

スばかりではなくて未就学児の預かり、それから放課後の児童預か

り等の事業も行うような予定になっております。

事業所につきましては、社会福祉法人の博文分会、それから特定

非営利活動法人ＪＩＮが事業提供を行う予定になっております。

９番。○議長（吉田数博君）

仮設住宅の集会所、談話室は、入居者が常に使○９番（橋爪光雄君）

えるようなそんなスペースに私は活用したいと思います。狭い部屋

に閉じこもって孤独という状態になる方が多くなっては大変なこと

になります。ですから集会所、談話室に集まって、いろいろ町民同

士が集まって会話して交流できる場にするべきだと思っておりま
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す。このことについて行政はどのようにお考えかお答え願います。

企画調整課長。○議長（吉田数博君）

それでは、仮設住宅の集会所並びに談○企画調整課長（谷田謙一君）

話室の活用についてお答えを申し上げます。

その地区の仮設住宅の中の人の当然自治会での利用はもちろんの

こと、住民同士のコミュニティーづくりということでの活用が大変

期待されている施設と思います。

その中ではサロンの活動とか、健康体操とか健康相談、あとはい

ろいろなイベントなどもできるかと思います。そういう中で活用し

ていただきたいと考えております。

なお、開放につきましては、自治会が出来次第、出来たところに

は自治会長のほうに鍵をお渡しして、開放するという状況となって

おります。

９番。○議長（吉田数博君）

今、明解な答弁いただきまして、実はほっとし○９番（橋爪光雄君）

ております。

やはり、仮設住宅ごとに集会所、談話室があるわけですから、こ

れはフルに活用して元気な町民になっていただくために、本当にい

ろんな形を募ってやれることがベストだと思います。明解な答弁あ

りがとうございました。

それから、町民が地域の方とふれあい、絆を深めるためには、や

はり公共施設、民間施設を利用して、大勢の人と交流し会話できる

ような場を設けることも一つの方策かと思っております。

そのような地域との交流をする場を設ける計画はあるのかどう

。 、 、か 公共施設 民間施設を利用した交流の場を設けることについて

伺いたいと思います。

企画調整課長。○議長（吉田数博君）

。○企画調整課長 谷田謙一君（ ） ただいまの質問にお答え申し上げます

町長の行政報告でも申し上げましたが、一つの例として盆踊り大

会ということを実施しております。

それは、二本松市の夏まつりと一緒になったイベント、岳温泉の

イベントという中で地域等と交流を深めながら、そこの中で浪江町

民も一緒に参加して強い絆をつくっていただくということで進めて

、 。おりまして 機会をとらえてそういうことを設けて深めております

９番。○議長（吉田数博君）

施設の活動については、こまめな取り組みをし○９番（橋爪光雄君）

て常に活動してもらう。町民が元気になっていただくといった目的

、 。で どうか積極的な取り組みを今後もしていただきたいと思います
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、 。予定の質問はすべて終わりましたので 以上で質問を終わります

以上で９番、橋爪光雄君の一般質問を終わりま○議長（吉田数博君）

す。

通告を受けました一般質問はすべて終了いたしました。

以上で一般質問を終わります。

◎認定第１号から議案第５７号一括上程、説明

お諮りいたします。日程第２、認定第１号から○議長（吉田数博君）

日程第17、議案第57号まで一括議題といたしたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって日程第２、認定第１号から日程第17、議案第57号までを一

括議題といたします。

日程第２、認定第１号 決算の認定について、町長から提案理由

の説明を求めます。

町長。

認定第１号 決算の認定についてご説明をいた○町長（馬場 有君）

します。

本案は、平成22年度浪江町一般会計をはじめ10の特別会計の予算

執行結果を報告し、認定を求めるものでりあます。

一般会計においては、国による経済対策交付金を活用した地域ス

、 、ポーツセンター建設事業を始め 小中学校太陽光発電施設整備事業

地域情報通信基盤整備事業や、携帯電話基地局整備事業、町営住宅

建設事業など20億円を超える公共施設整備事業に取り組みました。

しかしながら、３月11日に発生した東日本大震災、翌日の原発事

故による全町避難により、多くの事業で完了することができず、多

額の収入未済、事業繰越が発生いたしました。

そのため、歳入・歳出決算額とも前年度を上回ったものの、実質

収支、実質単年度収支とも、前年度を大きく下回りました。

また、経常収支比率及び実質公債費比率についても、震災等の影

響により町債の償還を猶予いただいたこと等により、前年度を下回

る値となっております。

このように、震災等の影響により、決算における計数が大きく増

減しておりますので、ご了承をお願いいたします。

その他10の特別会計においても、全て実質収支の黒字を確保いた

しております。

なお、決算の認定を求めるにあたり、監査委員の審査を受けまし
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たので、その意見書及び関係書類を併せて提出しております。

詳細につきましては、それぞれ担当課長が説明いたします。

内容説明は会計ごとに行います。○議長（吉田数博君）

平成22年度浪江町一般会計歳入歳出決算について、内容説明、総

務課長。

平成22年度主要な施策の成果によりご説明○総務課長（根岸弘正君）

を申し上げます。

２ページをお開きいただきたいと思います。平成22年度一般会計

及び特別会計歳入歳出決算であります。まず普通会計のうち、一般

会計につきましては、予算現額は各１億8,251万２千円、歳入決算

額94億8,822万6,000円、対予算費93.2％、歳出決算額88億3,388万

円、対予算費86.8％、歳入歳出差引残高は６億5,434万6,000円であ

ります。

以下、文化及びスポーツ振興育成事業特別会計から、その他会計

につきましては、それぞれの担当課よりご説明を申し上げます。

普通会計、事業会計、その他の会計の総額は予算現額151億2,637

万3,000円、歳入決算額143億7,999万5,000円、対予算比95.1％、歳

出決算額135億1,030万3,000円、対予算比89.3％、歳入歳出差引残

高は８億6,969万2,000円であり、すべての会計において黒字決算と

なったところであります。

次のページになります。１．決算及び決算収支の状況であります

が、歳入総額94億8,822万6,000円、増減率16.7％の増であります。

歳出総額は88億3,388万円、増減率15.7％の増であります。歳入歳

出差引額、形式収支になりますが６億5,434万6,000円の黒字となっ

ております。翌年度へ繰り越すべき財源４億4,284万4,000円を差し

引いた実質収支は２億1,150万2,000円の黒字であります。

また、実質収支から前年度の実質収支３億5,044万5,000円を差し

引いた単年度収支では１億3,894万3,000円の赤字となったところで

あります。

さらに、単年度収支、財政調整基金への積立金２億8,347万2,000

円を加え、財政調整基金取崩額8,157万2,000円を差し引いた実質単

年度収支では6,295万7,000円の黒字となったところであります。

５ページをお開きいただきたいと思います。全町避難により多く

の事業において年度内に完了することができず、翌年度へ繰り越す

こととなった繰越事業状況でありますが、継続費の逓次繰越が１事

業、繰越明許費による繰越事業が７事業、事故繰越によるもの35

事業、計43事業が翌年度への繰越事業となり、繰越額合計は９億

1,365万4,000円となり、その財源として未収入特定財源が４億
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7,081万円、繰越事業繰越金が４億4,284万4,000円を財源として翌

年度へ繰り越しとなります。

次に、歳入の状況、６ページになります。歳入の主なものについ

てのご説明を申し上げます。町税は決算額19億1,786万3,000円、対

前年度比6.0％の減となっております。これは町民税３月特別徴収

分及び徴収業務不能等による減収が大きな要因となっております。

地方譲与税は１億4,879万3,000円、前年度比2.8％の減でありま

す。

地方消費税交付金は１億8,074万1,000円、前年比0.2％の減であ

ります。

地方交付税は26億6,581万円、前年度比8.1％増であります。増減

額で２億15万5,000円の増額となったものであります。増額の内訳

は、普通交付税で１億6,621万4,000円の増、特別交付税が3,404万

1,000円の増となりました。

国庫支出金が23億1,510万5,000円、前年度比153.8％の増であり

ます。これは公共投資臨時交付金、安全・安心な学校づくり交付金

等の交付によるものであります。

、 。県支出金は６億3,699万9,000円 前年度比10.5％の減であります

これは繰越事業財源の二種等分によるものが主なものであります。

、 、 。繰入金は １億7,868万6,000円 前年度比36.6％の減であります

財政調整基金等からの繰入金の減によるものであります。

諸収入は１億9,436万1,000円、前年度比5.1％の減であります。

貸付金元利収入の未収等による減であります。

町債は４億9,169万1,000円、前年度比20.8％の減であります。こ

れは津島保育所建設事業の終了と借入対象事業の減によるものであ

ります。

歳入合計では94億8,822万6,000円となり、前年度比16.7％の増と

なっております。

次に、７ページの財源の構成であります。

まず、使途が特定されない一般財源についてでありますが、決算

額の合計は62億9,145万3,000円、歳入合計に対する割合は66.3％、

増減率で3.2％の増であります。増額となった主なものは地方交付

税、繰越金、町債等であり、減額となったものは、町税、国庫支出

金等であります。

次に、使途が特定される特定財源の合計は31億9,677万3,000円、

歳入合計に対する割合は33.7％、増減率57.3％の増減であります。

増額となった主なものは、国庫支出金、繰越金となり、減額となっ

たものは、県支出金、町債等であります。
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その下の段でありますが、自主財源と国庫依存財源であります。

自主財源の合計は29億7,777万4,000円、歳入合計に対する割合は

31.4％、対前年比1.3％の減となっております。これは町税繰入金

等の減によるものであります。

国県依存財源の合計は、65億1,045万2,000円、歳入合計に対する

割合は68.6％、対前年度比27.3％増となっております。これは地方

交付税国庫支出金の増によるものであります。

次に、９ページの第４表町税の状況についてでありますが、町民

税決算額が７億3,983万3,000円と増減額で１億2,288万9,000円、増

減率で14.2％減となっております。これは３月分の未収等の関係で

ございます。

次に、10ページをお開きください。歳出の状況であります。目的

別歳出の状況でありますけれども、まず主な款によってご説明を申

し上げます。

総務費でありますが、総務費の決算額は12億5,675万1,000円、対

前年度比は15.6％の減であります。これは定額給付金給付事業の終

了等どによるものであります。

民生費の決算額は19億4,496万1,000円、対前年度比1.3％の増で

あります。これは子ども手当の支給等による増であります。

農林水産業費は５億1,721万円、対前年度比22.2％の減でありま

す。これは国営請戸川土地改良負担金、町単農地事業減額によるも

のであります。

、 。土木費は８億3,654万2,000円 対前年度比10.2％の減であります

これは、常磐道地方協力負担金及び町単道路改良事業等の減による

ものであります。

教育費では24億2,562万1,000円、対前年度比216.3％の増であり

ます。これは地域スポーツセンター建設事業や小・中学校太陽光発

電施設整備事業の実施によるものであります。

、 。公債費は５億8,610万9,000円 対前年度比23.1％の減であります

これは、いままで高利率の地方債の繰上償還等を行ってきたこと及

び県振興基金の償還延期等によるものであります。

次に、12ページになります。歳出の性質別決算額であります。

義務的経費でありますが、義務的経費の決算額は27億9,524万

5,000円、構成比31.6％、対前年度比2.3％の増であります。これは

人件費、公債費において減少したものの、扶助費において子ども手

当の増額等に総体的に増加したものであります。

投資的経費につきましては、決算額23億7,685万円、構成比26.9

％となり、対前年度比132.0％の増であります。これは津島保育所
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建設事業の完了や常磐道地方協力負担金の減があったものの、地域

スポーツセンター建設、小・中学校太陽光発電施設整備事業及び町

営住宅建設実施などによる増となったものであります。

その他の経費につきましては、決算額36億6,178万5,000円、構成

比41.5％となり、対前年度比は5.6％の減であります。物件費にお

いては小・中学校地上デジタルテレビ、パソコン購入事業終了等に

より10.2％、補助費等が定額給付金の事業終了等により22.5％それ

ぞれ減となったことが主な要因であります。

なお、これらの詳細につきしまては、次のページの性質別歳出の

状況その２のとおりであります。

次に、15ページになります。財政構造に係る指数等であります。

まず、経常収支比率でありますが、これは財政構造の弾力性を表

す比率でありますが、前年度2.8ポイント下回り、80.0％となりま

した。これは震災等の影響により、県振興基金貸付金等の償還が繰

り越しとなり、公債費が減少したことや普通交付税及び臨時財政対

策債と一般財源の増加が主な要因であります。

次に、標準財政規模でありますが、これは浪江町が合理的かつ妥

当な水準において行政を行うための標準的な一般財源の規模を示

すものでありますが53億496万9,000円、前年度と比べ１億7,919万

8,000円の増額となっております。財政力指数につきましては0.45

と前年度を0.02ポイント下回っております。財政調整基金残高は10

億9,516万1,000円で２億190万円の増額となりました。

翌年度財政負担額、地方債残高と債務負担行為額と合計になりま

すが70億1,300万6,000円、前年度より２億5,011万6,000円減少して

。 、 、おります 内訳としましては 地方債現在高は60億8,968万4,000円

前年度より664万9,000円の増、債務負担行為による翌年度以降の支

出予定額は、９億2,332万2,000円で２億5,676万5,000円の減となっ

ております。

次に、16ページの健全化判断比率の状況についてでありますが、

財政健全度を判断する指標である４つの健全化判断比率のうち、実

質赤字比率及び連結実質赤字比率については、前年度同様算出され

ませんでした。

実質公債比率については16.5％となり、前年度より2.4ポイント

改善されたところであります。これは、県振興基金貸付金の償還繰

越、普通交付税及び臨時財政対策債の増加により分母が増加したこ

とが要因であります。

なお、県振興基金貸付金の元利償還金は１億260万5,000円で、こ

れを年度内に償還した場合の実質公債費比率は17.2％と算出され、
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地方債発行の許可基準である18.0％を下回ることとなります。

将来負担比率は93.2％で10.0ポイント下回っており、これにより

４つの健全化比率すべてにおいて、早期健全化基準以下となったと

ころであります。

公営企業資金不足比率においても、すべての公営企業会計におい

て算出はされませんでした。

次に、17ページの第９表、地方債現在高の状況でありますが、各

区分ごとの状況となっております。

地方債の合計は、平成21年度末現在高は60億8,303万5,000円、平

成22年度発行額は４億9,169万1,000円、平成22年度の元利償還金は

４億8,504万2,000円。差引現在高、平成22年度末でありますが、60

億8,968万4,000円となっております。借入れ先別では政府資金が39

億1,452万2,000円、その他の金融機関が21億7,516万2,000円となっ

ております。

次に、18ページの第10表地方債の借入先別及び利率別現在高の状

況につきましては、平成22年度末の地方債現在高、Ｄの欄でありま

すが、財務省が25億7,143万3,000円、日本郵政が13億4,309万1,000

円、地方公共団体金融機構６億4,284万5,000円、市中銀行６億

6,397万7,000円、その他金融機関４億7,056万7,000円、福島県３億

9,813万1,000円、合計60億8,968万4,000円であります。なお、利率

別内訳は記載のとおりであります。

次に、20ページの債務負担行為の状況でありますが、債務負担行

為の主なものは、国営請戸川土地改良事業に伴う負担金及び県営請

戸川土地改良事業に対する補助金でありまして、平成23年度以降の

債務負担行為による支出予定額は９億2,332万2,000円であります。

第11－２表、双葉地方広域市町村圏組合負担金の状況であります

が、総務費、民生費、衛生費、土木費、消防費のもろもろの負担金

の支出額合計は７億23万4,000円であり、衛生費、し尿処理費にか

かる負担金の増により、6,084万3,000円の増となっております。

次に22ページ、第12表基金の状況でありますが、一般会計分、財

政調整基金ほか９基金の平成22年度現在高は、16億6,882万円とな

っております。特別会計を含めた14の積立金の積立基金の平成22年

度現在高は、17億3,759万3,000円であります。また、定額運用基金

の状況でありますが、４基金の平成22年度末現在高は４億9,812万

円であります。

なお、今回原発事故による全町避難のために、各款の主要な事業

内容説明、貸借対照表等については、添付することができませんで

した。決算の概要報告のみになることについて、ご理解とご了承を
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お願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。

次に、平成22年度浪江町文化及びスポーツ振興○議長（吉田数博君）

育成事業特別会計歳入歳出決算について。

内容説明、生涯学習課長。

皆様のほうにお配りしました特別会計○生涯学習課長（島田龍郎君）

決算状況から説明をさせていただきます。１ページのほうお開きい

ただきたいと思います。

歳入の主なものから説明いたします。繰入金225万7,000円、計

228万8,868円でございます。

、 。歳出の主なものにつきましては 助成費194万6,000円であります

計197万8,658円でございます。

よろしくお願いいたします。

次に、平成22年度浪江町国民健康保険事業特別○議長（吉田数博君）

会計歳入歳出決算について。

内容説明、健康保険課長兼津島診療所事務長。

それでは、平成22○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

年度浪江町国民健康保険事業特別会計決算状況でもって同じく報告

させていただきます。

平成22年度の国保世帯数は3,412世帯でございまして、総部分の

43％を締めております。被保険者数は6,452名でございまして、29

％の加入率でございます。１人当たりの保険給付につきましては24

万1,954円、前年度より２万4,639円の増となりました。

歳入の部分でございますが、合計で24億932万5,034円。歳出で23

億2,614万1,162円でございまして、差し引きますと8,318万4,000円

の黒字決算でございます。

次に、平成22年度浪江町国民健康保険直営診療○議長（吉田数博君）

施設事業特別会計歳入歳出決算について。

内容説明、津島診療所事務長。

それでは、２ページをお開き願い○津島診療所事務長（紺野則夫君）

ます。平成22年度浪江町国民健康保険直営診療施設事業特別会計決

算状況に基づいてご説明申し上げます。

平成22年度受診件数6,627件、延べ人数で申し上げますと１万452

名の患者数になりました。前年と比較しますと662人の増加になっ

ております。

また、大原病院からの研修医６名を受け入れまして、へき地診療

健診を行っております。

決算額でございますが、合計で１億711万5,053円、歳出では１億

、 。1,461万4,175円 差し引きますと250万円の黒字決算でございます
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次に、平成22年度浪江町老人保健特別会計歳入○議長（吉田数博君）

歳出決算について。

内容説明、健康保険課長兼津島診療所事務長。

それでは、浪江町○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

老人保健特別会計決算について説明を申し上げます。

この会計につきましては、平成20年度から後期高齢者医療に変わ

りまして、老人保健特別会計につきましては、今回は暫定的な決算

になっているところでございます。

決算の中身でございますが、国、県それから町の償還金が主なも

のでございまして、平成23年度につきましては、一般会計に予算を

見込んでおります。

次に、平成22年度浪江町公共下水道事業特別会○議長（吉田数博君）

計歳入歳出決算について。

内容説明、上下水道課長。

それでは、平成22年度浪江町公共下水○上下水道課長（星 光美君）

道特別会計の予算状況を報告したいと思います。

まず分担金及び負担金ですが1,381万2,860円、前年度比で42.7％

減、これは賦課額の減によるものでございます。使用料及び手数料

１億2,780万6,510円でございます。国庫支出金239万2,000円、昨年

比98.7％減、これは工事の事故繰越しによるものでございます。県

支出金０、これも昨年度減少しました。これも同様の理由でござい

。 。 。ます 繰入金が３億3,384万9,000円です 繰越金が2,735万1,987円

町債が１億410万円、昨年にして78.4％の減、これは工事費用の減

と起債の借り換えの終了ということが主な減でございます。合計で

６億974万4,820円でございます。

歳出について、公共下水道事業費２億3,053万5,722円、公債費３

億2,380万1,855円ということで、支出合計で５億5,434万4,577円と

なっております。

次に、平成22年度浪江町工業団地造成事業特別○議長（吉田数博君）

会計歳入歳出決算について。

内容説明、企画調整課長。

それでは、平成22年度浪江町工業団地○企画調整課長（谷田謙一君）

造成事業特別会計決算状況についてご説明を申し上げます。

まず、歳入でございます。主なものは繰越金でございまして603

万8,309円、合計で603万8,974円となっております。

歳出はありませんでした。よろしくお願いいたします。

次に、平成22年度浪江町農業集落排水事業特別○議長（吉田数博君）

会計歳入歳出決算について。
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内容説明、上下水道課長。

それでは、農業集落排水事業特別会計○上下水道課長（星 光美君）

の決算状況を報告いたします。

歳入のほうの合計で5,480万4,914円。歳出の事業費でございます

が、合計で4,350万843円となっております。よろしくお願いいたし

ます。

次に、平成22年度浪江町介護保険事業特別会計○議長（吉田数博君）

歳入歳出決算について。

内容説明、健康保険課長兼津島診療所事務長。

それでは、平成22○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

年度浪江町介護保険事業特別会計決算についてご説明申し上げま

す。

、 、平成22年度の要介護 要支援の認定者数は911名でございまして

前年度で比較いたしますと、９名の増加となりました。決算額でご

ざいますが、歳入で15億1,431万2,267円、歳出で14億6,472万8,561

円でございまして、4,958万3,000円の黒字決算となっております。

次に、平成22年度浪江町財産区管理事業特別会○議長（吉田数博君）

計歳入歳出決算について。

内容説明、総務課長。

それでは、４ページになります。浪江町財○総務課長（根岸弘正君）

産区管理事業特別会計であります。津島財産区、苅野財産区の決算

状況の内容であります。

平成22年度歳入決算額が624万8,843円、増減率で3.6％の減にな

ります。

、 、 。歳出では 17万9,353円 前年度24.1％の減額となっております

よろしくお願いいたします。

次に、平成22年度浪江町後期高齢者医療特別会○議長（吉田数博君）

計歳入歳出決算について。

内容説明、健康保険課長兼津島診療所事務長。

平成22年度浪江町○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

後期高齢者医療特別会計決算状況をご説明申し上げます。

この会計でございますが、事業に関しては、広域連合が主体とな

って行っておりまして、町から広域連合へのスルー予算になってお

ります。決算につきましては、表のとおりでございまして、歳入が

１億6,987万922円、歳出で１億6,892万7,783円でございます。

日程第３、認定第２号 浪江町水道事業会計決○議長（吉田数博君）

算の認定について。

町長から提案理由の説明を求めます。
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町長。

認定第２号 浪江町水道事業会計決算の認定に○町長（馬場 有君）

ついてご説明を申し上げます。

本案は、平成22年度浪江町水道事業会計で、収益勘定では、総収

益３億5,952万8,000円、総費用２億9,342万9,000円となり、税抜き

の当年度純利益では5,348万6,000円となりました。

次に、資本勘定では、収入総額2,608万9,000円、支出総額１億

8,747万6,000円で、１億6,138万7,000円の不足額が生じましたが、

内部留保資金等の取り崩しにより、補てんしたところであります。

詳細については、上下水道課長より説明をいたします。

内容説明、上下水道課長。○議長（吉田数博君）

それでは、平成22年度浪江町水道事業○上下水道課長（星 光美君）

会計決算書を説明いたします。３ページをお開き願います。

（１）総括事項（ア）給水状況になりますが、総配水量は震災の

影響により不明でございます。総配水量は３月31日現在の水量をあ

げることとなっており、こういう表示になります。有収水量につき

ましては179万5,942立方メートル、対前年度比1.8％の増となって

おります。

詳細につきましては、８ページに記載してありますので、ご覧い

ただきたいと思います。

次に （イ）工事状況でありますが、道路改良工事に伴う配水管、

布設替工事が２件、常磐自動車道建設に伴う配水管布設替工事が５

件、緊急地方道路整備に伴う配水管布設替工事１件、石綿管改修に

よる配水管布設替工事６件、下水道工事に伴う配水管布設替工事１

件、宅地分譲に伴う配水管布設替工事２件、他に受託工事３件、維

、 。持補修といたしまして 漏水等の修繕工事が35件実施しております

また、給水工事は116件になってございます。

詳細につきましては５ページから７ページに記載がありますの

で、ご覧いただきたいと思います。

次に （ウ）財政状況でございますが、10ページをお開きいただ、

きたいと思います。

（ ） 、 、２ 事業収入に関する事項では 決算額３億5,952万8,186円で

、 。対前年比で294万8,970円 0.8％の増となったところでございます

主な要因でありますが、給水収益で602万6,543円、1.8％の増、

加入金で135万9,750円、16.6％の増、その他の営業収益では114万

3,425円、33.6％の減となります。

次に、11ページの（３）事業費に関する事項であります。決算額

２億9,342万8,981円、対前年比758万6,238円、2.5％の減でござい
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ます。主な要因でありますが、総係費で530万5,795円、11.6％の減

となっております。

よって、事業収入３億5,952万8,186円から事業費の２億9,352万

8,981円を差し引きますと6,609万9,205円となりますが、これは税

込みの収入であります。

次に、14ページから15ページをお開き願います。水道事業決算報

告書でありまして、収益的収入及び支出予算に対する決算の状況で

あります。内容につきましては、ただいま報告したとおりでござい

ます。

次に、16ページから17ページをお開き願います。資本的収入及び

支出の報告書でありますが、資本的収入決算額2,608万9,236円、支

出が１億8,747万6,345円となり、資本的収入額が資本的支出額に対

し、不足する金額１億6,138万7,109円につきましては、当年度消費

税資本的収支調整額537万3,900円。

当年度損益勘定留保資金１億487万152円、建設改良積立金取崩金

3,651万8,612円、減債積立金取崩金1,462万4,445円を補てんしたと

ころでございます。

次に、18ページをお開きいただきたいと思います。損益計算書で

ございますが、当年度の純利益につきましては、6,070万2,089円と

なったところでございます。

次に、20ページをお開きいただきたいと思います。中段から下で

ございますが、剰余金処分計算書（案）でございますが、平成22年

度純利益6,070万2,089円のうち310万円を減債積立金、建設改良積

立金5,760万2,089円をそれぞれ積み立てるためでございます。

次に移りまして、21、22ページ、貸借対照表でございます。資産

状況及び負債、資本の状況が記載されております。ご覧いただきた

いと思います。

24ページをお開きいただきたいと思います。これは参考資料でご

ざいます。収益費用明細書、固定資産明細書、企業債明細書、資本

的収入明細書の順にそれぞれ28ページに。企業債につきましては29

ページに記載しておりますが、平成22年度末の未償還残金残高は13

億1,991万1,549円であります。

以上です。よろしくお願いいたします。

ここで、浪江町監査委員から決算審査の結果報○議長（吉田数博君）

告をお願いいたします。

代表監査委員。

それでは平成22年度浪江町一般会計、○代表監査委員（山内清隆君）

特別会計、水道事業会計、決算審査等意見書をご覧いただきたいと
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思います。

。 、 、次のページをお開きください 23浪監第４号 平成23年９月15日

浪江町監査委員、山内清隆、同鈴木辰行が、浪江町長宛、地方自治

法第233条第２項の規定により、平成22年浪江町歳入歳出決算、証

、書類その他政令で定める書類及び同法第241条第５項の規定により

平成22年度基金運用状況並びに地方公共団体の財政の健全化に関す

る法律第３条第１項の規定により、平成22年度健全化判断比率及び

平成22年度資金不足比率について、審査したので、その結果につい

て次のとおり意見書を提出します。

次のページをお開き下さい。１ページになります。平成22年浪江

町歳入歳出決算審査意見書についてご説明を申し上げます。

１、審査の対象。浪江町一般会計歳入歳出決算書他10特別会計を

審査いたしました。

２、審査の期間。平成23年８月23日から平成23年８月26日まで行

いました。

３、審査の方法。審査に付された決算書等に基づき、各課により

関係書類の提出、閲覧を求めるともに、必要に応じて関係職員の説

明を聴取し、例月出納検査結果も参考として、計数の確認照合を行

い、かつ予算の執行状況について審査を行いました。

４、審査の結果。

一般会計をはじめ特別会計の審査に付された決算書等による決算

は、関係法令に準拠して作成され、掲げられている計数は、関係書

類といずも符合し正確なことが認められた。

平成22年度の決算は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災

により町自体が被災し、年度末から出納整理期間、決算の調整時期

においても、災害対応に追われ困難を極めるなか作成されたが、歳

入予算に対する出納の実績、歳出予算の執行及びその成果は、震災

の影響を大きく受けた計数となった。

次に、決算から見た予算の執行状況について、以下各会計毎にそ

の意見を記述しております。

次に、２ページをお開きください。総括ですが、財政収支の状況

を表したものです。

一般会計と特別会計を合わせた決算額は、歳入総額143億7,999万

5,000円、前年比6.9％増です。歳出総額135億1,030万3,000円、前

年比5.8％の増であります。形式収支は８億6,969万2,000円の黒字

決算となりました。

各会計の形式収支は、一般会計では６億5,434万6,000円、特別会

計である文化及びスポーツ振興育成事業会計ほか９会計の合計は２
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億1,534万6,000円となり、各会計とも黒字決算となりました。

また一般会計では、形式収支から翌年度へ繰り越すべき財源を差

し引いた実質収支２億1,150万2,000円から前年度実質収支を差し引

いた額に、黒字要素である財政調整基金積立金を加え、積立金取崩

し額を差し引いた実質単年度収支は6,295万7,000円の黒字となりま

した。

一方、特別会計全体での単年度収支は、1,144万2,000円の赤字と

なりました。

その内訳は次表ありますので、ご覧いただきたいと思います。

３ページになります。繰越額の状況ですが、当初から繰り越しを

予定していた繰越明許事業と併せて、東日本大震災の影響により事

業の継続が困難となり、年度内に完了することが出来ず翌年度へ繰

り越す事業は、一般会計では43事業９億1,365万4,000円、特別会計

では７事業１億1,767万2,000円となり、その内訳は以下のとおりで

ありますので見ていただきたいと思います。

、 。 、次に ４ページをお開きください これは平成22年度の一般会計

特別会計の歳入歳出決算、それから執行状況が記載されてございま

すのでご覧いただきいと思います。

６ページをお開きください。これは一般会計でございます。予算

決算の概要を申し上げます。最終予算現額は、当初予算71億3,000

万円に補正予算額４億7,547万6,000円を増額し、前年度からの繰越

明許費25億7,703万6,000円を合わせた101億8,251万2,000円となっ

。 、 、た 決算収支は 歳入歳出差引額が６億5,434万6,000円となったが

翌年度へ繰り越すべき財源４億4,284万4,000円を差し引いた実質収

支は２億1,150万2,000円となっております。

明細については次のページでご説明申し上げます。

次に、財政構造を分析した指数等は次表のとおりでありますが、

表の説明を申し上げます。

財政構造に係る指数等の状況を見ると、財政構造の弾力性を示す

指標である経常収支比率が前年度より2.8ポイント減少しておりま

す。実質公債費比率は前年度より2.4ポイント減少し16.5％となっ

ている。

これは、震災の影響により、県振興基金貸付金の償還が繰り越し

となり公債費が減少したことや、普通交付税及び臨時財政対策債の

増加が主な要因である。

実質公債費比率は、地方債の発行許可の基準である18.0％を下回

っており、今後とも地方債の適正な借入を進める必要があるが、震

災により税収が見込めない状況においては、町民の安心、安全な生
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活に必要な行政サービスを提供する財源として、歳入欠陥債や減税

補てん債等の借入の検討もせざるを得ないと考えられます。

次に、７ページをお開きください。

歳入になります。一般会計の歳入決算額は、94億8,822万6,369円

であり、前年度決算額に比較して13億5,761万9,692円、16.7％の増

加となっております。主なものは以下のとおりであります。

次に、調定額に対する収入率ですが、88.7％であります。8.3ポ

イントの減少となっております。

次に、収入未済額は11億9,853万130円で、前年度収入未済額２億

3,050万9,087円に比較して９億6,802万1,043円、419.9％増加して

いる。これは震災の影響により、事業等が中断し実績報告や精算事

務が未了であったことや、年度末及び出納整理期間の収納事務が滞

ったことによるものであります。内訳は以下のとおりであります。

次に、不納欠損額でありますが、1,544万8,780円で前年度不納欠

損額2,432万8,342円に比較して887万9,562円、36.5％の減少になっ

ております。これは震災の影響により時効処分のみを行ったという

ことでございます。内訳は以下のとおりであります。

以上が歳入の概況ですが、以下簡潔に８ページから24ページまで

状況を記載してございますので、ご覧いただきたいと思います。

25ページをお開きください。歳出になります。一般会計の歳出決

算額は、88億3,387万9,940円であり、前年度決算額に比較して11億

9,729万9,478円、15.7％の増加となります。

増加率の高い主なものは以下のとおりであります。一方、減少率

の高いものは以下のとおりであります。

次に、目的別歳出決算額の構成比で高いものは以下のとおりであ

ります。

次に、本年度決算における翌年度繰越額９億1,365万3,501円とな

っております。これは当初から繰り越しを予定していた繰越明許費

と、あわせて震災の影響により多くの事業が中断し、翌年度へ繰り

越しとなったことによるものでございます。

不用額、４億3,497万8,954円で、予算減額に対する割合は4.3％

であります。

予算執行率は86.8％と前年度13.2ポイント上回っております。こ

れは震災の影響により、事業繰越となった事務事業が多いほか、年

度末の予算整理が未了であったことによるものであります。

以上が歳出の概況ですが、以下26ページから35ページまで記述し

てございますので、ご覧いただきたいと思います。

36ページお開きください。特別会計になります。文化及びスポー
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ツ振興育成事業他９会計については、36ページから40ページまで各

会計ごとに意見を付してありますので、ご覧いただきたいと思いま

す。

、 、 。次に 41ページ 平成22年度基金運用状況審査意見書であります

１、審査の対象。浪江町公共用施設維持基金他17基金です。

２、審査の方法。一般会計、特別会計、審査と同様かつ同様な方

法で実施いたします。

３、審査の結果。

基金運用状況報告書に掲げられている計数は、関係帳簿といずれ

も符合し、誤りのないことを確認いたしました。

審査意見につきましては、42ページから45ページまでに各基金ご

とに表記してありますので、ご覧いただきたいと思います。

46ページをお開きください。平成22年度健全化判断比率等審査意

見書。

１、審査の概要。

町長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事

項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実

施した。

２、審査の結果。

審査に付された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を

記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められま

す。

個別意見。

①実質赤字比率について。

平成22年度の実質赤字比率は生じなかった。

②連結実質赤字比率について。

平成22年度の連結実質赤字比率は生じなかった。

③実質公債費比率について。

平成22年度の実質公債比率は16.5％となっており、早期健全化基

準の25.0％と比較すると、これを下回っている。

④将来負担比率について。

平成22年度の将来負担比率は93.2％となっており、早期健全化基

準の350.0％と比較すると、これを下回っている。

⑤公営企業資金不足比率について。

平成22年度の公営企業資金不足比率は生じなかった。

是正改善を要する事項。

特に指摘すべき事項はございません。

以上をもちまして、平成22年度一般会計、特別会計、基金運用状
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況審査意見書及び健全化判断比率等審査意見書の説明を終わりま

す。

次に、水道事業に移ります。次のページをお開きください。

23浪監第４号、平成23年９月15日、浪江町監査委員山内清隆、同

鈴木辰行が町長宛。

地方公営企業法第30条第２項の規定により、平成22年度浪江町水

道事業会計決算証書類、事業報告書、政令で定めるその他の書類及

び地方公共団体の財政の健全化に関する法律第22条第１項の規定に

より、平成22年度資金不足比率、その算定の基礎となる事項を記載

した書類について審査したので、その結果について次のとおりとな

ります。

47ページをお開きいただきたいと思います。平成22年度浪江町水

道事業会計決算審査意見についてご説明申し上げます。

１、審査の対象。浪江町水道事業会計決算。

２、審査の期間。平成23年８月26日、９月５日。

３、審査の方法。上下水道課により整理された関係帳簿と例月出

納検査の結果を照合調査するともに、細部については、関係職員の

説明を聴取しながら、各計数が正確であるか等の確認に努め審査を

行いました。

４、審査の結果。

審査に付された決算諸表は関係法令に準拠して作成され、掲げら

れている計数は関係帳簿といずれも符合し、誤りのないことを確認

した。

平成22年度の決算は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災

により、年度末の時期に全ての事務事業が中断し、上下水道課職員

も災害対応に追われ困難を極めるなか作成されたが、年度末の給水

人口、戸数は不明、配水量は測定不能となり、業務量等について、

震災の影響を受けた数値となりました。

次のページをお開きください。

（１）事業概要になります。

（ア）給水状況。年度末の年間総配水量は震災の影響により不明

であり、有収水量は179万5,942立方メートル、前年度と比較すると

３万2,611立方メートルの1.8％の増加となっております。

また、年間の配水量も震災の影響により測定が不能であり、有収

率は算出されず、年度末給水人口、給水戸数ともに不明でありまし

たが、２月末現在の給水人口は１万9,025人、給水戸数は6,739戸で

あり、前年と比較すると減少している。

、２月末の計画給水区域内人口１万9,923人に対する給水普及率は
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95.5％であります。

（イ）工事状況。本年度の改良工事は、室原堀知木地区の配水管

布設工事ほか15件で9,756万3,250円を支出しております。

その他受託工事、維持修繕工事を実施しております。

（ウ）収納状況。本年度は、震災の影響により２月分の水道料金

が殆ど未収となり、収納率は91.6％と前年度を5.7ポイント下回っ

た。

給水収益は、３億2,927万6,870円で、前年度と比較すると573万

、 。 、9,565円 1.8％の増加となりました これは夏季に真夏日等が続き

家庭や企業での水道の使用が増加したことによるものだと考えられ

ます。

次に、49ページから50ページで予算の執行状況が書いてあります

ので、ご覧ください。

51ページになります。平成22年度水道事業会計資金不足比率審査

意見書についてご説明申し上げます。

１、審査の概要。

この審査は、町長から提出された資金不足比率及びその算定の基

礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主

眼として実施しました。

２、審査の結果。

（１）総合意見。

審査に付された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記

載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。

（２）個別意見。

資金不足比率について。

平成22年度の資金不足比率は生じなかった。

（３）是正改善を要する事項。

特に指摘すべき事項はありません。

以上をもちまして、平成22年度浪江町水道事業及び資金不足比率

審査意見書の説明を終わります。

、 。最後に結びといたしまして 一言意見を述べさせていただきます

52ページをお開きください。

平成22年度は、地域スポーツセンター建設事業、地域情報通信基

盤整備事業、町営住宅建設事業等公共施設の整備が進められ、年度

末の完了間近において、東日本大震災に見舞われ、翌年度への繰越

事業や多額の収入未済金が発生した。

決算の調整にあたっては、町全体が被災し役場機能の全てが移転

をする中、震災により煩雑な役場庁舎から、関係資料、台帳、パソ
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コン等をひとつひとつ持出し、平成22年度の事務事業を整理する作

業は、非常に困難であったと推察される。

今後、税収が見込めない中で浪江町が存続するためには、国、県

に対する財政支援を求めるほか、町が所有する財物価値の損失や減

少、上下水道事業の収益に生じた損害のほか、役場機能の移転経費

を始め、被災者支援のために負担した経費など、原発事故に伴う損

害は、東京電力に対し、適正かつ早急に請求すべきものと考える。

また、町民個人の賠償請求に関しても、専門知識を有する弁護士

等を配置し相談に応じる体制を整え、町民の救済するための万全の

方策を講じられたい。

今なお町民は、今後の見通しが立たずに、不安の中での避難生活

を強いられており、原発事故の収束時期がいつになるか不透明では

あるが、浪江町に戻るための方策を具体的に示すことが、町民の不

安を解消することに繋がるのではないか。

、 、 、そのためには国 県と連携し迅速かつ着実な除染を実施し また

地震による上下水道、公共施設等の被害状況を調査する等、復旧に

向けた計画を示されたい。

同時に、万が一にも浪江町に戻れない場合の方策も検討していか

なくてはならないだろう。

町民は、町の方向性が一日も早く示されることを切に望んでおり

ます。

震災以降職員は、日々職務に精励されているが、経験のない甚大

な災害対応と通常業務の再構築に向け、心身ともに疲労が蓄積され

ていると推察される。

今後の町の復興、復旧には、職員の尽力が不可欠であり、健康保

持の観点からも、土曜日の閉庁、現在の班体制から課体制への移行

の検討が必要であると思われます。

、 、全町民が将来に不安を抱える中で 浪江町として存続するために

組織として何をするべきか、今、何が出来るかを、もう一度、一人

一人の職員が真剣に考え、公務員としての職責を全うされるよう望

むものであります。

以上であります。

ここで３時30分まで休憩をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時１７分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時３０分）
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日程第４、議案第44号 浪江町議会政務調査費○議長（吉田数博君）

の交付に関する条例の一部改正について、町長から提案理由の説明

を求めます。

町長。

議案第44号 浪江町議会政務調査費の交付に関○町長（馬場 有君）

する条例の一部改正について。

本案は、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故に

より、全町避難を余儀なくされ、政務調査費交付申請書の提出・受

理ができないまま、交付申請の期限を迎えたことから、申請の機会

を確保するため、今年度に限り申請期限を10月末日まで延長するも

のであります。

よろしくお願いいたします。

日程第５、議案第45号 浪江町復旧・復興基金○議長（吉田数博君）

条例の制定について、町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第45号 浪江町復旧・復興基金条例の制定○町長（馬場 有君）

についてご説明いたします。

本案は、東北地方太平洋沖地震及びこれに伴う原子力発電所の事

故による災害からの復旧及び復興の財源に充てるため福島県原子力

発電所立地地域振興基金の一部を取崩し、関係市町村に交付される

ため、浪江町復旧・復興基金条例を制定するものであります。

詳細については、企画調整課長より説明いたします。

内容説明、企画調整課長。○議長（吉田数博君）

それでは、浪江町復旧・復興基金条例○企画調整課長（谷田謙一君）

の制定についてご説明を申し上げます。

第１条は設置であります。町長が提案理由で説明したとおり、３

月11日で発生した東北地方太平洋地震及びこれに伴う原子力発電所

の事故による災害からの復旧及び復興に係る事業に要する資金を積

み立てるため、地方自治法の規定に基づき、浪江町復旧・復興基金

を設置するものであります。

第２条は積み立てでありまして、基金は核燃料税交付金の全部又

は一部その他の財産をもって積み立てるものであります。

第２項は、積立額についてであり、毎会計年度の一般会計の歳出

予算の定めるところによるとしております。

第３条は、管理でありまして、基金に属する現金は、金融機関へ

の預金その他最も確実かつ有利な方法により管理しなければならな

いとしており、第２項は必要に応じ有価証券に代えることができる
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としております。

第４条は、運用益金の処理で、基金の運用から生ずる収益は、一

、 。般会計歳入歳出予算に計上して この基金に編入するとしています

第５条は、繰替運用で財政上必要があると認めるときは、確実な

繰戻しの方法、期間その他必要な事項を定めて歳計現金に繰り替え

て運用できるとしております。

第６条は、処分で第１条に規定する経費に充てる場合に限り、そ

の全部又は一部を処分することができるとしております。

第７条は、委任でありまして、この条例に定めるもののほか、基

金の管理、その他この条例の施行に関し必要な事項は、町長が定め

るとしております。

附則、この条例は公布の日から施行するとしております。

以上であります。よろしくお願いいたします。

日程第６、議案第46号 東日本大震災等による○議長（吉田数博君）

被災者に対する町税等の減免に関する条例の制定について、町長か

ら提案理由の説明を求めます。

［ 議長ちょっと待って」と呼ぶ者あり］「

暫時休憩をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時３４分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時３４分）

町長から提案理由の説明を求めます。○議長（吉田数博君）

町長。

議案第46号 東日本大震災等による被災者に対○町長（馬場 有君）

する町税等の減免に関する条例の制定についてご説明いたします。

東日本大震災及び原子力災害の被害を受けた納税義務者等の納付

すべき町税等を減免するため、条例を制定するものであります。

詳細については、税務課長が説明いたします。

内容説明、税務課長。○議長（吉田数博君）

それでは詳細について内容説明させていた○税務課長（大浦泰夫君）

だきます。

第１条は、制定の趣旨であります。東日本大震災及び原子力災害

の被害を受けた納税義務者等の平成23年度の町民税、固定資産税、

軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料の減免については、浪江

町税条例、浪江町国民健康保険税条例、浪江町介護保険条例の規定
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にかかわらず、今回制定の条例の定めるところによるとしたところ

でございます。

第２条は、用語の定義であります。東日本大震災、原子力災害の

用語の意義を記述したところでございます。

第３条は、町民税の減免であります。平成22年中の合計所得金額

が1,000万円以下であって、警戒区域、計画的避難区域内に住所を

有する者、または平成23年３月11日時点で住所を有していた者の個

人の町民税につきましては、500万円以下については減免の割合を

10分の10、500万円を超え750万円以下については２分の１、750万

円を超え1,000万円以下については４分の１に減免するとしたとこ

ろでございます。

第２項は、町内に事務所、事業所又は家屋敷を有する個人で、町

内に住所を有しない者に対する均等割を免除するとしたところでご

ざいます。

第３項は、東日本大震災により居住する住宅が全壊した世帯に属

する者に対する個人町民税については、減免の割合を10分の10に減

免するとしたことでございます。

第４条につきましては、固定資産税の減免であります。土地と家

屋につきましては、地方税法で課税免除とするとしたものでござい

ますが、償却資産につきましては、浪江町で償却資産を有し、東日

本大震災及び原子力災害により被災し、事業の用に供していない償

却資産については10分の10に減免するとしたところでございます。

第５条につきましては、軽自動車税の減免であります。地方税法

では、警戒区域内で用途廃止になった場合は、課税免除とするとし

たところでございますが、提案しました条例では警戒区域、計画的

避難区域に放置した軽自動車については、減免することにしたとこ

ろでございます。

第６条につきましては、国民健康保険税の減免であります。警戒

区域、計画的避難区域に住所を有する世帯主については、全額を減

免するとしたところでございます。

第７条は、介護保険料の減免であります。警戒区域、計画的避難

区域に住所を有する第１号被保険者については全額免除するとした

ところでございます。

第８条は、委任であります。条例の施行に関し必要な事項は、町

長が別に定めるとしたところであります。

よろしくお願いいたします。

日程第７、議案第47号 浪江町税条例の一部改○議長（吉田数博君）

正について、町長から提案理由の説明を求めます。
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町長。

議案第47号 浪江町税条例の一部改正について○町長（馬場 有君）

ご説明いたします。

東日本大震災及び原子力災害の被害を受けた納税義務者等の町税

の納期を変更するため、条例を改正するものであります。

詳細については、税務課長が説明いたします。

内容説明、税務課長。○議長（吉田数博君）

それでは詳細についてご説明いたします。○税務課長（大浦泰夫君）

第40条は、個人の町民税の納期であります。東日本大震災及び原

子力災害による被災者に対する町税等の減免に関する条例の規定に

より、町民税の減免額に対して納期を設定することが必要となりま

すので、第３項で町長は、特別の事情がある場合においては、別に

納期を指定することができるとした項目を追加したところでござい

ます。

第67条は、固定資産税の納付であります。固定資産税の減免額に

対して納期を設定することが必要となりますので、第３項で町長は

特別な事情がある場合においては、別に納期を指定することができ

るとした項目を追加したところでございます。

第83条は、軽自動車税の賦課期日及び納期であります。町長は特

別な事情がある場合においては、別に納期を指定することができる

とした項目を追加したところであります。

附則については、平成23年度以後の納期について適用し、平成22

、 。年度分については なお従前の例によるとしたところでございます

よろしくお願いいたします。

日程第８、議案第48号 浪江町国民健康保険税○議長（吉田数博君）

条例の一部改正について、町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第48号 浪江町国民健康保険税条例の一部○町長（馬場 有君）

改正についてご説明いたします。

東日本大震災及び原子力災害の被害を受けた納税義務者の国民健

康保険税の納期を変更するため、条例を改正するものであります。

詳細については、税務課長が説明いたします。

内容説明、税務課長。○議長（吉田数博君）

それでは詳細を説明させていただきます。○税務課長（大浦泰夫君）

第12条は、国民健康保険税の納期であります。東日本大震災及び

原子力災害による被災者に対する町税等の減免に関する条例の制定

により、国民健康保険税の減免額に対して納期の設定をすることが

必要となりますので、第２項で町長は、特別の事情がある場合につ
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いては、別に納期を指定することができるとした項目を追加したと

ころです。

附則については、平成23年度以後の納期について適用し、平成22

年度分については、なお従前の例によるとしたところです。

よろしくお願いいたします。

日程第９、議案第49号 平成23年度浪江町一般○議長（吉田数博君）

会計補正予算（第４号 、町長から提案理由の説明を求めます。）

町長。

議案第49号 平成23年度浪江町一般会計補正予○町長（馬場 有君）

算（第４号）についてご説明いたします。

本案は、長期化する震災及び原発事故による避難状況に対処する

ため、平成23年度予算を全面的に見直し、歳入歳出それぞれ９億

8,357万４千円を減額するものであります。

歳入につきましては、被災者等に対する減免措置等により町税16

億6,917万円減を始め、各種使用料、手数料、財産収入等今年度収

入の見込めない歳入について補正減いたしました。

歳出につきましては、地域スポーツセンター外構工事や小学校耐

震工事、町道整備事業等休止せざるを得ない事業について、補正減

いたしております。

なお、歳出の見直しによっても補えない歳入不足については、特

別財政援助法に基づく歳入欠かん債の借入で補うことといたしてお

ります。

詳細については、総務課長が説明いたします。

内容説明、総務課長。○議長（吉田数博君）

従来ですと、慣例にならって100万円以上○総務課長（根岸弘正君）

説明していたわけでありますが、今回は大分件数も多いということ

で、款の主なものについてのご説明でご了解いただきたいと思いま

す。

まず９ページになります。歳入でありますけれども、款１町税で

あります。項１町民税、個人、法人合わせて今回補正額６億4,779

万5,000円の減額であります。これは減免条例の提出にかかるもの

でございます。

項２固定資産税、今回補正額が８億9,058万7,000円の減額でござ

います。これにつきましても、税額、固定資産現年度課税分につい

ては全額減免ということでの減額ということであります。

次に、10ページになります。市町村たばこ税でありますが、１億

2,729万3,000円の補正減であります。浪江町内の業者がいないとい

うことで、たばこ税の減額ということでございます。
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次に、款12分担金及び負担金であります。大きなものは、項２負

担金、目２民生費負担金で5,693万4,000円の減額補正であります。

その中の主なものが保育料負担金、現年度分で5,074万4,000円の減

でございます。

次に、11ページの款13使用料及び手数料の中の項１使用料であり

ます。大きなものは、目５土木使用料5,516万円の補正減でありま

す。これは町営住宅使用料の補正減ということでございます。

次に、12ページになります。項２手数料になります。目１総務手

数料で923万2,000円の補正減でございます。徴税手数料、戸籍住民

基本台帳手数料の補正減でございます。

次に、13ページの款14国庫支出金であります。項１国庫負担金、

民生費国庫負担金で7,100万円の補正減でございます。今回の補正

後が２億8,381万9,000円となります。

項２の国庫補助金でございます。大きなもので14ページになりま

す。目３の土木費国庫補助金で2,415万7,000円の補正増でございま

す。大きなもので、住宅国庫補助金の最後になります社会資本整備

総合交付金ということで、これは過年度町営住宅建設にかかる補助

金でございます。前年度未収分に係る分でございます。目４教育費

国庫補助金で１億8,420万円の補正増でございます。節５安心安全

な学校づくり交付金、１億8,700万円であります。これも前年度未

収分に係る補正増でございます。

次に、款15県支出金、項１県負担金でございます。目２民生費県

負担金で7,680万円の補正増でございます。節４災害救助費等県負

担金、今回補正額が8,840万円でございます。補正後が３億9,820万

8,000円となります。

次に、項２県補助金であります。目１総務費県補助金で3,938万

9,000円の補正減でございます。総務費管理費県補助金の主なもの

が福島県電波遮へい対策事業補助金、3,781万1,000円の補正減でご

ざいます。

次に、16ページ、目３衛生費県補助金、補正額が1,968万4,000円

でございます。節２母子衛生費県補助金で1,969万9,000円、線量計

等緊急整備支援事業補助金でございます。電子線量計、またバッジ

式の線量計の購入補助でございます。

次に、17ページの目12核燃料税交付金、今回補正額が２億4,281

万5,000円でございます。これは県の基金を取り崩した点での町の

交付金ということでございます。

目13農林水産業費交付金2,825万6,000円の補正減であります。大

きなものが中山間地域等直接支払い事業交付金で2,917万1,000円の
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減額でございます。

次に、18ページになります。款16財産収入であります。財産運用

収入の中の項１財産貸付収入で1,044万9,000円の補正減でありま

。 、 、 。す 土地貸し付け 建物貸し付け 貸し付けの補正減でございます

、不動産売払収入になりますけれども900万円の補正減ということで

今、分譲地等の販売ができないということでの減額でございます。

次に、款17寄附金でございます。目２教育費寄附金で1,500万円

の補正減でございます。教育費寄附金ということで、地域スポーツ

センターの寄附金の減ということでございます。

次に、款18の繰入金でございます。介護保険事業特別会計からの

繰入金が1,058万5,000円、前年度の精算分でございます。

項２基金繰入金で、目４公共用施設維持基金繰入金で4,390万円

の補正減でございます。今回、事業が見込めないということでの取

り崩しを行わないということでございます。

次に、20ページになります。款19繰越金、今回補正額が9,150万

3,000円ということで、前年度の歳計剰余金の補正計上でございま

す。

款20諸収入でございます。大きなもので項３貸付金元利収入、目

１福島なみえ勤労福祉事業団貸付金元利収入から奨学資金元金収入

まで、今回補正額が9,368万1,000円でございます。これは貸し付け

を行わないということでの減額ということでございます。

、 。次に22ページ 教育費受託事業収入で727万9,000円でございます

教育費受託事業収入が事業休止による補正減でございます。

雑入では、目の雑入で1,344万5,000円の補正減であります。内容

的には記載のとおりでございます。

。 、 、 、款21町債であります 項１総務債 項２土木債 項４教育債まで

すべて減額するものでございます。これは辺地債でありまして、

事業ができないということでの補正減。目６で歳入欠陥債で６億

1,000万円でございます。歳入歳出の収支を図るということでの欠

陥債の発行となります。

次に、24ページの歳出になります。款１議会費でございます。目

１議会費、今回補正額が2,373万円でございます。大きなものが人

件費、報酬、共済費の人件費でございます。

25ページの款２総務費、目１一般管理費であります。9,522万

。 、9,000円の補正減であります これは人件費の補正減ということで

これは災害復旧費のほうに振り替えするということが主なものでご

ざいます。

28ページになります。目６企画費であります。今回補正額が３億
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4,498万9,000円でございます。この大きなものが次の30ページの節

25積立金、３億5,348万2,000円でございます。浪江町復旧・復興基

金の積立金でございます。

目７情報管理費でありますが2,362万5,000円の補正減でございま

す。委託料、使用料等の補正減でございます。

次に、36ページお願いいたします。目16携帯電話基地局整備事業

費ということで、今回補正額が5,672万2,000円の補正減でございま

す。節13委託料、15工事請負費ということで携帯電話エリア整備委

託工事費の補正減でございます。

次に、39ページです。目24仮設庁舎管理費ということで今回補正

額は3,450万円でございます。需用費、消耗品ということで1,440万

円、仮設庁舎に係る消耗品等でございます。節14使用料及び賃借料

1,190万円ということで、複写機使用料、施設等使用料の補正増で

ございます。

次に、40ページになります。項２徴税費でございます。徴税費の

今回補正額合計が2,200万7,000円の補正減でございます。これも人

件費等の補正減が主なものでございます。これにつきましても災害

救助法のほうにもっていただくという見解でございます。

項３戸籍住民基本台帳費であります。今回2,971万9,000円の補正

減でございます。これにつきましても人件費等の組み替えでござい

ます。

款３民生費でございます。これにつきましても人件費等の補正減

が主なものでございます。

48ページをお開きいただきたいと思います。目８災害救助費でご

ざいます。今回補正額が６億4,323万5,000円でございます。大きな

ものが人件費等の組み替え、先ほどお話しました災害救助費のほう

に振り替えでもってきたということでございます。

その他大きなものが11需用費2,635万8,000円、これは仮設住宅関

連の消耗費、燃料費等が主なものでございます。

50ページになります。12役務費で4,150万円ということで、その

他含むということでありますけれども、これも災害対応の通信運搬

費、手数料の補正増でございます。

。 。51ページの18備品購入費でございます 1,345万円でございます

総務課分で仮設住宅集会所用備品、これは中身で減額補正をしてお

ります。健康福祉課で電子式線量計がここで備品購入を予定してい

るところでございます。

52ページになります。節20の扶助費１億6,012万2,000円でござい

ます。その他の災害援護費で8,840万円、これが生活必需品の支給
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のための補正でございます。補正後で7,000世帯で３億5,040万円ほ

どの補正後の額になります。

項２児童福祉費でありますけれども、これは保育所等のものであ

りまして、事業の休止等による減でございます。

次に63ページになります。款４衛生費、項１保健衛生費でありま

すけれども、これにつきましても事業の休止あるいは人件費等の減

額ということでございます。

68ページをお開きいただきたいと思います。項２清掃費になりま

す。今回の補正額が１億3,249万1,000円の補正減でございます。大

きなものは、19負担金補助及び交付金で１億1,994万8,000円の補正

減、大きなものが双葉地方広域市町村圏組合負担金でございます。

これは塵芥処理、し尿処理に係る負担金ということでございます。

70ページの労働費、これにつきましても事業休止によるものでご

ざいます。

72ページの款６農林水産業費、これにつきましても今回の災害に

、 。よって事業ができないという 事業休止による補正減でございます

大きなもので75ページ、農地費で5,860万6,000円の補正減でござ

います。図書館等の工事費等の補正減でございます。

79ページになります。目11中山間地域等直接支払事業費というこ

とで3,930万4,000円の補正減でございます。事業ができないという

ことでの補正減でございます。

81ページ、項２林業費でございます。今回補正額が1,097万9,000

円につきましても、事業の実施が困難になり、事業休止による補正

減が主なものでございます。

、 、 。83ページ 項３水産業費 2,475万8,000円の補正減でございます

これにつきましても事業の実施ができないということでの補正減で

ございます。

85ページ、款７商工費であります。商工振興費で7,596万5,000円

の補正減でございます。大きなもので補助金が2,096万5,000円の補

正減、次のページの貸付金5,500万円の補正減ということで、本年

度貸し付けできないという部分の補正減でございます。

89ページになります。目４マリンパークなみえ管理費ということ

で、今回補正額が3,399万4,000円の補正減、事業ができないという

ことでの補正減でございます。

次に90ページになりますけれども、款８土木費であります。目１

土木総務費3,413万7,000円の補正減でありますけれども、これも人

件費等の組み替えが主なものでございます。

その下のページになります。項２道路橋梁費の中の目２道路維持
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費で6,281万4,000円の補正減であります。道路維持工事費等の減額

が主なものでございます。

次の92ページの道路新設改良事業費につきましても、事業の実施

ができないということでの補正減でございます。

98ページになります。款９消防費になります。目２非常備消防費

でございます。今回643万6,000円の補正減でございますけれども、

19負担金補助及び交付金8,284万6,000円補正増であります。中でも

非常備消防団員公務災害補償組合負担金及び団員掛金ということ

で、1,306万5,000円の補正増であります。これは殉職団員の増加に

伴うものであります。

目３消防施設費4,610万5,000円の補正減でありますけれども、こ

れも事業休止によるものでございます。

101ページから款10教育費になります。教育費につきましても、

給与の組み替え等が主なものでございます。

106ページになります。項２小学校費であります。今回補正額が

１億1,917万5,000円でございます。これも浪江町での学校運営がで

きないということでの補正減、教育振興費についても同じでござい

ます。

110ページの中学校費、学校管理費で6,230万3,000円の補正減で

ございます。これについても理由は同じでございます。

115ページ、幼稚園費、今回補正額が2,616万8,000円、及び117ペ

ージを社会教育総務費3,772万1,000円。これについても人件費の組

み替え、事業休止による補正減でございます。

132ページ、項６保健体育費の目の体育施設費で5,344万5,000円

補正減でございます。町民第二体育館解体工事等を予定しておりま

したけれども、この事業ができないということでの補正減。また、

目４地域スポーツセンター費ということで8,102万4,000円全額補正

減でございます。事業実施ができないということでございます。

134ページの目の学校給食調理場費6,789万8,000円につきまして

も同じでございます。

136ページ、一番最後のページになります。款12公債費になりま

す。元金利子で今回の補正額が１億265万7,000円ということで、平

成22年度償還を繰延べしました県の振興基金の償還分を今回補正し

たものでございます。

次に、６ページをお開きください。地方債の補正でございます。

追加として歳入欠かん債、限度額６億1,000万円、起債の方法は証

書借入又は証券発行でございます。利率が3.0％以内ということで

償還の方法は15年以内ということで追加をするものでございます。
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廃止については、携帯電話基地局整備事業1,370万円をはじめ町

単道路改良事業、消防施設整備事業、スクールバス更新事業、これ

も休止のために廃止をするものであります。これはすべて辺地債と

いうことになります。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

日程第10、議案第50号 平成23年度浪江町文化○議長（吉田数博君）

及びスポーツ振興育成事業特別会計補正予算（第１号 、町長から）

提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第50号 平成23年度浪江町文化及びスポー○町長（馬場 有君）

ツ振興育成事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたし

ます。

本案は、浪江町文化及びスポーツ振興育成事業費を補正するもの

で、主なものは、歳入の繰入金193万円の減額、歳出の助成費190万

円を減額するものであります。

よろしくお願いします。

日程第11、議案第51号 平成23年度浪江町国民○議長（吉田数博君）

健康保険事業特別会計補正予算（第１号 、町長から提案理由の説）

明を求めます。

町長。

議案第51号 平成23年度浪江町国民健康保険事○町長（馬場 有君）

業特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

本案は、平成22年度の震災等により歳入歳出それぞれ７億2,896

万円を増額補正するものであります。

歳入の主なものは、国庫支出金12億8,059万5,000円、繰越金

7,318万3,000円を増額するものであります。

歳出の主なものは、保険給付費７億1,052万1,000円、後期高齢者

支援金1,051万7,000円を増額するものであります。

詳細については、健康保険課長が説明をいたします。

内容説明、健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

それでは議案第51○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

（ ）号 平成23年度浪江町国民健康保険事業特別会計補正予算 第１号

の内容についてご説明を申し上げます。

、 、今回の補正予算は 災害救助法による個人負担分の減額分により

医療費の全額給付並びに受診者の増加に伴い、保険給付が主なもの

。 。となっております 総額で７億2,896万円の増額補正でございます

はじめに歳入についてご説明を申し上げます。６ページ、７ペー

ジをお開きいただきます。補正額の主なものは、款１国民健康保険
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税５億7,979万7,000円を減額し、また保険税の減額分、災害救助法

に基づく個人負担分として国からの補助金として財政調整交付金、

災害臨時特例補助金12億8,059万5,000円の増額。繰越金、前年度歳

計剰余金として7,318万3,000円の計上をいたしております。

続きまして、歳出についてご説明をいたします。８ページ、９ペ

ージをお開き願います。患者の増加に伴い、保険給付費として８億

7,102万1,000円を増額し、また個人負担分がないため、高額療養費

１億6,200万円を減額補正するものでございます。

日程第12、議案第52号 平成23年度浪江町国民○議長（吉田数博君）

健康保険直営診療施設事業特別会計補正予算（第１号 、町長から）

提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第52号 平成23年度浪江町国民健康保険直○町長（馬場 有君）

営診療施設事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたし

ます。

本案は、補正前の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,054

万円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億3,438万1,000円とするも

のであります。

歳入の主なものは、診療収入2,379万円の増額であります。

歳出の主なものは、総務費2,643万1,000円を増額し、医業費589

万1,000円を減額するものであります。

詳細については、事務長が説明いたします。

内容説明、津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

議案第52号 平成23年度浪江町国○津島診療所事務長（紺野則夫君）

民健康保険直営診療施設事業特別会計補正予算（第１号）について

ご説明をいたします。

今回の補正予算は、避難住民の方々に安心して受診していただく

ため、充実した医療体制を構築するために医師等の委託料が主なも

のとなっております。総額で2,054万円の増額補正でございます。

はじめに歳入についてご説明をいたします。６ページ、７ページ

をお開き願います。補正額の主なものは、災害救助法に基づき一部

負担金収入を減額し、患者の増加分より診療報酬収入として2,379

万円を増額計上いたしております。

続きまして歳出についてご説明を申し上げます。８ページ、９ペ

ージをお開き願います。万全な医療体制構築のため、総務費2,643

万1,000円を増加しております。これは、浪江町内の開業医６名分

に対する委託料が主なものになっております。

日程第13、議案第53号 平成23年度浪江町公共○議長（吉田数博君）
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下水道事業特別会計補正予算（第１号 、町長から提案理由の説明）

を求めます。

町長。

議案第53号 平成23年度浪江町公共下水道事業○町長（馬場 有君）

特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

、 。本案は 歳入歳出それぞれ１億4,785万円の減額補正であります

歳入では、公共下水道受益者負担金の2,129万8,000円の減、公共

下水道使用料で１億2,829万9,000円の減、繰入金1,451万8,000円の

増、剰余金1,537万8,000円の増、事業債2,250万円の減となり、歳

出では公共下水道事業費１億4,785万円の減となります。

詳細については、上下水道課長より説明いたします。

内容説明、上下水道課長。○議長（吉田数博君）

それでは、平成23年度浪江町公共下水○上下水道課長（星 光美君）

道事業特別会計補正予算（第１号）について説明いたします。

５ページをお開きいただきます。歳入の款１分担金及び負担金で

ありますが2,129万8,000円の減、款２使用料及び手数料であります

が１億2,829万9,000円の減、これは今年度の収入が見込めないため

でございます。款３国庫支出金が500万円の減。これは事業中止に

よるものです。款４県支出金も同じでございます。款５繰入金で

1,451万8,000円の増、これは歳入調整に伴うものでございます。款

６繰越金でありますが、1,537万8,000円の増、これは前年度の歳計

剰余金であります。款８町債が2,250万円の減であります。これは

事業中止によるものでございます。

次に、９ページをお開き願いたいと思います。歳出でございます

が、款１下水道総務管理費の509万円の減です。これは事務量の減

によるものであります。

次に、10ページに移りまして、款１、目２下水道建設費の6,850

万6,000円の減ですが、これは事業中止による工事費委託料等の減

でございます。

次に、12ページの款１、目３下水道維持管理費の7,425万4,000円

の減、これは避難に伴い、浄化センター、中継ポンプ等の維持管理

ができないため、需用費、工事費の委託料の減によるものでありま

す。

よろしくお願いします。

日程第14、議案第54号 平成23年度浪江町農業○議長（吉田数博君）

集落排水事業特別会計補正予算（第１号 、町長から提案理由の説）

明を求めます。

町長。
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議案第54号 平成23年度浪江町農業集落排水事○町長（馬場 有君）

業特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

、 。本案は 歳入歳出それぞれ1,887万7,000円の減額補正であります

歳入では、農業集落排水使用料で940万9,000円の減、繰入金

1,056万8,000円の減となり、歳出では、農業集落排水事業費1,887

万7,000円の減となります。

詳細については、上下水道課長より説明いたします。

内容説明、上下水道課長。○議長（吉田数博君）

それでは、平成23年度浪江町農業集落○上下水道課長（星 光美君）

（ ） 。排水事業特別会計補正予算 第１号 についてご説明申し上げます

４ページをお開き願います。100万円以下を省略させていただき

たいと思いますのでよろしくお願いします。

款２使用料及び手数料でありますが、940万9,000円の減、これは

今後の収入が見込めないためのものでございます。

款３繰入金で1,056万8,000円の減、これは維持管理等の歳出減に

伴うものでございます。

款４繰越金でありますが、119万9,000円の増、これは現年度の歳

計剰余金であります。

次、７ページをお開き願います。歳出であります。款１農業集落

排水事業費、目１総務管理費の402万6,000円の減ですが、これは事

業の減によるものであります。

８ページに移りまして、款１、目２は省略いたします。次に、目

３農業集落排水維持管理費1,425万1,000円の減、これは避難に伴い

ます浄化センターの維持管理、１年間の事業費、工事費、委託料の

減によるものでございます。

よろしくお願いいたします。

日程第15、議案第55号 平成23年度浪江町介護○議長（吉田数博君）

保険事業特別会計補正予算（第１号 、町長から提案理由の説明を）

求めます。

町長。

議案第55号 平成23年度浪江町介護保険事業特○町長（馬場 有君）

別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

本案は、平成22年度の震災等により歳入歳出それぞれ３億1,986

万2,000円を増額補正するものであります。

歳入の主なものは、国庫支出金４億8,171万9,000円、県支出金

589万9,000円、繰越金4,175万1,000円を増額するものであります。

歳出の主なものは、保険給付費１億4,446万3,000円、諸支出金１

億6,232万6,000円、基金積立金3,260万7,000円を増額するものであ
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ります。

詳細については、健康保険課長が説明いたします。

内容説明、健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

議案第55号 平成○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

23年度浪江町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）の内容につ

いてご説明を申し上げます。

今回の補正予算は、要介護、要支援の方々が急増し、保険給付費

の増額及び保険外の支援費が主なものとなっております。

はじめに歳入についてご説明をいたします。総額で３億1,986万

2,000円の増額補正でございます。

６ページ、７ページをお開きください。補正額の主なものは、２

、 、 、億969万3,000円を減額し 保険料の減額分 保険給付費外の支援分

災害救助法に基づく個人負担分として、国より災害特例補助金４億

8,401万7,000円を増額してございます。

８ページをお開き願います。繰越金、前年度歳計剰余金として

4,175万1,000円を計上いたしております。

続きまして、歳出についてご説明をいたします。９ページをお開

き願います。要介護、要支援の方々の増加に伴い、保険給付費とし

て１億4,294万3,000円を増額。

13ページをお開き願います。諸支出金の居宅費、食費、支援費、

１億2,294万1,000円の増額でございます。

これは保険外給付以外の支援費でございます。さらに基金積み立

てとして、3,260万7,000円を計上してございます。

日程第16、議案第56号 平成23年度浪江町後期○議長（吉田数博君）

高齢者医療特別会計補正予算（第１号 、町長から提案理由の説明）

を求めます。

町長。

議案第56号 平成23年度浪江町後期高齢者医療○町長（馬場 有君）

特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

本案は、平成22年度の震災等により、歳入歳出それぞれ１億

1,147万円の減額等であります。

歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料１億1,311万3,000円の

減額などであります。

歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金の１億1,311

万3,000円の減額などであります。

詳細については、健康保険課長が説明いたします。

内容説明、健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

議案第56号 平成○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）
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23年度浪江町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の内容に

ついてご説明をいたします。

今回の補正予算は、保険料の減免に伴い、広域連合への納付金の

減額が主なものとなっております。総額で１億1,147万円の減額補

正でございます。

。 。歳入についてご説明申し上げます ６ページをご覧いただきます

こちらでの主なものは、災害救助法に基づき、保険料１億1,311

万3,000円を減額いたしております。

続きまして、歳入についてご説明を申し上げます。７ページをお

開き願います。広域連合への納付金１億1,311万3,000円、保険料と

同額分を減額しております。

日程第17、議案第57号 平成23年度浪江町水道○議長（吉田数博君）

（ ）、 。事業会計補正予算 第１号 町長から提案理由の説明を求めます

町長。

議案第57号 平成23年度浪江町水道事業会計補○町長（馬場 有君）

正予算（第１号）についてご説明いたします。

本案は、震災の影響による減額補正で、収益的収入が３億4,529

万2,000円、収益的支出が１億1,741万1,000円、資本的収入が1,165

万円、資本的支出が１億1,056万7,000円の減額補正であります。

詳細については、上下水道課長より説明いたします。

内容説明、上下水道課長。○議長（吉田数博君）

それでは、平成23年度浪江町水道事業○上下水道課長（星 光美君）

会計補正予算（第１号）について説明いたします。

10ページをお開き願います。100万円以下については省略させて

いただきたいと思いますのでご了解願います。

収益的収入であります。２款１項の営業収益で３億4,512万2,000

、 。円の減額 これは給水収益や加入金の減額によるものでございます

次に、11ページ、収益的支出でございますが、１款１項１目原水

及び浄水費で4,496万円の減額です。これは委託料や修繕費用、施

設の動力費などの減額によるものでございます。

続いて、目２配水及び給水費で4,987万7,000円の減額、これは委

託料や手数料、配管の修繕や路面復旧などの減額によるものでござ

います。

続きまして、目３受託工事費で330万円の減、これは工事費や修

繕費の減額となります。

続いて、目４総係費、1,917万4,000円の減額です。これは委託料

や手数料の減額補正となっております。

。 。 、続いて13ページをお願いいたします 資本的収入です １款２項
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工事負担金、50万円の減額となっております。

続いて３項の補助金で1,115万円の減額となっております。

資本的支出です。款１、目１配水設備拡張費で2,790万円減額、

これは工事費と委託料の減額補正となっております。

続いて、目２配水設備改良費で8,231万7,000円の減であります。

これも工事費と委託料の減額補正となっております。

いずれも、震災の影響による補正となっております。

よろしくお願いします。

以上で、提案理由の説明並びに議案の説明が終○議長（吉田数博君）

わりました。

質疑については10月３日に行います。

◎次回日程の報告

休会中の委員会活動日程を申し上げます。休会○議長（吉田数博君）

、 、 、中における各常任委員会の招集日は 総務常任委員会が26日 27日

、 、 、28日 午前９時30分から第２会議室で 産業建設常任委員会が26日

27日、28日、午前９時30分から第３委員会室で、文教厚生常任委員

会が26日、27日、28日、午前９時30分から特別会議室において開会

いたしますので、各関係課長等につきましては、委員会への出席要

求があった場合にはよろしくお願いを申し上げます。

◎延会について

お諮りいたします。本日の会議はこの程度にと○議長（吉田数博君）

どめ延会いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

◎延会の宣告

よって、本日はこれをもって延会することに決○議長（吉田数博君）

定いたしました。

10月３日は、午前９時から本会議を開きますので、よろしくお願

いをいたします。

（午後 ４時２９分）



平成２３年９月２３日（金曜日） 休 会

平成２３年９月２４日（土曜日） 休 会

平成２３年９月２５日（日曜日） 休 会

平成２３年９月２６日（月曜日） 委員会

平成２３年９月２７日（火曜日） 委員会

平成２３年９月２８日（水曜日） 委員会

平成２３年９月２９日（木曜日） 休 会

平成２３年９月３０日（金曜日） 休 会

平成２３年１０月１日（土曜日） 休 会

平成２３年１０月２日（日曜日） 休 会
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平成２３年浪江町議会９月定例会

議 事 日 程（第３号）

平成２３年１０月３日（月曜日）午前９時開議

日程第 １ 認定第 １号 決算の認定について

認定第 ２号 浪江町水道事業会計決算の認定について

議案第４４号 浪江町議会政務調査費の交付に関する条例

の一部改正について

議案第４５号 浪江町復旧・復興基金条例の制定について

議案第４６号 東日本大震災等による被災者に対する町税

等の減免に関する条例の制定について

議案第４７号 浪江町条例の一部改正について

議案第４８号 浪江町国民健康保険税条例の一部改正につ

いて

議案第４９号 平成２３年度浪江町一般会計補正予算（第

４号）

議案第５０号 平成２３年度浪江町文化及びスポーツ振興

育成事業特別会計補正予算（第１号）

議案第５１号 平成２３年度浪江町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号）

議案第５２号 平成２３年度浪江町国民健康保険直営診療

施設事業特別会計補正予算（第１号）

議案第５３号 平成２３年度浪江町公共下水道事業特別会

計補正予算（第１号）

議案第５４号 平成２３年度浪江町農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号）

議案第５５号 平成２３年度浪江町介護保険事業特別会計

補正予算（第１号）

議案第５６号 平成２３年度浪江町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）

議案第５７号 平成２３年度浪江町水道事業会計補正予算

（第１号）

追加日程第１ 発議第 ２号 議会議員の議員報酬の特例に関する条例

の一部改正について

追加日程第２ 発委第 ４号 原発事故による被災損害賠償請求手続き

に関する意見書（案）
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追加日程第３ 発委第 ５号 原発事故による被災損害賠償請求手続き

等に関する決議（案）

追加日程第４ 議案の撤回について

追加日程第５ 発委第 ６号 原発事故による被災損害賠償請求手続き

等に関する決議（案）

追加日程第６ 委員会の閉会中の継続審査・調査の件
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◎開議の宣告

おはようございます。ただいまの出席議員数は○議長（吉田数博君）

19人であります。

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。

なお、６番、横山精一議員より病気治療のため、欠席届けが提出

されております。

（午前 ９時００分）

◎議事日程の報告

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ○議長（吉田数博君）

ります。

◎認定第１号の質疑、討論、採決

日程第１、認定第１号 決算の認定について、○議長（吉田数博君）

これより質疑を行います。質疑は、会計ごとに行います。

浪江町一般会計歳入歳出決算書について質疑を行います。

質疑ありませんか。

２番。

それではまず決算書の61ページ、款12分担金及○２番（山崎博文君）

び負担金、項２負担金、目１民生費負担金、節１児童福祉費負担金

の５保育料負担金、一時保育負担金、延長保育負担金、放課後児童

クラブ負担金は、３月分滞納となっていますが、各種負担金の３月

分を納入した人がいるかお伺いします。また、いた場合は還付扱い

となりますが、その点についてもお伺いします。

続いて決算書65ページ、款13使用料及び手数料、項２手数料、目

６教育使用料、節３保健体育使用料の収入未済額の３万円ですが、

これは今年１月に事件発生した体育館使用料の被害額でしょうか、

お伺いいたします。

また、そうであればその後事件について、役場内の調査及び警察

の捜査状況についてもご報告をお願いします。

続いて決算書91ページ、款20諸収入、項５雑入、目１雑入、節２

雑入のサケ有効利用調査事務経費精算分の89万6,689円ですが、こ

れは公金流用事件の元町職員が精算した額なのかお伺いします。

以上、お願いします。

答弁、福祉こども課長。○議長（吉田数博君）

ただいまおただしの保育料の納入額○福祉こども課長（木村 潔君）

ですが、３月分を納入した方はいないです。もし納入していても、



- 169 -

返還するということになりますけれども、今のところいないです。

以上であります。

教育総務課長。○議長（吉田数博君）

放課後児童クラブ負担金でございます○教育総務課長（屋中茂夫君）

けれども、納入した方はおりません。

産業振興課長。○議長（吉田数博君）

お答えします。○産業振興課長（高倉敏勝君）

91ページのサケ有効利用事務経費と精算金でございますが、こち

らの分についてはあくまでも予備費とそれから事務の通信運搬費等

が含まれております。

おただしの件につきましては、一番下のその他、88万3,361円の

欄のところに、過年度分ということでサケ有効利用ということで34

万9,245円ほど平成20年度、平成21年度分が残っていたということ

で、こちらの方で雑入、過年度収入として見ております。

生涯学習課長。○議長（吉田数博君）

66ページの保健体育使用料の収入未済○生涯学習課長（島田龍郎君）

額の３万円でございますが、山崎議員がおただしにもあったとおり

の公金の紛失関係の３万円でございます。

また、現在の関係につきましての捜査状況につきましては、２月

に被害届を出しまして、現在、双葉警察署のほうで捜査をしている

という状況でございます。

２番。○議長（吉田数博君）

各種負担金については、３月分納入した人がい○２番（山崎博文君）

ないということでこれは了解しました。他の歳入も同様ですが、ほ

とんど震災の影響により、年度末の収納事務が滞ったため、多額の

収入未済額が計上されています。

収納についてはこういう事態の中で、非常に大変な仕事になるこ

とが予想されます。ぜひ町民の皆さんの理解を得ながら、収納に当

たっていただきたいと思います。これは要望です。

続いて体育館使用料の盗難の件ですが、これは金額の大小ではな

く、公金の管理が非常にずさんであったと指摘せざるを得ない重大

な事件だと私は思います。現在、間借りしている役場でどのように

公金管理をしてるのか。これは言える範囲でお答えいただきたいと

思います。

続いて精算金については、その他で計上したということで理解し

ました。

ただ、監査委員からの決算審査の意見書では、盗難事件について

は触れておりません。公金管理の面からも触れるべきではなかった



- 170 -

かと思いますが、その点について代表監査委員のほうからお答えい

ただきたいと思います。

答弁者、総務課長。○議長（吉田数博君）

現在の公金の管理でありますけれども、使○総務課長（根岸弘正君）

用料等については、現金につきましては出納室のほうに金庫を持っ

てきておりますので、そこの中で管理をしているというようなこと

でございます。できるだけ早く銀行のほうに移動するということで

今やっているところでございます。

代表監査委員。○議長（吉田数博君）

それではお答え申し上げます。○代表監査委員（山内清隆君）

66ページの保健体育使用料でございますが、今現在、双葉警察署

の方に捜査願いを出しておりますので、それが決まり次第、監査の

方で報告したいと思います。よろしくお願いいたします。

２番。○議長（吉田数博君）

最後ですから、あってはならない不祥事が発生○２番（山崎博文君）

しまして、昨年のことを思い出しますと、９月定例会において町長

は責任をとって自らの給与減額の条例改正案を提出しました。しか

し、否決となりました。私も反対した１人です。私の反対した理由

は、その１カ月前の８月臨時会において調査のための特別委員会が

設置され調査中であり、その報告をもって自らの責任を果たすべき

ではないかと考えたから私は反対しました。それで、12月に定例会

において特別委員会から調査報告がありまして、町長の任期もあと

残り２カ月となっている中で、執行機関の町として、この事件の責

任はまだとっていないと私は思いますが、その点について町長はど

のようにお考えでしょうか。

町長。○議長（吉田数博君）

公金管理については、議員おただしのとおり、○町長（馬場 有君）

皆さんの税金でありますので大変遺憾なことであったということ

で、私の責任の中で、給料の減額条例を出しましたけれども、残念

ながら、皆様方のご理解をいただきながらということで、大変申し

訳なく思っております。そういうことで、私はけじめをつけていき

たいと持ってます。

代表監査委員から今ご答弁ありましたように、私のほうから捜査

願いを出しておりますので、そういう中でこういう震災があったと

いうことで大変残念に思ってますけれども、これは継続しておると

いうことで、責任は重々感じております。

他に質疑ございませんか。○議長（吉田数博君）

20番。
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３月11日に未曾有の災害によって行政機能が喪○20番（馬場 績君）

失するという、まさに浪江町としても今度の決算は、３月11日に未

曾有の震災と原発災害に遭遇し、浪江町としてもかつて経験したこ

とのない決算問題ということである意味では、閉塞的な決算になら

ざるを得なかったと私は受け止めております。同時に、その立場か

らもいくつか議論しておかなければならない問題があると思います

ので、以下、何点かお尋ねをします。

一つは、総括的なことになりますけれども、冒頭申し上げました

ように、3.11の原発災害において、行政運営の中断を余儀なくされ

ました。住民の生命財産が失われ、今なお、その途上にあるという

ふうに思っております。行政の立場からの検証と総括は、今後、十

分な体制と時間の中でなされるべきであると思いますけれども、ど

ういう形で検証されていくのかお尋ねいたします。

、 、その上で 行政機能喪失という現実に直面している最大の理由は

原発の爆発の問題であります。これは、安全神話を容認し続けてき

た結果、ある意味では予想される事態であると思います。そこで改

、 、めて原発の安全神話を容認してきたことに対する反省 それと今後

原発との決別を計るというお立場で原発問題を考えていくというこ

となのかどうかお尋ねいたします。

さらに関連して、全体が掌握できないほどの行政の損失、町民の

損失が発生し続けております。このことにどう対処するかというこ

とが、決算議会を迎えるに当たって、改めて確認をしておく問題だ

と思います。町長にその立場を確認しておきたいと思いますけれど

、 、 、も 問題の背景の核心がそこにあるとするならば 全面賠償を求め

それを勝ち取っていくために東電と戦っていくという姿勢をお持ち

なのかどうか。改めてその見解を、立場を問うものであります。

それから決算書にかかわる問題で、75ページに原子力立地地域対

策交付金の歳入決算が計上されております。いろいろ新聞等でも報

じられておりますけれども、議会ではまだ正式な見解を示していな

いと思います。平成23年度はどうなされるのかお答えをいただきた

いと思います。

それからページは前に戻りますけれども、決算書の56ページ、町

税の町税不納の問題が出てると思います。今ほどの保育料３月分の

取り扱いについて質疑がありましたけれども、町税等については納

期は期別であるものの、３月分含めての課税であります。月別計算

をするということになるのか。それともこの分については徴収した

ものについては返還するのかどうかということになるのか。地方税

法との関係でお答えいただきたいと思います。
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次、決算にかかわる施策の成果の資料上での今期の財政力、財政

構造について分析資料が載っております。監査資料でも出ておりま

す。改めて数字を申し上げるまでもないと思いますけれども、要点

を整理すると、例えば主な施策の成果15ページには一覧表があるわ

けですけれども、経常収支比率は県平均が87.7％でありますけれど

も、今期の３月の財政構造から見ると80.0％。実質収支比率の6.8

から4.0に改善をされる。公債費比率についても5.6％。実質公債費

比率は18.9から16.5というような中身であります。いろいろここで

もまた整理しなければならない問題もありますけれども、ざっくり

と見るとこういうことで、財政構造については改善されたと。その

結果、基金残高においても積み立て基金、定額運用基金、合わせる

と22億3,771万3,000円、大きな積み増しであります。これは施策の

成果22ページに載って。それで財調基金についても、ご覧になれば

おわかりのとおりでありますけれども10億9,516万1,000円。約11億

円の財調基金があります。

過般、新聞でも報道されましたけれども、緊急事態において、福

島県の基金残高はゼロと報じられております。私は、町民の貴重な

お金ですから大事に使う必要があると思います。その上でなのです

けれども、これだけの基金残高があるとすれば、非常事態の現在、

被災者支援に役立てるべきであると思います。

例えば、こたつはもらったけれども、こたつ布団がない。夏暑か

っただけに冬の寒さが極めて心配だと。エアコンだけではどうしよ

うもない。灯油代が心配だ。こういう声もあります。あるいはこの

非常事態の中で、子育て、あるいは障がい者を抱える家庭の生活は

また深刻であります。一人暮らしの生活もまた心配であります。食

配を１週間に一ぺんでもいいから食配をお願いできないかという声

もございますので、こうした緊急事態における被災町民の救済のた

めに活用していくというお考えがあるかどうかお尋ねいたします。

それから主要な施策の成果でいえば９ページ、決算書は55ページ

になりますけれども、町税の一つである固定資産税の歳入について

報告があります。前年比で500万円を超える増収になっております

けれども、この増収の内容はどういうものなのかお答えください。

それから監査委員にお尋ねいたします。極めて制約がある中、監

査担当職員の協力の得て監査をしまして、決算審査意見書が議会に

提出されました。それはそれでそのご苦労に対してお礼を申し上げ

たいと思います。

ただ、例えば監査意見書の１ページあるいは11ページあるいは25

ページ、決算の背景について記述されておりますけれども、審査と
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いう表現で報告がされております。冒頭申し上げましたけれども、

マグニチュード９という大地震もありましたけれども、決定的な問

題は何か。原発災害であります。したがって、この監査報告につい

ても、原発災害等によるという報告に訂正すべきではないかと思い

ます。代表監査委員の見解をお伺いいたします。

それから、執行者に監査意見書の資料をもとにお尋ねいたします

けれども、例えばこれは決算書、収入未済額については18ページ、

使用料及び手数料１億3,940万円。19ページ、国庫支出金６億7,673

万6,000円。20ページ、県支出金１億3,539万4,000円。21ページ、

財産収入452万8,501円。23ページ、諸収入2,688万6,975円。24ペー

ジ、町債1,820万円。しめて８億7,568万5,670円が収入未済額にな

っている。いわゆる事業事故による収入未済額がほとんどだという

ふうに思いますけれども、この収入未済額について、今後どのよう

に取り扱われていくのか。いつまでも事故繰越ということになるの

か。それとも別な形での取り扱いになるのか。はたまたこの収入未

済額のうち、事業事故との関係で財政損失となって、浪江町の財政

損失となってかぶっていくという形で現れるか。ということはない

ものかどうか。

以上、何点かお尋ねいたしました。お答えをお願いいたします。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○町長（馬場 有君）

まず今回の原発事故の検証についてのおただしでありますけれど

も、これやはり安全安心のまちづくりのために、この原発事故がど

うして起きたのか。さらには我々が被災をした状況、あるいは記録

をすべて含めてアーカイブ的な記録の保持とそれから我々が原災の

マニュアルにしたがって、避難ができなかった件。さらにはいろい

ろな諸条件がありましたけれども、そういう条件が満たすことがで

きなかったことについて、検証してまいりたいと考えいます。

それから行政機能の喪失について、一つはいわゆる原発の取り組

み方についてのおただしでありますけれども、一般質問にお答えし

ましたように、これからは脱原発というような視点で、そういう方

向付けで行政を執行してまいりたいと考えております。

それから、行政の損失にどう対処していくのかということであり

ますけれども、これは行政の財産的なもの、あるいは人的なものす

べて喪失されております。そういうことで、損害賠償については東

京電力にきちんと支払うべき項目をすべて提出して賠償していただ

くように対処してまいりたいと考えております。

あとは、各担当課長が説明しますので、よろしくお願いいたしま
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す。

答弁者、企画調整課長。○議長（吉田数博君）

それでは決算書76ページの、電源立地○企画調整課長（谷田謙一君）

対策交付金についてお答え申し上げます。

議員おただしの交付金なのですが、初期対策交付金相当部分につ

いてのおただしと思います。初期対策相当部分につきましては、原

子力発電施設等の立地を契機とした地域おこし等を支援するため

に、発電用施設等の理解促進活動とか、福祉施設の整備等の充実事

業に充てるための交付金となっております。

浪江町におきましては、浪江小高原子力発電立地に係る初期対策

交付金となっております。そういう中でこの交付を受けた場合、今

後引き続き浪江小高原子力発電所立地を推進するという意思表示に

もなろうかと思います。

そういう中からいたしますと、現在国、県が脱原発の流れ、世論

上も脱原発の流れとなっております。特に福島県では、復興ビジョ

ンで、脱原発を目指すとはっきりうたっておりますので、現在のと

ころ町では受け取るべきではないと考えております。

税務課長。○議長（吉田数博君）

55ページ、56ページについてお答えいたし○税務課長（大浦泰夫君）

ます。

まず１点目の納期の３月部分につきましては、その取り扱いにつ

いてはどうだという質問でございますけれども、町税につきまして

は、３月納期末到来する部分での納付でございまして、この取り扱

いにつきましては、３月11日以降につきまして納期が見込めるもの

があった場合については納期を延長するということでございまし

て、先ほどいいましたように、２月納期はございますけれども、３

月納期にかかる税目はございません。

あと、55ページの固定資産税のほうの前年対比で500万円ほど増

えていると、その内容はということですけれども、主なものといた

しましては固定資産税の土地の評価替え、これは３年に一度評価替

えいたしますけれども、それに基づきます単年度の課税標準額の上

昇分。また合わせまして、土地につきましては、宅地造成等により

、 。ます宅地の増加の部分と 新築住宅に係る部分の増加でございます

以上でございます。

総務課長。○議長（吉田数博君）

主要な施策の成果の15ページの財政構造に○総務課長（根岸弘正君）

係る問題でありますけれども、いろいろ収支を表すのには、やはり

経常一般財源である町税、普通地方交付税、この額というものが非
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常に重要になってきます。平成21年度かなり改善したということで

ありますけれども、これからのことを考えますとやはり町税が入ら

ない。また、普通交付税がどうなるのかわからないということで、

22年度につきましては改善したということでありますけれども、23

年度につきましては町税も入らないということで、これらの出納が

どうなるかちょっと不安であるというようなことを考えておりま

す。

22ページの基金の状況ということでありますけれども、財政調整

基金を使って非常時の被災者支援に役立ててはということでありま

すけれども、これは震災直後につきましても財政調整基金5,000万

円を崩しまして貸付金充当したと。また、補正予算についても５億

円の取り崩しを行っているところであります。しかし、先ほど申し

ましたように、財政調整はかなり不安定な中にあります。財政調整

基金は大事に使っていきたいということで、ある程度、国、東電に

求められるものについてはそちらのほうに求めていきたいと考えて

おります。

代表監査委員。○議長（吉田数博君）

先ほどの質問でありますが、東日本大○代表監査委員（山内清隆君）

震災のほかに原発災害を入れるべきではないかということでござい

ますが、東日本大震災の中に含まれるということで監査委員として

は入っております。よろしくお願いします。

答弁者、総務課長。○議長（吉田数博君）

収入未済額の関係でございますけれども、○総務課長（根岸弘正君）

収入未済額の中にいろいろな種類があると思います。町税であると

か、国・県支出金あります。これで事故繰越の未収特定財源として

のものについては、事業の実施とともに申請をすることになろうか

と思います。

また、事業が終わって、申請が終わって国庫補助金の申請が間に

合わなかったというようなことで、収入未済額になっております。

これについては速やかに申請をして、収入未済額を解消していきた

いと考えています。ただ、町税につきましては、この震災等におき

まして生活の基盤を崩されている方もおります。そういうことで地

方税法の決算等に充てた場合については、そういう法的なこともと

らざるをえないのかなという考えでございます。

20番。○議長（吉田数博君）

、○20番 馬場 績君（ ） 原発災害等の検証に対する取り組みについては

了解をいたしました。

安全神話、原発とどう向き合うかという点では、脱原発の視点を
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外さないでということですから、これも了解いたしました。

損害賠償のことについてでありますけれども、行政損失について

賠償を求めるのは当然です。しかし私の質問の中心は、もちろん行

政損失も含まれるわけですけれども、町民がある意味ではすべての

ものを失うという状況に追い込まれていると。東電から請求書は来

ましたけれども、今日持ってきませんでしたけれども、私も目を通

しましたけれども、私の頭でもなんて失礼な発言でしたので。

私は、理解できないところもありました。あれを受け取った町民

は、どういうことをいっているかというと、とにかくどうしていい

かわからない。あとでまた補正のところでやりますけれども、おそ

らくなんとかしてほしいということでありますけれども、私は決算

審査において、町長に求めたことは、失った損害を東電に全面賠償

させると。もちろん国策として進めてきたわけだから、国の責任は

ありますけれども。事業者は東京電力であります。

したがって、政治的なかがみとして、東京電力と戦うという姿勢

に立たないと、損害賠償についても、行政次第、町民の備え次第、

腰折れしていってしまうのではないか。全町民を団結させて損害賠

償のために東京電力と戦うと、こういう構えで取り組みなされるの

かどうかというところに私の決算審査で総括的な問題としてお尋ね

した中心がそこにあります。改めてお伺いいたします。

それから原発立地交付金については、受け取るべきでないという

ことはわかりました。平成23年度分については申請時期が迫ってい

ると思うのですけれども、申請するのかしないのか。明確にお答え

いただきたい。

、 。○議長 吉田数博君（ ） 20番 その件は先ほど答弁されたと思いますが

受け取らないということは、だから申請もしな○20番（馬場 績君）

いということでよろしいですか。

それから税目についてでありますけれども、３月の大きなものは

ない。したがって問題ないという税務課長の答弁でありました。私

は、あえて言ったように、国保税にしろ、町民税にしろ、22年度４

月から３月までの課税期間で課税されていると。納期の都合上、６

、 、回だったり８回だったり 一番多いのは11回のやつもあるのですか

毎月の。というふうに分割されているけれども、少なくとも３月分

については、もう既に限度額として納入した分、徴収した分がある

とすれば、納期の問題ではなくて、12分の１として担保すべきでは

ないのかということをお尋ねしたわけであります。

固定資産税については３年に１度の評価替えということですか

ら、了解いたしました。
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財政力に絡んで、基金の活用、非常事態だからこそ被災者の立場

に立って活用すべきではないのかということで、具体的な町民の要

望を開示してお尋ねしたわけでありますけれども、総務課長は金庫

を預かる身だから当然だと思うけれども、大事に使う。私も１円た

りとも無駄にしたと思っていない。有効に大事に使うべきだという

点では全く同じ立場です。その上であえて繰り返すけれども、被災

者のおかれている状況からすると、わらをもつかむ思いなのだと。

貯金ゼロにすればいいということではないけれども、県の財政運営

等の例に出しながら、被災町民の支援のために活用すべきではない

かという質問です。このこと事態は全く異論がないと思います。そ

のことに異論があるのか、ないのか。そしてこういう時代に直面し

て、被災者支援ということのために支出をするということも十分検

討すべきだと思うのです。事務方では決算できない問題ですので、

町長の答弁を求めたいと思います。

それから収入未済額については申請が間に合わなかったというこ

とですけれども、そういうことは一方ではあると思います。

それから、収入未済については申請が間に合わなかったというこ

、 。とですけれども そういう事務的なことは一方ではあると思います

と同時に、事業事故という時代の中で、浪江町としても実際は払っ

た分、払わなければならない分があるのだけれども、入るものは入

らないということは、ありえないのか。あり得るのではないのか。

。 、ないならないでいいです それは公共事業としてやったことだから

請求すれば入るのかと。あるいは私の質問のいま一つの背景には、

いつ帰れるかわからないわけです。まったく不可欠な情勢の中で行

政運営をせざるを得ない。事故繰越を何度も繰り返すということに

なることも予想されるわけですけれども、財政処理上そういうこと

が永遠と続くのかどうかということも含めての質問であります。お

答えください。

町長。○議長（吉田数博君）

東京電力の賠償について、戦っていくのか、こ○町長（馬場 有君）

れは当たり前のことで、我々被災民がこれまでの日々の暮らしと生

業を、とにかく崩壊してしまったということでありますので、全面

賠償に向けて今後とも戦ってまいるつもりであります。

国に対しての個人賠償の件については、議員ご案内のとおり、解

説書についてもこれから要約した解説書を出すと。それから異議申

し立てをしませんという同意書の件についても、その件についても

削除をさせるというような形で現在そういう動きになっています。

さらに県の方は、賠償補償の対策協議会で全面賠償ということで、
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お互いに損害を受けたものについては、全面賠償を受け取るという

形で今戦っています。

さらに、財政調整基金のことについては、被災者に対する支援に

ついては異論はございません。

それから被災者に対する支出の件でありますけれども、これはで

きるだけ災害救助法を利用した中、あるいは原災の対象についての

被災者の支援の費用について、更なる請求をしながら、そちらの方

で被災者支援をしてまいりたいと考えております。

、 、財政調整基金については 先ほど総務課長が説明しましたように

５億円ほど取り崩しを、災害に対しての支援。そういうことで、残

額６億円程度ということになると思いますけれども、この６億円の

形の財政調整基金についても、歳出については今後検討するべきも

のがあれば検討してまいりたいと考えております。

税務課長。○議長（吉田数博君）

先ほどの町税等に係る３月分についての12○税務課長（大浦泰夫君）

分の１の還付はどうだという質問でございますが、地方税法上は、

納期未到来のものに限り今回の納期の延長をするということで、あ

くまでも公平性、平等性をもっての対応ということで、一応国のほ

うからそういった形できております。町といたしましては、ご指摘

、 。のとおり 被災がありまして個々の担税力が相当低下しております

そういった形を踏まえまして、今後個別に納税相談等をしながら、

個々に負担のないような形の中で対応していきたいと考えておりま

す。

総務課長。○議長（吉田数博君）

事故繰越の関係でありますけれども、基本○総務課長（根岸弘正君）

的には繰越明許につきましては、繰越明許としてさらに事故繰越と

いう手続きができるようになっております。事故繰越については、

単年度ということで基本的にはなっております。

［ 何についての事故繰越」と言う人あり］「

事故繰越です。１年後繰り越しするという○総務課長（根岸弘正君）

ことでありますけれども、ただ今回のような原発事故による町の全

町避難というようなことでの処理について、現行法でできるかどう

かというのはあると思います。少なくとも、いつまでのだらだらと

事故繰越をするというようなことにはならない、しないというよう

なことで進めてまいりたいと思います。

20番。○議長（吉田数博君）

全面賠償を求めて戦っていくと。この姿勢は貫○20番（馬場 績君）

いてもらいたいと思います。
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それから、町税の納期の問題ですけれども、税目で３月納期とい

うのは決算最終月だから、３月納付というのはないということです

ね。ただ、全く非常事態というか、全く日本史上初めての経験であ

りますけれども、こういう事態になったわけだから、納期到来では

なくて、月割計算で担保するということはできないのかと。答弁は

税法上そうなっていないということです。だから、そういうことで

は特例法にそれを盛り込むべきだという意見を申し上げます。

、 、 。その上で 税務課長としては 被災町民が担税力を失っていると

個別に相談をするということでありますけれども、いわゆる災害救

命についても、親切丁寧に対応するということですか。具体的にお

答えください。

それから、財政調整基金を活用した被災者支援についてでありま

すけれども、私は先ほど言った冬の準備も含めて、あるいは子育て

支援等、あるいは一人暮らしの方でも必要ないと。あるいはそれだ

けの力がある人という人については、私はそれはそれでそういう考

えも理解できますけれども、ほとんどの人が着の身着のまま。今朝

の新聞だと双葉町と浪江町、持ち出した衣類の中に放射線がカウン

トされたということです。持ち込みできなかったとは書いてなかっ

たけれども、持ち出した衣類で放射能が検出されたということが報

道されております。あえてまたこういう状況の中で、冬物が欲しい

のだということで一時帰宅をするということについても極めて慎重

にすべきだと。そのことはやっぱり担当課の方でも協議すべきだと

思います。そういうお考えはあるかどうかお答えください。

それで、私は多くの人達が丸裸で避難してきているわけだから、

冬の準備も含めて最低限のものについては浪江町の志として、ある

いは町民との時間を強調する町長の具体的な施策として、被災者支

援をすべきでないかと。義援金の活用について、もし残高があると

すればどれぐらいあって、その活用についてどういう計画をしてい

るか。財調の活用、義援金の活用を合わせた被災者支援、今後の取

り組みについてお尋ねいたします。

それ以外のことについては、事業等についてもわかりました。そ

ういうことで浪江町がこういうことのために財政損失を被るという

ことのないようにお願い申し上げたいと思います。

再々質問、何点かお話を申し上げましたので、よろしくお願いし

ます。

税務課長。○議長（吉田数博君）

先ほどの納税相談の方法についてはという○税務課長（大浦泰夫君）

ことですが、現在、納付されている方との整合性もありますので、
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そういった方を考慮しながら未納の方につきましては納税相談等の

中で分納等も含めまして負担の少ない方法の中で、個別に相談しな

がら対応していきたいと思います。

福祉こども課長。○議長（吉田数博君）

義援金の残高について資料を持って○福祉こども課長（木村 潔君）

おりませんので、少々お待ちください。

暫時休議いたします。○議長（吉田数博君）

（午前 ９時５５分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時０１分）

福祉こども課長。○議長（吉田数博君）

、○福祉こども課長 木村 潔君（ ） 義援金の残額でございますけれども

２次分の追加がありまして、現在、国県で14億5,000万円、町の方

が１億2,400万円ほどございます。それで１人当たりにすると５か

ら６万円ということになりますが、今、配布方法について、今すぐ

か、大熊町は現在追加でしたみたいですけれども、それと年度末に

するか検討中でございます。

義援金については、あくまでも義援金で、現金で支給するという

ことが原則でございますので、物を買うとかそういう生活物資にと

いうことはあり得ないです。１人当たりです。

質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

10番。

主要な施策の成果、20ページでございます。債○10番（田尻良作君）

務負担行為の状況ということで、上の段には土地改良区事業、下が

双葉地方広域市町村圏組合の負担金でございます。

上の部分でありますが、大柿ダムの件でございます。大柿ダムに

ついては、今回の災害の中で使用不可能みたいな状況になっており

ます。いわゆる水田が使えないということでありますから、水が使

えないということなんですが、この大柿ダムの現在の聞くところに

よると、解散をしているのだという状況も聞いておるわけです。仮

りに解散になっているという状況になれば、いつの時期にそういう

話になったのか、その辺。町の方で掌握している部分についてお答

え願いたいと思います。

あと債務負担なのですが73億7,076万円。国県合わせて86億521万

円という数字なのですが、約100億円という負担。それで、ずっと
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これも償還してきたわけのですが、平成23年度以降、支出減額とい

うことで国県合わせて９億2,332万2,000円という状況で、あと間も

なくで償還が終わるという時期にこういう状況になっております。

残念なことです。償還が終わっていればこういう問題も起きていな

かったと思うのですが、この件について、ただいま債務、国のほう

、 。 、では流用する ストップするというような状況になるのか または

例年通り割合によって償還、毎年していかざるを得ないのか。その

辺をお聞きしたいと思います。

さらに聞くところによると、今回の大柿ダム、いわゆる土地改良

事業に関係する意向調査というようなことも始まっているというこ

とでございますが、この件について町のほうで掌握しているのか。

一応３点お願いします。

答弁者、産業振興課長。○議長（吉田数博君）

まず第１点目の土地改良区の解散とい○産業振興課長（高倉敏勝君）

うお話ですが、そのようなお話は伺っておりません。

次に、債務負担行為についてでございますが、こちらについては

当然これは国県について現在はそのままの流れで行くかと思いま

す。今後、事業によっては延長等になるかもしれませんが、債務負

担行為というのはあくまでも国県に対する年度別の償還計画でもっ

てつくっておりますので、これらの延長については、かなり難しい

のかなという考えを持っております。

次に、意向調査でございますが、私のところにもまだその意向調

査をするという情報は入ってきておりません。

10番。○議長（吉田数博君）

解散はしていないということでありました。実○10番（田尻良作君）

はある土地改良区の職員のほうからもうクビになったんだというこ

とを聞いているんです。町として、議会として我々全然そういう話

もないし、その辺どうなっているのかということで、ただいま聞い

てみました。解散していないということは了解しました。

債務負担残高で９億2,232万2,000円とあるんですが、町としては

財政、先ほどもあったようにもちろん厳しい状況の中で、この辺の

ところを何とか国県にかけあってストップしてもらうとか、そうい

う努力も必要なのかと思うのですが、その辺のところを再度お願い

したいと思います。

あと、請戸の調査については、これも先般ある方とお話ししたと

ころ、県の臨時職員、県の仕事でどんなことをしているのだという

ような話の中で、大柿ダム組合の方の意向調査、次の仕事をしたい

のだというアンケート調査、意向調査にやるという話も聞いており
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ます。

内容については、これは存続していくのかという中身でいろいろ

とあるようでございます。この件についてはよろしいです。

一応債務の件について、答弁お願いします。

答弁者、産業振興課長。○議長（吉田数博君）

先ほどもご説明申し上げましたが、あ○産業振興課長（高倉敏勝君）

くまで債務負担行為というものは年度を決められて計画によって償

還をするものでございますので、延長とか延期ということは難しい

かと思います。

当然これについては、町としての責任があるわけですから、それ

は町のほうとして当然支払をする義務があります。町としてもその

金額はございませんので、当然それについては電力なりと交渉する

余地があるのかと思っています。

10番。○議長（吉田数博君）

これで終わりますけれども、これはぜひとも頑○10番（田尻良作君）

張ってもらいたいと思っております。

それと、質問変わるんですが、先ほど町長からの20番議員の質問

の答弁の中ですが、財調の件で町長は６億円というお話がございま

した。それについては、県と避難民を支援していくという答弁でし

た。それでなんですが、我々議会もほとんどの人の要望だと思うの

、 、 、ですが 線量計なのですが これなど一つさらに要望でありますが

その辺について考えているかどうかお尋ねします。

町長。○議長（吉田数博君）

、○町長 馬場 有君（ ） 財調からの取り崩しの線量計の配付については

若干検討はさせていただきますけれども、ただ逐次一世帯当たりに

貸し出しの方式ということで、線量計を購入して貸し出し方式で配

布していきたいと考えます。

３番。○議長（吉田数博君）

先ほど２番議員の質問の中にもあったのです○３番（山本幸一郎君）

けれども、65ページ、66ページの３万円の公金料金の件で、町長の

回答の中で責任は十二分にわかっているというようなお話がありま

した。しかし以前に指摘されているからというようなお話で意味が

わかっているというのが議会で議決したからですけれども、内容を

ちょっと勘違いしているのではないかと私自体思って、もう一度ご

確認します。

なぜならばこれは、議会と行政側との懇談会の話とは別に、その

当時、不意に出てきたような内容であって、議会を無視したような

態度であったために否決されたかと私は思っております。
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それで責任は十二分にわかっているといっているのであれば、こ

の数、日にちが短い町長任期のなかで、その責任を十二分にどのよ

うにとるのか。また、これは年に２回もあった公金未納の証だから

これだけ騒がれている実感は町長自体あるのかどうか、初めにお聞

きします。

町長。○議長（吉田数博君）

今、議員おただしのとおり、自覚はしておりま○町長（馬場 有君）

す。したがいまして、どういう形で責任をとっていくか。これはや

はり減額という形で出していきたいと形ではおります。そういうこ

とでご了承願います。

他に質疑ございませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

ここで10時30分まで休憩をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時１５分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時３０分）

続いて、浪江町文化及びスポーツ振興育成事業○議長（吉田数博君）

特別会計歳入歳出決算書について質疑を行います。

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

続いて、浪江町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算書につい

て、質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

続いて、浪江町国民健康保険直営診療施設事業特別会計歳入歳出

決算書について、質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

続いて、浪江町老人保健特別会計歳入歳出決算書について、質疑

ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

、 、続いて 浪江町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算書について
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質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

続いて、浪江町工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算書につい

て、質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

続いて、浪江町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算書につい

て、質疑はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

続いて、浪江町介護保険事業特別会計歳入歳出決算書について、

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

、 、続いて 浪江町財産区管理事業特別会計歳入歳出決算書について

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

、 、続いて 浪江町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算書について

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

認定１号 決算の認定について、これより討論を行います。討論

はありませんか。

20番。

平成22年度の事業執行が震災で中断をされると○20番（馬場 績君）

いうことについては、執行者も、議会としても、極めて不満足であ

るというふうにまず怒りを申し上げておきます。

その上で、避難騒動の中、22年度の決算を締めくくったわけであ

りますけれども、決算以外で決算認定に反対の立場を明らかにして

おきたいと思います。

、 、 、 、今回の避難の根本原因 本質は 原発の爆発であり 国も東電も

あるいはその周辺も安全神話にどっぷりつかってきたその結果であ

り、シビアアクシデント、最悪の事態を想定しなかった、同時多発

の原発事故の対策をとるべきであったという指摘にも対応をしてこ

なかった、その結果であるということについても、極めて重大な問

題を残したと思っております。
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浪江町の原発とのかかわりでは、１号機もその一つでありますけ

れども、浪江・小高原発保有地に絡む東北電力からの受託事業、こ

れも予算は１億2,918万6,000円の調定額、それに対して収入未済は

1,641万6,000円という決算を示しているわけでありますけれども、

少なくともこの時点では、原発と同時進行という立場をとってきた

表れであります。ここにも問題があろうかと。

それから、地域スポーツセンターの問題では、いろいろ体育館の

老朽化の問題も指摘されましたけれども、耐震設計、耐震建築に伴

う再利用ということも指摘したわけでありますけれども、残念なが

ら国の公共投資臨時交付金、臨時経済対策を当て込んでの莫大な事

業が計画されました。これも、事業不実行という事態に遭遇したわ

けでありますけれども、公共事業のあり方、公共投資のあり方とい

う点からも問題を残した事業であったと指摘せざるを得ません。

さらに、特別会計では、75歳以上の老人を一くくりにして別枠扱

いをすると。政権党においても、早い時期にこれを廃止するという

ことであったわけだけれども、現政権はこれを存続させるという姿

勢に立っており、その延長線上で浪江町でも後期高齢者特別会計が

運営されております。これは、高齢者福祉と、あるいは高齢者医療

という点からも隠れた問題が指摘され、早い時期に廃止すべきであ

るという意見が今なお出ておるものもご承知のとおりであります。

したがって、平成22年度決算、大変ご苦労の中で決算されたわけ

でありますけれども、政治的、政策的に見れば少なくともあらゆる

問題を残したという点で私はこの決算認定に反対という立場を明ら

かにするものであります。

ほかに討論ございませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、認定第１号決算の認定についてを採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めま

す。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、認定第１号は原案のとおり認定されました。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時３９分）
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再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時４０分）

◎認定第２号の質疑、討論、採決

日程第１、認定第２号 浪江町水道事業会計決○議長（吉田数博君）

算の認定について、これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、認定第２号 浪江町水道事業会計決算の認定について

を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めま

す。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、認定第２号は原案のとおり認定されました。

◎議案第４４号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第44号 浪江町議会政務調査費○議長（吉田数博君）

、 。の交付に関する条例の一部改正について これより質疑を行います

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第44号 浪江町議会政務調査費の交付に関する条

例の一部改正についてを採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第44号は原案のとおり可決されました。
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◎議案第４５号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第45号 浪江町復旧・復興基金○議長（吉田数博君）

条例の制定について、これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

20番。

この条例は、浪江町がそろって帰還をするとい○20番（馬場 績君）

う要旨のもとに提案されていると思います。帰還できる、できない

の問題についてはさまざまな角度から一般質問等でも確認されまし

たし、これからも多様な協議が展開がされると思いますので、この

議案にかかわっては、反対というふうにはしません。

その上でなんですけれども、復旧・復興にかかわる基金の積み立

て目標、それから復旧・復興にかかわる国の財政支援について現時

点で明らかになっている内容について、お答えをいただきたいとい

うふうに思います。わかる範囲でいいです。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

復旧・復興に関する基金の目標額でありますけ○町長（馬場 有君）

れども、現在のところ目標額はございませんが、ただ、復旧に当た

ってのインフラの調査とか、あるいはでき得るところの整備、これ

はできるだけ早くしていきたいというような考え方がありますの

で、ぜひ基金を設けてこの条例を提案した次第であります。

それから、もう一つは、復旧・復興についての考え方ですけれど

も。

［ それはいい」と呼ぶ者あり］「

考え方ですね。○町長（馬場 有君）

［ 国の財政支援」と呼ぶ者あり］「

財政支援ですね。それは、私も県と同調いたし○町長（馬場 有君）

まして、特区ですか、特区をひとつお願いしたいということであり

ます。したがいまして、土地利用の緩和の促進ですとか、そういう

ものを含めた形の特区を含めた中での財政支援をひとつお願いして

いきたいということであります。

以上です。

20番。○議長（吉田数博君）

基金積み立ての目標はない。それから、復旧・○20番（馬場 績君）

復興にかかわる財政支援については、県と協調して特区認定を求め

るということでありますけれども、財政支援に対する具体的なお答

えはありませんでした。そこで、片方では町民挙げて避難している

と、日々の生活、経済的な、精神的な生活は、これから悪くなろう

ともしばし改善向上するということは、考えられないと思っており
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ます。

その意味で、基金条例そのものに異議を唱えるつもりはありませ

んけれども、先ほど決算議案の審議でも明らかになったように、一

方では歳入が、税収が見込みないと、そういう中で復旧・復興を進

めなければならないということですから、極めて厳しい立場に立た

されていると思うのです。

私は、構想としては認めるけれども、復旧・復興の前提は町民の

生活の安定、向上、改善。向上、改善はしばらくはかかると思うの

だけれども、生活安定のためにやはり町の財政力を投入すべきでは

ないかと。大義名分として復旧・復興は極めて立派であります。し

かし、人のいない、子供のいない、生活環境の見通しのない復旧・

復興はあり得ないと思うのです。

人のつながりということを念頭に復旧・復興基金積み立てをすべ

きだと。いわゆる復旧・復興を錦の御旗に、町民生活、被災町民生

活支援の予算、施策を犠牲にして基金積み立てをするようなことの

ないようにしてもらいたいと思います。町長の見解を求めるもので

す。

それから、復旧・復興にかかわる財政支援、特区認定を求めると

いうことでありますけれども、詳しくは特区認定の種類の内容まで

は詳しく調査しておりませんけれども、少なくとも今回の大震災、

原発、震災を受けた福島県は、あるいは東北３県を含めて特区認定

をすると、そういう方針は政府サイドから出ております。それはそ

れで吉報であると。と同時に、原発被災によって生活も浪江町の産

業もあらゆる資源も崩壊状態にあるという中での復旧・復興、当然

のことながら除染の問題も含まれるわけでありますけれども、この

ための財政支援を前面に求めていくのが、執行者の最優先課題では

ないかと思います。先ほどの町民支援の予算を犠牲にしてまで基金

積み立てをしないということとあわせて、片方では十分なる財政支

援を求めていくことが求められると言えると思うんです。

町長も、今までも頑張ってきたと思いますけれども、町長選挙は

迎えるものの、いずれにしても置かれている立場の責任は極めて重

大であります。復旧・復興にかかわる財政支援を、町民に遠慮する

ことなく国・県に、あるいは東電に求めていくべきだと思います。

強い決意で復旧・復興にかかわる予算確保を求めるのか否か、その

考えをお聞きしております。お答えください。

答弁、町長。○議長（吉田数博君）

おただしの第２点でありますけれども、やはり○町長（馬場 有君）

３月11日以前に戻れるように、日々の暮らしとなりわいができるよ
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うに、福祉向上のためにやっていきたいと考えています。

さらに、特区と並んで財政支援を国・県に強く求めるべきである

ということで、議員おただしのとおり、やはりこれから財政的に非

常に容易でない状況になってまいりますので、強くこれは国と県に

財政支援、特に地方交付税の交付金を格段のご後援をいただきなが

ら強く求めてまいりたいと考えております。

以上です。

20番。○議長（吉田数博君）

町長の決意に、あえていま一言申し上げます。○20番（馬場 績君）

浪江町の復旧・復興は当然であります。大きく見れば、福島県全

体の復旧・復興が求められると。この大仕事をやるためには、やは

り福島県知事、あるいは県議会との連携、そしてさらには被災自治

体、13市町村となっていますけれども、議会は議会で議会連合をつ

。 。くっております 市町村は市町村で市町村連合をつくっております

、 、双葉郡他市町村との連携も密にしながら 遠慮しないでずばずば県

東京電力に復旧・復興のための対策と財源確保を求めていくべきだ

と思います。

先の答弁ではなかったと思いますから、あえて再々質問で町長に

強い決意を促します。答弁は要りません。

他に質疑ございませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第45号 浪江町復旧・復興基金条例の制定につい

てを採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおりに決することに賛成の諸君の起立を求めま

す。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第45号は原案のとおり可決されました。

◎議案第４６号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第46号 東日本大震災等による○議長（吉田数博君）

被災者に対する町税等の減免に関する条例の制定について、これよ

り質疑を行います。
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質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第46号 東日本大震災等による被災者に対する町

税等の減免に関する条例の制定についてを採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおりに決することに賛成の諸君の起立を求めま

す。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第46号は原案のとおり可決されました。

◎議案第４７号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第47号 浪江町税条例の一部改○議長（吉田数博君）

正について、これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第47号 浪江町税条例の一部改正についてを採決

いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおりに決することに賛成の諸君の起立を求めま

す。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第47号は原案のとおり可決されました。

◎議案第４８号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第48号 浪江町国民健康保険税○議長（吉田数博君）

条例の一部改正について、これより質疑を行います。

質疑はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第48号 浪江町国民健康保険税条例の一部改正に

ついてを採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおりに決することに賛成の諸君の起立を求めま

す。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第48号は原案のとおり可決されました。

◎議案第４９号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第49号 平成23年度浪江町一般○議長（吉田数博君）

会計補正予算（第４号 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

２番。

予算書の51ページ、款３民生費、項１社会福祉○２番（山崎博文君）

費、目８災害救助費、節14使用料及び賃借料、また同じく節18備品

購入費ですが、バッチ式線量計借り上げ料の10万7,000円、これは

補正第３号で対象者1,079人に配布のための補正と記憶しておりま

、 。すが 今回は配布対象者数について教えていただきたいと思います

また、節18備品購入費の電子式線量計についての台数と使途など

の詳細をあわせてお願いします。

さらに、８月臨時会の補正で貸し出し用として電子式線量計200

台を整備しましたが、その貸し出し状況、現在までの貸し出し状況

について教えていただきたいと思います。

答弁、健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

ただいまのバッチ○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

式の線量計の借上料の配布対象者が1,037人おります。これにつき

ましては、県内、それから県外、希望者に対しての配布でございま

す。18歳未満の配布者になります。

それから、電子式線量計でございますが、貸し出しの状況につき

ましてはまだ購入しておりませんので貸し出しはございません。そ

れから、その線量計のトータルで貸し出し数なんですが、約700台

ということで購入を予定しております。

以上でございます。
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暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時５９分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前１１時０２分）

健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

配布対象者でござ○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

いますが、１人当たり1,000円の、借り上げ料になりますので、約

100名になる費用になります。

以上であります。

２番。○議長（吉田数博君）

バッチ式線量計ですけれども、本部会議の資○２番（山崎博文君）

料ですと県内の小中学生は959名、県外小中学生は744名、合計で

1,703名です。きょうのお話ですと、８月の補正で1,079人で新たに

今回で100名ということで、まだまだ18歳未満の方に行き渡ってい

ないということと思いますが、この対象者数はどこまでお考えなの

か、再度お伺いします。

また、電子線量計ですが、８月の補正で上がってもまだ購入して

いないということで、全然スピード感を持った対応をしていないと

思うんですが、なぜそこをできなかったのか、またやらなかったの

か、教えていただきたいと思います。もし今回の補正で通れば、合

計700台になるわけですけれども、町民の皆さんの健康管理や安心

して生活できるためにも、私は先ほどの決算の認定でもありました

が、各世帯１個配布すべきと思います。再度お答えいただきたいと

思います。

答弁、健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

いわゆる配布の対○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

象者、今回も追加で100名前後の対象者になるわけですね。それか

ら、1,700名のいわゆる18歳未満の方々がいらっしゃるわけでござ

、 、 、いますが これは妊婦も含めてでございまして 当然のことながら

県内、県外に今行っている方がいらっしゃいます。県外の場合につ

いては、当然県内におられる18歳未満と同じような取り扱いもした

いと思っております。

ただ、しかしながら、県外の場合につきましては、線量の低いと

いうか全くないところもございます。そうしますと、線量計をつけ

ていてどういう、これ何なのと当然聞かれたときに、差別的なもの
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も起こらないのか、起き得るのか、そのようなことも考えなければ

ならない。県外については、８月の臨時議会のときにもご説明しま

したように、慎重に対応していきたいと考えております。

それから、貸し出し予定700台、今回の補正を合わせてでござい

ますが、８月中にいわゆる臨時議会のときに予算を計上して、どう

して今までになったのか、ということでございますが、目いっぱい

の県からの補助金、4,400万の補助金でございますが、目いっぱい

使いたいこともございまして、今回の補正に上げたものと加えて、

早急にこの議会終わりましたら見積もり徴収を行って早急に購入し

たいと考えております。

貸し出しの時期でございますが、大体11月、線量計がなかなか手

、 、に入らないこともございまして 大量になるわけでございますので

11月ぐらいから貸し出ししていきたいと考えております。

以上でございます。

20番。○議長（吉田数博君）

今回の整備については、県のほうの補助金を活○20番（馬場 績君）

用して整備したと思うんですけれども、８月臨時会でも７番議員か

ら財調基金を取り崩して全世帯へ配布すべきじゃないかという質問

に対して、担当課と相談しながら、さらなる検討をするという答弁

。 、 、でございました 本当に検討したのか ちょっと危惧されるわけで

先ほど決算の質疑の中で、町長は貸し出し方法で検討しているとい

う答弁でしたが、ここは町民の多くの皆様が、また議会の大多数が

各世帯に１個というような共通した認識を持っています。ぜひ町長

の英断がここで求められるのかなと思うんですが、町長のほうから

お願いします。

答弁、町長。○議長（吉田数博君）

１世帯当たり１個配布するということが理想だ○町長（馬場 有君）

と思いますけれども、予算的に今ちょっと厳しい状況でありますの

で、できれば今健康保険課長が答弁したように、目いっぱいの国・

県の補助をいただきながら、逐次配布といいますか、貸し出しをし

て、配布していくということになりました。今後は、やはりそうい

う線量計、非常に大切な部分でありますので、さらにその財源を考

えながら考えていきたいと思っています。

以上です。

他に質疑、７番。○議長（吉田数博君）

同じ51ページの18備品購入の電子式線量計につ○７番（渡邉文星君）

いてお尋ねいたします。

この予算は、金額は幾らで個数は何個か、まずそれを教えていた
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だきたいということがまず１点です。それを教えていただきたい。

それと今、町長答弁ありましたけれども、１世帯１個が理想だと

いう答弁がありました。しかし、私はそうは思わない。予算か、町

民の健康か、どちらが優先するかの話です。財調基金はあります。

６億円あります。そこをどうとらえるかです。町民の健康と自分た

ちの自治体の運営が優先するか。この６億円全部使えと言っている

のではありません。１世帯であっても２万円の線量計を買えば１億

4,000万円、9,000世帯であれば１億8,000万円。それが、予算が厳

しい、そういうわけにはいかない。私は聞き置いておけない。町民

の健康が第一に優先する。忘れるな。我々は何のためにここに避難

してきているんだ。原子力事故による放射線量あるからこそ、ここ

に避難してきているわけでしょう。何で町民の健康、放射線量計を

配れないのか。全く理解ができない。何回も私は同じことを言って

いる。スピード感を持ってやらなければだめだ。200個にしてもま

だ購入されていない。それは財源がないかもしらん。でも、手当を

早くしなければならない。こんなことをいつまでも繰り返していた

ら、財源がないから買えないという話になってくる。どう行政が素

早く町民のために動くがが今求められている。全くその危機感がな

い。町長の見解を伺いたい。

答弁、健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

電子式線量計の１○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

個当たりの購入の単価、町のほうで希望している部分なんですが、

約５万円でございます。

［ 個数、５万円で何個の予算計上をしたか」「

と呼ぶ者あり］

700個程度です。○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

答弁、町長。○議長（吉田数博君）

今、渡邉文星議員がおただしのとおり、健康と○町長（馬場 有君）

町民の生命、それが大切なことで、いろいろ財政事情もございます

ので、それに、もちろん生命と財産は守らなくてはならないという

ことは重々認識をしておりますけれども、やはり町民の方の今ニー

ズも、いろいろ別な面に限っても、いわゆる扶助関係の費用も出て

まいりますので、その辺は財政等にらみながら町民の生命と財産を

守っていきたいと考えております。

以上です。

７番。○議長（吉田数博君）

５万円で700個であれば、これ1,345万円の計上○７番（渡邉文星君）

なんですね、18の備品購入。これちょっと合わないので、整合性を
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示していただきたいと思います。

、 、 、 。それから 財政調整基金というのは 総務課長 目的は何ですか

財政調整基金の目的を述べてください。基金の条例ありますよね、

その目的を述べてください。どういうときにそのお金を使うか。

私は、このお金を町が線量計を買うために使った場合でも、これ

は東電に請求できる金だと、行政がもちろん請求できる金だと思っ

ている。なぜかといえば、先ほど言ったように放射線が出ているか

ら我々は地元に帰れない。そのためにここにいる。そのために町民

の健康、もちろん財産はありますけれども、私は今線量計をやって

いますから、生命について守らなければならない。そのためには、

。 、一時立て替えという考え方を持ってもいいわけです 買った購入数

行政が全部それを負担するとう話ではないんです、今回は特に。こ

れこそ、東電にまさに請求できるわけ。そういう認識を持てば、一

時立て替えと思えばいいだけの話です。なぜそれが決断できないの

かわからない。

まして、貸し出しなどということは、それぞれの町民、7,000世

帯おりますので、格差をつけるという話になるんですよ。どういう

基準で貸し出しするんですか、じゃこれ。貸し出しする、貸出しす

るって。どんなときに貸し出しして、どんなことするんですか。１

週間貸し出しして、また１週間、いずれ何カ月ぐらいになるんです

か。そうすると7,000世帯だから計算できますよね。そんなことで

本当に町民の健康を守れますか。あり得ないでしょう。貸し出し基

準を示してください。

答弁、総務課長。○議長（吉田数博君）

財政調整基金の処分でありますけれども、○総務課長（根岸弘正君）

これは経済事情の変動等により財源が著しく不足する場合におい

て、当該不足額を埋めるための財源に充てる。災害により生じた経

費の財源または災害により生じた減収を埋めるための財源に充て

る。償還期限を繰り上げて行う町債償還の財源に充てる。長期にわ

たる財源育成のためにする財産の取得等のための経費の財源に充て

る。緊急に実施することが必要となった大規模な土木その他の建設

事業経費、その他必要やむを得ない理由で生じた経費の財源に充て

る、以上が条例による処分の内訳でございます。

答弁、健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

先ほどの線量計の○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

単価と合わない、700台が3,500万円ぐらいだと言われている予定に

なるわけですね。これは８月の臨時議会に上げた分と、今回の補正

で上げた部分でございまして、約3,500万円になるものです。その



- 196 -

見積もり額ですが５万円。先ほど申し上げましたけれども、予算上

は一応県のほうに補助金のほうで申請した場合については、７万円

から８万円ぐらいの線量計の中で補助金の申請はしてあります。た

だし、その金額で考えますと、相当の金額になりますので、やはり

単価を下げた部分で検討しているという理解で、そういう可能性の

もとに考えております。

以上であります。

［ 貸し出しの基準」と呼ぶ者あり］「

答弁お願いします。○議長（吉田数博君）

貸し出しの基準で○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

ございますが、まだ基準のほうはつくっておりません。今後、貸し

出し基準を早急につくりまして対応したいと思います。

７番。○議長（吉田数博君）

私には理解がだめなんですけれども、もう再々○７番（渡邉文星君）

で最後なので。これ18備品購入費合計で1,345万円です。これ電子

線量計を500個買ったら５万円だったら2,500万円ここに計上しなけ

ればならないと思うんですが、どうも今の説明でこの数字とは…。

［ 合計」と呼ぶ者あり］「

だから700個だったら3,500万円だけれども、今○７番（渡邉文星君）

500個計上しましたということであれば、2,500万円で1,300万円し

か計上していないから、この差は。要するにこの差は私の計算だと

。 、 。2,500万円 しかし 備品購入費の計上金額が1,345万円の計上だと

そうするとここでどういう数字になるのか、それをまず、あともう

３回目だから、後がないからこれきちんと説明してください。私の

ほうで理解できない。説明聞いているんだから。それで説明してく

ださい。

それと基準の問題、町長、こういうことなんですよ。わかります

か。貸し出しします、貸し出しします、町長が幾ら言ったって、基

準のないものをつくって健康を守れますか。守れないでしょう。だ

ったら、こんな基準なんかつくらずに、町民の世帯別に配布すれば

。 。いいんですよ きちんとみんなが自分の家族の健康管理はしますよ

財政の話、まさにその財政の話は総務課長が答弁したとおりです

よ。使えるんですよ、これも。堂々と胸張って使えるんですよ。だ

れも文句を言わないですよ。ルール違反じゃないです。こういう使

い方が求められているんですよ。私は、財調基金について過去に５

回も６回も質問しました。おかしいぞと。年度間のバランスでやる

ようなお金じゃないんだよと。災害その他あったとき、経済変動が

あったとき使うお金だということを何回も指摘した。まさに今この
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時期なんですよ。なぜこの時期に出せないんですか。先ほど言った

、 、 、ように 出せないとともに これは一時仮払いで流用するんだって

東電に請求すればいいだけの話でしょう。我々は、原発事故で放射

能いっぱいのところに住めないからこういう避難をしている。避難

をしているからこそ、どうする、何が問題なのかという現実が一番

大事じゃないのか。

もちろん、20番議員が言ったように、生活支援も大切です。やら

なきゃいかんと思います。しかし、私は優先順位はこっちかなとい

うことで、８月の臨時議会からずっと訴え続けているんです。さら

なる検討をした。さらなる検討をした結果、何もない現実じゃない

ですか。200個も現在ない。本当に住民の健康を考えているんです

。 。か 全く今までの論議の中では住民の健康なんか度外視なんですよ

、 。 。予算が優先 そういう話に私は聞こえてくるんです そうじゃない

さらなる検討をした結果、財調金からきちんと捻出をして、とにか

く一も角にも町民の健康を優先する。

きのう、おとといだったですかね、プルトニウムやらいろんなも

のが、さらにさらにあの重量の重いものも我が町のところにあるこ

とが判明しました。だからこそ必要なんですよ。一時帰宅何のため

にやるんですか。先ほど、20番議員も言いました。きょうの朝、持

ち出しについて線量をはかる。いろんなところで放射能がかかって

きているんですよ。町長、もう一回考え直しなさいよ。誰のための

線量計なのか。誰のための予算執行なのか。そこをベースにしない

から間違ってくるんですよ。ベースは町民の健康なんです、今。そ

こをはっきりすれば、財政のことは後からついてくる。ないわけじ

ゃないんだから、今現在。それで東電から後は請求してもらう。１

年猶予する。いろんな考え方できるじゃないですか。あまり固まら

ないでもう一度答弁を求めます。

町長。○議長（吉田数博君）

。○町長 馬場 有君（ ） 渡邉文星議員のおただしのとおりだと思います

しかし、先ほど答弁申し上げましたように、今、健康保険課長か

ら出たように、１台８万円で7,700世帯ですと、もう完全に財政調

整基金、今６億ぐらいだと思いますけれども、それを全部費消して

しまうというような形になります。もちろん金額ではないというこ

とは、これ重々私自身もわかっております。そういうことで、いろ

いろとまた検討はしていきたいと思います。

ただ、その東京電力の今の賠償補償の姿勢が、非常に我々の姿勢

に立っておらない状況が見受けられます。したがって、それを担保

にした中で財政を切り崩してやっていくのは、ちょっと危険の感じ
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もあります。そういうことも踏まえて、もう一度検討させていただ

きたいと考えております。

以上です。

健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

先ほどの700台と○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

いうのは、これは８月と今回の補正の部分がトータルして700台購

。 。入すると 今回補正に上げましたのは200台分の補正でございます

［ 500でしょう」と呼ぶ者あり］「

、 。○健康保険課長兼津島診療所事務長 紺野則夫君（ ） いや 200台です

200台分の補正でございます。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１１時２６分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１１時２７分）

答弁、健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

先ほどの700台の○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

部分でございますが、これはあくまでも希望の台数でございます。

予算上につきましてすべてトータルで502台になるわけです。今回

の補正につきましては、302台の部分になるわけでございまして、

訂正いたします。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１１時２８分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１１時２９分）

答弁調整を含めて、ここで昼食休憩ということ○議長（吉田数博君）

で、１時20分まで休憩をいたします。

（午前１１時２９分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 １時２０分）

午前中に引き続き、質疑への答弁を求めます。○議長（吉田数博君）
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答弁者、健康保険課長兼津島診療所事務長。

それでは、午前中○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

に私の予算の組み立て、それから担当者からの聞き取り等について

、 。十二分にできなかったことに対して 皆さんにおわび申し上げます

どうも申しわけございませんでした。

それでは、先ほどの説明について再度ご説明を申し上げます。８

月補正の時点では、サーベイメーター50台分で1,312万5,000円の予

算計上をいたしました。それから、それに伴って１台当たり５万

8,500円で200台の補正予算をいたしまして１,170万円、これが今回

の線量計。８月に線量計として上げた金額で、トータルが2,482万

5,000円ほど８月の補正で上げたわけでございます。

今回９月の補正でございますが、302台掛ける５万8,500円という

ふうなことで、1,766万7,000円ほど今回の補正で上げました。合計

で502台、８月の補正で200台、それから今回で302台でございます

ので、502台の購入の部分で上げたわけでございます。

先ほどの700台、私が答弁いたしましたけれども、それにつきま

しては、サーベイの計測器について若干の差益が出たというふうな

ことがございまして、それで200台分を加えて、皆さんに200台とい

うか、198台になるんですが、貸し出しのほうを円滑にするために

700台と答弁をいたした次第でございます。

以上でございます。

町長。○議長（吉田数博君）

補足答弁をさせていただきます。○町長（馬場 有君）

先ほど来から全世帯に配布をしたらというような提案がございま

した。いろいろ財政とも話をしまして、財調を取り崩して、すべて

財調を取り崩すというわけにはいきませんので、財調を取り崩す考

え方をしながら特定の財源を考えて、何とか政府、国、県、さらに

は東京電力、そちらのほうの財源をも考えながら、最終的には全世

帯に配布をしていくという考え方でまいりたいと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。

以上です。

、 。 。○議長 吉田数博君（ ） では 質疑を続けます 他に質疑ありませんか

１番。

歳入に関しまして３点ほどご質問いたします。○１番（愛澤 格君）

まず、町税の部分ですけれども、今般、条例にも出ていました減

免によりまして、町税が約16億7,000万円を減額しております。こ

れに対して補てんといいますか、補助金みたいなのはあまりないよ

うなんですが、今後ともないのかということ。それでこの部分につ



- 201 -

す。そういうことで、今回、原子力発電所の事故になっているもの

ですから、来年度以降についての現在のところの見通しは、まだ立

っていない状況でございます。

以上であります。

１番、よろしいですか。○議長（吉田数博君）

はい。○１番（愛澤 格君）

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

20番。

補正に関係して何点か。まず、避難に伴う出張○20番（馬場 績君）

所設置に関してでありますけれども、この前の全員協議会では、い

わき市に設置するという説明がありました。今回の補正で出張所設

置費の予算はどこに計上したのか。それから、今のところ考えられ

るところは、総務の人件費等々であろうと思いますが、どういう予

算の投入の仕方をしてあるのか。あわせて、執行予算はどれくらい

を見込んでいるのか。

それから、出張所設置については全員協議会でも私は条例的には

必要でないかということで議論をしてきた経過があるわけですが、

要するに、いろんな証明書も含めて出張所の業務は町長の一部権限

を、町長権限に関する事務の一部を執行するというか、それを担う

ということになるわけなので、条例設置が適切ではないかと思いま

す。改めて、今議会ではどういうお考えなのか。

それから、線量計については先ほど議論になりました。今のとこ

ろ一定の方向が決まりました。その上でなんですけれども、線量調

査についてです。町単独の調査も行われてきております。最近、新

たな情報として発表されたところによれば、文科省が６月のある期

間に調査した結果として、ストロンチウムとプルトニウムが検出さ

れたと。これは、インターネットで調べましたけれども、詳しい地

点まではなかなか出ておりません。いずれにしても、あのプルトニ

ウムなりには浪江町の津島、そして一部でありましたけれども飯舘

村、一部は100キロ離れた須賀川市、群馬県という大きな自治体と

いうことでありますけれども、したがって、浪江町単独でそういう

各種の線量調査ができる機器、あるいは技術、知見をお持ちなのか

どうか。

その上で、改めて基本調査として今回明らかになった核種も含め

、 、 、 、 、 、て きめ細かい調査 これは土壌はもちろん 水 山林汚染 海洋

、 、 、これを大熊町では町の中は 私の記憶では200メーターかな あと

郊外は500メーターメッシュで調査した。これは正確な記憶であり

ませんので、そういうふうに調査をして、調査結果を発表しており
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ます。

浪江町でも一部調査をして発表されましたけれども、改めて汚染

の実態に照らして、核種を含めて調査をするべきであると。補正予

算を見る限りでは、そういう予算も組まれていない。あるいは予備

費等、あるいはこれまでの所管の予算の中で展開しているというの

であれば、それはそれで説明をお願いしたいと思いますけれども、

調査の方針についてお答えください。

、 、 。 、それから 線量計の配布は それはそれで私は当然だと それと

一般質問でもありましたけれども、内部被曝、いわゆる健康調査、

弘前大学との協定では内部被曝の調査もするというお答えがありま

したけれども、一歩踏み込んでホールボディーカウンターによる調

査もやるとすれば、どこでいつから実施するのか。それから、県の

健康調査では18歳未満、当時胎児だった子供も含めて36万人の健康

調査をすると。しかし、これはかなり時間がかかると思います。改

めて弘前大学との協定を促進させるということで、未成年の、もち

ろん成人の検査も急いでやるべきだと思います。対策はいかがか、

お答え願います。

それから、先週、産業・建設常任委員会で、損害賠償の問題でも

審議をいたしました。委員会委員長了解で、予算審議の中で損害賠

償について質疑をするということで、許可を得ております。その上

でなんですが、産業振興損害賠償班から、原子力損害賠償手続につ

いての職員対応についてという説明資料をいただきました。皆さん

おわかりのとおりだと思いますけれども、要点を申し上げますと、

賠償手続は、個人あるいは個人において東京電力との間の民事損害

賠償、各法律行為であるために、制度的な問い合わせや一般的な件

についての問い合わせは別として、具体的な請求金額等に関係する

件についての問い合わせは、あるいは相談は職員としては対応しな

い、こういう方針であるということで説明資料が配られました。そ

ういう立場で。県の自治体の無料相談あるいは損害賠償に関する県

内８カ所、これは二本松市においても毎週木曜に実施すると、そう

いう形で対応するという説明がありました。

結論から言うと、これまでの町長との議論を踏まえれば、極めて

不満、納得できないということです。ここに書いてあるとおり、損

害賠償は民事であることは間違いありません。しかし、２万1,000

人の町民が全国に散らばって、読めない、わからない、歩けない、

、 。 、 。行けない ないないづくし しかも そもそも我々の避難は何だと

あるいは損害賠償は何だと考える原因は、損害賠償そのものは本質

的には民事の問題ということになるけれども、全町を挙げて避難を
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して損害賠償に取り組んでいるときに、いわゆるそれは誰の責任だ

ということで済まされる問題かということです。

だからこそ、町長は６月議会、あるいは９月、今議会の私とのや

、 、 、りとりでも 一般質問におけるやりとりでも 相談窓口をつくると

窓口をつくることによって何かが始まる。弁護士でも雇って丁寧な

相談に応じたいという答弁をされていたと思うんです。しかし、こ

の資料によれば、これは法律行為だから丁寧な相談に応ずるわけに

はいかないという、そういうふうに私は受け取らざるを得ない。改

めて言うけれども、避難に伴うの損害賠償は自己責任の問題だとい

うことで突き放していいのかということです。お答えください。

それから、政府の調査に関してちょっと戻りますけれども、これ

も災害救援班から仮設住宅等の調査結果についての一覧表でありま

す。この資料では、地上１メーター、単位マイクロシーベルト・パ

ー・アワーという調査内容でありますけれども、仮設住宅以外でも

測定していまして、浪江小学校玄関では９月６日では0.7、９月26

日では0.58、中学校の中庭、0.52、９月26日では0.50。これは間違

いなく、いわゆる子供に対する年間被爆量許容値１ミリシーベルト

を超えるということに。そこでの生活時間を勘案すれば単純ではな

いかもしれない。私はやっぱり子供の命と健康を守るという点から

すれば、急いで除染をする必要があると。もちろん二本松市では校

庭等の表土除去をやったと聞いておりますけれども、実態としては

どうかと。あるいは仮設住宅で高いところは、杉田農村広場仮設住

宅、９月６日では0.68、９月26日では0.72マイクロシーベルト・パ

ー・アワーとなっています。

それで、お尋ねいたしますけれども、１つは、小学校、中学校、

本当にきめ細かな線量調査をすべきである。いわゆる子供たちの学

校における生活空間の調査、中庭１カ所がこうだと、玄関脇でこう

だということではなくて、雨どい、側溝、周辺の植え込み等々を調

査をして、子供たちの安全を守るべきだと。補正予算ではそういう

ことをどういうふうに検討されて予算計上されているのか、今後ど

うするかということでもあります。

避難してきて仮設住宅がこれだけあって、しかも極めてばさっと

した調査。調査箇所を増やしたらもっと高いところがあると思いま

す。線量調査については、もっときめ細かく除染対策も含めて検討

してください。補正予算の上ではどういうふうに検討され、予算計

上されたのかお尋ねいたします。

これは福祉仕事の班から事業内容として説明されたものでありま

す。障がい者の延長交付から弔慰金のことまでいろいろと書いてあ
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ります。私が対象になった部分についてお尋ねをして、補正予算あ

るいは業務執行上どういう対応をするのかということについてお尋

ねいたします。

、 、 。１つは 義援金の支払いが未実施になっている この件数がある

206人です。これが件数だけが入ってありますけれども、今議会で

配られた、あるいは全員協議会で配られております。その後どうな

っているのか。

それから、２つは弔慰金について、一番上の対象件数は184件、

受理件数121件、支払い済み件数110件ということで、死亡届け出確

認後請求者に申請書を送付しているということで、請求されていな

い人は申請書は送っているということだと思いますが、121件中支

。払件数は110件ということで11件滞っていることになっております

その後、どういうふうになっているのか。

それから、災害関連死です。申請件数が43件、審査件数が９件、

認定件数が８件、これは災害関連死を申請した者に対しては書類一

式を送付している。そして、提出あったものについては審査会に審

査を依頼しているということでありますが、この一覧表との関係で

すけれども、障がい者の死亡が73人おります。それから従業員の死

亡が55件と書かれております。これらは震災関連死という範疇の中

に入るのかどうか。その取り扱いはどうされるのかお尋ねいたしま

す。

それから、保育所のことは福祉こども課になるのかな、広域入所

でここに来るまでは242人希望があったと。しかしこれが151人の入

所にとどまっていると。要するに90人が入所できないでいるとこの

数字であらわれているわけです。一般質問でここまでは聞きません

でしたけれども、幼児教育において、私はやっぱり懸念すべき事態

だと思います。この点についてどう対処なされるのかお答えくださ

い。

それから教育関係で、全国に避難しているということは再三申し

上げて、その上でさまざまな障害が出ております。教育委員会とし

て今後、県外の子供たちとの交歓、交流、激励も含めて、そういう

取り組みを考えているのかどうか。補正予算上どういうふうに予算

計上されているのか。その中身について、計画について、内容につ

いてお尋ねいたします。

以上何点かお尋ねしますけれども、お答えください。

答弁者、総務課長。○議長（吉田数博君）

まず、いわき出張所関連の予算はどこかと○総務課長（根岸弘正君）

いうことであります。
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まず、補正予算の39ページの目24仮庁舎管理費という項目がござ

います。この中で、一応工事請負費ということで300万円とってい

るんです。これがすべていわきの出張所に係る経費ということでは

ございませんけれども、これは仮設住宅出張所関係、あるいは駐車

場の整備についての予算をこの項目で整備しているということであ

ります。

また、現在の男女共生センターの改修であるとか、第２事務所の

改修につきまして、今まで650万円ほどの予算化をしております。

今回、300万円の補正ということで、現計で950万円というようなで

ことでございます。

それとあわせまして、26ページの９の旅費でございます。この中

に費用弁償ということで今回142万5,000円の予算計上をしておりま

す。これは、いわゆるいわき及び相馬、南相馬の出張所につきまし

ては、通いではなかなか勤務が大変だろうというようなことで、日

額旅費で対応しようということで、予算の計上をしたところでござ

います。

、 、それと 続きまして出張所の条例との関係でございますけれども

これも前から言っておりますように、まず権限を付与するというよ

うなところまで現在は至っておりません。現在想定しております出

張所につきましては、避難住民との連絡調整、あとは各種申請、届

け出の預かり、住民票、税務証明書の発行ということで、証明書に

つきましても公印をついたものを転送するというようなことでやっ

ておりますので、設置条例までは必要ないという判断でおります。

ただ、一般質問でも申し上げましたように、いろいろこれから避

難町民が多くいるところもございます。やはりそういう場合に条例

化が必要になる場合につきましては、これは順次検討していきたい

というようなことで考えているところであります。

以上であります。

産業振興課長。○議長（吉田数博君）

先ほどの損害賠償対策班の件について○産業振興課長（高倉敏勝君）

お答えを申し上げます。

本部会議で配った資料につきましては、これはあくまでも産業の

損害賠償対策班の職員に対してではなくて、一般職員に対して、中

途半端な説明になるとかえって混乱をしてしまうということで、細

かいことについては産業振興班のほうに相談をいただくと。ただ、

一般の職員についてはここまで理解をしていないので、こういうこ

とで照会をしていただけないかということでの本部会議の資料でご

ざいます。
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産業振興班としては、本会議でもご報告申し上げましたとおり、

現在、できれば各避難所、仮設住宅等を回って、弁護士等による説

明会を開きたいということで進めておりまして、決して産業振興班

として一般的な答えをしないというのではなくて、我々産業振興班

を除く役場の一般職員に対してはなかなかそこまで理解をしていな

いということで、本部会議でこういうような説明をさせていただい

たということでございますので、ご理解ください。

住民生活課長。○議長（吉田数博君）

今、20番議員のおただしでございます○住民生活課長（植田和夫君）

中の線量の調査ということで、まず１点目の町独自の調査というこ

とでございますが、これは仮設住宅、それから小中学校の線量調査

をしております。おただしの言われたとおり、測定する点が少ない

ような感じもいたしますので、よりきめ細かな線量の調査を実施い

たします。

それから、第２点目の核種調査についての知見、技術については

どうかということでございますが、その部分については持っており

ません。

それから、汚染状態の調査をどうするのかという点につきまして

は、土壌の汚染、それから水等の汚染、それについては国で調査を

実施している部分がございます。それを活用しながら、町としても

実施していかなければならないと考えております。

以上でございます。

健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

ホールボディーカ○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

ウンターによる内部被曝の検査でございますが、県のほうにおきま

しては５台購入する、そのうちの１台については11月に入ってきま

すと、それから２台が12月、来年１月には２台が入ってくる。県調

査の内容についてなんですが、車搭載の移動式のホールボディーカ

ウンターを購入すると県から報告をいただいております。

それで、会津のほうに避難している70名、18歳未満でございます

が、これにつきましては11月に先行して浪江町の子供のために被曝

調査を実施したいと県からはご報告ございました。

以上でございます。

福祉こども課長。○議長（吉田数博君）

義援金についてですけれども、206○福祉こども課長（木村 潔君）

名まだ未払いということなんですけれども、206名については８月

末現在でありまして、現在は30名程度、まだ未払いとなっておりま

す。
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それから、弔慰金でありますけれども、184件中６件が支払済み

で、121件中の110件しか払っていないのではないかということなん

でございますけれども、これについては８月末現在で資料を渡して

ありますけれども、現在はすべて払っております。

それから、災害関連死43件で９件が申請で８件が認定されたとい

うことなんですけれども、これは、議員おただしの件については、

43は第１回の審査会にかかった人数です、郡内の人数。その中で、

浪江町の関連は９件があって、そのうち８件が受理されたと。浪江

町単独では、現在63件ほど申請があります。

それから、障がい者関係の死亡ですけれども、これについては関

連死があるかというと、ケース・バイ・ケースで我々では認定しづ

らくて、医師の確認等もあって申請が出てくれば、なおかつ審査会

で判定する問題で、ちょっと我々では関連あるかどうかはこの上申

し上げられない状態であります。申しわけありません。

それから、保育所に対する広域入所、４月当初保育園入所者数は

242人で現在は151人が広域入所して90人が入所できないということ

なんですけれども、広域入所については、問い合わせがあれば必ず

市町村に行って連絡してください、申し込んでくださいということ

は指導しております。それから、保育料についても、来年の３月ま

では免除ということでしてあります。ただ、現在避難をしている状

態もありますので、保育にかけない子も幾らかは、親も一緒に住ん

でいますので、そういう子がいるので少ないんじゃないかと私は考

えております。

以上であります。

教育総務課長。○議長（吉田数博君）

私のほうからは、除染について、それ○教育総務課長（屋中茂夫君）

と、もう一つは細かくもっと測定すべきでないかの２つについてお

答え申し上げます。

まず、除染に関することですけれども、前にもお話ししましたけ

れども、７月13から19日の期間にかけて、浪江小学校と浪江中学校

の校庭の剥離工事を行いました。今度の２学期から開設しました浪

江小学校と浪江中学校の校庭の剥離工事を行いました。

それから、９月27日には、先日８月議会で補正予算を認めていた

だきましたので、高圧洗浄機を購入しましたので、高圧洗浄機によ

、 、 、る除染作業を学校の屋上 あるいはベランダ あるいは雨どい関係

そして側溝関係を行っております。

それから、先日９月30日ですけれども、空間線量の測定器が両校

のほうに配付されましたので、さっそくきょうから校舎内ですと、
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教室ですと窓際、中央、あと廊下側、教室内で３カ所、あとは廊下

も同じく３カ所、それから校庭ですと５カ所、４隅と中央と、それ

ぞれ測るように指示しまして、きょうから測っております。

なお、さらに学校周辺の道路あるいは側溝関係につきましては、

私どものほうで出向いて、そちらのほうは測ってまいりたいと考え

ております。

以上でございます。

教育長。○議長（吉田数博君）

私のほうからは、全国に散っております子○教育長（畠山熙一郎君）

供たちとのきずなを保つ、そのことについてお答えいたします。

先日の一般質問でもご指摘ございましたし、常任委員会でも同じ

ようなご指摘、質問がありました。実は、29日に校長会があったも

のですから、そこでも早速話題にいたしまして、１つは子供たちが

直接出会う機会がつくれないかというお話の件ですが、８月下旬に

既にご報告しておりますが、卒業証書を手渡す会を小学校がそれぞ

れ工夫をして行いました。この評価があって、また何かの機会に集

まれないかというお話があったように承っております。このことに

ついても校長と話をしました。きょう現在、学校として取り組んで

いる具体的な話はありませんが、何か機会があればそういう取り組

みをしたいという動きはあるようでございます。

経費の問題になりますと、例えば全国から来るのに旅費を補助し

てくれなければといった話がないとも限りません。このような難し

さもありますので、状況を見ながら、あとは学校規模とかそれぞれ

事情が違いますので、もう少し学校の話を聞きながら進めていきた

いと思っております。

したがいまして、この件について予算化については今回は特別お

願いしてございません。

もう一方の情報提供ということにつきましては、一般質問でもご

答弁いたしましたけれども、頻度は学校によって違うんですが、学

校だよりなどを既に出しております。多いところは一月に一、二度

。 、 、というところもございます これについては 実績もありますので

今後も何とか工夫をしようと、そういうところで話をしたところで

す。ただ、郵送につきましては、これは経費が伴いますので、当面

はなるべくそれのかからない、例えば町の広報紙をお配りいただく

ときに何かそれと関連づけてできるかとか、そんなことで検討して

おるところでございます。

なお、さらに学校内でよりよい方法が見つかって、それを実際や

りたいということであって、もし予算的な承諾が新たに必要となれ
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ば、私として是非そのことは努力をしたいと校長には申しておりま

す。

以上でございます。

20番。○議長（吉田数博君）

出張所設置に伴う条例設置ですが、権限付与を○20番（馬場 績君）

していないので条例設置は必要ないと、今までと同じ答弁です。と

同時に、今、総務課長の答弁でも明らかになったように、証明書発

行については本庁から出張所に転送するということですが、各種証

明書、転送であっても公印のついたものを交付するわけだから、町

長権限の一部付与でしょうということになると思うし、いずれにし

ても役場職員の種々の出張所における業務は公務であります。さま

ざまな条例、規則、要綱の中で仕事をするということになるわけで

す。しかも、いつ何が起きるかわからないということで、出張所、

この条例設置しないということは、権限を与えないということ。そ

れだけの仕事をさせておきながら、その裏を返せば責任の所在を明

らかにしないということと一体のものではないかと思うんです。

町長権限の一部付与ということになると、具体的にここで議論す

るわけにはいかないと思うけれども、いずれにしても、浪江町役場

福島出張所、郡山出張所、本宮出張所、いわき出張所ということに

なるわけです。浪江町の役場の看板を背負っているわけですよ。連

絡調整のみに限定されるかどうかは、これはまだわかりません。一

定の範囲で権限と責任を与えるために、私は条例設置が必要だとい

うふうに思うんです。ちなみに、葉町では、会津美里町といわき

、 。市に葉町美里出張所を設置 いわき出張所を設置しておるんです

というものを議会に提案をし、議決をし、条例設置のもとで業務運

営がされていると。私はこれが正当ではないかと思います。お答え

いただきたい。

それから、損害賠償については、いわゆる本部にいる職員の一般

的な対応ではなくて、損害賠償担当班としては、しかるべき形で相

談に乗っていくと、仮設等も含めて出張相談もやるということです

から、了解をいたしました。

とにかく、今一番相談が多いのは、冬の自宅の問題と損害賠償で

す。我々から言ったら資産で、損害賠償を求めます。どうすればい

いのかと。そこでのやりとりはお答えしませんけれども、極めて深

刻です。先ほどの決算の審議の中でも、町長は全面賠償に向けて東

電と戦う姿勢を持って厳しく当たるということですから、その構え

を損害賠償班でも受けとめて仕事に当たっていただきたいと思いま

す。これはお答えはいいです。
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線量調査については、改めて細かい調査をすると、それから、土

壌等、いわゆる水、土壌環境等々の汚染については、国の調査を活

用しながらということですが、私は、質問のポイントは、半年、ほ

ぼ７カ月、４、５日前ですからね、ストロンチウムとプルトニウム

が検出されたという発表がありました。言葉をあげれば、東電とし

ては、あるいは文科省は、本当のことはなかなか、必要なときに必

要な情報は提供しないということはもう明らかだと思うんです。東

電においてやっていることは、国会に出した資料を、原子力の運転

の操作の手順書は黒塗りで出したということですからね。法律的な

命令をもっていつも出している、対応上。言ってみれば化け物、そ

ういうものを相手に、町民みんなが責務を負わなくちゃならない。

だから、多くの町ではどういう形でやったかわからないけれども、

きめ細かい調査をやって、それを情報公開してしているんだという

ことです。教育委員会と住民生活課との連携、これも必要だと思う

んだけれども、いずれにしても、その調査の費用は国と東電に請求

すればいいのであって、我々は新聞やテレビを通じて情報を得るし

かないというのが今までの経過です。浪江町は、そういう意味では

極めて深刻な被曝を受けてきたわけなんです。汚染されているわけ

。 。です 独自の調査を強めるということが求められていると思います

これは課長答弁はいいです。町長、線量調査、今言ったような立場

でどう進めるかお答えください。

それから、内部被曝についてはこの補正に計上されていないけれ

ども、浪江町の子供被曝調査、県が購入する５台のうち１台を回し

てもらうということなのかどうなのか、そこをはっきりお答えくだ

さい。その上で、11月から先行調査すると。移動式のホールボディ

ーカウンターでもって11月に先行して調査をすると。この中身をも

う少しきっちりお答えいただきたいということと、私は、18歳未満

のあらゆる被曝調査、遅過ぎると。だから11月に先行してやるのが

当たり前なのだと。全体として遅過ぎると、そういう認識の上に立

って、町民は東電の調査に該当した人のみです。我々議員の中でも

内部被曝調査を受けたという話は聞いておりません。私たち自身も

同じ16日までは置いてきた牛の飼料管理のためにしょっちゅう帰っ

ていました。そのことを県の健康調査、記憶調査には書いて出しま

したけれども、今もって返事は来ません。高汚染の地区で生活ある

いは避難せざるを得なかった我々町民は、今もそういう状態に置か

れているということですから、先ほどの決算審議でも町長と議論し

ましたけれども、本当に腰を据えて町民の健康を守ると、甲状腺被

曝でいえば、体外的であればまだ出ないと思うけれども、専門家は
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触診調査でも早くやるべきだという意見です。こういうことも含め

て基本的な被曝調査どうするか。もう少し先の見えるお答えをいた

だきたい。

それから、義援金の未払い30件、これは解決の見通しがついてい

るのか、ついていないのか。弔慰金については全部解決したと。問

題は災害関連死で、障がい者の死亡、難しい。全くそのとおりだと

思いますね。

具体的な事例を１つ話をします。あまり詳しい話をすると特定さ

れますから、ざくっとした話をしますけれども、79歳のお年寄りの

婦人です。避難所から仮設に入りました。７月の頭に、ご記憶の方

もいると思いますけれども、本当に連日猛暑、エアコンをかけたら

ば、暖房が入ってきたと。暖房。大量生産だし、これは担当課長に

も実は報告はしてありますけれども、何度直してくれといっても、

何とかするからと。それから洗濯機と水道の排水と給水管が逆につ

いている。仮設の中が水びたし。ストレスはいかばかりかというふ

うに思うんです。私は、その話を聞くために、残っただんなさんと

談笑しました。だんなさんは持病だと言っていましたけれども、私

は、やっぱり災害関連死ではないか。あるいはそれに準じた事例と

いうのは、それに類した事例というのは、やっぱりこの障がい者の

死亡73名、重度医療費給付者の中で８月末までの死亡者56名の中に

は少なからず含まれているのではないかと。もちろん命はお金でか

えられるものではないけれども、私はそういう形で犠牲になった以

上、そういうことで救済するのがせめてもの償いと思います。誰と

誰というふうにわかっているわけだから、担当課は大変だと思うけ

れども、人が足りなければ緊急雇用でその体制をとって、やっぱり

町長を先頭に全町避難を指示したその立場からも、被災者に寄り添

って、こういう犠牲者にそれなりの相談に乗ると。あるいは少しで

も力になってやれる、そういう制度を活用するということが大事で

はないかと思います。担当課長、答えられるとすれば、今後どうす

るかということも含めてお答えをいただきたい。

それから、保育所入所、これは絶対予算に入ってくるのかな。保

育にかけないという子供もいるのではないかと、家庭にいるのであ

れば。だから、全国に散らばっているから、なかなか容易ではない

と思うんだけれども、やっぱり入り口と出口を、２万2,000人の町

民とのきずなだとすれば、どうされていますか。こういうお尋ねの

書類をお渡しすると、お届けするということも必要ではないかと思

。 、います いろいろなここでは言い切れないことがありますけれども

決算審査、あるいはこの期間、行政のほうから説明があったのか、
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あえて私なりに大事だと思う問題についてお尋ねしたわけです。お

答えください。

除染については、これはさまざまな問題がありますから、ここで

やってもまたほかの議員の方がたくさん補正予算に関して質疑をさ

れると思いますので、私はこの程度にとどめます。明解な答弁を求

めて。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

線量調査の件についてのおただしにお答えいた○町長（馬場 有君）

します。

先ほど、住民生活課長が技術と知見は持っていないということで

ありますので、ぜひ弘前大学との協定も締結しておりますので、そ

ういう専門機関あるいは東大のアイソトープの所長である児玉教授

と相談しながら、きめ細かな調査をしてまいりたいと考えておりま

す。

以上です。

総務課長。○議長（吉田数博君）

出張所の条例関係でありますけれども、現○総務課長（根岸弘正君）

在まで町長の権限に属する事項、特定の組織、職員に与えないとい

う観点から条例化は必要ではないというような考えでおります、現

在は。ただ、それが、葉町につきましては、やはりいわき市と会

津美里町というふうに大きく２つに分かれて避難している。それに

対して浪江町はかなり広範囲にわたってというようなことで、出張

所もかなり多くなるということで、そういう組織づくりができるか

というのが一つ問題かと思います。ただ、これにつきましても、や

はり条例化に向けても検討していかなければならないというような

考えも持っておりますので、今後検討させていただきたいと思いま

す。

健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

それでは、ホール○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

ボディカウンターの細部についてご説明申し上げます。

県のほうでは５台、先ほど購入すると答弁申し上げまして、それ

１台をぜひ浪江町に期間を区切ってよこしてくれないかというふう

なことで、金曜日に関係課に行ってまいりました。県のほうの回答

でございますが、長い期間の中で、いわゆる浪江町に専属的に置く

ことはなかなか大変だと。やはり１カ月ないし２カ月というふうな

期間であるならばというような県のほうの回答はいただきました。

県のほうの運行計画がございますので、近々というふうな話はされ

ておりましたけれども、専門的に浪江町には貸し出しすることはで
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きない、いわゆる期間を切ってならばというような県のほうの見解

でございました。

それから触診、例えば甲状腺の検査についてでございますけれど

も、今月から18歳以下、3,836名に対して先行検査を実施すると県

のほうから回答をいただいております。

以上であります。

福祉こども課長。○議長（吉田数博君）

それでは、お答えいたします。○福祉こども課長（木村 潔君）

30名ほど残っているのはどうなのかというのは、書類がそろって

いれば速やかに対処しています。そろっていない場合であっても、

電話連絡で担当がどういうところが悪いのかとか、どういう書類が

必要かとか、連絡を毎日とり合って速やかにやるようにやっており

ますので、よろしくお願いいたします。

それから、障がい者についてなんですけれども、制度活用とか今

後どうするかということなんですけれども、障がい者については、

現在のところ障がい者が実際に社会から浮いていると言ったら失礼

なんですけれども、施設等がなかなか、浪江町にいたときには富岡

町とかいろいろと空きがあって、そういうところに全部お願いして

いた経過はあります。でも、実際、現在のところ、障がい者につい

ては例えば西郷村とか離れたところにはありますけれども、二本松

市等についてはなかなか入りづらいということがありまして、なか

なか難しい点はありますけれども、相談があった場合については親

切にやっていきたいと思います。

それから、保育所の実態をつかんでいないということなんですけ

れども、確かに、我々も日本全国に散らばっていますのでそういう

意見はあると思うんですけれども、担当も私も、電話連絡等があっ

た場合には、こういうところへ相談してとか、直接行ってみて聞い

、 、てみて書類送ってくださいとか 電話連絡で説明しておりますので

今後ともそういう関係でやっていきたいと思うんですが、例えば、

、 、きょうあたりですと 二本松の認定こども園が来年の募集について

仮設に張っていいかとか、共生センターに張っていくかということ

を聞いてきたものですから、ぜひ張ってくださいということでお願

いしたこともありますので、今後ともそういう形でやっていきたい

と思います。よろしくお願いします。

じゃ、最後だから。○20番（馬場 績君）

終わったんじゃないですか。○議長（吉田数博君）

いや、ちょっと今の答弁の。○20番（馬場 績君）

いや、先ほどこれで終わりますということ。○議長（吉田数博君）
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終わると言った。○20番（馬場 績君）

他に質疑ございませんか。○議長（吉田数博君）

13番。

ページ21ページの奨学金の件なんですが、元金○13番（佐藤文子君）

収入がゼロということで減額しているんですけれども、今現在、日

本の学生支援機構というところの奨学金制度というのは、被災した

利用している方たちにはそのまま減免になっているんですが、被災

していなくて、現状仕事にいまだついていない、継続している人た

ちからは、奨学金の元金というか、奨学金制度が運行しているんで

すね。浪江町では、全額補正してしまったということなんですけれ

ども、県外とかよそで働いている子供たちというか、利用者が元金

が通常どおりに入れるような組織というか仕組みというのを、町で

今後やっていくのかどうかというのを教えていただきたいと思いま

す。

それと、33ページに行政区の活動資金ということで残っているん

ですね。残高残してあります。33ページの負担金、補助金及び交付

金の19のところで、この金額245万円、どういった活動を見込んで

こういう金額を残しているのかというのをお聞きしたいと思いま

す。

それから、同じように35ページの中にある国際交流費、目の14の

国際交流費というのは増額しているんですよね。650万円ぐらいに

なる。この内容を教えていただきたいと思うんです。こんな時期に

国際交流というのはどんなことをするのかなと。増額してまで残し

た理由ですね。これを教えていただきたいと思います。

最後に、47ページの筋力トレーニングというのがあるんですね。

高齢者筋力トレーニング事業。減額して350万円ぐらいの残金を残

したということなんですが、実は仮設、主には仮設を中心に社協の

人たち、臨時雇用対策で社協が増員されていて、職員の人たちが仮

設仮設を回って健康状態だとか、高齢者のところなんかをまめにこ

う巡回してくれているようなんですが、その仮設なんかの居住空間

がすごく狭くなって、健康だった人も健康を害しているという状況

ですね。それと同時に、借り上げ住宅に入っている人たちが、仮設

なんかだとはっきり目に見えることが、借り上げ住宅に入っている

高齢者なんかの健康状態は埋もれてしまって表に出てこないです

ね。

筋力トレーニングみたいな前やっていた、もしあの人たちがやっ

ていたようなところを利用したいという方も現実いるんですよ。た

だ、二本松市のサービスを受けられるのか、そういったどこに相談
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していっていいのか、本当に運動不足になってますます精神的にも

肉体的にもダメージが大きくなっていくというような現状がありま

す。こういった事業というのは、ほかに方法がないものかどうか。

デイサービスとか老人ホームとかは立ち上げるということになって

いるんですが、介護認定をまだ受けていない方たちの健康維持、健

康増進というのはどんなふうに考えているのか教えていただきたい

と思います。

それと、できれば、私、産業振興課なんですが、産業振興課の委

員会審議の中で、当初予算持っていないものだから、今回の補正で

どの事業がどのぐらい残っているかというのを当初予算と比較しな

ければわからない面がいっぱいあって、書類を出してもらったんで

すけれども、ほかの委員会の中ではなかなか難しいというようなお

話があったんですけれども、保育所関係とか、児童館とか、幼稚園

とか、そういったもので今後どういう事業になるのか。それと、そ

の事業のためにそのぐらいの予算を残しているのか。減額とか増額

とか、そういったものの書類というのはいただけないものか、つく

っていただけないものかどうか教えてください。

答弁者、教育総務課長。○議長（吉田数博君）

21ページの奨学資金の元金収入に関し○教育総務課長（屋中茂夫君）

てのご質問でございますけれども、平成23年度につきましては、ご

らんのような異常事態ということで、それぞれ避難しているわけで

す。奨学資金をお借りしているご家庭の皆さんにつきましても、修

学のほうで頑張っていただきたいということで、しかも修学、授業

だとかいろいろあるでしょうけれども、そうした支出あるいは生活

費ということでなかなか大変だと考えまして、今回23年度分につき

ましては全額猶予という形で今回減額したところでございます。何

とぞご理解いただきたいと思います。

以上です。

総務課長。○議長（吉田数博君）

、○総務課長 根岸弘正君（ ） 33ページの行政区活動補助金ということで

今回245万ほど補正しております。これは、現在、旧行政区といい

ますか、旧区がやはり集まっていろいろ活動をしている、活動を始

めているようなところもございます。それについて、やはりある程

度の支援が必要であろうということで、通信運搬費であるとか、そ

ういうものについてやはり支援していきたいというようなことでの

今回の補正経費であります。

企画調整課長。○議長（吉田数博君）

続きまして、国際交流費の増額補正に○企画調整課長（谷田謙一君）
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いては、例えば特別会計の国保会計や介護保険会計では、災害臨時

特例補助金ということで若干の補てんがあるとなっております。そ

ういったものがないのかということがまず１点です。

それから、ないということなのかもしれませんが、23ページ、歳

入欠陥債がありますが、歳入欠陥債というのは、その基準ですね、

許可の基準。無原則にあるわけではないと思いますので、この歳入

欠陥債についても、これまで使ったことがあるかどうかわかりませ

んが、その辺の内容、基準を含めてお願いしたいと思います。

それから、先ほどもありましたけれども、災害復旧・復興基金条

例の基金のもとになります核燃料税交付金、これは県のほうの基金

を繰り越しして市町村に交付するというようなことだと思うんです

が、これは平成22年度もありましたけれども、平成23年度は合計で

３億5,348万2,000円ということなんですけれども、これはあと何年

ぐらいあるのか。そういう見通しがあればお聞かせ願いたいと思い

ます。

以上３点、お願いします。

答弁者、総務課長。○議長（吉田数博君）

まず、町税の減免に係る補てんであります○総務課長（根岸弘正君）

、 、 、 。けれども これは補助金 交付金的なものはないです 現実的には

ただ、我々市町村側からは、歳入欠陥債とかいう起債でなくて、や

はり交付金的なもので後に残らない、借金として残らない形での方

法をお願いしますというようなことでいろいろ要望していたんです

が、それがなかなか今のところはかなっていないというようなこと

で、それの町税の減免に関する補てんにつきましては、歳入欠陥債

によることになろうかと思うんです。あるいは減税補てん債になろ

うかと思います。

あと、歳入欠陥債の内容でありますけれども、やはり税を巻き込

んで減免します。そうしますので、やはりそれは一たん課税をして

減免というふうな形になると思いますので、その中で課税額がどの

くらいかというふうなことが一つの基準になろうかと思います。

以上であります。

企画調整課長。○議長（吉田数博君）

続きまして、核燃料税の見通しについ○企画調整課長（谷田謙一君）

てお答えを申し上げます。

おわかりのとおり、核燃料税につきましては、法定外普通税とい

うことで、今年度５年更新で７期目、平成24年12月30日までになっ

ておりますが、ご存じのように核燃料税につきましては、原子炉に

挿入する燃料の価格を基準に課税するものということでございま
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ついて説明を申し上げます。

一般質問の中でも答弁したんですが、今般、３月11日の大震災と

いうことで、中国興化市のほうからお見舞いに来たいというふうな

話がございました。そういうことで、それに係る経費を今回補正増

で上げております。

健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

47ページの高齢者○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

筋力トレーニング事業費の今回267万8,000円ほど補正の減額いたし

ました。これは、やらないというふうなことではなくて、６カ月震

災から過ぎました。今後は仮設住宅等々に入居されている方々に対

して、今までやっていたような筋トレ事業を継続したいと考えてお

ります。したがって、267万8,000円の減額というのは、いわゆる半

年分だと考えていただきたい。

福祉こども課長。○議長（吉田数博君）

それでは、保育所関係の予算が見え○福祉こども課長（木村 潔君）

ないということなんですけれども、一応保育所関係については現在

すべて広域入所ということになっておりまして、６月末で１億

6,400万円ほど災害対策のほうでとってありますので、そちらで対

応しております。よろしくお願いいたします。

13番。○議長（吉田数博君）

奨学金のことはわかりました。○13番（佐藤文子君）

行政区の活動資金ということで、９行政区の活動を半年たってぼ

ちぼちやるところに支援をしたいんだということなんですが、行政

区で全然動きがないところはそのまま、届けを出したところにだけ

支援金を出すということなんでしょうか。

それと国際交流費、70万円増額して、国際交流というか、興化市

からお見舞いに来た人たちに対応するということなんですけれど

も、こんなこと言うとちょっとあれなんですけれども、いろんなボ

ランティアだとか、国内の中でもボランティアの人だとか、そうい

った人たちがお金を払ってまで東北にボランティアに来てくれると

いう活動を今回はすごくお世話になりましたよね、私たちの町も。

興化市からお見舞いに来てくれるのはありがたいんですけれども、

予算増額までして対応しなくちゃならないというのは、どうなのか

なと。そんなのかなと思うんです。私、ちょうど一般質問のときに

ちょっと家族にいろいろあってその日聞いていなかったものだか

ら、よくわからないですけれども、もう一回この内容を、何をしな

くちゃいけないのか。増額してまでやらなくちゃならないのかとい

うのをもう一度すみません。しつこいですけれどもお知らせくださ
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い。

それから、筋トレなんですけれども、仮設はいろいろな事業で行

っているのは何回も見ています。ただ、さっきも言ったように、借

り上げ住宅に暮らしている高齢者の人が、本当に今まで車を運転し

ていたんだけれども車も運転しなくなったと、買い物するのにも遠

い、若い家族の人が帰ってこなければ身動きとれなくて、狭い空間

の中でいるんだと。それも仮設に入るか、借り上げ住宅に入るかは

個人の選択で入っているんだけれども、ある程度の高齢者の人たち

は、自分の選択じゃなくて若い人たちの選択で入っているんですよ

ね。だから、本当に気の毒な方はいっぱいいるんですよ、うちの知

り合いの人たちの中にも。だから何とか、巡回バス出してとまでは

言わないですが、大きい仮設の中で集まれる人たちだけでやれるよ

うなところとか、何か方策を行政の中で考えていただきたいと思う

んですよ。そういう、何だろう、方策をぜひぜひお願いしたいと思

うんです。この点についてもう一回お願いします。

答弁者、総務課長。○議長（吉田数博君）

これは、やはり今49の行政区ございます。○総務課長（根岸弘正君）

総会等もやっている区もありますし、まだのところもあります。た

だ、いろんな活動を始めようというような話も大分聞いております

ので、今回の予算につきましては一応49の行政区、１行政区当たり

５万円ということで予算計上をしたところでございます。

企画調整課長。○議長（吉田数博君）

続きまして、国際交流の関係なんです○企画調整課長（谷田謙一君）

が、確かに、国内の方々は、ボランティアでほうぼうから来ていた

だいております。ただ、今回、先ほども答弁しましたとおり、中国

の興化市から、最初はこちらで断った経緯もございました。ただ、

その後２回ほどファックスが来まして、ぜひとも浪江町の皆様が見

舞われた苦しみということで、深い友情のあかしということでの募

金活動を向こうで大分行ったようでございます。ただ、それで幾ら

の募金が集まったのかは、ちょっとわからないのですが、そういう

、 、ことで何名かで来るものですから それにかかる経費ということで

せっかく向こうから来ていただくものですから、交流会等を予定し

て予算計上したものでございます。

以上であります。

健康保険課長兼津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

借り上げのいろい○健康保険課長兼津島診療所事務長（紺野則夫君）

ろアパートに住んでいる方々の高齢者というか、そういうふうな方

々に対しての部分なんですが、これは当然仮設に入っている方々と
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同じようにやらなければならないと考えております。今後、そうい

うふうな方々に対して、開催通知など送付し、仮設の集会所等々で

集まれるような環境を整えていきたいなと考えております。

以上でございます。

13番。○議長（吉田数博君）

、 、○13番 佐藤文子君（ ） さっき １回目の質問のときに言ったんですが

できれば大きな金額、小さいのはいいんですが、大きい金額の範囲

でどういった事業が残っているか、当初予算の関連で今回の補正、

この後も補正あると思うんです、12月も。この平成23年度の大きな

項目に関しての、できればどういった事業が残るのかということが

。 。わかりやすいような資料であればいいなと思います これ要望です

検討してみてください。お願いします。

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第49号 平成23年度浪江町一般会計補正予算（第

４号）採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第49号は原案のとおり可決されました。

◎議案第５０号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第50号 平成23年度浪江町文化○議長（吉田数博君）

及びスポーツ振興育成事業特別会計補正予算（第１号 、これより）

質疑を行います。

質疑はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第50号 平成23年度浪江町文化及びスポーツ振興

育成事業特別会計補正予算（第１号）を採決いたします。
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採決は起立により行います。

本案を原案のとおり可決することに賛成の諸君の起立を求めま

す。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第50号は原案のとおり可決されました。

◎議案第５１号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第51号 平成23年度浪江町国民○議長（吉田数博君）

健康保険事業特別会計補正予算（第１号 、これより質疑を行いま）

す。

質疑ありませんか。

20番。

国保特別会計の今後の運営についてお尋ねしま○20番（馬場 績君）

す。

こういう状況のもとで、医療費は来年の２月までは無料というこ

とになっておりますけれども、原発の事態の収束は、私は見込みな

いと。しかも避難生活から脱することも極めて困難だという見通し

に立ったときに、被災者が医療費３割負担するということは極めて

重い負担になるわけです。したがって、まだ政府においては第３次

補正を提案されておりませんけれども、時期的には来年度予算編成

の準備をしている時期でもあります。

したがって、医療費の３月以降の分、無料についても私は実施す

べきだと、その立場で関係機関に求めるべきだと思います。町長と

してそのことに関して新たな情報があればお知らせいただきたい

し、お示しいただきたいし、私が思っていたことに対して今後どう

いうふうに対処されるのかお答えをいただきたいと思います。

答弁、町長。○議長（吉田数博君）

新たな情報はございませんけれども、今、議員○町長（馬場 有君）

おただしのとおり、避難生活は私もなかなか抜け出せないのではな

いかというようなことでありますので、３月以降のやはり医療の無

料化に、国を初めとする関係機関に相当なる声で要望していきたい

と、このように考えております。

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第51号 平成23年度浪江町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第51号は原案のとおり可決されました。

◎議案５２号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第52号 平成23年度浪江町国民○議長（吉田数博君）

健康保険直営診療施設事業特別会計補正予算（第１号 、これより）

質疑を行います。

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第52号 平成23年度浪江町国民健康保険直営診療

施設事業特別会計補正予算（第１号）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第52号は原案のとおり可決されました。

◎議案５３号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第53号 平成23年度浪江町公共○議長（吉田数博君）

（ ）、 。下水道事業特別会計補正予算 第１号 これより質疑を行います

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第53号 平成23年度浪江町公共下水道事業特別会

計補正予算（第１号）を採決いたします。
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採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第53号は原案のとおり可決されました。

◎議案第５４号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第54号 平成23年度浪江町農業○議長（吉田数博君）

集落排水事業特別会計補正予算（第１号 、これより質疑を行いま）

す。

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第54号 平成23年度浪江町農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第54号は原案のとおり可決されました。

◎議案第５５号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第55号 平成23年度浪江町介護○議長（吉田数博君）

保険事業特別会計補正予算（第１号 、これより質疑を行います。）

質疑はありませんか。

20番。

この議案の性質上、介護保険料、あるいは一部○20番（馬場 績君）

負担、３月以降の無料継続を関係機関に求めていくべきだと思いま

す。早い時期からの町長の取り組みを求めますけれども、町長の対

応はいかがかお答えをいただきたい。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

議員おただしのとおり、政府あるいは関係機関○町長（馬場 有君）

等に強く要請してまいりたいと、このように考えます。

他に質疑はありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第55号 平成23年度浪江町介護保険事業特別会計

補正予算（第１号）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり可決することに賛成の諸君の起立を求めま

す。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案55号は原案のとおり可決されました。

◎議案第５６号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第56号 平成23年度浪江町後期○議長（吉田数博君）

（ ）、 。高齢者医療特別会計補正予算 第１号 これより質疑を行います

質疑はありませんか。

20番。

本議案についても、普通徴収、特別徴収、広域○20番（馬場 績君）

連合に対する負担、財政措置を継続して求めていくべきだと思いま

す。お答えいただきたい。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

議員おただしのとおり、これもいわゆる政府、○町長（馬場 有君）

関係機関等に強く要請してまいりたいと考えております。

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第56号 平成23年度浪江町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第56号は原案のとおり可決されました。
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◎議案第５７号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第57号 平成23年度浪江町水道○議長（吉田数博君）

事業会計補正予算（第１号 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第57号 平成23年度浪江町水道事業会計補正予算

（第１号）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第57号は原案のとおり可決されました。

ここで、議会運営委員会開催のために３時20分○議長（吉田数博君）

まで休議をいたします。

（午後 ２時４９分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時２０分）

◎日程の追加

お諮りいたします。○議長（吉田数博君）

、 。ただいま 橋爪光雄君ほか２名から発議第２号が提出されました

、 、 。これを日程に追加し 追加日程第１とし 議題にしたいと思います

ご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

発議第２号を日程に追加し、追加日程第１として議題とするに決

定いたしました。

◎発議第２号の上程、説明、質疑、討論、採決

追加日程第１、発議第２号 議会議員の議員報○議長（吉田数博君）

酬の特例に関する条例の一部改正についてを議題といたします。
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議案配付のため、暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時２０分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時２０分）

事務局長に議案を朗読させます。○議長（吉田数博君）

［事務局長朗読］

提出者の橋爪光雄君から提案理由の説明を求め○議長（吉田数博君）

ます。

［ 議事進行」と呼ぶ者あり］「

20番。○議長（吉田数博君）

提出された発議関係は、議長の報酬月額の減○20番（馬場 績君）

額でありますけれども、本人、議長が議会に案件を出すことはそ

のとおりで、そのまま議事運営することには問題はないでしょう

か。

それでは、事務局長から説明をさせます。○議長（吉田数博君）

それでは、説明させていただきます。○事務局長（宮口勝美君）

本案件、議会議員の議員報酬の特例に関する条例の一部改正であ

りますが、議員の報酬の改正の条例案件と同様に、関係者、今回た

またま議長ですが、関係者全員であっても全員排斥はなしでやって

。 、 、いると 県の議長会のほうに確認しましたところ 条例案件であり

一般的、普遍的な内容であるので、排斥の理由には該当しないとい

う回答をいただいていましたので、そのまま議長に進行をお願いし

ているところです。

９番。○議長（吉田数博君）

［９番 橋爪光雄君登壇］

ただいま議員報酬に関する特例については、議○９番（橋爪光雄君）

会事務局のほうから説明がありました。

提案理由に関しまして申し上げます。

議長の意思により、平成23年浪江町議会６月定例会における特別

委員会設置の際、不手際により議会を混乱させた責任をとるため、

現在の議員報酬からさらに２カ月間20％の議員報酬削減を行うもの

です。皆様のご賛同をお願いします。

以上で提案理由の説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）
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これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、発議第２号 議会議員の議員報酬の特例に関する条例

の一部改正についてを採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、発議第２号は原案のとおり可決されました。

◎日程の追加

お諮りいたします。○議長（吉田数博君）

、 。ただいま 災害対策特別委員長から発委第４号が提出されました

、 。これを日程に追加し 追加日程第２として議題にしたいと思います

ご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

発委第４号を日程に追加し、追加日程第２として議題とすること

に決定いたしました。

◎発委第４号の上程、説明、質疑、討論、採決

追加日程第２、発委第４号 原発事故による被○議長（吉田数博君）

災損害賠償請求手続きに関する意見書（案）についてを議題といた

します。

議案配付のため、暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時２５分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時２５分）

事務局長に朗読をさせます。○議長（吉田数博君）

［事務局長朗読］

提出者の災害対策特別委員長、小黒敬三君から○議長（吉田数博君）

提案理由の説明を求めます。

16番。

［災害対策特別委員長 小黒敬三君登壇］
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今回の意見書については、大ま○災害対策特別委員長（小黒敬三君）

かな内容はここに書いてあるとおりでありますけれども、今回の賠

償の膨大な資料に関しては、全く被災者のことを考えないというこ

とで、本当に事務の手続の視点から一歩も出ていないということで

あります。特に、精神的な損害とか、そういったものに関しては全

く考慮がなされていないということもあります。そういうことで、

また、実際の我々避難者が避難している際、請求書であるとかいろ

んな記録、ほとんど持っている人もいない、そういった中であのよ

うな内容は全く認められないということでありますので、大まかな

点は４点でありますが、そういった理由で今回の意見書を提出する

ことにいたしました。よろしくお願いします。

以上で提案理由の説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

これより質疑を行います。質疑はありませんか。

20番。

本件については、全員協議会でみっちり議論を○20番（馬場 績君）

、 。 、 、 、して 確認したものであります 異議ありませんが 実は ３番目

意見書の趣旨のところに書いてありますが、具体的には３番目に、

１回限りとすることを削除とありますが、最新のニュースでは、そ

れは削除すること。

［ 示したんだよね」と呼ぶ者あり］「

いやいや、決めたの。いつごろと文書では出し○20番（馬場 績君）

ているんだけれども、新聞、テレビで周知するというだけで、請求

者本人にはこのことは周知しないんですよ。したがって、３番目の

ところに確認事項を削除し、請求される、そのことを徹底する、周

知徹底するを入れないと、ちょっとかみ合わない。削除は決めたん

。 、 。ですよ だから そのことを政府にも求めていくべきだと思います

ご検討お願いします。

そうしますと、あと第１番目の○災害対策特別委員長（小黒敬三君）

簡素化についても、ここも新たな説明書を配布する予定になってい

るので、ここの部分をまた変えなくてはならないということで、全

体的な見直しが求められるので、果たしてこの場で即答を。

一応、追加ということで、とりあえず現時点においてはこのまま

で。

［ 削除するんだからいいんじゃないですか」「

と呼ぶ者あり］

一応内容に関しては間違っては○災害対策特別委員長（小黒敬三君）

いないと思いますので。

［ 状況に合わない」と呼ぶ者あり］「
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あとそれではあすの委員会あり○災害対策特別委員長（小黒敬三君）

ますけれども。

意見書の議案だから、委員長。これ議案だから○議長（吉田数博君）

ね。

［ 修正すればいいじゃないの」「

「暫時休議で委員長ちょっと」と呼ぶ者あり］

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時３３分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時３５分）

委員長、どうぞ。○議長（吉田数博君）

それでは、ただいまの20番議員○災害対策特別委員長（小黒敬三君）

のほうから提案ありましたことを受け入れまして、記の１番と３番

を修正追加することにします。

内容に関しましては、１、原発事故による被災損害賠償請求手続

き書類をもっと簡略化し、周知すること。３番目も「Ａ２」賠償金

請求書（提出用 「同一補償対象期間における、各補償項目の請求）

は１回限りとすること」の確認事項を削除し、周知すること訂正を

したいと思います。よろしくお願いします。

他に質疑ございませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、発委第４号 原発事故による被災損害賠償請求手続き

に関する意見書（案）についてを採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、発委第４号は原案のとおり可決されました。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時３７分）
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再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時４６分）

◎日程の追加

お諮りいたします。○議長（吉田数博君）

、 。ただいま 災害対策特別委員長から発委第５号が提出されました

、 。これを日程に追加し 追加日程第３として議題としたいと思います

ご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

発委第５号を日程に追加し、追加日程第３として議題とすること

に決定いたしました。

◎発委第５号の上程、説明、質疑、討論、採決

追加日程第３、発委第５号 原発事故による被○議長（吉田数博君）

災損害賠償請求手続き等に関する決議（案）についてを議題といた

します。

資料配付のため暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時４７分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時４８分）

事務局長に朗読をさせます。○議長（吉田数博君）

［事務局長朗読］

提出者の災害対策特別委員長、小黒敬三君から○議長（吉田数博君）

提案理由の説明を求めます。

16番。

［「 、 」 ］議長 ちょっと休議をお願いしたい と呼ぶ者あり

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時５１分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ４時４３分）
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再開いたしますが、５時以降の場合も考えら○議長（吉田数博君）

れますので、ここであらかじめ延告することを申し上げておきま

す。

◎日程の追加

先ほど提案のありました発委第５号 原発事故○議長（吉田数博君）

による被災損害賠償請求手続き等に関する決議（案）について撤回

したいとの申し出があります。この件を日程に追加し、追加日程第

４として直ちに議題としたいと思います。

ご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

◎議案の撤回について

追加日程第４、原発事故による被災損害賠償請○議長（吉田数博君）

求手続き等に関する決議について撤回を議題といたします。

、 。災害対策特別委員長 小黒敬三君から撤回理由の説明を求めます

16番。

［災害対策特別委員長 小黒敬三君登壇］

先ほど発委第５号で出しました○災害対策特別委員長（小黒敬三君）

内容に不備がありましたので撤回をしたいと思います。よろしくお

願いします。

お諮りいたします。○議長（吉田数博君）

ただいま議題となっております撤回の件を許可することにご異議

ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって、この件は許可することに決定いたしました。

◎日程の追加

お諮りいたします。○議長（吉田数博君）

、 。ただいま 災害対策特別委員長から発委第６号が提出されました

、 。これを日程に追加し 追加日程第５として議題にしたいと思います

ご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

発委第６号を日程に追加し、追加日程第５として議題とすること

に決定いたしました。
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◎発委第６号の上程、説明、質疑、討論、採決

追加日程第５、発委第６号 原発事故による被○議長（吉田数博君）

災損害賠償請求手続き等に関する決議（案）についてを議題といた

します。

議案配付のため、暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ４時４５分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ４時４６分）

事務局長に議案の朗読をさせます。○議長（吉田数博君）

［事務局長朗読］

提出者の災害対策特別委員長、小黒敬三君から○議長（吉田数博君）

提案理由の説明を求めます。

16番。

［災害対策特別委員長 小黒敬三君登壇］

それでは、提案理由を申し上げ○災害対策特別委員長（小黒敬三君）

たいと思います。

趣旨に関しましては、先ほど発委４号で皆様から賛同いただきま

した意見書と内容、趣旨に関しましては同じとなっております。よ

ろしくお願いします。

以上で提案理由の説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論はありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、発委第６号 原発事故による被災損害賠償請求手続き

等に関する決議（案）についてを採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、発委第６号は原案のとおり可決されました。



- 231 -

◎日程の追加

お諮りいたします。○議長（吉田数博君）

ただいま、各常任委員長、議会運営委員長、各特別委員長から閉

会中の継続審査または調査の件についてが提出されました。これを

日程に追加し、追加日程第６として議題としたいと思います。ご異

議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

閉会中の継続審査または調査の件を日程に追加し、追加日程第６

として議題とすることに決定いたしました。

議案配付のため、暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ４時５０分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ４時５１分）

◎委員会の閉会中の継続審査又は調査について

追加日程第６、委員会の閉会中の継続審査又は○議長（吉田数博君）

調査の件を議題といたします。

各常任委員長及び議会運営委員長並びに各特別委員長からお手元

に配付しました申出書のとおり、閉会中の継続審査（調査）の申し

出があります。

お諮りします。

委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査（調査）に付す

ることにご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

閉会中の継続審査（調査）にすることに決定いたしました。

以上で今期定例会に付議された事件はすべて議了いたしました。

◎町長あいさつ

町長から発言を求められておりますので、許可○議長（吉田数博君）

いたします。

町長。

今期定例会が閉会されるに当たり、一言ごあい○町長（馬場 有君）

さつを申し上げます。

議員各位におかれましては、去る９月21日の本定例会開会以来、
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、 。熱心にご審議をいただきましたことに対し 厚く御礼申し上げます

審議の過程でいただきました貴重なご意見、ご提言につきまして

は、今後の町政執行または被災者対策に十分生かしてまいりたいと

考えております。

さて、政府は、９月30日開催の原子力災害対策本部で福島第一原

発から半径20キロから30キロ圏の緊急時避難準備区域について、指

定を一括解除することを決定し、解除を公示しました。同区域の解

除については、住民が故郷に帰還するための第一歩であると一部歓

迎する声があるものの、これからは水道、電気などのインフラの復

旧や除染作業の本格実施など、さまざまな課題が山積している中で

の指定解除となります。

また、当町のように警戒区域、計画的避難区域内にある市町村の

指定解除については、年内にステップ２を達成した時点で検討に入

、 、 、るとしていますが 原発事故収束の状況 放射性物質の飛散状況等

一部不透明な部分もございますので、国には情報開示の徹底を求め

るとともに、その動向に十分注意を払っていきたいと考えておりま

す。

次に、当町の財政状況でありますが、今回の決算審議においても

明らかなように、引き続き厳しい財政が続く見込みであります。ま

た、本年度予算においても、原発事故による全町避難に伴い、町税

を初め自主財源の確保ができず、町債及び国・県からの財政支援に

頼らざるを得ない状況となっております。そのため、避難生活を強

いられている町民の皆様方の被災者対策関連事業については、でき

得る限りの施策を展開しつつも、健全な町政運営を行うため、国・

県補助事業の活用とあわせ、国・県交付金等必要財源の確保に尽力

してまいりたいと考えております。

かねてから要望のあったいわき市への出張所開設の件であります

が、いわき市との事前協議が整い、10月13日に協定書を提出できる

運びとなりました。また、南相馬市、相馬市方面の出張所について

は、現在、国有施設の借用について協議中であります。11月初旬か

らの開設に向け、準備を急がせたいと考えておりますので、議員各

位のご理解をお願い申し上げます。

また、11月10日告示、11月20日投票で福島県議会議員選挙及び浪

江町長選挙が執行されることとなりました。過去に例を見ない被災

地での選挙執行となったため、選挙情報の有権者への周知のための

経費など、選挙関連予算案及び条例制定案など議会に付すべき案件

がございますので、臨時議会の開催についてご配慮をいただきたい

と考えております。
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、 、最後になりましたが 議員の皆様には健康に十分留意されまして

今後の町政推進のため、一層のご活躍をお祈り申し上げ、閉会のあ

いさつとさせていただきます。

以上をもって本日の会議を閉じます。○議長（吉田数博君）

これをもって、平成23年浪江町議会…。

［ 議長、議事進行」と呼ぶ者あり］「

20番。○議長（吉田数博君）

22日の私の一般質問に対して、勝山議員から議○20番（馬場 績君）

事進行がかかって、看過できない発言だと、こういう申し出があり

ました。議会が中断し、混乱をしました。全員協議会が開かれまし

た。その後、議長からきょう、勝山議員の議事進行の発言撤回を求

めた私の申し出に対し、20番の度量でそれは容認していただきたい

と、こういう議長からのお話があって、私は認めるわけにはいかな

い。もし一般質問中に係る事態が続行するとすれば、議会の円滑な

運営に支障を来すと。もし今回の勝山議員の議事進行、あの動議が

そのまま何らの手続もなく、発言撤回もなく、容認されるとするな

らば、同じような議会運営が惹起されることは十分予想されます。

したがって、本議場でああいう一般質問に対する侮辱的な発言を

し、議会を混乱させたことに対し、改めて発言の撤回と謝罪を求め

るものであります。議長をして、おとりはからいをお願いする次第

です。

議案配付のため、暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ４時５９分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ５時１９分）

ただいま、22日の一般質問の中で、議事進行に○議長（吉田数博君）

ついて17番から出された案件について、問題だという20番議員から

提案がございました。それで、議会運営委員会の中で次のように決

定をしたので、ひとつご承知をいただきたいと思いますが、この事

、 、案につきましては 閉会中の議運の継続審議の中で議事録を精査し

事実関係を調査分析をした中で議運の中で協議をし、その後、全協

で報告、協議をしていくということにしたいとなったわけですが、

そういうことでひとつご理解いただきたいと思います。

20番、よろしいですね。
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議運をして、そういう対応をするということに○20番（馬場 績君）

ついては、十分検討してしかるべき結論を出してもらいたいと思い

ます。ただ、議会のルールからいうと、議会中の発言は議会中でな

ければ発言撤回できないということになっています。これはこのま

ま残るということになるわけです。そこを十分踏まえた上で、今後

の議運での調査、今後の方針について混乱のないように整理しても

らいたいと強く申し入れします。

◎閉会の宣告

これをもって平成23年浪江町議会９月定例会を○議長（吉田数博君）

閉会いたします。

（午後 ５時２１分）
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、 。上記会議の顛末を記載し 相違のないことを証するためここに署名する

平成２３年 月 日

浪 江 町 議 会 議 長 吉 田 数 博

署 名 議 員 渡 部 貞 信

署 名 議 員 鈴 木 辰 行

署 名 議 員 佐 藤 文 子
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